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　　Prologue







　エレベーターの階層表示が、最上階の30階で停止する。

　小気味良いベル音の後に、重厚な金属の扉が開かれた。

　カーペットの敷しき詰められた廊下に足を踏み出したのは、スーツ姿の老年の男と、キャリアウーマン然とした格好の女性秘書である。

　２人で廊下を並んで歩き、老年の男は傍かたわらの秘書に尋ねた。

「この後の予定はどうなっている？」

　秘書は眼鏡めがねの位置を正しながら、片手に持っていたタブレット端末でスケジュール表を確かく認にんした。間を空けず、秘書は老年の男の問いに答えた。

「17時から、研究部門長達との定期報告会。その後、18時30分からは日ひ比び谷やのレストランで、不ふ破わ厚こう労ろう相しようと会食の予定になっております」

「そうか。もう今日きようが、不破と会う約束の日だったか」

　感慨深く、老年の男は返事をした。

　厚労相。

　日に本ほんの厚こう生せい労ろう働どう省しようを統すべる国務大臣であり、国家の社会保障行政や労働行政などを所管する閣僚のことである。老年の男の会食予定の相手とは、つまり日本国における大臣である。

「不破、したたかなあの男め。顔を合わせる時には、いつも何かしらの頼みごとを口にする。今日の会食の目的とて、例の薬事法案に関する支持集めに違いない。業界大手の一角を担う、この天あま照てらす製せい薬やくの支持があれば、〝あの薬〟の認可が早まると考えているのだろう」

「気が進まないご様よう子すですね。会食はキャンセルした方がよろしいですか？」

「いいや、そうもいかん。気が進まんからといって、現げん職しよく閣僚との約束をすっぽかすわけにはいかんだろう。それに薬事法の改正についてだけは、私と不破は昔からの協力関係だ」

　老年の男は少しの沈ちん黙もくの後に、微笑ほほえみを交えて言った。

「あの法案が通れば──ついに念ねん願がんの〝万能性細胞デユナミス〟の販売が実現する」

「確たしか……医い療りよう用ようとしてｉＰＳ細胞を調ちよう整せいしたものでしたね。卵細胞をベースに作られているため、人体のどんな部位でも作り出せる万能薬だとか。臨床試験も順調だとお聞きしています」

「ああ。試し験けんはもう十分にやった。法案を支持すれば、あれの販売に有利な条件を引き出せるだろう。不破は気に食わん奴やつだが、損得関係で持ちつ持たれつなのが、社会というものだ」

　やがて２人は、廊下の突き当たりにある扉に行き当たる。

　老年の男は、扉の前で秘書と別れ、単身でその部へ屋やの中に入って行く。一方、秘書は扉の傍そばに設置された専用の受付に腰掛け、そこで仕事を始めた。

　扉の向こうは、社長室である。

　入ってすぐ向かいには立派な執務机が置いてあり、その背景は一面ガラス張りである。

　壁の向こうには、東とう京きようの景色けしきが一望できた。

　生憎あいにくの雨模様となっている空は冷たく暗いが、その下で輝かがやく眠らない都市の夜景は絶景だった。ガラス壁を伝い落ちる数え切れない雨滴の向こうに、滲にじんだ光の粒子が、いくつも煌きらめいているのが見て取れる。年の瀬せを迎えようとしている十二月の街には、温かな光が溢あふれていた。

　老年の男は椅い子すに腰掛けた。

　上質なレザーの背もたれに、深く深く背を預ける。

　そうしてしばらく、ガラス壁にぶつかる涼やかな雨音を楽しむことにした。

　老年の男にとって、そこからの眺めは、いつも格別なものだったのである。

　その時──執務机の上に置かれた電でん話わ機きが鳴り始めた。

　それは場の空気を読まない、無粋な電話だった。

　格別な気分を阻害されたこともあるが、老年の男は苛いら立だち気味に受話器を持ち上げた。

『──社長室からの眺めはどうだ、桐きり生ゆう社長？』

「……!?」

　電話越しに語りかけてきたのは、秘書ではなく男の声である。

　それは予期せぬ出来事だった。

　なぜなら普段ふだん、社長室に直接電話がかかってくることはないからだ。いつも秘書が電話を取り次ぎ、必要な時にだけ、電話がこの部屋に回ってくるのだ。秘書以外にかけてくる人物などいない。

「そちらは……誰だれかね？」

『良い質問だ。その答えこそが、これからこの国を揺るがすことになる』

　意味不明な返事。妙に芝居がかった口く調ちようの男である。

『お前は命の値段を知っているか？』

　電話の男は桐生に答えることなく、代わりに全く関係ない奇妙な話を始めた。

『有史以来、人類は様々なものに値段を付けてきた。それは自分達の命に対してすらも同じことだ。優すぐれた才能を持つ者や、裕福な者の命には高い値が付けられた。逆に、代だい替がえの利く者や、貧しい者の命には、安い値しか付けられなかった』

「いたずら電話かね。さっきから何の話をしているのか、見当も付かんよ」

『お前は自分の命がいくらだと思う？』

　電話の男は、さらなる質問を桐生に投げかける。

　その直後、静かに社長室の扉が開かれた。

　入室してきたのは、秘書だった。だが、先程までとは様よう子すが違う。

　おかしいのである。秘書は顔に奇妙なマスクをしていたのだ。

　赤黒い、シワだらけの布で作られたマスクであり、両目と鼻、口の部分に穴が開いている。マスクの表情は、泣いているような、怯おびえているような。そんな顔だった。

　そのマスクに使われている布の材料は……だが果たしてそんなことがありえるだろうか。まるで剝はがし取られた〝人の顔の生皮〟のように見えるではないか。

　掌しよう握あくできない異常を目の前にし、桐きり生ゆうは否応なく、背筋が寒くなる。

「ど、どうしたのかね、園その岡おか君！　そのマスクはいったい……！」

　声が引ひき攣つる。秘書は無言で、ゆっくりと桐生に歩み寄ってきた。

　その片手には──拳けん銃じゆうが握られている。

「なっ……!?」

　どこで銃など入手したのか。なぜ持っているのか。言葉にならず、絶句する。

　血相を変えて、桐生は席から立ち上がった。

　後あと退ずさり、秘書から離はなれようとするが、その足は縺もつれて、無様ぶざまに転んで倒れてしまう。

　拳銃を手にした秘書は、桐生が手放した電でん話わ機きを、静かにスピーカーモードに切り替えた。

　すると電話の男の声は、あたかも男が室内に存在しているかのように聞こえ始めた。

『一つ良いことを教えてやろう。人の命を奪うのに、大金はいらない。銃弾１発があればこと足りるのだ。皮肉なことに、その弾の値段は紙し幣へい１枚以下だ。シンプルな真理だとは思わないか。富める者、貧しき者、人の命は皆、等しく紙切れ以下だ』

　秘書の仕し草ぐさに迷いはない。片手にしていた拳銃の銃口を、足下の桐生に素早すばやく向ける。

　桐生は、その銃口から自身を庇かばうように、両手の平を秘書に向かって掲げた。

「なぜだ……なぜなのかね！　こんなことをして、いったい何の意味が！」

　電話の男の声が、秘書の代わりに答えた。

『これは理不尽な暴ぼう力りよくだよ、社長。残念なことに、この平和な国では、誰だれしも忘れてしまったようだ。自分が容易たやすく、虐しいたげられる側の存在になる可能性をな。自らが傷付けられる可能性を忘れた者達は、どこまでも傲ごう慢まんになるばかりだろう。だから今一度、俺おれはお前達を虐げ、踏みにじり、思い出させてやることにしたのだ。誰しもゴミのように死ぬのだということをな』

　秘書は黙もく々もくと、懐ふところから〝道具〟を取り出し始めた。それを机の上に並べていく。

　ナイフ、ペンチ。何に使うつもりなのか、想像するのも躊躇ためらう小物ばかりである。

「やめろ！　た、助けくれ！　金ならやるから！」

　秘書は淡々と拳銃の撃げき鉄てつを上げた。その音を聞いた電話の男は続けた。

『さっき、俺が誰かと訊きいたな。俺はまだ何者でもない。これからお前が、俺という存在に意味を与えるのだ。全すべてはこれから始まるのだからな』

　桐生の怯え切った瞳ひとみに涙が浮かぶ。

『俺おれはお前達が忘れた──〝恐怖〟そのものだよ』

　２発の発砲音と、２回の閃せん光こうが、社長室で放たれる。

　室内は静まり返り、残されたのは、12月に降る冷たい雨音だけだった。
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　元日。太たい平へい洋ようの海うな原ばらは、朝あさ陽ひを反射して眩まばゆく煌きらめいている。

　新年の太陽が昇っていく空の中に、１機きのヘリが飛行していた。

　けたたましいプロペラ音を発するヘリが向かう先には、すでに小さな孤島が見えてきていた。

　切り立った岩の塊にしか見えない島である。

　──重犯罪特殊刑務所バリアント・ロツク。

　それが孤島の名前だった。

　荒々しい岩肌の上は人の手で整せい備びされており、６棟から成る、砦とりでのような建物がある。有ゆう刺し鉄てつ線せんの壁かべで覆おおわれたそこは、法ほう務む省しようによって管理運営されている特殊施設である。

　地面に激はげしい風を吹き付けながら、やがてヘリは、刑務所のヘリポートに着陸した。

　ヘリから降り立ったのは、トレンチコート姿の１人ひとりの男である。

　顔にシワを刻んだ、白髪の老人だった。人当たりが良さそうな表情をしており、一見すれば老紳士然とした姿に見える。だが右みぎ眼めに痛々しく残る縦たて一文字の傷きず痕あとと、失われた眼球を多い隠す眼帯を見れば、普通の経歴でないことを察するのは、誰だれにでも容易だった。

　男は懐ふところから折り畳み式の杖つえを取り出すと、伸ばした。

　別に歩行困こん難なんなわけではなかったが、その杖は男にとってファッションの一部だ。

　杖で地面を突きながら、悠然と歩く先には、すでに白衣を着た長髪の女性が待ち受けている。

　ポニーテールの黒髪。眼鏡めがね。知的な眼まな差ざしのクールビューティーだった。彼女がどこに行くにも白衣姿であるのは、衣類に頓とん着ちやくがないせいである。マフラー程度しか、飾り気のない格好だった。無愛想な顔には珍しく微笑ほほえみを作り、白髪の男に片手の平を見せて挨あい拶さつする。

「私のヘリの方が先に到着したようだ。改めてだが、あけましておめでとう、狩か月げつ局長」

　白衣の女性は、白髪の男を狩月と呼んだ。

　挨拶された狩月も、白衣の女性に微笑み返して答えた。

「やあやあ、〝博士ドクター〟。こちらこそおめでとう、あけまして」

　狩月は、白衣の女性をドクターと呼んだ。挨拶されたドクターは怪け訝げんそうな顔をする。

「……局長のその挨拶、日に本ほん語ごとして正しいのか」

「去年から変わらず、ドクターは細かいところを気にする人ですねえ。用法など些さ細さいなことではないですか。言葉はコミュニケーションの道具でしかないのです。伝わりさえすれば目的は達しているわけですから、バッチリオッケーなのですよ」

「ふん。去年から変わらずの適当な爺じいさんっぷりで安心するよ」

「人はそう簡かん単たんに変わらないということです」

　狩月は、いつもの温和な笑えみを浮かべて言う。

　挨拶も早々に、２人は並んで歩き始めた。行き先は、ヘリポートから少し離はなれた棟である。途中、所内を巡回中の刑務官達にも挨拶をしながら進むと、目当ての棟にはすぐに辿たどり着いた。

　そこは２階建ての、飾り気のない学校校舎のような建物だった。

　周囲には見張り台が設けられており、それぞれに、アサルトライフルで武装した刑務官が立っている。厳げん重じゆうに警けい備びされた建物は、所内でも特に凶悪な犯罪者を収しゆう監かんしている独居房の棟である。いつ来てみても物々しい警備状況を見渡し、ドクターは呟つぶやいた。

「まったく。世間が元日の安あん寧ねいを満喫しているというのに、私と局長は、こんなむさ苦しい監かん獄ごく島とうでデートとはな。仕事とは言え、少しは正月ムードを楽しみたかったよ」

「でも私が誘わなかったら、どうせラボに引ひき籠こもってテレビを観るくらしか予定がなかったんでしょう？　彼氏もいないし、汚お部べ屋やと研究だけがお友達のドクターですし」

「……言うじゃないか」

「はは。図ず星ぼしですねー。まあ、仕事のおかげで、ドクターだってヘリから見る初日の出を堪たん能のうできたわけじゃないですか。それくらいは役得と思わなきゃ」

「局長の自己肯定的な思考には感心するよ」

「人間が幸福であるために避けられないのは勤労である、ですよ」

「慰なぐさめにならない、トルストイの引用だな」

　面会者用の入り口から、狩か月げつとドクターは施設内に入る。

　とは言え、孤島の秘密刑務所に一般の面会者が来ることはないため、ここで言う面会者用というのは刑務官達の通用口である。あらかじめアポイントを取ってあった主任刑務官に迎えられ、手荷物検査を受けた後、２人はようやく棟内に足を踏み入れることができた。

　施せ錠じようされた何枚もの扉を、案内役の刑務官が解錠して進んだ。

　その後ろに付いて歩きながら、ドクターは傍かたわらの狩月に尋ねた。

「それで？　もしかしなくても、また彼を〝口く説どきに来た〟わけだろ。しかも新年早々、元日から私を呼び出してここに来たということは、おそらく最後の交渉と言ったところかな」

「ドクターの察しの良いところは好きです」

　狩月は、にこやかに肯定した。ドクターは呆あきれてしまう。

「もう何度も誘いを断られているのに、局長も熱ねつ心しんな人だよ」

「女性のハートを射止めるためには、継続的な根気と情熱が必要なのですよ。新年になった今、去年とは違った返事が聞けるかもしれないでしょう」

「人は簡かん単たんに変わらないと、どの口が言っていたんだ。それに彼は女性ではないだろう」

「ドクターはホント細かいですねえ。細かい病ですねえ」

「何だよ、その奇っ怪な病名は」

　ドクターはポツリと、小声で不服の言葉をこぼす。

「……局長は、〝異端の聖者エンテレケア〟に期待しすぎだと思うがな」

　案内役の刑務官に連れられ、やがて２人は、何度か来たことのある独房の前に立った。

　第13独房。入り口のプレートには、そう書かれている。

　案内役の刑務官が房の扉を解錠すると、「面会時間は10分です」と言ってきた。

　構わず、狩か月げつはドクターを引き連れて房内に足を踏み入れる。

　そこは目立った家財のない、質素な部へ屋やだった。

　トイレとベッド。それ以外には、本当に何も置かれていない部屋である。

　９畳間程だろうか。１人ひとりの囚しゆう人じんが使用するにしては、ずいぶん広い構造になっている。妙に室内が眩まぶしく感じるのは、房内の壁へき面めんが無む機き質しつなまでに色白いせいだろう。天てん井じように埋め込まれた蛍光灯の光が、昼夜の感覚を失わせかねない程に、室内を隅々まで照らしていた。天井には埋め込み式の監かん視しカメラが設置されており、24時間の監視態勢が敷しかれている。

　──ベッドに腰掛ける、１人の少年がいた。

　荒々しくカットされた不ふ揃ぞろいな黒髪。異様なまでに冷ややかな眼まな差ざし。表情に年相応の活力はなく、まるで戦場から帰ってきた戦士のような悲愴感を漂わせている。囚人服姿であり、両手首、両足首には、やりすぎではないかとさえ思える、二重の手て錠じようがはめられていた。

　少年は、室内に入ってきた狩月とドクターを見向きもしない。

　ただ無気力に床を見下ろしているだけで、語ることも、見ることもしようとしなかった。

　そんな少年に、狩月は語りかけた。

「久しぶりですね、カナタ君。また雑ざつ談だんに来ました」

　それが少年の名だった。

　カナタと呼ばれた少年は、狩月の言葉に微み塵じんの反応すら示さない。

　話を聞いているのか疑わしくなる程、カナタは死体のような沈ちん黙もくを保ち続けるだけだった。

　狩月は懐ふところから数枚の写真を取り出し、それをベッドの上に放った。カナタが見向きもしないその写真には、どこかのオフィスと、無残な死体が写されている。

　無反応なカナタに構わず、狩月は一方的に話すことにした。

「３日前のことです。有名大企業である天あま照てらす製せい薬やくの社長、桐きり生ゆうショウイチが、自身の勤め先で殺害されるという痛ましい事件が起こりました」

　カナタはやはり、何も答えない。狩月は特に気にせず、変わらぬ口く調ちようで先を続けた。

「犯人は同社社員で、桐生の秘書である園その岡おかマミ。彼女は桐生の殺害後、犯行現場となった社長室でピストル自殺をしました」

　囚人に近付くことを禁じられているのに構わず、狩月は親しげに、カナタの隣となりに腰掛けた。

　そしてベッドの上に撒まいた写真の中から、３枚を選んで取り上げる。

「では犯行手口を説明しましょう。秘書は社長室に入室し、被害者に２発を発砲。社長の両脚大だい腿たい部ぶを撃うち抜き、痛みで被害者を気絶させました。そこからの犯行が特徴的でしたよ」

　狩月は手にした写真を、カナタの横顔に向かって見せつけた。

　いずれの写真にも、拷ごう問もんされたと見られる、被害者の悲惨な遺い体たいが写されている。

「秘書は、気絶していた被害者を椅い子すに縛しばって拘こう束そくし、まずナイフで右手の親指を切り落としました。その指が被害者の胃の中から発見されたことを考えると、秘書は被害者に、自分の指を食べるように強要したんでしょうね。そうして被害者を恐怖させ、抵抗する気力を完全に奪った後が仕上げです。生きたまま顔面の肉を剝はがし取って殺害しました。被害者の死因は外傷性ショック死。過度の恐怖と出血による、実に壮絶な死に様でしたよ」

　無残な話を聞かされているというのに、やはりカナタは表情１つ変えようとしない。

　話に興きよう味みがないのであろうことは、狩か月げつにはよくわかっていた。

　まるで石像を相手に喋しやべっているかのようであっても、狩月は話を止めるつもりはない。

「社長を殺害後に、秘書はピストルで自分の頭部を撃うち抜き、自殺しました。すでに実行犯は死亡しているわけですが、残された２つの謎なぞが解明されておらず、事件は完全な解決に至っていません。その謎というのが、どうにもうちの領分のようでしてね」

　狩月は手にしていた３枚の写真を、懐ふところに引っ込めた。

「第１の謎は〝社長室に電話をかけた男〟です。電話会社から入手した通話記き録ろくによれば、正体不明の男が、使い捨ての携帯電話を使って社長室に電話をかけていました。被害者と会話をしていた証拠があります。しかも殺害直前ですよ。状況からして、事件に男が関与している可能性は大でしょう。我々は現在、男がこの事件の主犯格であると見て捜査をしています」

　狩月は、まだベッドの上に落ちていた写真の１枚を取り上げる。

　そこには、ガラス壁へきに描かれた不気味な血文字が写されていた。

「第２の謎。それは〝秘書の正体について〟です。秘書は被害者を殺害後、ピストル自殺をする前に、血文字で遺い書しよを書き綴つづりました。この遺書ですが、どういうわけかドイツ語です。秘書の素性を洗いましたが、渡航履り歴れきにドイツへの入国記録はなく、また学習形態にかかわらず、ドイツ語を習得した経歴もありません。しかし専門家さんに鑑かん定ていいただいたところ、このドイツ語は、まるで生きつ粋すいのドイツ人が書いたかのように達筆であるそうです。内容は、遺書というよりは犯行声明に近いものでしたよ。意味は簡かん潔けつでした。桐きり生ゆう社長はその強欲のために罰せられた。この世の全すべての罪人は、いずれ同様に罰せられる日がくるだろう。……何だか予言めいた言い回しですよね」

　狩月は写真を引っ込める。

「このドイツ語の件に限った話ではありません。銃の扱い。拷ごう問もん技術。どれも素人しろうとの犯行ではなかった。まるで秘書は〝経歴上は持ち得るはずのない知ち識しきと技術〟を持っていたのだとしか考えられません。特殊な訓練を受けた諜報員スパイの可能性があります。しかも電話会社のサーバーに残っていた通話記録には、秘書の仲間と見られる男の犯行予告とも取れる言葉が残っていました。全てはこれから始まるのだとね。永なが田た町ちようは本件についてかなり心配しちゃってます。他国との外交問題に発展する事件になるんじゃないかとね」

　だからこそ警けい察さつはさじを投げた。狩月の口振りは、そう物語っている。

「そこで我々──内閣情報捜査局ＣＩＲＯの出番です」

　狩月は一だけ、眼まな差ざしに鋭するどさを覗のぞかせた。

「今日きようこうしてカナタ君を訪れた理由は、ご察しの通り。いつもと同じく〝捜査協力〟の提案を持ちかけに来たんですよ」

　言いながら、狩か月げつの顔は、普段ふだんの温和な老人の顔に戻る。

「条件もいつもと同じ。捜査に協力すれば、君の死刑判決を無期懲ちよう役えきに減刑できます。法ほう務む省しようからは、すでに良い返事を取り付けていましてね。あとは君の判断次第ですよ」

　無期懲役。

　死刑や終身刑とは違い、仮釈放の可能性がある比較的緩ゆるい刑罰である。

　重たい刑ではあるが、このまま収しゆう監かんされていれば極刑に処されるカナタのような囚しゆう人じんにすれば、狩月の提案は破格の好条件である。無期懲役であれば、長くて15年、少年だということを考えれば、もっと早く出所できる可能性が出てくるだろう。生きたいのならば、躊躇ためらうことなどないはずだった。

　しかしその提案にすら、カナタは何の反応も示そうとしなかった。

　ただ冷めた眼まな差ざしを独房の床に注ぐだけで、狩月の魅み力りよく的てきな話を無視し続けていた。

　沈ちん黙もくするカナタの答えを「ＮＯ」であるのだと理解し、狩月はカナタの隣となりから立った。

　ベッドの上から写真を回収すると、カナタに向かって言った。

「……神か奈な川がわ生物兵器事件。全すべての始まりとなったあの事件から、もう５年が経たつのですね」

　狩月はカナタに背を向け、ドクターと共に独房を後にしようとする。

　去り際に狩月は、カナタを振り向かずに告げた。

「緋ひ上かみカナタ。君には普通の人にはない、天から与えられた特別な才能がある。君の才覚を、この監かん獄ごくの島で埋もれさせるのはあまりに惜しい。うちのチームは、是非とも君の協力が欲しいと思っています。良い答えが聞けないのなら、それなりの手段も検討させて貰もらいますよ？」

　カナタが何１つ喋しやべらないまま、独房の扉は再び閉ざされる。

　固く閉ざされた金属製の扉を背に、狩月は小さく嘆息を漏らした。

　狩月はこれまでの温和な雰囲気を消し、冷たく尖とがった視し線せんをドクターに向ける。

「仕方ありません、彼に〝投薬〟しましょう」

「そうくるだろうとは思ってたよ。機き材ざいは、すでに別室に準備させてある」

「よろしくお願ねがいしますよ、ドクター」

　狩月の指示を、ドクターは無言で承知する。

　ドクターは白衣のポケットに両手を入れ、案内役の刑務官に連れられて行った。
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　１月。東とう京きようの高級住宅街で迎える朝だった。

　家の外からは、すでに鳥達の囀さえずる声が聞こえてきていた。

　自室のスタンドミラーの前に佇たたずみ、少女は鏡かがみに映った自らの身なりを整ととのえていた。

　右手で払った長い黒髪が、サラリと背に流れる。整った顔立ちは、街を歩けば人目を惹ひく程に可か憐れんであった。やや小柄な体付きであるため、同年代からはいつも年下に思われてしまう。そんなあどけない面おも影かげをしているが、瞳ひとみの奥には凜りんとした意思を宿しており、幼さと同時に知性を感じさせる、不ふ思し議ぎな雰囲気の少女だった。

　制服の胸元でスカーフタイを結び、黒髪を背中に払はらい除のける。鏡に映る自分の身だしなみを整え終わると、何気なく、傍かたわらの学習机の上に置かれた写真立てを見下ろした。

　そこには、左半分が破り捨てられた写真が収まっている。

　幼かった頃ころの自分と、父親が並んで映っている写真だ。

　２人は公園のベンチに座り、アイスクリームを手に、幸せそうに微笑ほほえんでいた。

　……もう過ぎ去りし日の光景だ。

　少女は苦笑を浮かべる。

「今日きようからリセは、また学校です。行ってきます、お父とうさん」

　そう言って通学鞄かばんを拾い上げると、その中に読みかけの本を入れる。

　身み支度じたくが整うと、少女──リセは自室を後にした。

　階段を下りて１階に向かった。すると香ばしく焼けたトーストの匂においが漂ってきた。

　リビングに行くと、すでにテーブルに腰掛けた３人の家族がいた。

　冷めた表情で黙もく々もくと新聞を読み耽ふけっている家長の男と、トーストを咀そ嚼しやくしている夫人。そして、気け怠だるそうに椅い子すの背に寄りかかりながらテレビを観ているのは、不良然とした赤髪の少年である。一いつ家か団だん欒らんの時間であるというのに、いつも通り、家族の心はバラバラに見えた。

　不ふ破わ一家。実父を亡くし、身寄りがなくなったリセの面めん倒どうを見てくれている家族だ。

　リセの父親と不破家には浅からぬ縁えんがあったらしく、家長の不破カネヒトが後こう見けん人にんとなり、リセをこの一家に受け入れてくれたのである。

　しかし……不破家の母子は、リセの存在を良しとは思っていない様よう子すだった。

「相変わらず１番遅い顔出しなのね。今日から３学期なんだから、もっと早く準備しなきゃ」

「……ごめんなさい」

　窘たしなめられたリセは、申し訳なさそうに萎しおれた表情になる。

　だが夫人は、澄すました顔でさらなる嫌味いやみを言う。

「不破家で暮らしている以上、規律正しい生活をして貰もらわなくては困りますわ」

　夫人のその挨あい拶さつも、リセの心苦しい気分も、いつも通りだ。

　リセはテーブルの自席に腰掛けた。トースターに食パンを差し入れ、加か熱ねつスタートのレバーを下げる。リセがそうする横で、新聞を読んでいた家長の不破カネヒトが口を開いた。

「今夜は帰れそうにない。夕飯の支度は必要ないぞ」

「まあ。新年早々、お忙しいのでして？」

　新聞を畳んで置くと、不ふ破わはテーブルの上のコーヒーカップを手に取った。

「今日きようは夕方から、与党若手議ぎ員いん達との新年会になっている。公務とは違う宴会行事でしかないが、人付き合いは、この仕事をする上で欠かせないものさ」

「そうですか。お若い議員さん達も、パーティーに厚こう生せい労ろう働どう大だい臣じんが顔を見せるとなれば、意気込みも一ひと入しおになるでしょうね、フフフ」

　不破カネヒト。

　日に本ほん国こくの現げん職しよく閣僚であり、厚生労働省を統すべる大臣である。リセの後こう見けん人にんとなった当時は、まだ衆議院議員の１人ひとりであった。だが１年前の新政権組閣の際に、大臣職しよくに任命されたのである。年ねん齢れいは四十代後半だが、政界ではまだ若手と呼べる存在だ。

　一見して仲なか睦むつまじそうに見える会話を交わし、夫婦は微笑ほほえみあっていた。

「──だりぃんだけど？」

　不破夫婦の会話を遮さえぎるように、自席で気け怠だるそうにしていた息子むすこ──ヒロミツが言った。

「俺おれは今日から、またあの学園のつまんねえ寮りよう生活に戻るんですけど。親父おやじが今晩帰って来るかどうかなんざ、どうだって良い話題だと思わねえわけ？」

「何ですか、ヒロミツ！　お父さんに向かってその物言いは！」

　叱しつ咤たされても気にした素振りすら見せず、ヒロミツは気怠そうな態度のまま続けた。

「お袋もさあ、いい加減この家族ごっこやめようぜ。今夜どころか四六時中、この家に寄りつかねえ親父だぜ？　俺もお袋も、親父のことなんか〝金づるＡＴＭ〟くらいにしか思ってねえのに、媚こび売り芝居してるの見ると笑えてくるわけ」

　ヒロミツは嘲ちよう笑しようを見せる。

「別に仲良しこよしの真似まねしなくたって、俺達の一家は割り切った関係で良いだろ。朝からハートフルな夫婦の会話なんて見させられた日にゃ、こちとら気持ちわりいだけだっての」

「ヒロミツ！」

「なんだよ、お袋。言いたいことでもあんのかよ」

　息子の発言に苛いら立だちながらも、その意見を否定しきれないのだろう。夫人はヒロミツの名前を口にしただけで、その発言の中身に言及しない。

　対する家長の不破大臣は、息子の意見に動じた顔の１つすら見せず、涼しい顔をしていた。

　反抗的な息子と、鉄面皮の父親。不破家の朝食は刺とげ々とげしい雰囲気だった。

「──今のは良くないよ、ヒロミツ」

　父親でもなく。母親でもなく。それまで黙だまって会話を聞いていたリセが、毅き然ぜんとヒロミツを窘たしなめた。リセが口を開いたことに、ヒロミツはこの上なく不愉快そうな表情をした。

「……あ？　今なんか言ったか、リセ」

「親が働いているおかげで、私達はご飯が食べられるし、学校に行ける。そのことに感かん謝しやしなきゃいけないのに。感かん謝しやどころか、親を金づるＡＴＭ呼ばわりして、お金だけの関係みたいに言うのは間違ってると思う。一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれているお父とうさんは、きっと悲しいよ。謝あやまるべきだよ」

「は～？　この家のことをわかったような口振りで話すじゃねえかよ、ただの〝居い候そうろう〟風ふ情ぜいが」

　ヒロミツは額ひたいに青筋を浮かべて、リセを睨にらんだ。

「貰もらわれ子のお前が、この家で１番、親父おやじの金にたかってるウジ虫じゃねえのかよ。お前なんかな、どうせ世間の親父に対するイメージが良くなるよう、選挙戦略の一いつ環かんで引き取られただけの子供なんだ。そんな奴やつに、俺おれのことをとやかく言われる筋合いはねえんだよ、リセ」

　ヒロミツは吐き捨てるように言うと、足下に転がしていた通学鞄かばんを手に取り、それを肩に担いだ。心底うんざりした顔で、舌打ちする。

「まったく。お前等らの顔なんて、いつまでも見ていたくねえぜ。つまんねえ学園の寮りようの方が、この家よりもまだマシってもんだな。俺はもう行くぜ」

　ヒロミツはリビングを去った。

　食卓に３人だけが残ると、リセも、夫妻も、話すことがなくなった。

　……不ふ破わ家けの居い心地ごこちが悪いと感じるのは、リセがこの家に来た最初の日から変わらないことだ。焼けたトーストを手に取り、リセは黙もく々もくとイチゴジャムを塗り付ける。手早く朝食を済ませ、この気まずい食卓から逃のがれたい気持ちでいっぱいだった。

「リセさん」

　相変わらずの他た人にん行ぎよう儀ぎで、夫人がリセに話しかけてくる。

「はい。何ですか」

「後で、ヒロミツに謝っておきなさいね」

「え？」

　夫人に注意されたことは、リセからすれば納得できないことだった。

　しかし夫人の言い分は続いた。

「ヒロミツが、あんなふうに荒れているのは、きっと悩みか何かがあってのことだわ。それなのに、あなたが頭ごなしにヒロミツの言い分を否定してしまったから、話を聞く機き会かいを失ってしまったも同然よ。ああもう、なんてことをしてくれたのよ……！」

　リセの思いなど関係なく、過か保ほ護ごな夫人は釘くぎを刺してくる。

「わかりましたね！　ちゃんと謝っておくんですよ！」

「……」

　ウソは吐つきたくなかった。だから肯定することはせず、リセはただ沈黙で応答する。

　トーストは食べかけのまま、堪たまらずリセも、リビングを後にすることにした。
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　今朝けさの気温は低く、唇からこぼれた息は白く濁にごってしまう。

　リセはマフラーに首を埋うめ、手袋の両手を握ったり開いたりして寒さを堪こらえた。

　東とう京きよう都大おお田た区く、田でん園えん調ちよう布ふ。

　不ふ破わ家けは国内有数の高級住宅街にあった。

　家の庭を抜け、門の外に出て最初に目に付くのは、美しい並木道である。青空に向かって錐きり状じように伸びるイチョウ並木は、枯れているとはいえ、どの家の角度から見ても美しいはずだ。

　リセは季節にかかわらず、この並木道を歩くのが好きだった。

　先程から隣となりを歩いていた同級生が、肩を怒らせ、息を弾ませて言ってくる。

「相変わらず！　不破のおばさんって、すごく感じ悪い人よね！　リセの話を聞いてるだけで、いつもムカムカしてきちゃう！」

　怒り心頭の様よう子すである。

　姫ひめ谷やユイ。

　リセと同じ制服を着た、黒髪のボブカットの少女だ。

　同じ学園に通うクラスメイトであり、寮りようが同室である上に、家までご近所という間柄である。特別に親しい友人であり、新学期が始まる時は、いつも２人で待ち合わせをして、一いつ緒しよに学園に行くのが通例である。今日きようもその例外ではなく、２人は駅に向かって歩いていた。

「何が１番ムカツクって、いちいちリセを冷遇することよね。今朝だって、ヒロミツはおじさんの運転手さんに、公用車で学園まで送って貰もらってるわけでしょ？　それなのにリセだけは歩かせて電車で行かせるとか、家庭内差別も甚はなはだしいわ。いくら血が繫つながってないからって冷たすぎ。これって虐ぎやく待たいの一種なんじゃないの？」

「私は別に、気にしてないけどな」

「って、当の本人なんだから気にしなきゃダメでしょ！　やられっぱなしは良くないわ！」

「そうかもしれないけど。でもご飯食べさせて貰って、ちゃんと学校に通わせて貰っているだけでも十分にありがたいっていうか。酷ひどい扱いはされてないと思うの」

「あーもう！」

　ユイは辛しん抱ぼう堪たまらず、路上でリセをギューッと抱だき締しめてしまう。

「何でアンタは、いつも健気けなげで大人おとなな意見なのよ！　怒ってる私の方がバカみたいでしょ！」

「ちょ、ちょっとユイ！　また人前で！　恥ずかしいよ、離はなしてったら！」

　抱き締められたリセは、人目を気にしてカーっと赤くなってしまう。

　ユイには困った抱き付き癖ぐせがあるのだ。

　リセは慌てて、自分の身体からだからユイを引き離す。対して、ユイはリセを抱っこしたことで溜りゆう飲いんを下げたのか、ようやく落ち着きを取り戻す。

　すると今度は、軽い苦言も口にしてくる。

「でも、懲こりないリセもリセなんだと思うよ。結局のところ、またヒロミツに突っかかって揉もめちゃったのが今朝けさの発端なわけでしょ。前にも、相手するのはやめとけって言ったじゃん。ヒロミツはバカでガキなだけだし、不ふ破わ一家は、放っておくのが１番良いのにさ」

「つ、突っかかってないよ。私は、普通のことを言っただけだもん」

　不服そうな顔をして拗すねるリセに、ユイは嘆息を漏らしてしまう。

「良いこと？　リセの言う普通って、本当に普通の人にはなかなかできないことなの。物もの怖おじせずヒロミツに意見するって時点で、うちのクラスの男子にさえできないことなんだからね。アイツの父親の権力も怖いし、本人自体も不良で怖い奴やつだしさ」

「ヒロミツが怖いって、そうかな……？」

「一いつ緒しよに住んでるから気付かないのかもだけど、アイツは狂犬なんだから、本当なら口を利くのも躊躇ためらった方が良いくらいなのよ。学内でも学外でも、良くない噂うわさが満載の奴だし。それにその父親だって、今も不正献金の良くない噂でテレビ報道されてるし。まったく、不破一家にはロクな奴がいないわよね。性格が歪ゆがんだ奴ばっかりって感じ」

　話してる内に、２人は最寄り駅に辿たどり着いた。

　改札口を通過し、駅のホームで電車を待つ。

　電車はすぐにやって来たため、２人はそれに乗り込んだ。

　並んで吊つり革かわに摑つかまると、ユイは微笑ほほえんだ。

「まあでも、今日きようからまた学園の寮りよう生活に戻れるわけじゃない？　春休みまで不破家に寄りつかなくて良いっていうのは、幸いなことじゃないのよ」

　ユイの言う通り、今日から春休みまでは不破家を離はなれ、学園敷しき地ち内ないの寮生活に戻るのだ。すでに生活用品の大半は、宅配便で学園に送ってあり、リセ達は通学鞄かばんだけの身軽な手荷物だけの状態である。その鞄の軽さが、まるでリセの気持ちの軽さであるようにも感じられていた。

　会話が途と切ぎれると、リセは先程から気になっていることをユイに尋ねた。

「あのさ、ユイ」

「んん？」

「最近、誰だれかクラスの男子から告白された？」

「……ええええっ！」

　唐突に投げかけられた質問に対して、心底から驚おどろいたユイは、その場で硬直してしまう。額ひたいに冷や汗を吹き出しながら、恐る恐るリセを振り向いて尋ね返した。

「どどど、どうしてわかったの。もしかして知ってたわけ？」

「ううん。詳しいことは何も知らないよ。でもユイが〝そんなふうな態度〟だったから」

「い、意味がわからないわ！　そ、そんなふうな態度って何！　どこが!?　私の態度だけで、どうしてそんなことがわかっちゃうのよ！」

　リセはどう言って良いものか、少し迷った。だが答える。

「今朝けさからずっと、すれ違う男の人と目を合わせないし、意い識しき的てきに距きよ離りを置こうとしているように見えた。男性に対する後悔と罪悪感の顕あらわれだよ。それに歩く速度が、普段ふだんよりも少し遅かった。目的地、つまり学園に着くのをなるべく遅らせたい、後回しにしたいという躊躇ためらいの感情が見られたわ。だから、クラスの男の子に告白されて、それで断ったのかなって思ったの」

「なな、なっ……！」

「違った？　何だか悩んでそうで、心配だったんだけど……」

　完全に看破されていることを理解し、ユイはぐうの音も出ずに絶句してしまう。

　しばらく言葉を失っていたユイだったが、やがてガクリと項垂うなだれて白状する。

「……悩んではいないわ。ただちょっと、学園に行くのが気恥ずかしいっていうか……。この前、リセも一いつ緒しよに初はつ詣もうでに行ったでしょ。別行動したあの時に、偶然にクラスの男子グループと遭遇してたの。それで……佐さ成なり君から告白されちゃった」

「佐成君って、あの俳はい優ゆうさんの家の子？」

「そう。アンタの隣となりの席の、女子喰くいまくりの軽けい薄はく男おとこよ。女子なら誰だれかれ構わず告白する奴やつ。まあ、それがアイツの作戦ね。誰だってイケメンに告白されれば勘違いしちゃうもんよ。それでも私は、全くなびかなかったわけだけどさ。それでも好きって言われるのは気恥ずかしいわ」

「佐成君、ユイにはもう好きな人がいるって、知らなかったんだよ」
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　うんざりした顔で言うユイに、リセは微笑ほほえみかけた。

　すでにユイは、誰だれかに対して一いち途ずな想おもいを持っているのである。

　ユイが好意を持っている相手が誰なのか、リセは教えて貰もらったことがない。だが寮りようで同室になった初期の頃ころから、リセはユイから、意中の相手がいることを聞かされて知っていたのだ。

　好きな人の話をされると、ユイは恥ずかしそうに口くち籠ごもる。だが気を取り直して言った。

「それにしても、相変わらずリセの〝洞察力〟は尋常じゃないわよね」

　ユイはしみじみと呟つぶやき、リセを凝ぎよう視しして言う。

「人のちょっとした表情や態度から、何でも推測できちゃうんだもの。もはや才能よ」

「何でも、は推測できないよ。それに才能じゃなくて、私はそういう勉強してるから」

「勉強って……学校の授業のことじゃなくて、いつもやたらと難なん解かいな本を読んでいる、アレのことでしょ？　確たしか統計学とか社会心理学とかよね。ああいう本を読むことが、どういう理屈でリセの洞察力に繫つながってるのか、私の頭じゃとても理解できないわね」

「私が勉強してるのは、いわゆる犯罪心理学だよ。犯罪者の行動を分析して、人物像を推測する技法なの。私、将来はお父とうさんみたいに、警けい察さつの仕事をやりたいんだ」

「それ、前にも言ってたよね。将来の夢まで見据えてるとか、本当にリセは優等生だわ」

　ユイは腕を組み、感心して何度も頷うなずいて見せる。だが、少しだけ腑に落ちない顔で尋ねた。

「でも前から思ってたんだけど、それってあんまり女の子っぽくない夢に聞こえるのよね。どうして警察の仕事をやりたいと思ったの？」

　尋ねられたリセは、遠くを見るような目をした。

　やがて、無む意い識しきに熱ねつを帯びていく自分の頰ほおをマフラーで隠す。

「む、昔……〝好きだった人〟の気持ちを知りたいから、かな」

　自分で口にしたのに気恥ずかしく、リセは懸けん命めいに身を縮ちぢめながら答えた。

「で、でもそれは、勉強を始めたキッカケってだけで、今はそんなことないから！」

　リセは取とり繕つくろうが時すでに遅く、ユイはニヤニヤと下げ卑びた微笑みを浮かべていた。

「なになに！　いつも生き真面目まじめなリセさんが、男の子のために今まで健気けなげにお勉強を頑張ってきちゃったわけなの！　それでそれで、いったいどこの誰なのよ！　超が付く堅かた物ぶつのリセのハートを射止めるのに成功した男子ってのは！　私にだけコッソリ教えてったら！」

「もーやっぱり言わなければ良かった！」

　にやけているユイの視し線せんを振ふり解ほどくように、リセはそっぽを向く。

　ユイがさらなら質問を投げかけようとした時、電車はちょうど品しな川がわ駅えきに辿たどり着いた。

　乗り換えをしなければならない駅である。

　電車を降りると、２人は広大なトンネル状になった構内を移動する。サラリーマンやＯＬ達の激はげしい往来をすり抜け、乗り換え電車が来るホームを目指した。

「……それにしてもリセって、本当に真面目すぎよね」

　唐突に、隣となりを歩くユイがぼやいた。

「え？　何が？」

「何がって。将来の夢のため、一筋に勉強しててさ。もっと肩の力抜いても良いのになーって」

　ユイは続けた。

「ほらほら、うちの学園ってお金持ち系の由ゆい緒しよ正ただしい家の子が多いじゃん？　血筋が良いのか、格好いい男子とかも結構いるし。そういう男子達とリッチに遊び呆ほうけてたりする同年代が周りにいるのに、リセは勉強するばっかりで、私以外とはほとんど遊ばないでしょ？　リセって女の私から見てもかなり可愛かわいいし、実際、男子達がコソコソやってる女子ランキングとかいうのでも１番らしいよ。せっかくの輝かがやかしい女子高生時代に、アバンチュールとかやりたい放題な環かん境きようを堪たん能のうしないのは、勿もつ体たいないなーって思うわけよ」

「……私、人気なんかあるの？」

「あーあー、またリセの天然の部分が出たよ、まったく。私の恋愛事情は一目で見抜くくせに、自分の恋愛事情になると、途端とたんに鈍にぶいし奥手よね、リセって」

「……ふーんだ。余計なお世話だもん」

　唐突に、リセが足を止めた。

　隣となりのリセが動きを止めたのにつられ、ユイもその場で立ち止まる。

「どうかした、リセ？」

　ユイはリセを振り返り、尋ねた。

　リセは駅構内の１点を見つめ、寂しげに双そう眸ぼうを細めていた。

「神か奈な川がわ方面行きは……もうすっかり使われなくなっちゃったよね」

　リセが見つめる先は、東とう海かい道どう線せんの乗り換えホームに続く階段である。

　慌ただしい構内において唯一、閑散とした場所であり、人の往来が少なかった。

「そうねえ。第だい三さん横よこ浜はまができて以来は、特にかな」

　ユイは同意する。

「まあ仕方ないでしょ。〝殺さつ戮りくの三日〟って、もう何年前の事件だっけ。神奈川県中部の海寄りの地域って、テロで毒ガスが撒まかれちゃった場所だし。１年くらい封ふう鎖さされてて、その間にほとんどの人が移住しちゃったから、閑かん古こ鳥どりが鳴く街しか残ってないじゃん？　今さら、用事があって行く人なんて限られてるよ」

　リセ達はしばらく閑散とした乗り換え口を見つめた後、その場を後にした。

　そうして再び、慌ただしい朝の駅構内の雑踏に混じって消えていった。
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　東とう京きよう郊外に、広大な敷しき地ちがある。

　黄おう土ど色いろに染まった冬の芝に覆おおわれた敷地は、並木に囲まれており、校舎棟や学生寮りようの他ほかに、グラウンドや体たい育いく館かん、温室プールやテニスコートなどの施設まであった。

　静せい峯ほう学がく園えん。

　都内有数の有名進学高校であり、そこに通う生徒は、大半が裕福な家庭の子女である。

　生徒の半数近くは敷地内の寮を利用しているため、普段ふだんなら、校門付近に登校する生徒の姿を見る機き会かいは少ない。だが今日きようは新学期の最初の日ということもあって、制服姿の少年少女達が、普段に増して多く出入りしていた。

　リセとユイはアーチ状の校門をくぐり、校舎に続く舗ほ装そうされた道を行く。

　枯れた桜並木の道の先に、リセ達の学舎は建っていた。

　そこは西せい洋よう建築風に仕上げられた上品な外がい観かんで、５階建ての白塗りの建物だった。

　上空から見下ろせば、カタカナの「ロ」の字をした形状に見えるはずだ。中庭を中心に、その四方を囲むように校舎が建てられており、南側の校舎も１階が正面入り口となっていた。

　校舎に入ると、たくさんの下げ駄た箱ばこが並んだエリアに行き当たる。

　校舎内は土足禁止となっているため、学園支給の上うわ履ばきに履き替えなければならないのだ。他の生徒達に混じって、リセとユイも靴を脱ぎ始める。

　ふとリセが視し線せんを転じれば、昇降口の奥に、中庭に続くガラス戸の出入り口が見えた。

　その先には、噴ふん水すい付きの美しい中庭が見えている。

　どの階の廊下からでも眺められる、洋よう風ふうの綺き麗れいな庭園である。中庭の噴水の飛沫しぶきが、朝あさ陽ひを浴びてキラキラと光っている。リセはそれを見るのが好きだった。それを見ることで、自分が再び学園の生活に戻ってきたのだということを実感できた。

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべて中庭を見つめるリセの傍かたわらで、親友の不満の声が聞こえた。

「はあ～。今日きようからまた、このうざったい腕うで時計どけいの世話になるわけね」

　下駄箱の中を覗のぞき込みながら、ユイが嘆息を交えて言った。

　上うわ履ばきの隣となりに、充電スタンドに収められた、銀ぎん色いろの細い腕時計が設置されている。

　静峯時計。

　学園の生徒であることを証明する「生徒手帳」の役割を果たすものだ。

　時刻板に学園のロゴが記されている、やや高価そうな時計だった。この腕時計を持つこと自体が、周辺校の生徒からすればちょっとしたステータスのようにも見られていたりする。男子と女子で時計の大きさやデザインが少々異なっているが、機き能のう的てきには同一のものである。

「いっつも思うけど、学園のロゴが入っているのがダサいのよね。でも出席確かく認にんのために、学内の生徒はみんな身に着けなきゃいけない校則だしさ……」

「文句言わないの。そう言って着けないでいると、前みたいに先生から怒られちゃうよ？　この時計ってセンサーが入ってるから、外すとＧＰＳ反応が消えて、遠くからでも先生達には丸わかりみたいだし」

「ムカツクくらいにハイテクよね。出席確かく認にんくらいで、ここまでする必要あるのって思うわ」

「この学園は裕福な家の子が多いし。生徒の素行管理は、しっかりしたいんじゃないかな」

「優ゆう等とう生せいな意見ねえ。私みたいなアナログ人間には、こんなの息苦しいだけよ」

　腕うで時計どけいを腕に巻いて留め金を付けると、ＧＰＳが起動したことを示す緑みどり色いろのＬＥＤが灯ともる。

　２人は上うわ履ばきを履くと、階段に向かった。向かう先は自分の教室がある４階である。

　外に比べればまだマシだが、校舎内は酷ひどく冷え込んでいた。

　冷暖房完備の建物だが、しばらく生徒がいなかった建物内が事前に温められていたはずもなく、暖房が効き始めるまでは、寒さを堪こらえる必要がありそうだった。

　廊下で見覚えのある生徒達とすれ違い、リセ達は教室に辿たどり着く。

　教室内にはすでに、大半のクラスメイト達が顔ぶれを揃そろえていた。始業式まで時間があるため、生徒達は席に着かずに出歩き、雑ざつ談だんをしている。話しているのは、冬休みに何をしていたか、宿題は終わっているか、そんな内容だ。

　教室の隅には……ヒロミツと手下の生徒達が一いつ緒しよにいる姿も見られる。

　自席でふんぞり返っている大将のヒロミツを囲み、柄がらの悪い雰囲気の男子が３人、ヒロミツに媚こびを売っている様よう子すだ。リセが教室に姿を見せるなり、ヒロミツは早速、因いん縁ねんめいた視線を向けてくる。だがリセはそれを軽く無視し、他ほかのクラスメイト達と挨あい拶さつを交わすことにした。

　リセとユイは、それぞれ自分の席へ荷下ろしに向かう。リセの席は、窓際の列だ。

　鞄かばんを机の横のフックに掛けると、リセは椅い子すを引いて腰掛けた。

「おはよう、リセちゃん」

　着席するなり、隣となりの席の男子が声をかけてくる。

　黒髪をワックスショートにした、爽さわやかな笑顔えがおの少年だった。

　佐さ成なりリョウタ。初はつ詣もうでの時に、ユイに告白したというクラスメイトである。

「久しぶりじゃないか。元気してた？」

　リセは、離はなれた席にいるユイに視し線せんを送った。リセの視線に気が付いたユイは、苦笑を浮かべている。その表情は、「私のことは気にしないで、普通にして」と物語っていた。

　リセは愛想笑いを作ると、佐成に返事をした。

「私は元気そのものだよ。佐成君こそ、元気にしてた？」

「へえ。気にかけてくれるのかい？　嬉うれしいなあ」

　佐成は白い歯を覗のぞかせ、リセに微笑ほほえみかけてくる。

　その馴なれ馴なれしい態度には、いつもどう対処していいものかわからず、戸惑ってしまう。

　前々から……リセは佐成の下心に気が付いていた。行動分析を行うまでもない。ユイが言っていたように、佐成は学年でもプレイボーイとして知られる男子生徒である。目を付けた女子生徒に、しつこく付きまとっては口く説どき落としていく手口だ。４月の入学式から今日きようまでで、すでに５人の女子生徒と付き合っては別れている。

　そうした軽けい薄はくな態度に困惑しているリセの気持ちなど知らず、佐さ成なりは話を続けた。

「ところで、今週の水すい曜よう日びの放ほう課か後ごに、男子４人、女子３人で新年会をやろうと思ってるんだけどさ。女子のメンバーが１人ひとり足りないんだよ。良ければ、リセちゃんがどうかなって思ってるんだけど」

「わ、私？」

「そう。リセちゃん、可愛かわいいしさ。結構、男子から人気あったりするんだよ。もしかして自覚ない？　そういうところが可愛いよね。リセちゃんが来てくれたら、きっとみんな喜ぶと思うんだ。もちろん、俺おれもさ」

「……」

　おだてられているのだとわかっていても、頰ほおは熱あつくなってしまう。

　佐成の口車に乗るのは何となく不安だったため、リセは誘いを断ろうとする。

「ごめん。その日はユイと出かけようと思ってたの」

　ユイの名前を出せば気まずくなり、佐成も怯ひるむかと思った。

　だが佐成は涼しい顔で、変わらずリセに微笑ほほえみかけるだけである。

「そっか。残念だな。もし良ければ、用事の後に立ち寄ってくれても良いんだよ。なんならユイちゃんと一いつ緒しよに来てくれても良いし。人数は、多ければ多い方が盛り上がるしさ」

「ユイも一緒にって……本当に良いの？」

「来てくれるの、楽しみにしてるよ。歓迎するからさ」

　そう言って佐成は、自分の席を後にする。

　すると今度は他ほかの女子グループに近付き、親しげに雑ざつ談だんを始めた。

　リセは僅わずかに唇を尖とがらせて呟つぶやく。

「……男の子って、よくわかんない」

　ユイにフラれたばかりだというのに、落ち込んだ様よう子すさえなく、その眼まな差ざしはリセが次の標的であるかのように見つめていた。いい加減な気持ちで、リセの親友に近付いたのは間違いないだろう。そして今度はリセに対しても、同じような態度を取っているのである。

　何だか釈然としない気分のまま、リセも席を立つ。

「──なあ、今日きようの学校、変な匂においしてね？」

　その時ふと、近くで男子生徒達が話している声が聞こえた。

「別にそんなことないと思うけど、気のせいじゃね？」

「そっかなー、匂うと思うんだけど……」

　言われてリセも、教室内の匂いを嗅かいでみた。しかし言われる程の変な匂いなどしていない。少し気にはなったが……リセは席を離はなれた。

　今はそんなことより、久しぶりに会う友人達に新年の挨あい拶さつをして回りたかった。




　　　　▲　07:45　▼




　神か奈な川がわ生せい物ぶつ兵へい器き事じ件けん。地ち下か鉄てつサリン事じ件けん以来、初めて日に本ほんで起きた大型のテロである。

　通称、〝殺さつ戮りくの三日〟と呼ばれている。

　事件のあらましを説明するのは簡かん単たんだ。無人偵てい察さつ機きに〝正体不明の生物兵器ガス〟が搭載され、それが神奈川県上空で爆ばく破はされた。

　言葉にすれば、たったそれだけのことである。

　たったそれだけのことで、小学校、中学校、高校では、子供の死体の山ができあがった。会社勤めの人々は、職しよく場ばで物言わぬ死体と化して倒れ伏した。商店街や公園、役所など、県内のあらゆる場所が、死体だらけの惨状と化した。多くの人々が家族に別れも告げられぬまま、何が起きたのかもわからぬまま、次々とその場で倒れて動けなくなってしまったのだ。老若男女、構わず全すべてが皆殺しとなった悲惨な事件だ。

　撒まき散らされたガスは、１日目で３万人の命を奪った。

　そして２日目には、さらに１００万人もの命を奪った。

　不ふ思し議ぎなことにガスは、３日目には徐々に毒素を失い、自然と大気中で無害化されたのだという。そうは聞かされても、未だ毒素が完全に除去されたのだという確かく証しようもなく、生き残った人々は次々と他県へ転居していった。その後の土地に残されたのは、かつて神奈川県であった廃はい墟きよだけである。

「……そっか。もう５年も経たつんだ」

　自席から窓の向こうを見つめ、リセは無む意い識しきに呟つぶやいていた。

　その呟きは、きっとここにいない誰だれかに対する投げかけだったのだろう。殺戮の三日で失った両親。もしかしたら、あの少年に対してだったのかもしれない。

　あの少年。

　……今でも思い出す度たびに、リセの胸底が痛みで疼うずく。

　校内に予よ鈴れいが鳴なり響ひびいた。朝のホームルームが始まるのだ。

　担任の教師が教室に来る前に、生徒達は自分の席に戻り始めた。その光景を見つめながら１人、リセは少年のことを思い出していた。

　よく一いつ緒しよに遊ぶ仲だった。笑うのだって、泣くのだって、２人はいつも一緒。

　少年はリセにとって、掛け替えのない存在だった。

　それなのに、どこでおかしくなってしまったのだろう。少年はリセの許もとから去って行った。

「……」

　窓に映った自分の顔が、悲しそうにしているのに気付き、リセは戒いましめるように頭を振る。

　少年のことを、無む理り矢や理りにでも頭の中から追い払おうとしたのだ。

　５年経たった今でさえ、考えれば考える程に辛つらくなる気持ちは変わらなかった。

　いつまでも昔のことを引ひき摺ずってしまう自分にうんざりしながらも、それを変えられずにいる。そんな自らを振り払うように、リセは毎日、少年のことを懸けん命めいに忘れようとし続けていた。

「──なあ、いつになったら先生来るんだよ」

　ふと、教室に一言が生じた。

　生徒の１人ひとりが、いつまで経っても教室に現れない担任教師のことを言い始めたようだった。

　リセはボーっとしていたため気が付かなかったが……腕うで時計どけいを確認すると、予鈴が鳴ってから、かれこれ５分近くが経過しようとしていた。普段ふだんなら、とっくに先生が現れて、朝のホームルームが始まっている時間である。

　廊下側席の生徒が、コッソリと教室を抜け出して、隣となりのクラスの様よう子すを偵察して戻って来る姿が見られた。その生徒の表情を見るに、どうやら隣の教室にも先生が来ていないようである。

　席に座って先生が現れるのを待っている生徒達は、焦じらされ、どよめき始めていた。

「先生達、今日きようはずいぶんと遅いね。どうしたんだろう」

　隣の席から、佐さ成なりが話しかけてきた。

　あまり話したい相手ではないのだが、無視するわけにもいかない。リセは予想を口にする。

「職しよく員いん会かい議ぎが長引いてるとかじゃないのかな。たまにあるよ、こういうこと」

「まあ、そうだけど。でも何を話してるんだろうって、気にならないかい？　三学期の初日から、そんなにじっくり話し合うことなんてあるものなのかな」

「どうかな。とにかくこの様子じゃ、始業式の開始時間も過ぎちゃうかも……」

　ホームルームが終わり次第、生徒達はクラスごとに体たい育いく館かんに向かう予定になっていた。ホームルームが始まらない以上、終わることもないわけで。その後に控えている始業式の開始時刻は、遅れる以外にないだろう。

「おっせーんだよ！　いつまでも待たせてんじゃねえ！」

　教きよう壇だんから１番遠い席で、苛いら立だった様子のヒロミツが、机の脚を蹴け飛とばして喚わめいている。

　物に八つ当たりをして目一杯に不満を表現するヒロミツに、周辺席の生徒達は怯おびえた。

　そんなヒロミツの幼稚な態度を窘たしなめようと、リセはつい口を出してしまう。

「やめてよ、ヒロミツ。物に当たるのは良くないよ」

　言われたヒロミツは、怒りの眼まな差ざしをリセに向けた。

　周囲の生徒達がヒロミツに怯える中、リセは対等であるかのように、ヒロミツの怒りの眼差しを真っ向から睨にらみ返す。リセがヒロミツに意見することは珍しいことではない。そういう時、他ほかの生徒達は巻き込まれないように口を閉ざしてしまうのが通例だ。それは佐成も同じである。

　リセとヒロミツの間に不ふ穏おんな空気が漂い始めた頃ころだった。

　各教室に備えられたスピーカーから、うねるようなハウリング音が聞こえ始める。

　唐突に大音量の不協和音が校内に響ひびいたため、生徒達は皆、思わず表情を歪ゆがめた。

　ハウリング音がしばらく続いた後、校内放送はブツリと途と切ぎれた。

　その後には、啞あ然ぜんとした表情で天てん井じようのスピーカーを見上げる生徒達だけが取り残される。

「……な、何だったんだろう、今の音は」

　リセの隣となりで、佐さ成なりが呟つぶやいて間もなくだった。

　校内放送が再び始まり、男の声が流れ始めた。

《──ようこそ、静せい峯ほう学がく園えんの諸しよ君くん》

　聞き覚えのない声だった。

　歓迎の言葉を口にする男が誰だれなのか、少なくともリセにはわからない。だが……生徒でも教師でもない。全く見ず知らずの誰かであるという予感だけはしていた。

「……誰なの？」

　クラスメイトの誰かが呟くのが聞こえた。疑問を抱いているのは、リセだけではない。放送の声を聞いている周囲の生徒達は、一様に怪け訝げんそうな表情をしている。ただただ啞然と、頭上のスピーカーを見上げるだけだ。

　全校生徒が呆あつ気けに取られているであろう中、謎なぞの男は放送を続けた。

《それぞれ楽しい冬休みは満喫できたか？　旅行で家か族ぞく団だん欒らんを楽しんだ者。友人達と過ごし、掛け替えのない思い出を作った者。個々に一時の安らぎを得られたことだろう。だが残念だ。楽しい日はいつまでも続かないのが人生。それらは〝今日きようで全すべてが終わる〟ことになる》

　不吉な言い回しである。

　妙に芝居がかった口く調ちようで、謎の男は演説を続けた。

《ここでこうして喋しやべっている俺おれの正体が何なのか、諸しよ君くんも気になっているだろう。それには、千や万の言葉を尽くすよりも、実際に〝感じて貰もらう〟方が誤解ないはずだ。だから諸君のために、まずはちょっとした趣しゆ向こうを凝こらしてみた。全員、廊下に出て中庭を見ろ。そこで諸君が求める答えは見つかるはずだ》

　校内放送は再び途と切ぎれてしまう。

　話の続きは、生徒達が中庭を見てからだということなのだろうか。

　リセ達は選択肢がないまま、やむを得ず廊下に出てみることにした。

　良い天気だった。

　よく冷えた海のような青空に、勢いのない冬の太陽が、眩まばゆく輝かがやいている。

　生徒達でごった返す廊下は、誰もが窓から中庭を覗のぞこうと、押し合いへし合いの状況になっていた。リセもその中に混じって、人を搔かき分けては窓に近付いて行った。人だかりに阻はばまれてはいるものの、何とかリセは、窓から中庭が見下ろせる場所まで行くことができた。

　見下ろした中庭の中央には、花か壇だんに囲まれた噴ふん水すいがある。

　その噴水には、天を見上げる女め神がみ像ぞうが立っており、優やさしげな微笑ほほえみを浮かべていた。

　……特段、これといって中庭に異変は見当たらない。

　謎なぞの男が言う趣しゆ向こうとはいったい何なのか、リセには見当も付かなかった。

　だが、すぐに異変は起きた。

　１階の職しよく員いん室しつ。

　中庭に面した西側校舎の出入り口から、１人ひとりの男がゆっくりと歩み出てきた。

　黒のローブを着ていた。その格好は、さながら背徳的な儀ぎ式しきに登場する闇やみの神官である。頭には〝浅黒い袋〟のようなものをかぶっており、切れ長の３つのスリットから、両目と口が覗いている。それは、素顔を隠すマスクである。

　外見からは、個人を特徴付ける髪型や顔付きなどは全く確かく認にんすることができず、かろうじてわかるのは、中肉中背な体格ということだけである。その男こそが放送を流した当人なのだろうと、すぐにわかった。どう見たところで、まともな教職員ではない。

「ま……マジ？　あれって銃じゃないの？」

　生徒の１人が口にすると、校内には不安のざわめきが生まれる。

　男は肩掛けのベルトで〝アサルトライフル〟を下げていた。

　本物なのか、偽物なのかはわからない。

　確たしかに日に本ほんでは、殺さつ戮りくの三日以降の法改正で、民間人が扱える銃器の種類が増えた。しかしアサルトライフルのように、連射ができる銃は禁じられている。

　本物だとすれば、不正に入手した物であるのは間違いない。

「どっかのクラスの奴やつのイタズラじゃねえの？」

「だとしてもやりすぎよ！　全然笑えないし！」

　状況が正せい確かくに把握できず、動揺する生徒達。リセも同じだった。

　やがて仮面の男は、ステージから観かん客きやく席せきを見渡すように、全校生徒を一眺する。

《まずはルールを説明しておこう。この校舎には〝爆ばく弾だん〟が仕掛けられている》

「なっ……！」

　リセは絶句してしまう。

　マスクの下にインカムマイクでも仕込んでいるのか、男の声は再び、校内放送で全校に流れてくる。男が口にした言葉は、とてもではないが穏おん便びんでない。

《爆弾の数は無数だ。いずれもこの校舎の地下に埋設されていて、諸しよ君くんはどう足搔あがいたところでそれを取り除くことはできない。この爆弾は〝ある条件〟が満たされた時点で一斉に爆発する仕掛けだ。爆発の威力は、この場の全員をバラバラの挽ひき肉にくにしてもなお、余りあるほどだ》

　男の口振りは淡々として非常に明快であり、口く調ちように淀よどみはない。冗じよう談だんには聞こえなかった。

　すると男は懐ふところから、手のひらサイズの、見慣れぬタブレットＰＣ端末を取り出した。

《このタブレット端末は、爆弾を遠隔操そう作さで起爆できる〝リモコン〟だ》

　それを掲げて続ける。

《同時に、諸しよ君くんの現在位置を監かん視しする〝監視装置〟でもある。諸君は普段ふだんから、ＧＰＳ入りの腕うで時計どけい、静せい峯ほう時計を身に着けているだろう。このタブレットでその位置情報を確かく認にんできる。諸君が学内にいるか、常にチェックが可能なのだ。校舎付近から人数が減らない限り、爆ばく弾だんには起爆停止信号が送られ続けている。だが１人ひとり分でも反応が消えれば、停止信号は消失。爆弾は間もなくして爆発だ。つまりこの校舎から離はなれることも、腕時計を外すことも許されない》

　生徒達は自分の腕時計を見下ろし、血の気を失う。

　男の言う通りなのだとすれば、確たしかにリセ達は１人として校舎を離れるわけにもいかず、腕時計を外すわけにもいかない。生徒の在ざい籍せき管理に使われているものが、まさか爆弾の起爆トリガーに設定されるなど、誰が考えただろう。あのタブレットが、１人でも生徒の反応を見失ったなら、即座に全校生徒が死ぬことになるのだ。

「本当に爆弾なんて仕掛けてあんのかよ！」

　男の演説に、野や次じが飛んだ。ヒロミツである。

　開いた窓から身を乗り出し、眼がん下かの男に続けて言った。

「ハッタリなんじゃねえのか？　ちょっと考えてみりゃおかしいだろ。そんな大量の爆弾を学校の地下に仕掛けたってのに、地面に穴を開けた痕こん跡せきなんか１つもねえじゃねえか！」

　ヒロミツの意見で、再び生徒達がざわつく。

　確かにヒロミツの言う通り、校舎内のどこを見下ろしても、地面に爆弾を埋設する工事をした形跡などない。しかも見た限り、仕掛けたという実行犯は、男１人だけのようだ。

　協力者もなしに大量の爆ばく弾だんを１人で埋めるのは無理だ。

《だからこその余よ興きようだ。諸しよ君くんにはこれから〝処刑〟を見学して貰もらう》

　ヒロミツの野次に、男は意味不明な答えを返す。

　男は職しよく員いん室しつの方角を振り返った。するとそれが合図であったかのように、職員室から見み慣なれた面おも影かげの人々が、ゾロゾロと歩み出てきた。

　それはホームルームに現れなかった教員達である。

　教員は全員、背中で両手をタイラップで縛しばられていた。怯おびえ切った表情であり、まるで受刑者の行進のように、１列に並んで歩かされていた。あらかじめ男に指示されていたのだろう、教員達は職員室の壁かべの前に立たされる。

「おいおい、処刑ってまさか！」

　生徒達は窓際で身を乗り出す。見開いた目を血走らせながら、男がやろうとしていることを理解したのだ。だが予想とは少し異なり、男は肩から提げた銃を手に取ることはない。

《時間だ》

　ただ男は、中庭に面した壁に掛けてあった時計とけいを見上げ、呟つぶやくだけだった。

　──爆発した。

　リセが聞いたこともない、激はげしい破は砕さい音おんが校舎全体に轟とどろく。

　職員室の壁が内側から膨ふくらみ、外側に向かって弾はじけた。まるで臓ぞう物もつをぶち撒まけるかのように、壁の部材が砕けて飛び散り、開いた穴からは赤黒い巨大な炎が噴ふき上がった。その業ごう火かの中に、並び立っていた教員達の姿は、無残にも搔かき消えてしまう。

「きゃああああっ！」

　校舎の激しい震しん動どうで、リセはその場で転びそうになる。

　他ほかの生徒も同じ様よう子すで、周囲の人や壁に寄りかかって震動に耐えようとする。

　中庭に面した窓ガラスが、一斉に弾け飛んだ。破片は廊下に降り注ぎ、それによって傷付いた生徒達の悲鳴が無数に聞こえた。１階の職員室が破は壊かいされると、その上の階にあった教室も底が抜ける。職員室のあった西側校舎の壁へき面めんは、瞬しゆん時じに中庭に向かって崩れ落ちていった。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの後、衝しよう撃げきと揺れが収まっていく。

　酷ひどい耳鳴りと眩暈めまいによろけながらも、生徒達は再び廊下の窓際に歩み寄る。

　見下ろした中庭は粉ふん塵じんに包まれており、視界が悪くなっていた。目を凝こらして見ると、崩れた瓦が礫れきの下から……数え切れない人間の手足が突き出ているのが見える。おそらく教員達や、真上の２階の廊下にいて巻き添えになった生徒達のものだ。

「いやああああああああああああああ！」

　誰だれかが叫んだ。

　泣き叫ぶ者。啞あ然ぜんと立ち尽くす者。理性を弄もてあそぶ狂気を前に、生徒達の反応は様々だった。

　リセは後者であり、戦せん慄りつに背筋を凍こおらせながら、ただ中庭を凝ぎよう視しして佇たたずむしかない。

　遅れて天てん井じようのスプリンクラーが誤作動し、廊下にシャワーのような水を降らせる。

　濡ぬれた制服はリセの四肢に貼はり付き、ボディラインを淫みだらな程、顕あらわにさせる。

　身を切るように寒い廊下で水みず浸びたしになった生徒達は、凍こごえるような恐怖に震ふるえ上がった。

《理解できたか────爆ばく弾だんは〝ある〟だろう？》

　校内に、無慈悲な放送の声が流れる。

　粉塵の中には、変わらず佇む１つの影かげがあった。

　晴れていく視界の中で、何事もなかったかのように立ち尽くすその男は異様である。爆発があったというのに、まるで無傷ではないか。どこか人間離ばなれした存在感を醸しながら、男は改めて全校生徒を見渡して言った。

《名乗りが遅れたな。俺おれのことは〝恐怖の顔スケア・フエイス〟と呼ぶがいい》

　男は初めて名乗った。

　だがどう考えても本名ではない。

《時刻はちょうど８時になった。タブレットによる生徒数の監かん視しは、今この時から始めよう。つまり余よ興きようは終わりということだ。そろそろ、このゲームのルールを説明する》

　傷付き、破壊された校舎の姿に生徒達が愕がく然ぜんとする中、恐怖の顔スケア・フエイスは肩を竦すくめて見せる。

《仕掛けられた爆弾が起爆する条件は３つ。１つ目は、このタブレットの遠隔操そう作さで、俺が意図的に起爆させた時。２つ目は、静せい峯ほう時計どけいを身に着けた者が１人ひとりでも校舎から離はなれた時。そして３つ目は〝制限時間〟を過ぎた時だ。10時間後に、爆ばく弾だんは自動的に一斉起爆するようになっている。時間切れになれば校舎内の生徒は全員死ぬ運命ということだ。だが、これから出す要求に、諸しよ君くんや警けい察さつが紳士的に応えれば、俺おれは爆弾を解除して諸君を解放する心づもりだ》

　恐怖の顔スケア・フエイスは言った。

《諸君に求めることはたった１つ。諸君が、これから俺の出す謎なぞかけに挑戦することだ。謎かけと言っても簡かん単たんな問題１つだけ。それに正しい答えを用意するだけで良い》

　そこまで話すと、恐怖の顔スケア・フエイスは肩を小さく震わせ始めた。

　腹の底から滲にじみ出る邪悪な狂喜を堪こらえきれないのだろう。

　歪いびつなマスクの裏側は見えなかったが、クツクツと低く笑っているのがわかった。

　乾いた絶望の青空を仰あおぎ、恐怖の顔スケア・フエイスは天から注ぐ陽光を受け止めるように両手を開く。

　そして、全校生徒の命が懸かかった致命的なその問題を口にした。

　まるで恍とぼけた道化さながらに、わざとらしく首を傾かしげながら。

《────俺は誰だ？》

　解放条件は、狂気の男の正体を暴あばくこと。

　残された時間はわずかだった。
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　サイレンの音が無数に聞こえる。

　静せい峯ほう学がく園えんを囲む車道には、すでに大量のテレビマスコミや新聞社が押し寄せていた。

　校門には立入禁止の黄き色いろテープが張られており、その手前には何人ものレポーターが立ち並んでいる。いずれもカメラ越しに、スタジオと慌ただしく情報交換をしている様よう子すだ。

　そんな人込みを遠巻きに、１台の黒い高級セダン車が路肩に停とまる。

　後部座席のウインドウが下がると、そこから白髪眼帯の老人が顔を覗のぞかせた。

「やれやれ。交通整せい備びができるまでには、まだ現場は掌しよう握あくされていないようです」

　路上駐ちゆう車しやの中継車が犇ひしめくスペースには、関係車両でさえ容易に近寄れない状況である。

　老年の男──狩か月げつケイゾウは、やむなく車を降りて歩くことにした。

「では、行きましょうか」

「は、はい、です……！」

　杖つえを突く狩月に手を引かれ、緊きん張ちようしている様子の１人ひとりの少女が車を降りた。

　背中まで伸ばした金髪をツインテールにしている。スカイブルーの眼まな差ざしをしたその少女は、動く西せい洋よう人にん形ぎようのように愛くるしい。ダッフルコートにスカートといった格好で、身に着けているイヤーウォーマーとマフラーがモコモコしていた。

　狩月は少女を連れ、マスコミで犇めく人込みを搔かき分けて進むと、立入禁止テープの前で見張りの警けい官かんに呼び止められた。懐ふところから身分証のカードを取り出して見せると、「失礼しました！」と敬礼をされる。狩月はテープをくぐり、開けた学園敷しき地ち内ないに足を踏み入れた。

「事件発生から１時間と30分か。遅いじゃないか、局長」

　学園に入ってすぐの大木の下に、白衣姿の女性が立っていた。狩月の到着を待っていたらしく、その表情は待ちくたびれたと物語っている。狩月は愛想笑いを浮かべる。

「フフ。時というものは、それぞれの人間によって、それぞれの速さで走るものなのです」

「言い訳にシェイクスピアとは恐れ入る。膨ぼう大だいな読書量も、ロクな用途に使われないもんだ」

「そう邪険な言い方はよしてくださいよ。有能な部下が、こうして私の到着まで、現場で情報収集と渉外業務をやってくれていたわけですから、安心して遅刻できたというものです」

「よく言う。たまたま私の自宅が現場の最寄りだったから、先さきんじて来られただけだ。局長がもっと早く到着していれば、さっさとオフィスに戻って本来の仕事ができたというのに」

　狩月は誤ご魔ま化かすように、女性──ドクターに尋ねた。

「それで、ここの現場指揮官はどなたですかね」

「あー。すぐ近くの仮設テントにいる。さっき話したが、ちょっとイヤな野郎だったぞ」

「それは良かった。古今東西、指揮官はイヤな野郎だと相場が決まっていますからね」

　自分のことを棚に上げ、狩月は冗じよう談だんめかして言った。

　校門のすぐ近くに、警視庁のロゴが入った仮設テントが複数展開されていた。防弾ベストを着た警察関係者が慌ただしく行き交っており、見るからに物々しい雰囲気である。テント付近には土ど囊のうが設置され始めており、おそらく校舎の爆ばく発はつに備えた安全策なのだと推察できる。

　……完かん璧ぺきではないが、ないよりはあった方が良いくらいの備えだ。

　狩か月げつが現場をザッと観かん察さつすると、周囲の捜査官達に指示を出している１人ひとりの男を見つけた。この現場の指揮官なのだろう。眼鏡めがねをかけたキツネ顔の男で、他ほかの刑事達同様に、警けい視し庁ちようの名が入った防弾服を着込んでいた。

　狩月がその男に歩み寄ると、男も狩月の存在に気付いたようで、目を合わせてきた。

　狩月はにこやかに微笑ほほえむと、握手の手を差し出して名乗った。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯの局長をやっております、狩月ケイゾウと申します」

「警視庁捜査一いつ課か、特殊捜査班ＳＩＴの三み島しまリョウ警部。現場の指揮を任されている」

　狩月の握手に応じ、指揮官は三島と名乗り返した。

「ＣＩＲＯサイロ……噂うわさは聞いている。こうして会うのは初めてだが、確たしか各都道府県の警察と公安から選えりすぐりを集めた、日に本ほん初の情報捜査機き関かんだとか。警察の通常捜査では対処できない高度な犯罪やテロ事件に対応するため、警視庁から派生した特殊組そ織しきだったはず。そちらは独自判断で事件に介入できる特権も持っているそうだが……ではこの事件にも介入を？」

「はい。我々が現在捜査中の事件と、今回の人ひと質じち事件には関係が見られましてね。情報を求めて、首を突っ込みに来たところです」

「捜査中の事件？」

　三島は怪け訝げんそうな顔をした。狩月は答える。

「先日起きた、天あま照てらす製せい薬やく社長殺害事件ですよ。被害者が殺害される直前、主犯と思われる男が社長室に電話をかけてきた証拠を、我々は摑つかんでいます。この人質事件の犯人の声紋は、その通話記き録ろくの声と完全に一致しました。社長殺害の主犯と、今回の人質事件の犯人は、同一犯である可能性が非常に高いわけです」

　それを聞かされた三島は、敵意を込めた眼まな差ざしを狩月に送る。

「なるほど……さしずめ特殊捜査班ＳＩＴの指揮権を取り上げに来たわけかな。なら冗じよう談だんじゃない。目の前の人質事件を無視して、アンタ達の捜査を優ゆう先せんさせろと言うのか？」

　正義感の強い人物なのか、三島は人質の身を案じているようだった。

　指揮権を横おう暴ぼうに剝はく奪だつされると考えた三島は、敵意の眼差しを強くする。

　だがその敵意を涼しく受け流し、狩月は穏おだやかな口く調ちようで答えた。

「誤解しないでください。人質事件は人質事件として、特殊捜査班ＳＩＴで事に当たって欲しい。ただ我々は社長殺害事件の側面から、この現場で犯人に関する情報収集をさせていただきたいだけです。我々に権限が移ったわけでもない以上、私が指揮権をあなたから奪うことはありません」

「では、こうして煩わずらわせないで欲しい。時間が逼ひつ迫ぱくしてる上に、見ての通り忙しいんだ。あらかじめ言っておくが、こっちには、そちらの捜査に協力できる程の人手はない」

「ご安心ください。人手を借りに来たわけではありません。逆に人手を貸しに来たというのが正解ですかね。うちのスタッフを、こちらの現場で使っていただければと考えています」

　狩か月げつの提案に、三み島しまは懐かい疑ぎ的てきな顔をする。

「……人手を貸して貰もらえるのは歓迎だが、あくまで人ひと質じち事件としての本件解決が優ゆう先せんだ」

「重々承知しています。この事態の収束が最優先。それで構いませんとも」

「なら良いんだが」

　三島は、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが現場にいることを暫ざん定てい的てきに認めた。

　狩月はスタッフの紹介をすることにする。

「ご紹介しましょう。こちらの白衣の美女は〝ドクター〟と呼ばれています。うちの上級情報分析官で、専門は生化学と医学ですが、他ほかにも様々な分野に見けん識しきが深い」

「よお。さっきも会ったばかりだが改めてだ。ドクターと呼んでくれ。よろしく頼むよ」

　紹介されたドクターは愛想笑いだけで、握手の手を差し出すこともせず、白衣のポケットに両手を入れたままだった。いつものことではあるが、不作法な態度である。

「そちらの金髪のお嬢じようさんは……もしかしてお子さんなのか？」

　三島は、先程から狩月の背中に隠れている少女を指差した。

　少女は人見知りなのだろう。恥ずかしそうに頰ほおを染め、狩月の背後から三島を覗のぞいている。

「いいえ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの荒事担当の１人ひとりですよ」

「……ご冗じよう談だんを。まさかこんな子供が捜査官を？」

　狩月は少女の頭を撫なでながら、三島に答えた。

「こちらの小さいお嬢さんは職しよく員いんではありませんが、民間顧問コンサルタントです。呼び名は〝爆弾魔ボマー〟。火器や爆ばく発はつ物ぶつのエキスパートです。今回、学園に仕掛けられた爆弾の解析のために呼びました。まだ12歳ですが、この分野に関しては、国内のどの専門家達よりも遥はるかに精通していますよ」

「あの、えっと、ボマーって言い、ます。その……よろしく、です！」

　ボマーは両目をキュッと閉ざし、狩月のコートの裾すそを摑つかみながら、顔を赤くして挨あい拶さつをする。

　ドクターとボマー。

　あまりにも珍妙な狩月のスタッフを前に、三島はしばし絶句した。

　三島が呆あきれている最中、ボマーは警けい視し庁ちようの科学捜査班の担当者に連れられ、その場を後にする。去っていくボマーを見送った後、三島は気を取り直すように咳せき払ばらいして言った。

「何とも腑ふに落ちないな。内閣情報捜査局ＣＩＲＯのスタッフの、妙ちきりんな呼び名は何なんだ」

「ははは、よく言われます。いわゆる組そ織しき柄がらという奴やつですよ。我々の組織は職しよく務む上じよう、不本意ながら恨うらみを買うことが多いんです。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの看板を持って本名を名乗ると、夜道が危ないこともある。それに、うちのスタッフの中には、人には言えない経歴を持った者もいます。仕事の上で本名は邪じや魔までしかないんですよ。うちでは親しい捜査官同士でも、お互いの本名や素性を知らないなんてこともザラにあるんです」

「……なるほど。ひとまず呼び名の事情は理解しよう」

「ご理解いただけたところで、本題に移りましょうか。最新の状況はどうです？」

　狩か月げつの切り返しを受け、三み島しまは遠くに見えている校舎に視し線せんを向けた。

「静せい峯ほう学がく園えんに、恐怖の顔スケア・フエイスと名乗る男が立てこもった」

　三島は鬱うつ積せきした思いを吐き出すように、嘆息する。

「犯人は校舎の地下に無数の爆ばく弾だんを埋設したと言っている。18時になるか、もしくは生徒が１人ひとりでも校舎から離はなれた時点で爆発すると警けい告こくしてきている。男が持ち込んだ装置は、生徒達の腕うで時計どけいに内蔵されたＧＰＳを監かん視ししているそうだ。生徒が校舎からどれだけ離れたら起爆するのかはわからないが、ひとまず校舎内にいれば安全だろうというのが現状認にん識しきだ」

「ここに来るまでに聞いた情報です。他ほかには？」

「校舎内の生徒の携帯電話に、無作為に連絡して情報を得たところ、犯人はすでにデモンストレーションとして西側校舎の１階、職しよく員いん室しつを吹き飛ばし、教職員と何人かの生徒を殺害したとみられる。西側校舎は倒壊を免まぬがれたものの、わずかなキッカケでいつ崩れ落ちるかもわからない危険な状態だ。爆弾が仕掛けられているという情報も、犯人の殺意も本物なわけだ」

「はてさて、奇妙ですね。生徒達と自由に連絡が取れるのですか」

「ああ。どういうわけか犯人は、生徒達が外部と連絡を取ることを制限していない。携帯電話どころか、ＰＣ端末の使用まで黙もく認にんしている状況だ。校舎内の近況は探りやすいと言える」

「仕掛けられた爆弾の威力は？」

「詳細は調ちよう査さ中ちゆうだ。そちらのスタッフもいれば解析は早いだろう。まずは爆発の正せい確かくな殺傷範はん囲いを特定できないことには、危険すぎて我々も迂う闊かつに校舎に近づけない状態だ」

　三島の話を聞き、狩月は思ったことを提案してみた。

「生徒達は犯人に監視されていますが、我々は違います。我々が校舎に入っても、爆弾は爆発しないわけですよね。なら特殊強襲部隊ＳＡＴに突入させて制圧してはどうでしょうか」

「基本的に、交渉によって穏おん便びんに解決する方針になる」

　狩月の提案に、三島は苦い顔をして付け足した。

「この学園には金持ちの子供が多いらしく、ＰＴＡは有力者達の集まりだ。警けい視し庁ちよう本部からも〝くれぐれも作戦で生徒を傷付けるな〟との厳げん命めいだった。すでに子供が殺されているというのに、現場から遠く離はなれたところで悠長に構えたバカが、作戦の邪じや魔まをする構図さ。よくある現場と会かい議ぎ室しつの対立と言ったところだ」

「つまり突入作戦は禁止されているのですか」

「何としても早期に突入するべきだと考えている。今は、お偉方の判断を覆くつがえそうとしているところさ。まあ、仮に許可が出たとしても、実際には突入が簡かん単たんでないのも確たしかだ」

　三島は言った。

「恐怖の顔スケア・フエイスは丸腰じゃない。ＡＫアサルトライフルで武装している上に、爆弾を遠隔操そう作さできるリモコンを持っている。いざとなれば銃じゆう撃げき戦せんにも対応できるし、生徒達や突入部隊諸もろ共ともに爆ばく弾だんで自爆することもできる。爆弾ベストを着た自爆犯と似たようなものさ」

「生徒達を逃がさず、我々に踏み込ませず、ですか。狙そ撃げきはもう検討しましたか？」

「ああ。しかし奴やつが立てこもっている放送室には窓がない。室内の様よう子すは肉眼で見えず、あれでは狙撃手スナイパーに狙ねらわせることもできない。オマケに放送室の壁かべは防音設計だ。通常よりも分厚いコンクリート壁へきでできている。あの壁は、爆薬を使っても簡かん単たんには突破できんだろう。つまり放送室の出入り口は扉１つだ。我々が突入すれば、即座に奴は爆弾を起爆させるだろう」

「よく計画されていますね」

「よく計画されている犯行だというのに、解げせないのは要求が妙だという点さ。要求は２つ。ある死刑囚を、自分との交渉役としてこの場に連れて来ること。そして自分の正体を推理しろという、言われなくても当たり前の、ふざけた質問１つに答えろというだけだ」

　三み島しまは肩を竦すくめて皮肉る。

「金品を要求するでもなく、政治的思想や他人への恨うらみ辛つらみを述べるでもなく。逃走経路の要求さえ口にしない。犯行に及んだ目的が不明なんだよ。犯人は錯さく乱らん状態なのか、冷静なのか。そもそもどこか頭がおかしい奴なのかもしれない。交渉役が来てから詳しい話をするそうだが、個人的には案外、ただの異常者なのかもしれんと思い始めているところだ」

「２００人以上の人ひと質じちをたった１人ひとりで制御しているのです。異常者にはできない犯行ですよ」

「……確たしかにな。ともかく犯人が交渉役としか話さないと言っている以上、今のところこれ以上の情報は引き出せていない。肝心の交渉役がこの場に来なければ、話は進まないわけだ」

「交渉役ですか……」

　狩か月げつが三島から状況を聞き終えた時だった。

　遠くの空から、１機きのヘリが近付いて来る。

「──噂うわさをすれば、だな」

　太陽の逆光に目を細め、三島は見上げて言った。

　それは報道ヘリではない。もっと大型の輸ゆ送そうヘリである。

　警けい察さつ関係者達は思わず一斉に手を止め、着陸態勢に入ったヘリを黙だまって見上げた。

　重々しいローター音を響ひびかせるそのヘリは、警けい視し庁ちようの現場本部が展開されているテント群から少し離はなれた場所、開けた芝生しばふの上に着陸した。回転が止まり切らないプロペラは、周囲に激はげしい風を吹き付け、枯れ葉を舞まい上げている。そんな中、後部ハッチが静かに開いた。中から慌ただしく降りて来たのは、ヘッドホンマイク付きのヘルメットをかぶった数人の捜査官である。

　狩月の隣となりで、三島は冷や汗を浮かべて呟つぶやいた。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯが来た理由は、てっきりあの少年が関係しているからだと思っていた」

　護ご送そう担当の捜査官達に先せん導どうされ、ヘリの中から、１人の少年が遅れて歩み出てきた。

　荒々しくカットされた不ふ揃ぞろいな黒髪。異様なまでに冷ややかな眼まな差ざし。囚しゆう人じん服ふくを着せられており、両手には二重の手て錠じようがかけられていた。表情に年相応の子供らしさはなく、研とぎたてのナイフのように、ただ鋭するどく危険なだけの雰囲気を漂わせている。

　少年が地に降り立つと、その場にいた誰だれもが、奇異な物を見るような眼まな差ざしを向けた。

　畏い怖ふ。あるいは軽けい蔑べつ。咎とが人にんに向けられる周囲の感情は冷ややかだった。

「犯人が要求した死し刑けい囚しゆう、緋ひ上かみカナタ。殺さつ戮りくの三日、実行犯グループの１人ひとりとされている」

　少年の姿を確かく認にんすると、三み島しまは忌いま々いましげに言った。

「いまだ信じられない話さ。当時、わずか12歳だった少年が、策さく謀ぼうと暴ぼう力りよくの果てに64人の刑事の命を奪い、警けい視し庁ちようを壊かい滅めつ寸前にまで追い詰めた。テロ直後に警察機き構こうを攻こう撃げきしたことからも、テロの第二波攻撃であると見られ、自身も法廷でそれを認めている。あの殺人鬼が、１００万人の命を奪ったテロに加担した。まさか、またこの目であの〝悪あく魔ま〟を見ることになるとは……ここにいるスタッフの大半は、５年前にアイツに仲間を殺されたんだ」

「悪魔、ですか」

　狩か月げつは感慨深く呟つぶやいた。

　捜査官達に怒りの眼差しを向けられる中、カナタは作戦会かい議ぎ用ようのテントに案内されていく。

　それを見送る狩月の傍かたわらで、冷めた眼差しのドクターが言った。

「なあ。なぜ、彼はここに来たんだと思う？」
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「というと？」

「これまで彼は、どんな事件に対しても興きよう味みすら示さなかったわけじゃないか。それどころか自分の死刑を回かい避ひする手段を提示されても無反応だったんだ。自分の命すらどうでも良いと考えるような人間が、どうして今回の事件に限って協力する気になった」

「結けつ論ろんは出ているじゃないですか。この学園には、彼にとって〝命より重要なこと〟がある。そういうことですよ」

　狩か月げつの口振りは思わせぶりだった。ドクターは狩月に尋ねた。

「わざわざこうして現場に足を運んだのは、やはりあの少年を見るためなんだろう？」

「スカウト中の相手ですからね。もちろん、それもありますよ。ただ、１番の理由は別ですが」

　普ふ段だんの温和な態度の陰に、狩月は鋭い眼まな差ざしをのぞかせた。
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　特殊捜査班ＳＩＴの仮設テント。

　暫ざん定てい的てきに作戦会議テントと呼ばれるそこは、数十人の捜査官を収容できそうな広さだった。

　小さな演台が置かれており、それと相あい対たいする向きで、いくつかのパイプ机と、椅い子すが設置されている。テント内は外から覗のぞけず、機密性は保たれていた。校門付近にたむろするマスメディアから、覗き見されないための措置である。

　カッターシャツとパンツ。防寒用の上着として、ダークコートが支給された。

　カナタは、囚しゆう人じん服ふくからそれに着替えると、着替え終えたところで再び手て錠じようをされる。

「座れ」

　パイプ椅い子すを用意され、カナタは付き添いの刑事からそう指示された。

　何も言わず、カナタはその指示に応じる。

　その後、現場指揮官である三み島しまから、現在の状況について説明を受けることになった。

　三島の説明は、基本的に狩月に話した内容と同じであった。ただ少し異なっているのは、校舎内の間取りなどに関する、いくつかの細かい部分を交えた説明となっている点だ。

　爆ばく破はされた場所がどこで、建物の損そん壊かい状況がどうなっているのか。建物内のどこに何の教室があるのか。これから校舎内に単独で送り込まれるカナタには、どれも必要な情報であった。

「学園のシステムにアクセスし、生徒や職しよく員いん達が身に着けている静せい峯ほう時計どけいのＧＰＳから、現在の校内在ざい籍せき者しや数が確認できた。今朝けさから学内にいたのは、総勢２７０名のはず。しかし現在も位置情報を発しているのは、２３７名。……最初の数分間だけで、33名もの人間が殺された計算になる。その犠ぎ牲せい者しやの内、職員室で朝礼を行っていた教職員と事務員、及び保険医を含む大人おとな達は爆弾で全滅したと見られる。犯人の性質は、非常に凶悪だと認にん識しきして差し支えない」

　調ちよう査さ結果を口にしながら、三島や他ほかの捜査官達は沈痛な面おも持もちになる。

　三島はカナタに向かって続けた。

「どういうわけか恐怖の顔スケア・フエイスは、我々との交渉窓口役としてお前を指名した。お前を通して以外では一切の話に応じないし、お前以外、校舎内に部外者が入ることも禁止してきている。……やむを得ず、お前には付き添い人なしで１人ひとりで校舎に入って貰もらうことになった。ただし我々の命令には絶対服従、指示されていない言動は行わないのが鉄則だ。理解したか？」

　三島に意見を求められたカナタは、何も答えない。

　ただ冷ややかな眼まな差ざしで三島を見つめ返すだけで、口を閉ざし続けている。

　それはカナタのいつもの態度である。これまでに何度も刑務所に足を運んだ狩か月げつでさえ、カナタの肉声を聞いたことがない程に、無口ぶりは徹てつ底ていしている。カナタは一言すら語らず、底の濁にごった黒い瞳ひとみで、じっと三島を見つめるだけだ。

　対して三島は、静かな怒りを込めた眼差しでカナタを見返す。

「わかったならわかったと言え。それとも口がきけないのか？」

　意見を求められているカナタが黙だまり込んでいることもあり、テント内は静まり返ってしまう。

　すると三島だけでなく、周囲でカナタを見張っている付き添いの捜査官達も、表情に不ふ穏おんな気配けはいを滲にじませ始めた。囁ささやくような微かすかな声ではあったが、「舐なめやがって」、「クソガキめ」などと呟つぶやき、カナタに向かって露ろ骨こつな殺気を放つ者もいる。

　この場に集つどった警けい視し庁ちようの面々は、カナタと過去に怨えん恨こんを持つ者ばかりである。

　不ふ遜そんなカナタの態度に、怒りを覚える者は少なくないのだろう。

　テント内で同席していた狩月とドクターは、空気に怒気が混じっていくのを感じていた。

　三島がさらなる苦言を述べようとした時だった。

　それまで微動だにしなかったカナタの唇が、静かに開かれた。

「────殺してやる」

　あまりに異様な発言であったため、聞こえてはいても、誰だれもが戸惑ってしまう。

　初めて聞く声で口火を切ったカナタは、表情一つ変えずに淡々と続けた。

「問題は、爆ばく弾だんを遠隔操そう作さできるタブレット端末だ。それを守っているのは、武器を持っているとは言っても恐怖の顔スケア・フエイス１人だろう。奴やつを排除できれば事態は解決だ。警けい察さつが突入すれば、近付く間もなく恐怖の顔スケア・フエイスは自爆する。だが交渉役として呼ばれたオレなら、ほぼ確かく実じつに敵の懐ふところに近付くチャンスがある。隙すきを狙ねらって殺せるということだ」

　濁にごった闇やみを湛たたえた双そう眸ぼうで、カナタは三島を見上げた。

　カナタの瞳ひとみの黒はあまりにも深く、覗のぞき込まれた三島は吞のみ込まれそうになる。

「オレの手て錠じようを外し、武器を渡せ。そうすれば、この事態を10分以内に解決してやる」

　気が付けば三島は──手のひらに冷や汗を搔かいていた。

「貴様っ……！」

　三み島しまは自分の胸中に生まれた感情を認めようとせず、カナタを睨にらむ。

　相手は遥はるかに年下の少年だというのに、三島は一いつ瞬しゆん、感じてしまったのだ──恐怖を。

　そんなことは三島のプライドが許さず、表情は見る見る間に怒りの形ぎよう相そうとなる。

「ふざけるな！　なぜ恐怖の顔スケア・フエイスがお前を交渉役に名指しして、この場に呼んだのかすらわかっていないんだぞ！　お前が奴やつの共犯じゃない確かく証しようなんてどこにある！　それなのに手錠を外せだの、武器をよこせだと？　お断りだ！」

　声と鼻息を荒くし、三島は思わず、カナタの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げて睨み付けた。

　涼しい態度を微み塵じんも崩さないカナタに、三島の怒りはますます加か熱ねつしていく。

「お前が犯人を殺すと言うが、失敗したらどうなる？　犯人は自棄やけになって、交渉のテーブルにすら着かなくなるかもしれないんだぞ！　最悪、生徒を道連れに自爆だ！　そんな博打ばくちみたいな作戦は聞くまでもなく却下だ、わかったか！」

　カナタの胸倉を摑み上げている三島の拳こぶしに、そっと狩か月げつが手のひらを当てる。

「落ち着いて下さい、三島警けい部ぶ」

「いいかよく聞け、緋ひ上かみカナタ。お前は過去に史上最悪の犯罪に加担した人でなしだ。そんなお前が、親切心で事件解決のために助言してくれてるだなんて思ってない……！　妻子がいた俺おれの相棒を殺したこと、絶対に忘れやしないからな！　お前の意見など聞く気はない！」

「そこまでです。指揮官が冷静さを欠くなら、私から警視庁本部に報告しますよ？」

「……くっ」

　荒ぶる三島だったが、狩月に警告され、カナタを乱らん暴ぼうに突き放す。

　狩月は周囲を軽く見渡して考察した。

　指揮官である三島が激げつ昂こうしても咎とがめる者がいないのを見るに、警けい視し庁ちようとカナタの過去の因いん縁ねんが、悪い形で影えい響きようしているのだろう。カナタに同僚達を殺された経けい緯いのある捜査官の面々は、いずれも三島と同じ嫌悪の感情を顕あらわにしていた。

　興こう奮ふんする三島に代わって、今度は狩月が口を挟む。

「カナタ君がヒットマンになって、犯人を殺す作戦ですか。なかなか面おも白しろい提案ですね」

「なっ！　正気か！　どうかしているぞ！」

　狩月の反応は、三島とは正反対のものだった。

　表情１つ変えないカナタに、狩月は穏おだやかに微笑ほほえみかけて言った。

「三島警部の仰おつしやっていることには一理ありますよ。犯人がなぜカナタ君を名指ししたのかわかっていません。用意周到な計画を練ってきている犯人のことです、無作為の選定ではないでしょう。カナタ君が犯人の共犯者であり、何かを目もく論ろんでる可能性は捨て切れません」

「当然だろう！　こんな奴やつを信用するなんて間違いだ！」

「大丈夫ですよ、三島警部。これでも私は、長らくカナタ君のことを研究してきています。その観かん点てんから考えても、彼があの犯人と結託しているとは思えないんですよ。私の勘ですがね」

　納得できていない様よう子すの三み島しまに構わず、狩か月げつはカナタの顔を見つめて続けた。

「拳けん銃じゆうをお渡しする代わりに、いくつか条件を付けさせてください。まず手て錠じようは外しません。武器を渡すからといって、あなたを信用したわけではありません。あなたのフットワークを制限するには、手錠は良い拘こう束そく具ぐです。それと、拳銃に込めておく銃弾は１発のみとします。無む論ろんのことながら、犯人以外に使用することは許可しません。必ず犯人を殺せる。その確かく信しんがない限りは使用しないようにしてください。何か異論はありますか？」

「それで問題ない」

　カナタは、すんなりと狩月の提案を了承する。

　蚊帳かやの外に置かれた三島は、咳せき払ばらいをして狩月に苦言を呈した。

「この現場の指揮権はこちらにある。内閣情報捜査局ＣＩＲＯが勝手に作戦の方針を決めないで貰もらいたいものだ。まだ、こいつに武器を与えることを許可などしていないぞ」

「なら本件については内閣情報捜査局ＣＩＲＯが責任を持っても良いですよ？」

　狩月は三島に見向き、にこやかに続けた。

「カナタ君の作戦は悪くありません。作戦が成功した暁あかつきには、我々の手柄でスピード解決に至るわけですが、その点、特殊捜査班ＳＩＴの本部がどう思うか。指揮官にお任せしましょう」

「……言ってくれるじゃないか」

　狩月の脅迫めいた提案に、三島は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔に冷や汗を浮かべる。

「良いだろう。特別に許可してやる。だが銃弾は１発だけだぞ。それと、銃を所持していることが犯人にわからないよう、袖そで下したに隠すタイプの小型仕込み銃を使って貰う」

　三島は、話を元に戻すことにした。

　自分の耳に取り付けているイヤホンマイクを指差して話を進めた。

「校舎に入るにあたって、お前には他ほかにも持ち込んで貰うものがある。通つう信しん機きだ。我々の使っているこうしたものとは別の、特殊なものになる」

　三島は、先程からテーブルの上に置かれていた、黒い金属製の輪わを取り上げる。

「この首輪は、通称〝接続輪オンラインリング〟と呼ばれている。声帯感知マイク、骨こつ伝でん導どうスピーカー、小型カメラが内蔵されていて、遠方との会話や現地映像をリアルタイムで共有することができる。近年では作戦行動中の特殊部隊や、現場の捜査官と交信するためによく使われている代しろ物ものだ。これを身に着けて貰う。犯人が交渉役を必要としている以上、我々と話しがしたいはずだ。こうした器機を我々が使うのは想定しているだろう。かと言って、なるべく犯人を刺し激げきしたくはない。犯人から見えにくくするため、コートの襟えりは立てておけ」

　三島はカナタの首に接続輪オンラインリングを取り付ける。金具をロックすると、小さな電子音がした。

「解除コードがなければ、この接続輪オンラインリングは外せない。つまりここに戻ってくるまで、お前の話すこと、聞いたこと、見たもの全すべてが対策本部に筒抜けだ。妙な真似まねはできないと思え」

　首輪を付けられたカナタは無反応だった。

　そんなカナタに駄だ目め押おしを告げるべく、今度は狩か月げつが言った。

「１週間程前、刑務所でお会いした時、うちのドクターから薬を服用させられましたね？」

「……」

「服用時に説明しましたが、あれはドクターが開発した特殊遅効性毒カクテルです。元々は刑務所の囚しゆう人じんから脱走の意欲を奪うべく、囚人投与用として開発されました。服用から２週間後に致死性の高い毒に変わりますので、解毒剤を飲まなければ死にます。君を強制的に服従させるために使用した薬でしたが、偶然にも早速、役に立つことになるとは思っていませんでしたよ。我々の指示に従わないか、もしくは逃走を図はかれば解毒剤は与えられません。身勝手な行動は慎つつしんでくださいね」

　にこやかに冷れい徹てつなことを告げる狩月に、胆を冷やしたのは、カナタではなく捜査官達だった。

　三み島しまが、「違法である以前に、人道を外れているな」と小さく呟つぶやくのが聞こえた。

　だが狩月のやり方を誰だれも咎とがめないのは、相手が希き代たいの殺人鬼であるせいだろう。

　三島はわざとらしく咳せき払ばらいし、狩月を横目にしながら言った。

「今回、交渉役と対策本部間の通信調ちよう整せいを担うスタッフは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯから選出して貰った。こうした機器の取り扱いに関しては、警けい視し庁ちようよりも手て慣なれていると聞いたからだ」

「仰おつしやる通り。うちから情報分析官を何人か選定しました。すでにカナタ君の接続輪オンラインリングは起動していますから、感度テストを兼ね、分析官の代表本人から自己紹介をして貰いましょう」

　狩月の言葉のすぐ後だった。愛想のない女性の声が、カナタの耳に入ってくる。

『初めまして。私は内閣情報捜査局ＣＩＲＯの情報分析官で、呼び名は〝鷹の眼イーグルアイ〟。現場に顔出ししたりとかはしないけど、よろしくお願ねがいするわ』

　その自己紹介は、イヤホンマイクを着けている三島や狩月、他ほかの捜査官にも聞こえていた。

　イーグルアイと名乗るその声は若々しく、年ねん齢れいは定かでないものの……少女のようである。

　その語り口は冷ややかで、妙にツンケンとした棘とげを感じさせる。

『あと念のため説明しておくけど、情報分析官っていうのは、情報を集めて、それを分析した結果を報告するのが仕事だから。私の得意分野は、衛えい星せいや無む人じん機きを使った画像解析だけど、今回はネットワークに関する仕事がメインになるわね。今は学園のサーバーをハッキングして、生徒達のメールを不通にしようとしてるところ。電話会社の基地局にも協力を仰あおいでいるから、あと５分くらいで、生徒達が警察以外と連絡することはできなくなるわよ』

「丁てい寧ねいな補足説明と進しん捗ちよく報告をありがとうございます、イーグルアイ」

　狩月に礼を言われ、自分の出番は終わったと察したのだろう。イーグルアイは口を閉ざす。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯのメンバーが黙だまったところで、三島がカナタに再度の警告をした。

「いいか。これ以上の犠ぎ牲せい者しやは出せない。人ひと質じちが無事に解放されるかどうかは、交渉の窓口役となるお前が握ることになるんだ。絶対に指示に従って貰もらう。命令違反は許さないからな」

　カナタは何も答えなかった。

　ただ、これ以上話すことはないのだと主張するように、静かに立ち上がる。

　付き添いの捜査官に袖そでを捲まくられると、カナタは約束の銃を、腕にベルトで取り付けられる。鉛筆のような細い銃身の小型仕込み銃だった。手て錠じように干渉しないよう、銃口の位置と角度を微び調ちよう整せいしてベルトを巻き付けられると、銃身はコートの袖に隠れて見えなくなった。手のひらにテープ止めされた小さなボタンを押せば発射。

　その説明を聞いた後、カナタは捜査官達に連れられてテントを後にする。

　捜査官達が校舎の近くまでカナタを護ご送そうし、そこから先はカナタ１人ひとりで行くことになった。

　すると、今までずっと黙だまっていたドクターが、傍かたわらの狩か月げつに話しかけた。

「──指揮権を取り上げなくて良かったのか？」

「おや、何のことです？」

　狩月の返事に、ドクターは苦笑する。

「とぼけてもお見通しだよ。局長がその気になれば、あの指揮官から指揮権を取り上げるのは簡かん単たんだろ。どうせえげつない魂胆があって放置しているんだろうが」

「警けい視し庁ちようから指揮権を取り上げないのは、人質救出が失敗した時、責任追及の矢や面おもてに、うちが立たないようにするためです。組そ織しきを守るのも、私の務めの１つですからね。今はこうして、他人のふんどしで現場にちょっかいが出せるんです。この地位を利用しないのは勿もつ体たいない」

「なるほど。古今東西、指揮官がイヤな野郎というのは確たしかに間違いないらしい。優やさしい顔して、相変わらず油断も隙すきもないジジイだよ」

「状況を有効活用しているだけです。我々には我々の捜査があるじゃないですか。製薬会社社長の殺害。あの事件の謎なぞを解明することが、この人ひと質じち事件の解決にもつながっています。私が人質事件の指揮権を取り上げない最大の理由は、我々が我々の捜査に集中するためですよ」

「二に兎とを追う者は一兎をも得ずか」

「ええ。これは２つで１つの事件です。社長殺害の犯人が言っていた、全すべてはこれから始まるというセリフは、この事件のことを予告していたのだと思いますよ。ようやく事件の全体が見えてきたのだと考えるのが妥当でしょう。犯人の狙ねらいを探りましょうか。人質事件の対応は、警視庁とカナタ君に任せておいてね」

「緋ひ上かみカナタに任せる、ね……」

　珍しく、ドクターは渋い顔をした。

「さっきまでは彼のことを信用していないような口振りだったのに。今は彼のことを信用しているような言い回しに聞こえるぞ。局長の本音はどっちなんだ？」

「そうですねえ。どっちだと思います？」

「勿もつ体たいぶるなよ。部下としては、上司の方針くらい知っておきたいものだろ」

「彼のことを必要以上に信用してはいません。ただ、あの学園に〝彼女〟がいる限り、彼は我々に協力するしかないんです。彼が敵対する理由はない。それだけは確たしかですよ」

「……彼女とは誰だれのことなんだ？」

「言うなれば、彼の唯一の〝弱点〟ですかね」

　校舎棟に向かって遠ざかって行くカナタの背中を見つめ、狩か月げつは誤ご魔ま化かして言った。

　冷たい手て錠じようをかけられたまま、人ひと質じち事件の現場に放り込まれる死刑囚。

　それは全くもって奇妙な光景である。

　ドクターも狩月に倣ならい、カナタの背中に視し線せんを投げた。そうして言う。

「殺してやる、か。人を殺すことに微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもない。彼の提案は、少しゾッとしたよ。あんな反社会性人格者に任せておいて大丈夫か？」

　冬の風にダークコートをはためかせ、修しゆ羅ら場ばに向かおうとする少年の背を、狩月は感慨深く見送った。その胸中には不安ではなく、期待が宿っている。

「目には目を。歯には歯を。──〝怪物には怪物〟を、です」

　舞ぶ台たいに役者が揃そろい、幕は上がる。

　呻うなりを上げて枯れ木を揺らす寒風は、まるでこれから始まる地じ獄ごくを暗示しているようだった。
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　静せい峯ほう学がく園えんから離はなれた繁はん華か街がい。そこにあるホテルの正面には、カメラを構えた記者や、テレビ局のレポーターが押し寄せ、ちょっとした騒そう動どうになっていた。

「こちらはラフィーネ・ホテルの正面玄関です。人ひと質じち事件の発生している静峯学園の緊きん急きゆう保ほ護ご者しや会かいが開かれるということで、人質にされた生徒達のご親族が集まって来ています。先程から何台もの車両が来訪し、生徒達の両親と思われる方々が降車される姿が見受けられます」

　ハンドマイクを手にしたレポーターが、カメラマンの構えるカメラに向かって神妙な顔で言う。そのレポーターの背後から、別の放送局のスタッフが声を上げた。

「おい、不ふ破わ厚こう労ろう相しようが来たぞ！」

　その声につられ、周囲のマスコミの視し線せんが一気にホテル前に注がれる。

　新たにホテル前にやって来て停とまった１台の車から、高級スーツを着た男が降車する。

　不破厚こう生せい労ろう働どう大だい臣じん。現げん職しよくの閣僚であり、最近ではしばしばテレビでも見知られた顔である。

　不破の姿を見るなりマスコミの目の色が変わった。

「ちょっと、カメラ回せる!?」

「おい、絶対にコメント貰もらってこいよ！」

　カメラとマイクを手に、マスコミは群がるようにスーツの男に駆け寄った。

　瞬またたくシャッターフラッシュを浴びせかけられると、不破は目を細める。

　質問の嵐あらしが始まるまでに、時間は要さなかった。

「息子むすこさんが通っている高校で人質事件が起きていますが、息子さんについて一言！」

「犯人から身代金の要求などがあったのですか!?」

　質問には答えず、不ふ破わは苦々しい顔のままだった。

　不破に報道陣を近づけまいと、秘書が不破の行き先に立ちはだかるマスコミを搔かき分ける。そうして秘書が人払いをしてできた道を進み、不破はロビーを目指した。

　シャッターフラッシュと質問は、加か熱ねつしていく。

「有力者の子供が多い学園での人質事件ですが、犯人の動機は富裕層への恨うらみでしょうか！」

「犯人との交渉役として、過去のテロ事件の実行犯の少年が呼ばれたそうですが、静せい峯ほう学がく園えんと過去のテロ事件に関係があるのでしょうか！」

「交渉役は殺人鬼のようですが、ご子息の命運を任せても大丈夫でしょうか！」

　もはや不破に尋ねる質問ではないことまで質問され始めている。

　マスコミの憶おく測そくじみた質問の数々をくぐり抜け、不破はホテルのロビーに入った。

　自動ドアをくぐると、さすがにマスコミは屋内までは追いかけて来ないようだった。

　秘書に案内され、不破は地下に向かうエスカレーターに乗る。保護者会が開かれるのは、静峯学園の経営陣が借用した会場である。会場前の受付には、すでに生徒達の親族がやって来ていた。受付前に並んだ行列に加わろうとした不破に、呼びかける男の声があった。

「お待ちしていました、厚労相」

　少し派は手でな装飾のスーツを着た老人だった。

　その男の姿を見るなり、不破は目配せで秘書を下がらせた。秘書は不破の代わりに受付を済ませるべく、行列に並ぶ。それを見送ってから、不破はスーツの老人に答えた。

「久しぶりに会ったな、学園長。こんな時でもなければ、我々が顔を合わせることもないか」

　スーツの老人は、静峯学園の学園長である。不破と学園長は旧知の仲である。

　不破は学園長に尋ねた。

「マスメディアの動きが速いようだが、学園の職しよく員いんから漏れたのか」

「いいえ。学園は根回しの利く人材だけで運営しています。学園関係者からの情報漏れではないでしょう。おそらく、立てこもった犯人が、意図的に大々的な情報展開をしたのかと」

「犯人は派は手で好ずきと言ったところか」

　感慨深く呟つぶやいた後、不破は続けて尋ねた。

「状況は？」

「高校棟の教職員全員と、何人かの生徒が殺されたようです。ご子息と義理の娘さんは無事だと聞いております」

「幸いだ。あの子だけは何としても無事に生せい還かんさせたい。そのためなら手段を選ぶな」

「心得ております」

　不破に傅かしずく態度を見るに、学園長は不破の部下のようであった。

「犯人の要求は何だ」

「まだ詳しいことはわかっておりません。ただ」

　学園長は芳かんばしくない表情で、濁にごした言葉の後を続けた。

「個人的なツテをいくつか当たったところ、学園に立てこもった犯人は……天あま照てらす製せい薬やく社長の殺害に関かかわっているとか」

「……何だと！」

　学園長からもたらされた情報に、不ふ破わの表情が青ざめる。

「桐きり生ゆうを殺したのは、秘書の女じゃなかったのか！　犯人はすでに死んだのだろう!?」

「ええ。確たしかに実行犯は秘書でした。女おんな癖ぐせの悪かった桐生社長のことですから、当初は痴ち情じようのもつれと考えられていましたが……主犯格と見られる別の人物がいる証拠を、警けい察さつは摑つかんでいたそうです。実捜査は内閣情報捜査局ＣＩＲＯがやっていたらしく、私の持っている警察のコネクションからは、今日きようまで知り得ない情報でした。先手を打つことができませんでした」

「何と言うことだ！」

　あまりのことに、不破は思わず声を荒げてしまいそうになる。

　だが事情を知らぬ他ほかの保ほ護ご者しや達も周囲にいる手前、取り乱すわけにはいかない。

　不破はなるべく平静を装う。だが焦りから、全身にはすでに冷や汗が流れている。

　学園長は苦々しい口く調ちようで言った。

「桐生社長の殺害。そして静峯学園での人ひと質じち事件。私には偶然と思えません」

「偶然なものか！　犯人は知っているんだ！　我々が学園で〝やっていること〟を！」

　不破は歯は嚙がみし、学園長が想定している通りなのだろうと確かく信しんする。

　受付を済ませた秘書が戻ってくると、不破は苛いら立だった声で指示をした。

「今日きようの予定は全すべてキャンセルにしてくれ」

　言われた秘書は、黙だまってスケジュール帳を取り出すと、予定のある相手に断りの電話を入れ始めた。その傍かたわらを通り過ぎ、不破も自分の専用電話を取り出した。

　不破の電話には、盗とう聴ちようされないための暗号通信スクランブル化モジュールが取り付けられていた。

　短いコール音の後に受話口を取った相手に、不破は言った。

「まだ学園内にいるな？　全てが露ろ呈ていする前に、犯人を始末しろ」
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　対策本部から離はなれると、刑事達の会話や、マスメディアの騒さわぎ立てる声が遠くなる。

　静かな校舎を目の前に、カナタは無言で立ち止まった。校舎を観かん察さつするためである。

　校舎は、枯れた観かん賞しよう用ようの木々に囲まれている。

　建物の見た目は西せい洋よう建築然としており、５階建てだ。情報によれば、１階には生徒達が全員集合できる大きな礼拝堂まであるという。カナタが見上げた教室はいずれも、カーテンが引かれており、外からでは満足に中の様よう子すを窺うかがい知ることはできない。

　一通りの観かん察さつを終えてから、カナタは校舎内に足を踏み入れることにした。

　校舎南側が正面玄関である。

　昇降口に入ると、そのすぐ先にガラス戸が見えた。そのさらに向こうは中庭になっている。

　中庭の中央には噴ふん水すいまであり、見た目の景観は美しかった。

　──職しよく員いん室しつが爆ばく破はされていなければ、だ。

　中庭の西側壁へき面めんは、２階から抉えぐり取られたように破は壊かいされている。職員室を中心とした放射状に、中庭にはコンクリート片や瓦が礫れきがぶちまけられており、その瓦礫のところどころからは……人間の手足が突き出しており、血の雫しずくを垂らし続けていた。

　恐怖の顔スケア・フエイスは、爆ばく弾だんが仕掛けられていることを証明するために、デモンストレーションで職員室を吹き飛ばした。カナタはそう聞いている。この死体も、見せしめの意味があるのだろう。

　土足のまま構わず、カナタは昇降口を抜け、階段に続く廊下を歩く。

　そこは閑散としており、人の気配けはいがない。

　１階は実習室ばかりのエリアで生徒達がいないこともあり、静まり返っていた。人ひと質じちなど、本当はこの校舎にいないのではないかと錯さつ覚かくさせられる程、辺りは不気味に静まり返っている。ふと天てん井じようを見上げれば、監かん視しカメラが生はえ出ており、稼か働どう中ちゆうを示すＬＥＤが点灯していた。

　……似ている。

　カナタはそう感じた。

　異様に整せい然ぜんとし、静まり返った廊下。そして天井の監視カメラ。まるでカナタが収しゆう監かんされている刑務所の雰囲気である。唇からこぼれた息が、白く濁にごって消える寒さまでも同じだった。

　無人の廊下の先で灯ともる非常口ランプを見ながら、カナタは既視感に似た違和感を覚えた。

『──見ての通りよ。校舎のあちこちには、監視カメラが設置されてる』

　カナタの視し線せんの先を、対策本部でモニタリングしていたのだろう。

　監視カメラを見上げていたカナタに、イーグルアイの声が語りかけてくる。

『校舎の各出入り口と廊下にだけ設置されてるカメラよ。教室にはない。このカメラ映像をハッキングできれば良かったんだけど、残念ながら監視システムは完全なローカルネット。外部のネットワークと物理的に繫つながってない学内専用回線になってるわ。学内の専用回線からでないとカメラ映像は手に入らないから、今はアンタの目が頼りってこと』

「……」

　カナタは何も答えない。

　ひとまず違和感は置き去りにし、上の階を目指すことにした。

　敵の居場所は、５階の放送室だ。
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　窓のない部へ屋やだった。防ぼう音おん壁へきでできた分厚い壁かべ。部屋の中央を仕切る防音ガラス壁。放送設備が設置されている部屋と、マイクが置かれた収しゆう録ろく室しつは分かれている。

　収録室は小規模なスタジオのようになっており、置かれているゲスト用の椅い子すやテーブルは、洒落しやれたデザインになっていた。天てん井じように明かりは灯っておらず、薄うす暗ぐらい室内は、スタンドライトによって演出めいた照らされ方をしている。

　部屋の中央にある椅子に、異様なマスクをかぶった男が深々と腰掛けていた。

　傍かたわらのサイドテーブルにはノートＰＣが置かれており、生徒達の位置情報を点で表した校舎の立体図、そして監視カメラの映像のウインドウが表示されていた。

　──収録室の扉が静かに開かれる。

　部屋の入り口に目をやれば、案の定、そこには１人ひとりの少年が立っていた。

　両手に手て錠じようをかけた、仏ぶつ頂ちよう面づらの少年である。男はマスクの下で、細く笑えむ。

　ノートＰＣから目を離はなし、マスクの男は少年に向き直った。スタンドライトの明かりを背後から受けているため、少年から見ると、その姿は不ふ穏おんに陰っている。

「ヘンゼルとグレーテルの話を知っているか？」

　マスクの男が口にした話題は、唐突なものだった。

「俺おれが好きな童話の１つだ。飢き饉きんの時代、口減らしのために親が子供達を森に捨てる話だ」

　黙だまって佇たたずむ少年に構わず、マスクの男は続けた。

「捨てられた子供達は、飢うえた獣けものが徘はい徊かいする危険な森に捨てられた。やがて魔ま女じよに出会う。騙だまされ、捕らえられてしまうが、子供達は隙すきを見て魔女をかまどに突き飛ばした。薄うす汚ぎたない老婆を焼き殺したのだ。そうして魔女の家を略奪し、子供は自分達を捨てた親の許もとに帰った」

　マスクの男は肘ひじ掛かけに両肘を置き、優ゆう雅がに脚を組んでから言った。

「考えたことはないか？　家に帰った子供達はその後、まともに生きられたのだろうかと」

「……」

「物語の後も人生は続くのだ。たとえどんな悲ひ劇げきに遭遇しても、人は生き続けなければならない。物語と共に終わる生涯とは、ある意味で幸せだ」

「何が言いたい」

「ただの雑ざつ談だんだろう？　こういう話は苦手だったか」

　マスクの男は、自分の向かい側にある椅子を見やった。

「座れ」

　少年は従い、マスクの男が視し線せんで促す先の席に腰掛ける。

　すると少年の腕に取り付けられた手錠の鎖くさりが、ジャラリと固い音を立てた。

　椅子に腰掛けた少年は、男と少年にレンズを向けて設置されたビデオカメラに注目する。三脚に取り付けられたそれは、放送中を意味するＬＥＤを点灯させている。

　ビデオカメラを注視する少年の視し線せんに気付き、マスクの男は説明した。

「この放送室の様よう子すは、来訪者が現れた際に全校放送で各教室のテレビに配信している。音声もな。無む論ろん、俺おれ達のこの対談も例外ではない。警けい察さつ諸しよ君くんも、我々の会話を、その首くび輪わで見聞きしているのだ。ギャラリーが増えたところで、別に問題はなかろう？」

　マスクの男は、カナタの首輪の機き能のうを理解しているようだった。

　カナタの意見を聞くまでもなく、マスクの男は続けた。

「よく来たな、緋ひ上かみカナタ。俺が恐怖の顔スケア・フエイスだ」

　男は名乗った。

「お前をこの場に寄こすこと。要求の１つ目は、まずは無事に応こたえられたようだ」

　恐怖の顔スケア・フエイスの挨あい拶さつなど軽く受け流し、カナタは男の姿を観かん察さつしていた。

　……隙すきがなかった。

　入室と同時に、カナタは即座に恐怖の顔スケア・フエイスを射殺する腹づもりだった。しかし恐怖の顔スケア・フエイスの傍かたわらのサイドテーブルには、ノートＰＣ意外にもタブレットＰＣが置かれている。

　それこそが、爆ばく弾だんを遠隔操そう作さする起爆装置だろう。

　すでにタッチパネルに表示された「起爆」のボタンの横に指先を置いており、カナタが少しでもおかしな真似まねをすれば、即座に行動に移る準備ができている様よう子すだった。

　今すぐ攻こう撃げきは不可能。カナタは引き続き相手の隙を窺うかがいながら、観察を続けることにした。

　恐怖の顔スケア・フエイスは不気味な出いで立たちの男である。

　黒のローブを着込んでいた。頭部には〝浅黒い袋〟のようなものをかぶっており、切れ長い３つのスリット穴から、両目と口が覗のぞいているだけである。

　恐怖の顔スケア・フエイスがかぶったマスクは、妙に肉厚な質感だった。

　言うなれば、赤黒い粘土の塊を乱らん暴ぼうに練り合わせたものを、ところどころ糸で縫ぬい合わせてあるようだ。グロテスクなそのマスクの頭部からは、数本の頭髪のようなものまで生はえている。

「そのマスク。まさか人面皮か」

「ああ。俺が殺した人間の顔を、肉ごと剝はがし取ったものだ」

　恐怖の顔スケア・フエイスは肯定した。

「恐怖とは目に見えぬ怪物だ。誰だれの心の中にも潜ひそんでいる。現れれば人を狂わせ、容赦なく死に追いやる。どんな大量破は壊かい兵器よりも、太古より多くの人間を殺してきた悪あく魔まだ」

　自身がかぶったマスクを誇らしげに指差し、恐怖の顔スケア・フエイスは言った。

「これはただの人面皮ではない。これは人間が、心の底から恐怖を感じている時の顔だ。長時間の拷ごう問もんの末に、生きたまま肉ごと生皮を剝がし取ってやった。相手の恐怖を切り取り、身に纏まとう。そうすることで、まるで自分が恐怖そのものになれるような気がしないか？」

　恐怖の顔スケア・フエイスの発言は残酷で、異常極まりないものだった。

　しかし相手と同程度にモラルが壊こわれているカナタにとって、それは驚おどろく程の話ではない。

　恐怖の顔スケア・フエイスの主義や嗜し好こうなど、カナタには興きよう味みがないものである。

「どうでも良い。オレを交渉役として呼び付けたんだ、さっさと用件を済ませろ」

「用件？　用件などない」

　恐怖の顔スケア・フエイスの意外な返事に、カナタは一いつ瞬しゆんだけ押おし黙だまってしまう。

　だが大して動じた様よう子すもなく、無表情のまま淡々と尋ねた。

「どういうことだ。オレを通じて、警けい察さつに追加の要求を出すんじゃないのか」

「彼等らと話したいことなどもうない。彼等に言うべきことは全すべて伝えてある」

「……追加の要求はなかったということか」

「ない」

　恐怖の顔スケア・フエイスは断言する。

「俺おれの要求は最初から２つだけだ。１つはこうして応じられた。もう１つもすでに伝えてあるだろう。俺の正体を推理しろと。残念だが、俺にはこれ以上の要求がない」

　恐怖の顔スケア・フエイスの返答は、意味不明なものだった。

「なら、なぜオレを呼んだ」

「お前の〝知名度〟が利用できると思ったからだ」

「オレの知名度だと」

「奇くしくも俺達には、ある〝共通の知人〟がいる。お前のことは、その知人を経由して知った。俺がお前に興味を持ったのは、それがキッカケだ」

「共通の知人？」

　カナタの質問は無視し、恐怖の顔スケア・フエイスは語った。

「１００万人を虐ぎやく殺さつした日に本ほん史し上じよう最悪のテロ事件、殺さつ戮りくの三日。その実行犯の１人ひとりにして最年少の大量殺人鬼。それがお前だ。自身も64人の刑事を殺してまわり、当時の警けい視し総そう監かんまで手にかけた。お前の活かつ躍やくは伝説的だ。いまだ世の中にイカレた崇すう拝はい者しやを生み出す程にな」

「……」

「殺人鬼の少年が、こうして事件現場に呼ばれたのだ。メディアでそのことが流れれば、否応なく世間は、この事件に対する関心をさらに高めるだろう。その目もく論ろ見みは外れていなかった。すでに校舎前にはマスメディアが押し寄せ、この事件の憶おく測そくを飛ばし、報道を競きそっている」

「……オレは交渉役としてではなく、客寄せの道具として呼ばれたということなのか」

「俺の〝計画〟には、まず人々の注目が必要だった。その目的はすでに達成した」

「計画？」

　恐怖の顔スケア・フエイスは答えなかった。

　構わず、カナタは皮肉る。

「この人ひと質じち事じ件けんに世間の注目を集めさせて、いったい何になるんだ」

「おいおい。まだこれが、単なる人質事件だと思っているのか？」

　恐怖の顔スケア・フエイスは、露ろ骨こつにカナタをバカにして続けた。

「俺が為すことは間もなく、この国の根幹を揺るがすことになるだろう。残り８時間程度で、爆ばく弾だんは自動的に爆発する。その後の世界は、今までとはまるで違う様相になるのだ」

「……」

「衝しよう撃げきに備えろ。この事件は──〝国家の危き機き〟だぞ」

　断じる恐怖の顔スケア・フエイスのマスクは、より深い闇やみに陰る。

　……確たしかに、学校の生徒全員を人ひと質じちにとった人質事件というのは、世間に知れ渡るであろう大きな事件である。だがそれが国家の危機であるかと言えばそうではないはずだ。

　ならなぜ、恐怖の顔スケア・フエイスはこの人質事件が国家の危機であると言うのか。

　……構うだけ時間の無む駄だ。カナタはそう判断した。

　それよりもカナタの意い識しきは、先程から攻こう撃げきの機会を窺うかがうことに集中していた。

　弾は１発だけ。しくじれば返かえり討うちに遭うか、自爆される可能性が高い。

　絶対に下手へたはうてない博打ばくちなのである。撃うたなければ、この状況は打破できない。いつ発砲するべきか。重要なのはそのタイミングである。相手は、なかなか隙すきを見せようとしない。

「お前を呼んだ理由は他ほかにもある。お前が、あるモノを持っていなかったからだ」

　恐怖の顔スケア・フエイスは胸の前で両手の指を絡める。

「──〝信用〟だ」

　マスクの下の顔が、怪しく笑えんだ。

「お前は近年類を見ない凶悪な犯罪者だ。それが周知の事実となっている今、誰だれもお前のことなど信用していない。信用されないということは味方がいないということだ。そして味方がいないというのは、孤立無援であるということだ。どう足搔あがいたところで、お前はこの場では、憐あわれで無力な１人ひとりの囚しゆう人じんにすぎないのだ。お前は、俺おれの脅威になりえない存在だ」

　恐怖の顔スケア・フエイスは断じ、そして組んでいた脚を解いた。

　少し前傾姿勢になると、向かい席に腰掛けるカナタの目をじっくりと見つめてくる。

「だが１つ俺の誤算だったのは──その袖の仕込み銃くらいか」

　……気付かれていた？

「見てすぐに気付いていたさ。わずかだが微妙に膨ふくらんだ右腕の袖。警けい察さつが、まさかお前に武器を持たせるとは意外だったな」

「……」

「俺を殺すつもりだったか？　残念だが目もく論ろ見みは失敗だったな」

　恐怖の顔スケア・フエイスは、起き爆ばくボタンの上に指を伸ばしながら警告する。

「今すぐ爆死したくないなら、ゆっくりとその銃を外せ。足下に転がして、こちらに蹴けるんだ」

　しばらく黙だまっていたカナタだったが、ベルトで手首に巻き付けていた仕込み銃を取り外す。

　それを足下に転がすと、恐怖の顔スケア・フエイスの方に向かって蹴けった。

　起き爆ばくボタンから指先を遠ざけると、恐怖の顔スケア・フエイスは再び背もたれに背を預ける。

「もうお前は用済みだ。後はどこで何をしてくれていても構わない。ただ特殊捜査班ＳＩＴの面々は、まだお前を利用するつもりだろう。校舎に入ることを許可されたのはお前だけだからな」

　接続輪オンラインリングを通じて、この会話を聞いているはずの対策本部の面々は何も言わない。

　その沈ちん黙もくはつまり、恐怖の顔スケア・フエイスの見解が正しいことを意味しているのだろう。

「そこでだ。関係者が全員が聞いているこの場を利用して、今後の話をしよう。まず俺おれが用意している手札カードは２つだ」

　恐怖の顔スケア・フエイスはサイドテーブルに立て掛けてあったアサルトライフルを手に取る。

　それをカナタに向かって掲げながら言った。

「１つはアサルトライフル。話を聞かない生徒達を殺したり、小規模な撃うち合いにも対応できる銃器だ。まだ使ってはいないが、せいぜい使う機き会かいがないことを願ねがっている」

　すでに33名もの人間を爆殺している男が言うと、その言葉は皮肉にしか聞こえなかった。

　恐怖の顔スケア・フエイスはアサルトライフルを元の場所に戻すと、今度はサイドテーブルに置いてあった、Ａ４サイズのタブレットＰＣ端末を取り上げた。

　そのディスプレイをカナタに見せつける。

　そこには、爆弾が爆発するまでの残り時間がカウントダウンされていた。

「もう１つはこれ。爆弾を遠隔操そう作さするための〝制御装置リモコン〟だ。市販されているただのタブレットとは訳が違うぞ。背面に〝ＤＮＡ認証〟装置が付いている特別なものだ」

　恐怖の顔スケア・フエイスは手にしていたタブレットを、今度は、カナタに裏面が見えるように見せつけてきた。タブレットの裏面には拳こぶしサイズの電池ホルダーのようなものが付属していた。

　そのホルダーには〝赤い液体に満たされた電池〟が１つ、収められている。

「操そう作さするためには、俺おれの血液が入っている、この電池型のアンプルが必要だ。アンプルがなければ、この制御装置は一切の操作を受け付けない仕組みになっている。念のため言っておくが、普段ふだんはアンプルを取り外しているぞ。妙な気を起こして制御装置を奪おうとすれば、その時点で交渉決裂、即座にアンプルを破は壊かいして爆弾を解かい除じよ不能にする」

　ホルダーから電池アンプルを取り外し、恐怖の顔スケア・フエイスは制御装置を懐にしまいこんだ。

　そして再び椅い子すの背もたれに寄りかかり、脚を組んでカナタに言った。

「俺の問いに答えられた者に、この２つのカードを献上するつもりだ。尋ねた問いに答えが出ること。それこそが、俺の計画の完結なのだ。その時、立てこもる理由はなくなる」

「……」

「これから本格的にゲームを始めるに当たって、１つ重要なルールを捕ほ捉そく説明しよう」

　わざとらしく、恐怖の顔スケア・フエイスは恍とぼけた口く調ちようで言った。

「俺はこれから、この放送室で、回答者が現れるのを待つことにする。回答権を持つのは、この放送室にやって来た者だけだ。答えるのは誰だれでも構わないが、警けい察さつや外部の者が、この校舎内に出入りすることを、俺おれは良しとしていない。つまり必然的に、回答権を持つのは校舎にいる生徒達だけということになるな。そして回答権は、１人ひとりに付き１回だけ与える」

　それまで黙だまって恐怖の顔スケア・フエイスの説明を聞いていたカナタだったが、おもむろに唇を開いた。

「もしも正解者が出なければ、お前はこの学園で死ぬ覚悟なのか？」

　カナタは疑問を口にする。

「仮にお前が最初から死ぬつもりでここにいるのなら、回答者の答えが正しくても、時間切れになるまで不正解だと言い続けることだってできるだろう。答えが正しいか間違っているかを判定するのがお前である以上、イカサマはいくらでもできる」

「なるほど。良い指摘だ」

　カナタの意見に、恐怖の顔スケア・フエイスは素直に感心した。

「俺が生きるか死ぬかは生徒達同様、このゲームの成り行き次第だ。俺はどちらの結果になろうとも構わない。そういう意味で言えば、死ぬ覚悟はできている。大事なのは自分の命などではなく、〝このゲームの答え〟なのだ。だからこそ、このゲームにイカサマなど持ち込むつもりはない。そうとだけ言っておこう」

「そんな口だけの話を信用しろというのか」

「信用しろ。それしかお前にできることはない」

　恐怖の顔スケア・フエイスはそこまで説明すると、鋭するどい視し線せんをカナタに向けてくる。

「最後に、緋ひ上かみカナタ。お前や警察は、俺に反抗的な態度を示した。罰が必要だ」

「……」

「お前がまだこの場に留とどまりたいのであれば、１つ条件を出させて貰もらう」

　恐怖の顔スケア・フエイスは再び懐ふところに手を差し入れ、取り出したものをカナタの足下に放り捨てる。

　カナタの足下に落ちたものは、腕うで時計どけいである。

　それは静せい峯ほう時計。生徒達が校舎から逃げられない理由となっている、監かん視し装置だ。

「俺の命を脅かしたのだ。自分の命が脅かされるのも覚悟の上だろう？　お前にもこのリスクを負って貰わなければ公平にはならない。その腕時計を巻いて、お前もこのゲームに参加しろ。そうしたなら、特別に先程の無礼を許し、お前にも回答権を与えてやろう」

　腕時計を巻けば、カナタも校舎から離はなれられなくなる。

　最悪、時間切れになれば生徒達と共に、爆ばく弾だんの爆発によって死ぬことになるだろう。

『──腕時計をしろ、緋上』

　考える間もなく、接続輪オンラインリングから、カナタにだけ聞こえる声で三み島しまが言う。

『どうせお前は近い将来に処刑される身だ。懸かけるには安い命だろ』

『ちょっと。その命令って酷ひどすぎじゃないの、特殊捜査班ＳＩＴの三島さん』

　三島の非情な意見に、嚙かみ付いたのはイーグルアイの声だった。

『いくらカナタ君が死し刑けい囚しゆうだからって、命を懸かけるような問題を他人が決めて良いわけ？』

　イーグルアイの善良な意見を、三み島しまは冷ややかに否定する。

『仕方ない状況だ。我々は校舎に入れない。緋ひ上かみが何としてでも現場に残らなければ、残り僅わずかな時間、我々に手だてはなくなる。他ほかに選択肢はないと思うが？』

『……』

『指揮官は私だ。従って貰おう』

　イーグルアイの意見をねじ伏せ、三島は改めてカナタに言った。

『爆ばく発はつはさせない。そのために我々はここにいるんだ。お前が腕うで時計どけいをしたからといって死ぬことが確かく定ていするわけじゃない。だから今は、奴やつの言う通りにしろ』

　三島の言うことを信用したわけではない。だがカナタは──黙だまって腕時計を拾い上げた。

　金属の筐きよう体たいは、カナタが見知った冷たい死の感触がする。

　それを腕に巻いて金具をロックすると、内蔵ＧＰＳが起動したことを示すＬＥＤが灯った。

　もう外すことはできない。

「これでお前も、他の生徒達同様に校舎から離れられなくなったわけだ」

　恐怖の顔スケア・フエイスは不敵に笑う。そして静かに、その場で立ち上がった。

　双そう眸ぼうを血走らせ、まるで歓喜しているかのように揚々と宣告する。

「それでは〝開戦〟といこう」

　力強く断じられたその一言が、これから始まる悪夢の始まりだった。
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　特殊捜査班ＳＩＴの作戦会かい議ぎテント内には、通信機き材ざいや無数の大画面タブレットモニタを並べた一角が設けられていた。そこに主要な捜査官や指揮官の三島が詰めていた。

　三島達が見守るモニタの１つに、校舎内のリアルタイム映像が映し出されている。

　それは単身で校舎に送り込まれた、カナタの首くび輪わから撮さつ影えいされている映像である。

　カナタは放送室を出たらしく、モニタには無人の廊下が映し出されていた。

　中庭側の窓が全すべて割れているのは、職しよく員いん室しつの爆ばく発はつのためだろう。

　カナタが割れたガラスの上を踏みしめる音を、マイクは黙もく々もくと拾っている。

「──５メートル先に無人の被服室がある。そこに入れ」

　三島は耳に着けたイヤホンマイクで、カナタに指示を出す。

　その呼びかけが聞こえたのだろう、カナタは無言で足を止めた。

　カナタの視し線せんに合わせて移動するカメラの映像は、行き先に見えてきている教室に向けられた。被服室である。それと同時に、映像は静かに移動を始める。

　指示通りにカナタが教室に入ったところで、少女の声が通信に割り込んできた。

『イーグルアイよ。カナタ君、聞こえてたら返事してくれる？』

　モニターに映し出されているのはカナタの正面に見えるものだけである。カナタ自身の姿は映らない。返事がないと、対策本部からカナタの反応は窺うかがえなかった。

『あのさ。無視しないでくれる？　話が進まなくて困るのよ』

「聞こえているなら返事をしろと言っただろ！」

　煩わずらわしい小言を言われ、観かん念ねんした口く調ちようでカナタは応答した。

『……聞こえている』

　カナタは、少し訝いぶかしんだ口調で尋ねた。

『これまでと違って、対策本部の声が周囲にも聞こえている。これは首輪の不調か？』

『接続輪オンラインリングを、こっち側から遠隔操そう作さでスピーカーモードに切り替えたのよ。以後、私達の声は、カナタ君の周りにいる人達にも聞こえるようになったから』

　イーグルアイの発言の後に、三み島しまが詳細を説明する。

「恐怖の顔スケア・フエイスの言う通り、お前を信用しないのは、我々だけではなく生徒達も同じだろう。死し刑けい囚しゆうという肩書きで敬遠されるのは目に見えている。警けい察さつ関係者である我々の声が生徒達に届いた方が良いと判断したんだ。正直なところ、お前には生徒と話をして貰もらいたくないからな」

　三島の話にはあまり興きよう味みがないらしく、カナタは別のことを確かく認にんする。

『……それで、これからどうするつもりだ』

「どうやら警察との話し合いには興味がない犯人らしい。相手の要求は一方的だ。状況が変わったと言える。こちらで内閣情報捜査局ＣＩＲＯの局長と話し、二手に分かれて行動することになった」

　三島は傍かたわらに立っていた白髪の男、狩か月げつを横目に見ながら言った。

「以後、特殊捜査班ＳＩＴは、警けい視し庁ちよう特殊部隊と連携して突入の準備を始めることにした。犯人が立てこもっている校舎内部の状況など、お前の偵察でかなりの情報が集められた。その調ちよう子しであちこちうろついて貰もらえれば、こちらとしても突入作戦を練ることができそうだ」

　三島の言葉のすぐ後に、狩月もイヤホンマイクに話しかけた。

「どうも。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの局長の狩月です。三島警部達は突入の準備を始め、その間、我々が犯人の謎なぞかけ遊びに付き合うことになりました。正解できれば生徒を解放するという、犯人の口約束を信じたわけではありません。ですが、現状は他ほかに打つ手もありません。いずれにせよ、元々、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは犯人の正体を摑つかむために捜査活動をしていましたからね。警視庁よりも恐怖の顔スケア・フエイスに関する情報は豊富に持っています」

　狩月が話し終えると、三島が総括した。

「ようするに。犯人の謎かけに答え、生徒達を解放させる温厚策を担うのが内閣情報捜査局ＣＩＲＯ。謎かけの答えが出ず、間に合わないと判断した時の強攻策を担うのが特殊捜査班ＳＩＴだ」

「これからカナタ君に指示を出すのは私です。よろしくお願ねがいしますね」

「話相手が変わって、お互いにせいせいするだろうさ」

　皮肉を口にした後、三み島しまは狩か月げつに「後は頼む」と言こと付づけてテントを出る。

　テント内には何人かの捜査官と、狩月だけが残った。

「早速ですが、仕事にとりかかりましょう。イーグルアイ、聞いていますか？」

　イーグルアイを呼んだ狩月は、温厚な微笑ほほえみを浮かべて言った。

「まずは犯人の外堀を埋めていくことにしましょう。犯人ですが、どうやらカナタ君と共通の知人がいるようです。その人物は手がかりになります。過去10年に遡さかのぼり、カナタ君と接点のある人物をリストアップしてください」

　狩月の指示に、イーグルアイは声色で難なん色しよくを示した。

『もう少し絞り込む条件がないと、対象となる人物は、かなりの人数になるけど？』

「構いません。まずはリストアップした人間の中から、静せい峯ほう学がく園えん、天あま照てらす製せい薬やくに関係がある人物をピックアップしてみましょう。爆ばく弾だんの詳細がわかれば、検索条件は増えるはずですから」

『わかった。すぐに始める』

「カナタ君にも頼みごとです」

　狩月はカナタにも語りかけた。

「情報収集をするため、なるべく我々と生徒達に話をさせてください。犯人の正体ですが、答えはおそらく、この学園の生徒であれば〝推測可能な人物〟なのだと思われます」

『だろうな』

「気付いてましたか」

『ちょっと。２人で以心伝心してないでくれる？　それってどういうこと、局長？』

　カナタと狩月のやり取りを聞いて、イーグルアイが尋ねた。

「理由は簡かん単たん。警けい察さつはこうして蚊帳かやの外に置かれ、質問の回答権は生徒達にしかないという今の状況です。謎なぞかけに参加できるのが生徒達だけなら、生徒達でも答えが導みちびき出せなければなりませんよね。インターネットや電話、我々と生徒の接触を犯人が禁止していないことから考えても、生徒達が外部から情報収集することを推奨しているのでしょう」

『へえ。生徒達が答えに辿たどり着けるように、犯人はさりげなく道筋を付けてるってこと？』

　狩月がイーグルアイを肯定するより早く、見知らぬ少女の声が、会話に割り込んできた。

『────さりげなくというより、かなり露ろ骨こつだと思うよ』

　その声を拾ったのは、カナタのマイクだった。

　対策本部のモニタに、カナタが振り向いた先に立っていた少女の姿が映し出された。

　背に届く長い黒髪。やや小柄な体付きである。あどけない面おも影かげをしているが、瞳ひとみの奥には凜りんとした意思を宿しており、幼さよりは聡明さのようなものを感じる眼まな差ざしだった。

　いきなり現れた少女は、静峯学園の制服を着ていた。人ひと質じちにされた生徒の１人だろう。

　少女の姿を画面越しに確かく認にんすると、狩月は感慨深く呟つぶやいてしまう。

「思っていたよりも、早い対面になりましたね」

　まるでカナタが、この少女に出会うであろうことを予期していたような狩か月げつ。

『この子って、確たしか……』

　狩月は、イーグルアイが言わんとする続きを補完した。

「彼女の名前は緋ひ上かみリセ。カナタ君の────〝妹〟ですよ」

　モニタに映し出された少女は、制服のポケットに両手を差し入れて唇を開いた。

『久しぶりだね、カナタ』

　リセの唇から、白い吐息がこぼれる。

　５年ぶりに出会う妹の眼まな差ざしは、大罪人となった兄を冷ややかに見つめていた。
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　リセは腕を組んだまま、被服室の壁かべに背を預けて立っている。

　冷ややかな眼差しはカナタを見つめたままで、形の良い唇から吐息と言葉が溢あふれる。

「生き残るためには、恐怖の顔スケア・フエイスの正体を暴あばかないといけない。私達生徒と警けい察さつは、協力し合って犯人の正体を推理しないといけないんでしょ？」

　対策本部とカナタのやり取りを聞いていたためだろう。

　自分の置かれた状況について、リセはよく理解している様よう子すだった。

「なら情報は多い方が良いわ。私が摑つかんだ情報を教えるから、警察の情報も聞かせて欲しい」

　いきなり現れて情報提供を持ちかけてくるリセに、対策本部の面々は戸惑ってしまう。

　だが狩月は状況に流されることなく、リセの申し出に冷静に答えた。

『あなたは何か有益な情報をお持ちなのですか』

「私の考察した推すい論ろんだから。有益かどうかは保証できない。でも犯人の正体に近付くためには、生徒達の話を聞く必要があるんでしょ。なら、この話にだって少しは意味があるのかも」

　リセは壁かべから背を離はなすと、ゆっくりカナタに歩み寄る。

　そしてカナタを前にして、静かに立ち止まった。

　小柄なリセは、目の前のカナタを見上げる格好となる。

　リセは双そう眸ぼうに鋭するどさを潜ひそませ、人差し指を立てて言った。

「さっきの対話、校内放送で流されていたわ。見せて貰もらっていたけど、恐怖の顔スケア・フエイスは少なくとも１つのウソを吐ついた」

『ウソ、ですか？』

「カナタが銃を持っていることを、見てすぐに気付いたと言った時だよ」

　語りながら、リセの視し線せんは刺とげ々とげしくカナタを突き刺してくる。

　その視線を無表情に受け止めているカナタだったが、珍しく、どこか苦しげな様よう子すだった。

　狩か月げつはリセの話の続きを促す。

『なぜ、そう思ったのですか』

「恐怖の顔スケア・フエイスはその……マスクで顔を覆おおっているから、表情から感情を探ることは難むずかしいわ。けれど仕し草ぐさは、はっきりと彼の情緒を体現しているの」

『仕草？』

「恐怖の顔スケア・フエイスは背もたれに深くよりかかって、脚を組んで話していた。あれは見ての通り、心理的な余裕の顕あらわれだよ。でもカナタが銃を持っていることに言及した時、彼はわざわざ組んでいた脚を解いて前傾姿勢になったわ。それまでと違って、緊きん張ちよう、あるいは自信のなさが見られた。カナタを見てすぐに銃の所持を確かく信しんしたにしては、その態度は少しおかしいと思う。本当は、カナタが銃を持っているという確信はなかったんじゃないかな」

　リセは大おお真面目まじめである。

　もっともらしく話すリセに、対策本部の面々はどう反応したら良いものか逡しゆん巡じゆんしてしまう。

　恐怖の顔スケア・フエイスが、組んでいた脚を崩して話をした。

　ただそれだけのことで、果たして恐怖の顔スケア・フエイスがウソを吐ついたなどと断言できるだろうか。しかもそれがウソだったとして、だからどうだというのだろう。そもそも拳けん銃じゆうを持ったカナタと相あい対たいしていたのだから、多少の緊張はするものではないだろうか。特段、気にすることでもないように思われた。

『……なるほど。確たしかに推測の話のようです。意見としてはお聞きできますが、有益な情報として扱うことはできそうにありませんね』

「そうね。その通りだと私も思う」

　しかし持じ論ろんが否定されることなど予測していたとばかりに、リセは呆あつ気けなく、自分の根拠不足を認める。リセは再び腕を組むと、話を改めた。

「なら次は、もう少し根拠のある話をするよ」

『というと？』

「最小空間分析ＳＳＡ‐Ｉや、コレスポンデンス分析などで、警けい察さつは国内における人ひと質じち事件の統計分析をしてるはず」

　個人の憶おく測そくを展開していた時とは打って変わり、リセの話しの中には実在する統計手法の名前が登場する。その変化球に驚おどろき、狩月は無む意い識しきに口を噤つぐんだ。

「統計分析の結果、国内で起きる人質事件は、おおよそ３種類の犯行タイプに分けることができるとわかってる。犯罪失敗型、情緒型、計画型。この事件の犯人である恐怖の顔スケア・フエイスを当てはめるなら、計画型の犯行タイプだよ。計画型の犯行には、監かん禁きんをあらかじめ画策し、凶器を準備し、警察や第三者に明めい確かくな要求を出すという傾向性が見られるの」

　リセの話す内容に、狩月は興きよう味みを抱いた。

「臨りん床しようプロファイリングの観かん点てんでは、こうした計画型の犯行に及ぶ犯人は、〝秩序型〟と呼ばれる人物タイプが多いことがわかってる。秩序型の犯人の犯行の特徴として、被害者を自分に服従させたり、目的を達成するために自制心が働き、心理的余裕を持っていることが知られてるわ。だから理り論ろん的てきに物事を考えることができるし、他者との会話も慎重に行える」

　持ち前の知ち識しきが付け焼き刃ではないことを証明するように、リセの論述は続く。

「恐怖の顔スケア・フエイスは、特に典型的な秩序型の犯人像よ。統計的に、秩序型の犯人の知能は平均より上で、社会的な能力があり、職しよく業ぎようは熟じゆく練れんを必要とする仕事を好む傾向にあるとされるわ。犯行に及んだ理由には、生活の中にある何かしらのストレス要因が関係したはず。家庭では長男で、幼少時は大人おとなしく物静かな子供だったはずだよ」

　リセが話し終えると、誰だれしも呆気に取られてしまっていた。

　まるでリセは、恐怖の顔スケア・フエイスの生い立ちや育ちについて、知っているかのような口振りで話した。それはある意味で、先程の推論と似たり寄ったりな憶測にしか聞こえない。

『……驚おどろきました』

　しかし狩月は、リセの話を聞いて感嘆の声を漏らしていた。

『それは〝行動分析プロファイリング〟ですか』

「拙つたない独学だけど」

　その短いやり取りで、リセと狩か月げつは疎通した様よう子すだった。

『イーグルアイ、物は試しです。容疑者リストができあがったら、彼女が言った人物像で検索をかけてみてください』

『……え？』

　狩月の指示に、イーグルアイは驚いた。

　あからさまな懸け念ねんを口く調ちように含め、イーグルアイは問題提起する。

『い、良いわけ？　今のって、犯人はこういう奴やつだろうっていう、単なる個人の当てずっぽうな予想じゃない。それを元に容疑者を絞り込むって、無茶むちやがすぎると思うんだけど』

『行動分析が犯人像の予測でしかないのは間違いありませんよ。しかし当てずっぽうではありません。ちゃんと統計的な裏付けを元に、容疑者を絞り込んでいく技法です』

　狩月はイーグルアイの懸念を払ふつ拭しよくしようとした。

『日に本ほんでは科捜研などが、過去に起きた事件を詳細にデータベース化しています。過去に起きた犯罪のパターンを統計的に分析することで、犯行手口から、犯人像をある程度予測することができるんです。この分野に長たけた欧おう米べい諸しよ国こくに比べると、日本の研究はまだまだ未み熟じゆくと言えます。正直、長けた人材は国内に数える程しかいないのが現状ですよ』

「本当に良いんですか。私みたいな素人しろうとの意見を元に捜査を進めてしまって」

　さらなる問題提起をしようとしたイーグルアイに代わり、それを口にしたのは、行動分析を披ひ露ろうしたリセ自身だった。狩月はそれにも答える。

『今のところ、他ほかに情報もないわけですから。試してみるのは良いと思ってますよ』

　対策本部の無む線せん交信では、リセの行動分析プロフアイリングについて議ぎ論ろんを交わし始めていた。

　一方、カナタはその会話に混じることなく、じっと目の前のリセを見つめている。

　それはリセも同じであり、黙だまってカナタの眼まな差ざしを睨にらみ返していた。

　リセがカナタを見る眼差しには、軽けい蔑べつを込めた冷ややかさだけではなく、敵意までもが込められている。カナタは、そんな視し線せんを向けてくる妹に言葉をかけた。

「……変わったな」

　カナタが知る昔のリセは、行動分析プロフアイリングの技能など持っていなかった。

　それだけではない。

　昔のリセは内気で、これ程までに、他人に対して露ろ骨こつな敵意を向けられる少女ではなかった。

「変わるしかなかったんだよ。私の兄は、歴史に名を残す大量殺人鬼なんだもの」

　リセの返事は、カナタへの非ひ難なんだった。

「考えたことはない？　あなたの行いを受け止めなければいけなかった、周りの人達のこと。その人達が事件の後に、どんな苦境で生きていかなきゃいけなかったのか」

　５年間、会うことのなかった兄なのだ。言いたいことはたくさんあるのだろう。

　込み上げてくる怒りを懸けん命めいに押し殺している様よう子すで、リセは両手の拳こぶしを固く握っていた。

「まだしぶとく生きてたんだね。もうとっくに処刑されたのかと思ってたよ」

「……」
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「どうしてなの」

「……」

「どうしてたくさんの人を殺したのに、まだあなただけ、平然と生きてるの？」

　震ふるえた声色で尋ねてくるリセ。それにカナタは、返す言葉がなかった。

　取り返しがつかない犯罪行為の結果、リセを酷ひどく傷付けたのだ。

　言い訳する資格はない。だから贖しよく罪ざいのために、５年間も牢ろう獄ごくで処刑を待つ日々を送ってきたのだ。それでも、リセの冷たい視し線せんは、首を絞めるかのようにカナタを息苦しくさせた。

「……償つぐないたいと思っている」

「償えるわけないでしょ！」

　突如、声を荒げたリセに驚おどろき、対策本部の話し声も止まる。

　リセは怒りの感情を剝むき出だしにし、涙を目め尻じりに浮かべながらカナタを非ひ難なんした。

「どうしたら死んでいった、たくさんの人達に許して貰もらえると思うの？」

「……」

「あなたが牢獄に入って処刑されれば、それで誰だれか救われる？　お父とうさんやお母かあさんが生き返ってくれるの？　そんなわけないじゃない！」

　カナタの発言が許せず、リセは歯は嚙がみしながら俯うつむいて言う。

「どうしてノコノコと、こうやって私の前に顔を出したの……！」

　リセはカナタに涙を見られまいと顔を伏せ続けた。

　……昔のように。今にも泣き出しそうなリセの頭を撫なでようと、カナタは手を伸ばしかける。だがその腕にかけられた手て錠じようの重さに気付き、もう昔には戻れないことを実感する。

　カナタは伸ばしかけた腕を下ろし、正直な気持ちをリセに言った。

「お前の助けになりたかった」

　リセは小さな肩を戦慄わななかせ、暗い眼まな差ざしでカナタを睨にらみ上げた。

「助けになりたかったですって？　私にはあなたの助けなんて必要ないよ……！」

　言いながらリセは、制服のポケットから──カッターナイフを取り出す。

『早まってはいけません、リセさん！』

　殺意を剝き出しにするリセに気付き、狩か月げつは冷静になるよう呼びかける。だが外野である狩月達の声など、リセには届かない。静止の声も虚むなしく、リセは素早すばやくカナタの首筋に刃を押し当てた。

「……ずいぶん冷静なんだね」

　リセが刃物を取り出しても、カナタは驚おどろいた様よう子すもなく平静のままだった。

　対して、強がった素振りのリセだったが、カッターの柄を持つ小さな手は、小刻みに震えている。その震えがカナタの首の皮を傷付け、浅く切った傷口から血を滲にじませていた。否応なく上がるリセの心拍数は、窒息しそうな程に胸を息苦しくさせていく。

「ずっと思ってたの。もしも次に会うことがあれば、殺してやるんだって……！」

　心底からの敵意を向けられ、カナタはそれでも表情を変えなかった。

　ただ、震ふるえるリセの手を、カナタは手錠をかけられた両手でそっと包んだ。

　カナタの行動の意味がわからず、リセは驚おどろく。

　リセの手にした刃を、カナタは自分の喉のどにより強く押し当てた。

　まるで、リセに殺されることを受け入れているかのような行動である。

「全すべて、５年前に覚悟したことだ」

　だから何をされても仕方がない。カナタの眼まな差ざしは、リセにそう語っていた。

　そんな兄の行動は予測していなかったのだろう。リセは啞あ然ぜんとカナタを見上げた。

　リセは困惑する。

「な、何のつもりよ。そんなことしても、あなたのことを──」

　拍手が聞こえた。

　直後、室内には笑い声まで響ひびいた。

「ハッハッハッハ！　笑わせてくれるぜ！」

　横から浴びせかけられた嘲ちよう笑しようで、リセの殺意は挫くじかれる。

　冷静になったリセは、笑い声の主の存在に気付き、慌てて手にしたカッターを引っ込めた。

「さすがに人殺しの血筋ってだけあって、お前も所構わず殺人ってか、リセ？」

　被服室には、リセの他ほかにも生徒達が姿を現していた。柄の悪い、４人の男子生徒である。

　その中のリーダー格と思わしき赤髪の少年が、拍手をしている人物である。

「……ヒロミツ」

　リセは苦々しい顔で、赤髪の少年をヒロミツと呼んだ。

　ヒロミツと呼ばれた少年は、髪を搔かき上げながら肩を竦すくめて言った。

「目的を忘れてんじゃねえよ、リセ。この人殺し野郎を捕まえに来たんだろうが。お前が穏おん便びんに済ませたいって言うから、アニキを説得する時間をやったんだろ？　それなのに、事前の打ち合わせと、だいぶ違う展開だったから、口出しさせて貰もらうわ」

　カナタとリセに歩み寄り、ヒロミツは続けた。

「しっかしまさかお前等らが兄妹きようだいだったなんてなあ。聞いて驚いたぜ。クズの血筋同士で感動のご対面は、もうそれくらいで勘弁してくれよ。見苦しくてかなわねえんだわ」

　ヒロミツの背後から、ぞろぞろを舎弟の少年達も歩み寄ってくる。各おの々おの、手に金属バットや折り畳みナイフを手にしていた。ニヤニヤと下げ卑びた笑えみを浮かべながら、カナタの周囲を静かに取り囲もうとしている様よう子すだった。

『……穏おだやかな雰囲気じゃありませんね。これはどういうことでしょうか』

「はあ？　そりゃあこっちの台詞せりふだって」

　無む線せん越ごしに聞こえる狩か月げつの声を、ヒロミツは鼻で笑う。

「てめえら警けい察さつは、市民の安全を軽視してんじゃねえのか？　放送室で引きこもってるイカレ野郎が危険なことは確たしかだが、この〝元殺人鬼〟だって十二分に危険人物だろうが。そんな奴やつが俺おれ達のすぐ傍そばを自由にうろついてるなんざ、気が気じゃねえだろ、普通」

　ヒロミツの意見はもっともである。

　狩か月げつは、生徒達の中にはそうした意見の者もいるだろうと予想はしていた。

　こうして取り囲まれ──カナタが私刑リンチに遭う可能性も。

　直接、カナタと生徒に話をさせたくなかった理由は、この可能性を回かい避ひするためでもあった。

　狩月は懸けん命めいに、ヒロミツ達を宥なだめようと説得を試みる。

『しかし彼は唯一、校舎内で警けい察さつの目となって動ける人間です。彼から自由を奪ってしまうのは、この状況を打破するために得策では────』

「コイツはもう、あのイカレ野郎からすりゃ用済みなんだろ？　ならここにいなきゃいけない理由もねえはずだ。なのに、コイツはいったい誰だれに断り入れて居座ってんだ、あ？」

　狩月の意見など聞く耳持たず、ヒロミツは面おも白しろおかしそうにカナタを睨ねめ回していた。

　ヒロミツと話が通じないことを察すると、狩月は説得を脅しに切り替える。

『今すぐ解散しなさい。全員、捜査妨害で逮捕しますよ。カナタ君を傷付ければ傷害罪の適用も検討されます。少年院送りになりたいのですか』

「ハッハッハッハ！　おもしれえ、警察が犯罪者を守るのに必死ってか？　逮捕できるもんならしてみろって！　この学園の生徒達は、どいつもこいつも無む駄だに育ちが良い！　権力者の家柄を相手にするのは、根気がいるってよくわかるだろうぜ！」

　自分の親の権力を盾にしているヒロミツは、狩月の脅しに怯ひるむどころか笑い転げる。

　通信の裏方で、イーグルアイが素早すばやくヒロミツの個人情報を検索し、その結果を狩月に伝える。そしてヒロミツの父親が厚こう労ろう相しようであることを知った狩月は、黙だまって苦い顔をした。

　脅しが通用しないとなれば、もはや現場にいない狩月達ではカナタを守りようがない。

「民主主義ってやつ？　もうみんなで話し合って決めたんだって。お前を校舎内で野放しにさせはしねえ。俺の目が届くところで拘こう束そくさせて貰もらう。だから動き回れねえようにしねえとな」

　口ではもっともらしいことを言いながら、ヒロミツの眼まな差ざしは、この異常事態を楽しんでいた。

　今はただ、目の前に用意された楽しいサンドバックを料理したいだけなのだろう。

　拳こぶしを鳴らしながら、ヒロミツはニヤけて言う。

「事故、事故、事故！　これは事故だ。センコー共は全員死んじまった。こういう緊きん急きゆう事態じゃ、事故が起きるのは仕方ねえことなんだよ」

　ヒロミツはリセの腕を乱らん暴ぼうに摑つかむと、自分の背後に放り出す。カナタを包囲する輪わからリセを退去させると、ヒロミツ達は凶器を手に、カナタに躙にじり寄って行く。

　これからヒロミツ達が行おうとしている理不尽な暴ぼう力りよくを予想しながらも……リセは苦々しい顔を伏せるだけで、カナタを庇かばうことができずにいた。

　湧わき上がる野蛮さに任せ、ヒロミツはカナタの頭上にバットを振り下ろした。
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　校舎の２階から４階は、生徒達の教室が密集したフロアになっている。

　被服室を後にし、階段を１階層分下りれば、そこが１年生の教室階である。

　階段を下りた先の廊下は、防火シャッターが下ろされており、通行止めとなっていた。

　それは恐怖の顔スケア・フエイスの侵入を阻はばむために、生徒達が作った即席の障壁バリケードである。

　ヒロミツ達は４階の防火シャッター前に集まると、シャッターを決められた回数だけノックした。すると脇わきにあった非常扉が開かれる。

　非常扉の向こうからは、見張り役の生徒が顔を覗のぞかせた。

「お疲れッス、ヒロミツさん！」

　ヒロミツは偉そうな態度で、出迎えにきた見張りの生徒の肩を叩たたいて応こたえた。

　そうして少年の手て錠じようの鎖くさりを摑つかみ、倒れた身体からだを引ひき摺ずって行く。

　──ヒロミツ達の私刑リンチに遭ったカナタは、満まん身しん創そう痍いだった。

　額ひたいからは血を流しており、純白だったカッターシャツには、あちこち赤い血の染みが滲にじんでいる。ガラス片が散らばった廊下を引き摺られたせいもあり、羽は織おっていたコートも至る所が破れていた。ぐったりと項垂うなだれたまま引き摺られるカナタは、意い識しきがあるのかも不明だった。

　ヒロミツ達は非常扉から、教室が並ぶ廊下に歩み入る。

　廊下にヒロミツの姿が現れると、教室にいた生徒達の視し線せんは廊下に集まる。

　ヒロミツは高々と握にぎり拳こぶしを天に掲げ、廊下に響ひびく声で宣言した。

「見ろよ、テメエ等らあっ！　天下の殺人鬼野郎をぶちのめしてきてやったぞおお！」

　凱がい旋せんの成果を誇るようなヒロミツの宣言だったが、返ってきた歓声はまばらだった。

　普段ふだんからヒロミツを取り巻いている悪友だけがノリノリの様よう子すで、大半の生徒達は青ざめて絶句しているだけである。悪友の面々は、ヒロミツが引き摺っているカナタを、物珍しい見世物であるかのように観かん賞しようする。誰だれもが集まり、労ねぎらうようにヒロミツの肩を叩いて行く。

「やるじゃん、ヒロミツ！」

「コイツが、あのイカレ野郎と対たい談だんしてた元テロリスト君？　何だよ、高校生の俺おれっち達が相手でも軽くボコれるじゃんか。なーんかハナクソほじるよりも楽なんですけど？」

「ぎゃはははは！　だっせぇ！」

　集まってきたヒロミツの友人の１人ひとりが、カナタの脇わき腹ばらに蹴けりを入れた。

　蹴りを受けたカナタは、苦しげに咳せき込んだ。

　それが面おも白しろかったのか、さらなる蹴りを見み舞まおうとする友人を、ヒロミツが制止する。

「おい、あんまりやりすぎんなよ。コイツが首に着けてる通つう信しん機きは、外の警けい察さつと話ができる専用回かい線せんだぞ。コイツがどうなろうと知ったことじゃねえが、コイツが首に着けてる装置は使い道がある。警けい察さつが俺おれ達のメールや電話を遮しや断だんしてる今となっては、外部と話ができる唯一のホットラインだ。つっても、すでに誰だれか、この装置ぶっ壊こわしかけてるみたいだけどな」

　ヒロミツの言う通り、カナタの首くび輪わには、バットか何かで殴られた痕あとと思わしき、へこみや歪ゆがみが見受けられた。亀き裂れつが入った部分からは、内部の電でん線せんまで剝むき出だしになって見えていた。完全に壊こわれなかったのは運が良かったと言えるだろう。

　ひとまずヒロミツに言われ、悪友達はカナタに手を出すのを控えた。

『……気は済みましたか？』

　カナタの首輪から、狩か月げつの声が聞こえる。

　ヒロミツは嘲ちよう笑しようを浮かべて、それに返事をした。

「わりいな。俺って物覚えわりぃんだわ。あんたって警察の人ってことでＯＫ？」

『正せい確かくには警察ではありませんが、今は警察の一員ですよ』

「意味わかんねえ。まあ、犯人に相手もされず、完全にアウェーな警察関係者になんて興きよう味みねえよ。とりあえずあんたも、役立たずの警察君の１人ひとりってことで良いんだろ？」

　ヒロミツが自分の教室までカナタを引ひき摺ずってくると、それを出迎えるクラスメイト達は、一様に青ざめた顔をした。痛め付けられたカナタの有あり様さまに驚おどろいたのだろう。皆の表情には、殺人鬼であるカナタに対する警戒というよりも、ヒロミツの暴ぼう挙きよに対する怯おびえが見て取れる。

　ヒロミツは、あらかじめ用意していた席にカナタを座らせた。

　カナタは椅い子すの背に深くもたれかかり、グッタリと項垂うなだれて動こうとしない。

　するとヒロミツの手下がやって来て、ガムテープでカナタの身体からだを椅子に巻き付けていく。

　その様よう子すを見ながら、ヒロミツは狩月に言った。

「勘違いすんなって。コイツをボコったのは、俺達に断りなく好き勝手できねえようにするためだ。コイツは害がい獣じゆうみたいなもんだろ。外にいるあんた等らは安全だから気にしねえかもしれねえが、こっちは人の皮をかぶったイカレ野郎だけじゃなく、こんな人殺し野郎とも一いつ緒しよにいなきゃいけないんだ。自己防ぼう衛えいのためには先手必勝でコイツを無力化しておかないとよ」

　ヒロミツの屁へ理り屈くつに付き合うだけ無む駄だと判断し、狩月は用件だけの話に切り替えた。

『それで、カナタ君の容態はどうですか』

「さあなー。少なくとも１人で小便には行けねえ身体なんじゃねえの？　ははははは！」

『満まん身しん創そう痍いということですね』

　対策本部からは、カナタの正面映像しか確かく認にんすることができない。

　カナタ自身の容態は、周囲にいる人間に訊きくしかないのである。

『カナタ君には可哀かわい想そうですが、休んでいただく暇はありません。彼には校内で情報収集をして貰もらわなければなりませんから。怪け我がの手当てをお願ねがいできませんか』

「あ？　知るか。どうして俺おれが、こんな大量殺人鬼を助けてやんなきゃいけねえんだよ」

「なら私が手当てするわ」

　ヒロミツ達と一いつ緒しよに戻って来たリセが名乗り出る。

　バカにして嘲ちよう笑しようするヒロミツに構わず、リセは先生の机の裏の棚から、救急箱を取り出した。それを持って、ズカズカとカナタの傍そばに歩み寄って行く。

　そんなリセを、静止しようとヒロミツが声をかけた。

「おい、リセ。そいつを手当てなんかして回復させたら、俺おれ達が寝首をかかれるかもしんねえだろ。そうしたらどう責任取んだよ？　そうやって弱らせといた方が良いに決まってんだろ」

「……先生の机にある救急箱を使うの。消毒液とガーゼ、それに包帯くらいしか入ってないのに、こんなに怪け我がしてるカナタを、少し手当てしたからって全快するわけないでしょ」

　カナタの怪我は酷ひどかった。確たしかに、リセが少しくらい手当てをしたところで、ヒロミツ達に仕返しができる程に回復することはないだろう。カナタを手当てしようとするリセの態度は気にくわなかったが、ヒロミツは「好きにしろ」と、吐き捨てるように言って黙もく認にんした。

　リセは、自分を見上げるカナタの弱々しい眼まな差ざしに気が付いた。

「勘違いしないでよ。あなたが動けないと、警けい察さつの人達が困るから協力するだけだから」

『ありがとうございます、リセさん』

　礼を言ったのは、カナタではなく狩か月げつだった。

　カナタを私刑リンチしたヒロミツ達は、自身の武勇伝や冗じよう談だんを言い合うのに夢中になっていた。

　それを脇わき目めに、リセはカナタのシャツを脱がすことにした。

　なぜかリセは、困った顔でカーっと赤くなり、肩をすぼめて俯うつむいてしまう。

「……手当てのためだもん」

　誰だれに言い訳しているのか。リセはカナタのシャツのボタンに手をかける。手て錠じようをはめているカナタの服は完全に脱がせなかったが、それでも上半身を半裸の状態にすることはできた。青あざ、擦すり傷、打だ撲ぼく痕こん。カナタの身体からだは、見るからに痛々しい状態である。

　リセがカナタを手当てしている最中、狩月は教室の生徒達を観かん察さつしていた。

『……生徒の皆さんは、全員自分達の教室にいるのですか』

　狩月の質問に答えたのは、リセではなくヒロミツだった。

「ああ。クラス委員同士で話し合って、そういう決めごとにしたからよ」

『決めごと？』

「この状況は一いち蓮れん托たく生しようってやつだろ」

　ヒロミツはニヤリと微笑ほほえんだ。

「１人ひとりでも学園から逃げ出したら、爆ばく弾だんで全員が吹っ飛ぶわけだ。お互いの命いのち綱づなを握り合ってんだよ、俺達は。自分がどんなに気を付けていたって、他人のヘマは防げねえ。だからお互いにお互いを見張るために、極力１人で校内をうろつけないようにしてんだ」

『生徒同士で、相互監かん視し態勢を敷しいているのですか』

「防火シャッターを下ろしたのは、バリケードの意味もある。それに、好き勝手に個々人で校舎内を歩けないようにするための関せき所しよでもあるんだ。あのイカレ野郎に回答に行く時以外には誰だれも出入りさせねえし、外出する時は付き添いがいないといけねえことになってる。ビビッて１人ひとりで逃げられでもしたら、全員の命が危ねえからな」

　ヒロミツの話を聞いていたリセは無言だった。

　だが、その表情には不服の色が浮かんでいる。

　どうやら、それは他ほかの生徒達も同じ様よう子すだった。

『どうかしたのですか、リセさん』

「何でもない。そのうちわかることだよ」

　ふと、隣となりのクラスから、１人の男子生徒が駆け付けてきた。

「な、なあ、ヒロミツ。ユウスケの奴やつがいねーんだけど、どこ行ったか知らね？」

　いきなり藪やぶから棒に尋ねてくるその男子生徒に、ヒロミツは不快そうに向き直った。

「あー？　ユウスケなら俺おれ達とコイツをボコって、一いつ緒しよに帰って来てんだろ」

「そのはずなんだけど、いねえんだよ！　アイツまさか、１人だけで逃げたんじゃ！」

　──プツ。

　小さなスイッチオンと共に、教室に備え付けのテレビモニターに電源が入った。

　教室の誰だれもが一斉に、テレビを見上げた。

　そのテレビが点ついた理由は、校内放送が始まったからである。そしてその放送が始まったということは──あの狂った男が行動したことを意味しているのだ。

　生徒達が固唾かたずを吞のんでテレビを見守る中、画面には、放送室に設けられた１つの椅い子すが映し出されていた。そこには、人の生皮をかぶった狂気の男が座っている。

《この対決の場に、勇気ある最初の挑戦者が現れた》

　恐怖の顔スケア・フエイスの声は、各教室や廊下に設けられたスピーカーから聞こえてきた。

　手元のノートＰＣで操そう作さしているのだろう。恐怖の顔スケア・フエイスがカメラの映像をズームアウトさせると、その隣の椅子に腰掛けた１人の男子生徒が映し出された。

　ボサボサとした黒髪で、眠そうな目をした少年だった。

《名乗れ》

《うーっす。２年Ａ組、浦うら出でユウスケでーす》

　厳げん格かくな口く調ちようの恐怖の顔スケア・フエイスとは異なり、男子生徒は緩ゆるい口調で名乗った。

　それを見たヒロミツ達は、呆あきれた顔をした。

「おいおい。ありゃユウスケだぞ」

「途中で俺等らからバックれて、コッソリ１人で放送室に向かってやがったのか」

「……あのバカ野郎！」

　苛いら立だちを顕あらわにしたヒロミツの視し線せんを感じたわけではないだろう。だが画面に映ったユウスケは弁明するように、自分の行動を説明し始めた。

《みんなビクビクしすぎっつーの？　とにかく、誰だれも回答しないままだったら、正解も出ないし。時間切れになったら俺おれ等らドカーンじゃん？　そういうのバカっぽいわけ》

　ユウスケはニヤニヤと微笑ほほえみながら、カメラ越しの全校生徒に語りかける。

《１人に付き１回の回答権があるわけだし、俺等２００人以上いるわけで、つまり全員で２００回以上も回答できるわけじゃんか。だったらさー、どんどん思い付いた答え言っていった方が得じゃん。答えまくってれば、容疑者の正体は限られてくわけっしょ。消去法っつーの？》

　ユウスケは雄弁に語ると、恐怖の顔スケア・フエイスに向き直った。改めてその不気味な容よう貌ぼうを前にして、若干の怯おびえは感じているのか。ユウスケの笑えみに、ぎこちない引ひき攣つりが生じる。

　だが臆おくせず、冗じよう談だん交じりで言った。

《っつーわけで、まずは俺が回答に来たわけ。静せい峯ほう学がく園えんの模も範はん的てき生徒って言やあ俺っしょ？》

　ユウスケは恐怖の顔スケア・フエイスは指差し、自分の考えを披ひ露ろうする。

《ズバリ、お前の正体は守しゆ衛えいの加か賀がのオッサンっしょ？》

《ほう。なぜそう思った》

《いやなんつーか。背格好と声が似てる気がしたんだわ。どうよ、良い推理っしょ？》

　根拠の乏とぼしい、憶おく測そくだけでの回答だった。

《お前の答えは、それで良いのか？》

《おうよ。ファイナルアンサーってやつ？　ウケるわ》

　揚々と答えるユウスケ。各教室の生徒達は、恐怖の顔スケア・フエイスの出方に固唾かたずを吞のんだ。

　一拍の間を開けてから、恐怖の顔スケア・フエイスは厳おごそかに答えた。

《────不正解》

「あっちゃー、ハズレかー。残念だけど、まあ次の回答者が当ててくれればって──え？」

　ヘラヘラしていたユウスケの表情が引き攣る。

　恐怖の顔スケア・フエイスはアサルトライフルを手にし、銃口をユウスケに向けていた。

　２発の発砲音と硝しよう煙えんを伴い、撃うたれたユウスケの両りよう腿ももには一いつ瞬しゆんの熱ねつが感じられた。

「……？」

　遅れて、ユウスケの両腿に空いた穴から、気が狂ふれそうな程の痛みが湧わき出してくる。

「ってえええええええええええ！　うああああああ何だよこれええええ！」

　たまらず椅い子すから転げ落ち、ユウスケは両脚を庇かばうようにしながら床をのたうち回った。

「何コレ何コレ何コレ、何これえええええ！」

　傷口から血を迸ほとばしらせる無様ぶざまなユウスケを眺めながら、恐怖の顔スケア・フエイスは銃を傍かたわらに置く。

　そして懐ふところからナイフを取り出し、ゆっくりとユウスケに歩み寄って行った。

「待って……待って……いきなり何でこんなこと……聞いてねえって！」

《ルールなら説明しただろう？　回答権は１人に付き１回だけだとな》

　泣いているユウスケの上に跨またがると、恐怖の顔スケア・フエイスはユウスケの顎あご下したにナイフの刃を押し当てた。そして躊躇ためらいなく、頭ず蓋がい骨こつの形に添って刃を這はわせ、顔の肉を剝はぎ取っていく。

「い、いぎゃあああああああああああ！　うぎゃあああああああああああ！」

　映像を見ていた女子生徒達が、あまりに凄せい惨さんな処刑を見て悲鳴を上げる。女子だけではない。吐き出す男子や、中には恐怖のあまり失禁してしまう者もいた。

「やめ……やめぎゃあああ！　たすけ、たすけええ、おかあざあああああ！」

　テレビ画面の向こうでは、ユウスケが生きたまま顔の肉を剝はがし取られていく。

　その悪夢のような光景は、永遠とも思える間、繰くり広げられている。

「ぐぎ……ぶっぎゅ……っ……！」

　皮と肉を剝がし取られ、真まっ赤かな肉塊と化した顔のユウスケは、血ち溜だまりの上でまだ生きていた。返り血を浴びた恐怖の顔スケア・フエイスは、剝がし取ったユウスケの生皮をカメラにかざす。

《１人ひとり目の勇気ある挑戦者は潰えた。次の挑戦者を待っているぞ？》

　何事もなかったかのように、恐怖の顔スケア・フエイスはそれだけを告げて放送を終了してしまう。

　再び電源が落ちたテレビを前に、生徒達は嗚お咽えつを漏らす。そして震ふるえ上がっていた。

「……なるほど」

　生徒達の絶望の中で呟つぶやくカナタ。

「生徒達にだけ回答権を与えた理由の１つは、自分の手で簡かん単たんに殺せる相手だったからか」

　殺人鬼の冷れい徹てつな計算は、静かに進行し続ける。

　回答権は１人に付き１回。誰だれもがその意味を正しく理解していなかった。

　回答するためには──つまり自分の命を懸かけなければならないのだ。
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　激はげしい雨が、窓を叩たたく夜だった。

　滝のような雨音を耳にしながら、私は緩ゆるやかに微睡まどろんでいる。

「愛とは、自分を滅ぼす力を相手に与えた上で、それでも滅ぼされないと信じること」

　母は、私の頭を優やさしく撫なでながら言った。

「お母かあさんの好きな言葉よ」

　ソファに横たわり、母の膝ひざ枕まくらの上に頭を乗せていた。点つけっぱなしのテレビ番組を見つめながら、私は頭を撫でられる心地ここち良よさに身を委ゆだねていた。

「愛って、お互いのことが大好き、って意味でしょ？　それなのに、相手を滅ぼすとかって変だよ。よくわかんない」

「そうね。変よね」

　母は窶やつれた細い腕で、私の髪に愛いとおしそうに触れる。

　そうして寂しげに眼まな差ざしを細め、続けた。

「私達はね。生きているだけで色んなものを与えられるわ。家族や友達。仕事や責任。社会での役割よ。そうして１度でも得たものを手放すというのは、とても難むずかしいことなの。けれど、たとえ得たもの全すべてを失ってでも、それでも守りたいと思うものがある。自分の身を滅ぼしてでも、優しくしたい人がいるの」

　頭を撫でる手を止め、母は私の顔を見下ろして微笑ほほえんだ。

「私にとっては、リセやカナタのことよ」

「お母さん……私も、お母さんのこと大好きだよ」

「ありがとうね。お母さんも、リセのことを愛しているわ」

　微笑む母に、私は尋ねた。

「お母さん」

「なーに、リセ」

「……死んだお父とうさんも、私やお兄にいちゃんのことが大切だった？」

　問われた母は、一いつ瞬しゆんだけ表情を険しくする。

　私の家族は、母と兄、そして私の３人家族だ。父は私が生まれてすぐに他界してしまったと聞いている。だから、父がどんな人物であったのかは、母から漏れ聞くしかないのだ。

　母は、誤ご魔ま化かすように微笑んだ。

「ええ。もちろんよ」

　そうしてどこか苦しげに肯定する母の態度の理由が、私にはわからなかった。

　母は膝枕をやめ、私をその場で起こすと、ソファから腰を上げた。

　色白い不健康そうな顔に笑えみを作り、母はテーブルの上に置いてあった手提げ鞄かばんを手に取る。

「さあ、私はそろそろ仕事に出かけないと」

　夜も更ふけ、外は激しい風雨であるというのに、看かん護ご師しの母は仕事に出かけなければならない。これから夜勤で、病院に宿泊するのだ。帰るのは明日あしたの朝になる。

　母は去り際にもう１度だけ私の頭を撫なでて言った。

「カナタはもう寝ているし、リセももう寝なさい。夜よ更ふかしはダメよ」

「うん」

　素直に返事をする私の頭を優やさしく抱だき締しめ、そして母はリビングを後にする。

　母が去ったアパートの、寂しいリビングに１人ひとりで取り残されると、母が車にエンジンをかける音が外から聞こえてきた。タイヤが砂利じやりを踏みしめる音が遠ざかっていくのを聞きながら、私は言い様もなく孤独な気持ちになってしまう。

　──闇やみの空に、青白い閃せん光こうが迸ほとばしる。

「きゃうっ！」

　大雨の中、大気を揺るがす轟ごう音おんと共に、雷がどこか遠くの地面を穿うがったのだ。

　レースのカーテン付きの窓から、激はげしい光と音が、リビングに飛び込んでくる。

　その直後、家中の明かりが落ちてしまった。

「……暗いのやだよ！」

　泣き出しそうになってしまう。

　暗闇に包まれた孤独なリビングで、私は暗闇の向こうを恐れた。そこに得体えたいの知れない怪物が潜ひそみ、私に襲おそいかかろうと狙ねらいすましているように感じられたからだ。

　私はその場で身を縮ちぢめ、カタカタと小さく震ふるえ出していた。

　たまらず駆け出すと、兄の部へ屋やの扉を開けて、眠っている兄のベッドに飛び込んだ。

「う、うわ、急に何だよ！」

「ふえぇん！　かみなりさんがこわいんだよ、お兄にいちゃん！」

　ベッドの中で、眠りかけていた兄を起こしてしまった。

　しかし私は構わず、兄のパジャマの胸元の生き地じを摑つかみ、兄の身体からだに身を寄せた。

　再び雷が空に閃ひらめくと、私は轟音の中でさらなる悲鳴を上げる。

　小動物のように震え続けている私に呆あきれたのか、兄は胸元に顔を押し付けている私の頭を撫でてくれた。そうして貰もらうと、不ふ思し議ぎと気持ちが安らいでいった。

　外は冷たく身を打つような闇の世界だが、ここは私にとって、穏おだやかで温かい聖域だった。

「……まったく。リセは４年生にもなって恐がりだよな」

「だって、こわいものはこわいんだもん……！」

　兄の体温を間近で感じ、私の鼓動は速くなっていく。

　熱ねつを帯びていく身体の異変に気付きながら、私は密着した兄の顔を見上げて言った。

「ねえ、おにいちゃん」

「ん？」

「あのね……できればで良いんだけど……」

　頰ほおが熱ねつくなり、瞳ひとみは潤うるんでしまう。

　少し恥ずかしいと思いながらも、この状況でねだってみた。

「……私が眠るまで、私のこと、ぎゅーってしててくれる？」

「……」

　私と同じように、兄の頰もわずかに赤くなるのが見てとれた。

　だが兄と妹なのだ。変な意味はないと考えたのだろう。溜ため息いきを漏らすと、兄は面めん倒どうそうに、私の腰に手を回してきた。そして、私の薄うすい身体からだを抱だき締しめてくれた。

　普段ふだんよりもドキドキしている鼓動が、パジャマの薄い生き地じ越ごしで兄に伝わるかもしれない。

　けれど、その抱ほう擁ようの幸せを嚙かみ締め、私は俯うつむいて照れた。

「……お兄にいちゃん、大好きだよ」

「ああ。僕もリセのことが好きだよ」

　違うのだ。兄が言っている好きと、私が言っている好きは違うものなのだ。

　幼いながらに、自分でも許されない気持ちなのだとよくわかっている。きっと実らない想おもいであることを承知していても、それでも私は、兄に焦こがれていた。

　熱ねつっぽくなっていく私に気付かず、兄は話しかけてきた。

「……なあ、リセ」

　私は兄に抱かれたまま、兄の顔を見上げた。

　眉み間けんにシワを寄せている兄の表情は、口にするべきか躊躇ためらっているように見えた。

　だが決意したのか、唇を開いた。

「もしもさ。僕達のお父とうさんがまだ生きていたら……お母かあさんは、１人ひとりであんなに働かなくて良かったのかな」

「……」

「僕も、早く大人おとなにならなきゃな。そうしてお母さんやリセを……」

　兄が何を思い、何を考えていたのか。その時の私にはわからなかった。

　ただ兄の胸の中で、激はげしい雷の音を耳にしながら、眠りに誘われていくだけだった。
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　まさか不正解者が殺害されるとは考えていなかった。

　生徒の１人が無惨に処刑されたことで、対策本部は一気に色めき立っていた。

　校舎内で何かがあったことを敏感に気け取どり、学園を囲むマスコミ達も、即座に騒そう々ぞうしくなる。

　マスコミだけでなく、警けい視し庁ちよう本部からも状況報告を求められ、三み島しまは軽い目め眩まいを覚えていた。それぞれに当たり障りのないコメントを与えて宥なだめて、ようやく一息吐はいたところで、作戦会かい議ぎテントに向かうことにする。ふと、テント前で、部下が三島を呼び止めてくる。

「三み島しま警けい部ぶ。学内メールにて、生徒達に回答に行くのをやめるよう連絡しました」

「ふむ、そうか。ご苦労」

　それはこれ以上、不正解になる犠ぎ牲せい者しやを増やさないための措置である。

　報告を聞き終えた三島は部下とすれ違い、早々に対策本部の作戦会かい議ぎテントに入って行く。

　するとそこには、すでに多くの捜査官が集まっていた。演台に向けて並べられた椅い子すに、それぞれに腰掛けている。各おの々おのに手帳やタブレット端末を手にしてメモを取ろうとしているようだ。

　これから始まるのは定期状況報告会である。

　三島は先頭列の空いている席に腰掛けると、その隣りん席せきにいた老人に話しかけた。

「……若すぎやしないか」

「かと言って、年配者でさえあれば無条件に優すぐれているわけではないでしょう」

　三島の隣席の老人、狩か月げつは短く返事する。

　捜査官達が見守る演台に立っているのは、小さな金髪の少女だった。

「あ、あのあの……爆ばく弾だんの説明を始めても良い、です？」

　注目されるのが恥ずかしいのだろう。少女は身を縮ちぢめ、申し訳なさそうな上うわ目め遣づかいである。

　狩月が優やさしく微笑ほほえんでみせると、少女──ボマーは安心して話を始めた。

「今回使用されている爆弾を特定する上で、不利な条件が色々ありました、です。現場に近づけないので、飛散した爆弾の破片サンプルを収集することはできなかった、です。それに爆弾本体が地中に埋設されているということからも、外見が不明で種類の特定は困こん難なんだった、です」

　北ほく欧おう系けいの外見とは裏腹に、日に本ほん語ごは流りゆう暢ちようだった。

　ボマーが妙なところで言葉を句切って「です」を付けるのは、丁てい寧ねい語ごが苦手なせいだと、狩月は知っていた。注目されているボマーは、真まっ赤かになりながらも頑張って話を続ける。

「これはイーグルアイちゃ──じゃなかった、です。うちの情報分析官さんに頼んで入手した、犯人がデモンストレーションで爆破を行った時の空くう撮さつ映像を入手したもの、です」

　ボマーは横目で、自分の隣となりに置かれていた大型の白スクリーンに目をやる。

　すると会議室内の明かりが消され、プロジェクターが起動する。

　白スクリーンには、衛えい星せい軌道上から静せい峯ほう学がく園えんを見下ろした映像が表示された。

　色彩が白黒だけの空撮映像であり、ちょうど爆破された職しよく員いん室しつの辺りに、緑みどり色いろのモヤが映っているのが見受けられた。

「燃ねん焼しようという現象は、必ず微弱な電でん磁じノイズの発生を伴う、です。それは爆発でも同じ、です。爆弾が爆発した時に発生した、運動する電でん離り気体を解析した、です。それによって爆弾が埋設されている深さが判明した、です。爆弾の埋設場所は地表から３メートル下、です」

　ボマーの話に納得しながらも、疑問に思った三島が口を挟む。

「吹き飛ばされた職しよく員いん室しつの床はコンクリートだろう。どうやって犯人は、そんな深さにまで爆ばく弾だんを埋設できたんだ」

「そ、それは……わからない、です……」

　三み島しまの質問に答えられず、ボマーは心から申し訳なさそうに言った。

　泣き出しそうなボマーに、狩か月げつが「大丈夫ですから続けてください」と小声で言う。

「つ、続ける、です。爆弾は地中３メートルに埋設されていて、危害半径が抑えられているものの、起爆点の真上にあったコンクリート製の建物を２階部まで崩ほう壊かいさせた、です。その威力は高いと言えるですけど、想定規模の爆弾が爆発したにしては、地上の被害が少ない、です。つまりこの爆弾は周囲一帯に破は壊かいを及ぼす拡散型の爆発ではなくて、地下から噴ふん火かするようなタイプの爆発をするみたい、です」

「周囲一帯を破壊するのではなく、爆弾直上のものを破壊するタイプですか」

「はい、です。校舎の下にどれだけの数の爆弾があるのかわからない、です。校舎の半径１００メートル以内は犯人に監かん視しされていると思われ、近付いて調しらべられなかった、です。けれど校舎の半径１００メートル外は、警けい察さつで調べられました、です。結果、地下３メートルくらいの位置には、埋設爆弾らしきものは見つからなかった、です」

「少なくとも校舎周辺以外の場所は安全ということになるわけか」

「はい、です。今のところ、爆弾の殺傷力が及ぶ危害範はん囲いは〝校舎を中心に半径約１００メートル〟と推定されている、です」
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「……校舎周辺20メートルくらいまでが危険地帯か」

「ありがとう、ボマー。一次解析報告ご苦労様でした」

「そ、そんなことない、です。お役に立てたなら嬉うれしい、です」

　ボマーは狩か月げつに褒ほめられたのが嬉しかったのか、照れくさそうに笑って俯うつむく。

　聞いてくれた捜査官達にお辞じ儀ぎをすると、いそいそと壇だん上じようから離はなれて行った。

　三み島しまが部下の捜査官達に、対策本部の移動を命じ始めていた。危険がないとわかった位置まで、本部を校舎の近くに移動させるつもりなのだ。

『──遅くなってすまない』

　ボマーがいなくなって無人となった演台から、声がした。

　捜査官達が見ると、白スクリーンに白衣姿の女性が映し出されている。その背景には、無数のコンピュータ端末に囲まれた、何人かの職しよく員いんも一いつ緒しよに映っていた。

『この事件のせいで道路が渋じゆう滞たいしててな。今、内閣情報捜査局ＣＩＲＯオフィスについたところだ。途中からになるが、私も報告会に参加させて貰もらおうと思う』

「待ってましたよ、ドクター」

『やれやれ。今度は私が遅刻とはな』

　スクリーンに映ったドクターが苦笑する。

　捜査官達はドクターの報告に注目することにした。

『犯人の使ってるタブレット型リモコンの正体がわかった。緋ひ上かみカナタの首くび輪わから撮さつ影えいされた映像で、外がい観かんが判明しているのと、ＤＮＡ認証装置が付いているという特殊な仕様があるのが決め手だったよ。製品を特定するのに苦労はなかった』

「と言うと？」

『アメリカのセーフクラフト社製、特殊用途タブレットと見て間違いなさそうだ』

「ふむ。アメリカ製ですか」

『製品名は〝クラティカ〟。詳しい話はイーグルアイから頼む』

『じゃあ、頼まれたから話すわ』

　画面の隅に映っている少女が、自席でキーボードを操そう作さし始めると、狩か月げつ達の前のスクリーンに、犯人が使っているタブレットＰＣのカタログが表示された。

『このタブレットは元々、軍事施設や機き密みつ施設の入退出を管理する、次世代バイオメトリクス認証装置として開発されたのものね。扉の鍵かぎとして、個人のＤＮＡを使用することができる優すぐれもので、まだ市販化はされてない試作品よ』

「軍用、あるいは政府研究機関用の装置ということですか」

『そういうことね』

　イーグルアイは肯定する。

『ＤＮＡ情報を化学反応によって解読するＲＮＡトランジスタが内蔵されていて、犯人が言っていた通り、装置に登とう録ろくされているＤＮＡ情報を読み込ませた時だけ、タブレットが操そう作さできる仕組みになってるわ。プログラムコードのフリーヘッダーに、解読されたＤＮＡ暗号キーを組み込む通信様式になってるから、外部から信号を偽装して制御を奪うのは難むずかしいわね』

「無む線せんでのハッキングは無理ということですか」

『胸くそ悪いけど、そうよ』

「残念ですね。ではセーフクラフト社に情報開示を求めて、遠隔制御方法を調しらべられませんか」

『うーん……』

　イーグルアイは渋い声で呻うめく。

　次句を濁にごしたイーグルアイに代わり、ドクターが口を挟む。

『ＤＮＡ暗号キーはセーフクラフト社の特許になってるんだ。その技術はアメリカの国防技術にも活いかされている。情報開示を求めても、まず拒否されるだろうな』

　ドクターに続き、イーグルアイも補足する。

『戦せん闘とう機きの販売と同じで、日に本ほんに対してはブラックボックス販売みたい。ブラックボックスを開けて、中を解析したら外交問題になりかねない。アメリカの司法省や国防総省も特許を守ろうとしてくるだろうし、正面からの攻勢じゃ埒らちがあかないはず』

　それを聞いた狩か月げつは、不敵な笑えみを浮かべて言った。

「つまり装置を動かすには、正しいＤＮＡパターンさえわかれば良いわけですよね？」

『そうだけど、正しいＤＮＡパターンが謎なぞでどうしようもないわ』

「仮の話です。犯人の正体を摑つかんで、自宅かどこかから〝ＤＮＡサンプルを入手〟できたとしたらどうでしょう」

『！』

「セーフクラフト社は情報の開示はしません。しかし犯人のＤＮＡサンプルを渡せば、外部からタブレットを制御するためのプログラムなり装置を用意してくれるのではないでしょうか」

『なるほどな。タブレットを無効化させる方法を、セーフクラフト社に用意させるのか』

「特許を侵害せず、なおかつ我々の目的も達成できる唯一の方法です」

『待ってよ、局長。犯人の正体を摑んだなら、ＤＮＡサンプルなんて入手しなくても、普通に回答に行って正解すれば良いだけだと思うけど。そうすれば生徒は解放して貰もらえるんでしょ？』

「それは犯人が、口約束を守るならという前提条件付きですね。あの犯人を信用できますか？」

『……』

「犯人が約束を守らなかった場合。やはり保険としてＤＮＡサンプルが必要になります。何とかしてセーフクラフト社に協力を願ねがいましょう。こちらの提案を無視はしないはずです。子供が犠ぎ牲せいになっている犯罪を見て見ぬフリなどすれば、企業としてイメージには致命的ですから。話をしてみますよ。ＣＥＯの連絡先を、私の端末に飛ばしてください」

『わかったわ』

　狩か月げつの素早すばやい機き転てんに、イーグルアイも素早く応答する。

　そこまで話すと、白スクリーンには再びドクターが映し出された。

　ドクターは嘆息して言った。

『とりあえず現時点での結けつ論ろんとしては、我々の手で起き爆ばく解除とはいかないわけだ』

「もうしばらくは、恐怖の顔スケア・フエイスのゲームに付き合うしかなさそうです」

「どうかな。私は、奴やつのゲームに付き合う方針には懐かい疑ぎ的てきだ」

　三み島しまが冷ややかに所感を告げる。

「さっきそちらが言った通りだ。生徒の誰だれかが正解を出せたとしても、約束通りに生徒達を解放する保証なんてない。奴を信用できなければ、このゲームには付き合うだけ無む駄だと言える」

「かと言って、強行突入を推奨しているなら、まずは成功率を上げていただかないと」

「制限時間内に犯人が特定できる確かく率りつも、良い勝負のはずだろう？」

　にこやかに微笑ほほえみ返す狩月と、冷ややかな視し線せんを向けてくる三島。

　気が付けば、内閣情報捜査局ＣＩＲＯと特殊捜査班ＳＩＴは、温厚手段と強硬手段を巡って対立する形となっている。これ以上、方向性の話をしても進展がないこともあり、狩月は話題を変えるべく話を戻した。

「まあとにかく、恐怖の顔スケア・フエイスのタブレットがわかったのは手がかりです。それだけ特殊な装置を国内に輸ゆ入にゆうするルートなら、かなり限られているはずです。そのクラティカというタブレット端末の、売買情報を探ってください。容疑者リストの中に、購こう入にゆう者しやがいるかもしれません」

『もう取りかかってるわよ。官公庁の正規販売ルートから、組そ織しき犯はん罪ざい対たい策さく課かや公こう安あんの違法貨物データベースも当たってるところよ。結果は15分以内に出すから』

「相変わらず仕事が早いですねえ」

『だから私をスカウトしたわけでしょ？　優ゆう秀しゆうなのは当たり前よ』

　棘とげっぽい口く調ちようで告げるイーグルアイの手腕に感心しつつ、狩月は苦笑を浮かべてしまう。

　ひとまず、そこで状況確かく認にんの集まりは解散となった。

　捜査官達がテントを出て行くのを見守りながら、狩月は呟つぶやいた。

「それにしても妙です」

「ああ、まったくだ」

　応答したのは、隣となりに立っていた三島である。狩月は続けた。

「見たところ、恐怖の顔スケア・フエイスは１人ひとりで人ひと質じち事件を起こしている。しかし爆ばく弾だんの埋設は、どう考えても１人では不可能です。それだけではありません。一般流通ルートでは到底、入手不可能なタブレット端末まで使っている」

「こんなのは個人ができる犯行じゃない。援助する組そ織しきか共犯者がいる。そういうことだろう」

「ええ。しかも、かなりの財力と地位を持った共犯者のバックアップということになります」

「いずれにせよ、この人質事件の背景では大金が動いているとしか思えないな」

　狩か月げつと三み島しまは、事件に対して同じ違和感を感じているようだった。

　少し考えてから、狩月は言った。

「……犯人は、この事件は国家の危き機きだと言っていました」

「奴やつの言い分など真に受けられない」

　そんな話かと、三島は嘆息した。

「爆弾の件や、人質の命を軽かろんじているわけじゃないが、たかが立てこもり犯の素す性じようがわかったところで、それが国家を揺るがすような大きなテロに繫つながるとでも？」

「仰おつしやる通りなんですが……何とも言えません。ただ明らかなのは、これがただの人質事件じゃないということだけです」

　狩月の言うことを、肯定も否定もできなかったのだろう。三島は黙だまってその場を後にした。三島がテントから姿を消した後、１人ひとり残された狩月に、イーグルアイが話しかけてきた。

『局長、ちょっと良い？』

「はい、何でしょう」

『局長に言われて調しらべてた、学内の監かん視しカメラ映像なんだけど……』

「何か見つけましたか」

『そっちの、Ｄのモニターを見てくれる？』

　テント内に置かれていたＰＣモニタの内、Ｄというラベルが貼はられたモニタを探す。

　狩月がモニタ前に移動すると、そこには校舎内の監視カメラ映像が映し出されていた。

『学内の監視カメラの映像だけど、学園の警けい備びを請うけ負ってる会社が、自社サーバーにバックアップを保管してたの。ちょっと強引だけど拝借させて貰もらったわ。学園が冬休み中も、カメラは24時間稼か働どうしてたみたい。冬休み中のカメラに何か映ってないか確かく認にんしたけど、校舎を出入りしていたのは職しよく員いんや業者だけで、犯人が爆ばく弾だんの埋設作業をしている様よう子すはなかったわね』

「カメラの死角から出入りして、死角で爆弾埋設作業をしていた可能性は？」

『厚さ３メートルのコンクリートを掘り返して爆弾を埋めるなら、大型機き材ざいの持ち込みは必ひつ須すでしょ。カメラに映らずに作業するなんて不可能だと思うわ。少なくとも地上では』

　イーグルアイは、思わせぶりに語尾を濁にごす。

　するとモニタに映し出された映像が切り替わり、今度は校舎の設計図面が表示された。

『これは静せい峯ほう学がく園えんの建設時の設計図ね』

「……しかも校舎の〝地下〟の、ですか」

『そう。静せい峯ほう学がく園えんの地下には、大きな空くう調ちよう設備システムがあるみたいなの。監かん視しカメラもなく、業者以外に出入りするような場所じゃないんだけど、校舎の直下にまで行けるみたい。犯人は校舎の地下で爆ばく弾だんの設置作業をしていた可能性が高いわね』

「なるほど。では我々も、地下からであれば校舎に近付けますし、爆弾の解除ができる可能性がありそうですね。空調設備を管理している会社に連絡を取って、入れて貰もらいましょうか」

『それはもっともな話なんだけど……』

「けど？」

『地下に続く唯一の通路は、職しよく員いん室しつの直下を通っているわ。職員室が爆破された時に崩ほう落らくしただろうから、十中八九、通路は瓦が礫れきで塞ふさがれてるんじゃないかしらね』

「最初に職員室を爆破した理由は、舞ぶ台たいから大人おとなを退場させるためだけではなかったのですね」

　狩月はイーグルアイに返事をしながら、眉まゆをひそめる。

　片手で自分の顎あごを摘つまみ、怪け訝げんそうな顔で口にしてしまう。

「ところで、何だか違和感のある設計図だと思いませんか？」

『違和感？』

「教育施設の空調を動かすだけにしては、この設備は妙に大仰な規模に見えるのですがね。まるでデパート用の大型設備です」
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　ユウスケの公開処刑から、１時間以上が経過した。

　どの教室の様よう子すも悲惨である。

　処刑の衝しよう撃げきと恐怖が未いまだに拭ぬぐい去れず、机に突っ伏して啜すすり泣く女子生徒達。職員室爆破の際に、割れたガラスで怪け我がをした生徒達も同様に、教室の隅で手当てをされながら啜り泣いている。濡ぬれた制服が乾き切らず、生徒達は寒さに震ふるえながら、恐怖と絶望の中にいるのである。なかなか自分達を救出に来ない警けい察さつへの恨うらみ辛つらみを口にする生徒達まで現れ、校舎内は、怒りと悲しみに支配された修しゆ羅ら場ばの様相を呈していた。

　それでも生徒達は、極力、冷静さを保とうと努力はしていた。

　どこの教室でもクラス委員長が議ぎ長ちようとなり、恐怖の顔スケア・フエイスの正体について、クラスの推理や意見を取りまとめようとしている。黒板には生徒達が思い思いに考えた推理や、キーワードが書き連ねられていた。しかし……どの推理も事件の解決には繫つながりそうにない。

　放送室に立てこもっている異常者の犯人の正体を当てようと、生徒達は文字通り必死だった。

　リセとカナタは、２人並んで教室後方の席に座って、それを見ていた。

　カナタに関しては、座っていると言うより、縛しばり付けられていると言った方が正しいが。

「大丈夫か」

　青ざめ、俯うつむいていたリセに、カナタが声をかけた。

　いくらリセが気丈に振ふる舞まおうとしても、知っている顔の生徒が惨殺されるのを見せつけられたのだ。鉄の心を持っていない限り、平静ではいられない。それでも心は折れてはいなかったリセは、いまだ小刻みに震えている手を、無理にでも強く握る。

　強がって返事をした。

「……私は、大丈夫」

　リセは尖とがらせた双そう眸ぼうの目め尻じりに涙を溜ため、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「よく頑張っているな」

　軽けい蔑べつすべき兄に励まされていることに気付き、リセは悔しくて目尻の涙をぬぐい去る。

　そして気を取り直そうとした。

　普段ふだんと違う不ふ穏おんな態度のクラスメイト達を見渡しながら、リセは隣となりのカナタに言った。

「……人ひと質じちとなった人間の心理的反応は、４つの段階に分かれてるわ」

　ポツリと語り始めるリセだったが、カナタは無言の応対だった。

　構わず、リセは続けた。

「人質が最初に示す心理的反応は、ショック、または否認。頭が真っ白になったとか、現実が現実ではないようだったと感じたりする現実逃とう避ひの段階。衝しよう撃げき期きと言われているわ。次にくるのが動揺期。恐怖や不安を感じる段階のこと。そして安定期。時間の経過と共に状況を受け入れられるようになって、大人おとなしくしていれば生せい還かんできると信じられるようになる段階」

　そこまで言い終えて、リセは苦しげに表情を歪ゆがめて言った。

「……最後の段階が、この最悪な状況。監かん禁きん時間が長くなると、次第に頼るべき警けい察さつが無力に思えてきて、警察に対して否定的な考えを持つようになる。いわゆるストックホルム症しよう候こう群ぐんよ」

「……」

「残り５時間。タイムリミットまで半分だし、この状況は雲行きが怪しいね」

　リセの話を聞いても、カナタの視し線せんはどこか遠くを見つめたままである。

　心ここにあらずな様よう子すのカナタを奇妙に思い、リセは隣となりのカナタに向き直って言った。

「私の話聞いてる？　さっきから黙だまって、何を考えているの」

「……恐怖の顔スケア・フエイスの矛む盾じゆんについてだ」

「矛盾？」

　カナタは、考えていたことを口にした。

「奴やつがこの事件で突き付けてきた要求は何だった？」

「それは……自分の正体を当ててみろってことでしょ？」

「だから矛盾しているんだ。周りの生徒達の様子を見てみろ」

　カナタに言われ、リセは改めてクラスメイト達を見渡した。

　懸けん命めいに恐怖の顔スケア・フエイスの正体について議ぎ論ろんしているその目の奥にあるのは──恐怖である。

「さっきの殺人放送は、〝回答する〟という行為から生徒達を遠ざけた。不正解だったら殺されるという、大きなリスクが判明したからだ。そんなリスクを与えれば、回答者の数は激げき減げんするに決まっている。回答させたいのに、回答させないように仕向けている。これは矛盾だ」

「……言われてみるとおかしいね」

「確かく実じつにおかしい」

　何か考えがありそうなカナタに、リセが尋ねる直前だった。

　カナタは別の話題を口にした。

「この状況でも、恐怖の顔スケア・フエイスに怯おびえていない生徒がいるな」

　カナタの眼まな差ざしは冷ややかに、２人の生徒に向けられていた。

「ヒロミツと、佐さ成なり君のこと？」

　その様よう子すには、リセも気が付いていた。クラスの誰だれもが怯え、ストレスを抱えた様子を見せているというのに、その２人は変わらず平静だったのである。

　リセは２人のことを、カナタに説明することにした。

　まずは、自席で机に脚を置き、ふんぞり返っている赤髪の少年を見やる。

「不ふ破わヒロミツ。現げん職しよくの厚こう労ろう相しようの息子むすこで、学内の札付きの不良よ。親の権力の七光で、上級生の不良達に対しても偉そうにしているわ。社会心理学的に言えば、敵意的帰属バイアスを絵に描かいたような人物像ね。他者の行為を悪意的に解釈し、他者に対して攻こう撃げき的てきに振ふる舞まう。怒りの塊よ。快楽主義者な側面もあって、自分の怒りを行動で表現することによって喜びを感じているわ。散々やられたカナタには今さら言うまでもないけど、つまり暴ぼう力りよく的てきってこと」

　クラスの推理合戦を無言で見守っているヒロミツ。

　その表情は不気味にニヤけている。

　リセはそこから視し線せんを転じ、今度は窓側の列の席に座っている少年を見やって言った。

「もう１人、佐成リョウタ。有名俳はい優ゆうの息子で、その……女の子に対して軽いわ」

　言い淀よどんだリセに何かを感じたのか、カナタは怪け訝げんそうな目を向ける。

　それに気付いたリセは、途端とたんに頰ほおを熱あつくして否定した。

「何よ、その目は！　べ、別に佐成君とは親しくも何ともないわよ！」

　コホンと咳せき払ばらいをし、リセは頰の熱ねつが冷めるのを待ってから話を続けた。

「……さっきから窓の向こうを見てるわね。クラスの話し合いに参加しないのは、クラスの仲間の話に興きよう味みがないから。誰にも期待してないんだと思うわ。人当たりは良いけど、他人を信用しない用心深い人。じっと動かずに同じ姿勢で頰ほお杖づえを突いているというのを見ると、何か深く思考しているわね。そういえば、午前中に誰かと電話で話してたみたいだけど……それからずっとあんな感じなの。親しくないから、観かん察さつする限りのことしかわからないわ」

「……行動分析プロファイリングだったか。人を見る目を訓練したのか」

「将来、あなたみたいな犯罪者と戦うための、私の武器よ」

「……」

「私だって死にたくない。できることはやらなきゃ。今は自分にできることを精一杯やって、恐怖の顔スケア・フエイスの正体を暴あばくことに必死よ」

　リセの話を聞き終えたカナタは、変わらぬ無愛想な顔で言った。

「俺おれのことも分析したのか」

　リセはカナタから視し線せんを外し、寂しげに細めた双そう眸ぼうを足下に向けてしまう。

　しばらく間を置いてから、リセはゆっくりと心中の思いを口にした。

「私達のお父とうさんは、私達が生まれる前に死んだって聞いてた。私はそれを信じてたし、疑ったこともなかったよ」

「……」

「でもそれは、お母かあさんがついていたウソだった。大人おとなの事情なんてわからない。ただお母さんは、私達がお父さんに会わないようにしてた。それが、私達家族の現実だったわ」

　リセの話す言葉は、カナタにも過去を振り返らせる。

　何も知らず。ただ純粋に父親の存在を求めた、かつての孤独な気持ちを思い出した。

　それはリセも同じなのだろう。リセの表情には、わずかな童心の安らぎのようなものが見られた。

　だがその安らぎを嚙かみ砕くように、リセは苦しげに顔をしかめて話を続けた。

「お母さんが、あんなふうになって……何もできない子供の私達は途方に暮れていた。そんな私達を、お父さんは助けてくれようとしていた。なのにあなたは……お父さんを殺した」

　リセは隣となりのカナタを、冷たい横目で睨にらんだ。

「お父さんだけじゃない。あなたが加担したっていう最低なテロのせいで、優やさしかったお母さんも死んだ。小学校の友達も、近所にいた優しいお姉ねえさんも。みんなみんな死んでしまった。私から両親を奪い、何もかもを滅茶苦茶めちやくちやにして私を独りぼっちにした。あなたのことが……心の底から憎いよ」

　形の良い唇を真一文字に引き絞り、リセは罵ば倒とうの言葉を飲み下した。

　そうして……ずっと訊ききたいと思っていた問いを、カナタにぶつけた。

「教えてよ。どうしてあなたは殺人鬼になったの。本当に、テロになんて加担してたの？」

「……」

「私の知っているカナタは、とても優しかったんだよ？　虫も殺せない人だった。人を傷付けるなんて……できる人じゃなかった。あなたは本当に私の兄なの？　もしもカナタの皮をかぶった怪物だっていうならそう言ってよ。今度こそ、躊躇ためらいなくあなたを殺せるから」

　リセから浴びせられた言葉は、カナタの心を静かに抉えぐった。

　一心に兄の死を願ねがう妹。その憎しみの言葉に晒さらされると、何も答えることはできなかった。

　だが表情には苦悩を露つゆとも見せず、カナタは双そう眸ぼうを細めるだけで言った。

「死し刑けい囚しゆうの毎日は、まるで太陽がなくなった世界を生きるようだ」

　ポツリと語り出したカナタの言葉を、リセは黙だまって聞いていた。

　カナタはただ、リセに伝えられることだけを口にする。

「陽ひだまりの中を歩いても、優やさしく吹く風を感じても。澄すみ切った青空を見上げても、涼やかな波音の海うな原ばらを眺めても。いつも考えていた。処刑される明日あしたのことを」

　それは、遠からず訪れる現実である。

「死ぬという未来は、人から幸福を奪う。景色けしきから色が抜け落ちた。目の前にある全すべてのことから価値がなくなり、そこに喜びを感じられなくなった。生の喜びを根こそぎ奪われたんだ」

　毎日、処刑の日を待つためだけに生かされる日々。

　絶望する以外には何もできない、無む味み乾かん燥そうな時間である。

　死刑執行までそれを痛感させられるのが、カナタに与えられた当然の罰だ。

　その残酷な時間を生かされることこそが、せめてもの償つぐないなのだ。

「だから心配するな。お前の兄の姿をした怪物は、苦しんで、苦しみ抜いてから死ぬ。たとえここでお前に殺されなくても、お前の目の前の怪物は、必ず地じ獄ごくに落ちるんだ」

　カナタはリセに向き直って告げた。

「ただ……こんな怪物でも、自分の死に救いを求めることはある」

　カナタに見つめられ、思わずリセもカナタに向き直ってしまう。

　静かな決意を秘めた、力強い言葉でカナタは断じた。

「無む駄だ死じにと、意味のある死は違う。今日きようなら〝何か〟のために命を使える。そう思った」

　かつての兄の面おも影かげを感じ、リセは戸惑ってしまう。

　本当に──この男は史上最悪の殺人鬼なのだろうか。

　目の前にいる男が何者なのか。リセにはわからなくなってしまう。

　いいや。

　今日、再び会ってみて、リセは自分でも自分の気持ちがわからなくなっていた。相手は憎むべき悪あく魔まのような男であるというのに……徹てつ底ていして憎みきれないでいるのだから。

　かつて捨て去ったと思った愛いとおしさが、実際には捨てられていなかったのか。それが悔しくて。恥ずかしくて。リセは罪深くも赤らんでいく頰ほおを隠すように、カナタから視し線せんを外して俯うつむいた。こんな重罪人に対する気持ちとして、今のリセの感情は、相応ふさわしくないと思ったのだ。

　リセが沈ちん黙もくすると、カナタの首くび輪わから、入れ替わるように狩か月げつの声がした。

『──いくつかわかったことがありますので、お知らせです』

　警けい察さつ関係者の声に、生徒達の議ぎ論ろんする声が止まる。一斉にカナタに視線が集まった。

『皆さん。お手数ですが、ご自身のタブレットを出していただけますか』

「……学園支給ので良いの？」

　リセが尋ねると、狩か月げつは肯定した。

『はい。学園支給の学習用タブレットです。生徒は１人ひとり１台持ってますよね。授業のメモをノートで取っていた我々の学生時代からは、ずいぶんと変わったものですよ』

　狩月に言われ、生徒達は自分の鞄かばんからタブレットＰＣを取り出して電源を入れた。

『現在、皆さんのメールは警けい察さつで規制させていただいていますが、警察のドメインのメールだけは自由に送受信できる状況です。我々が得た情報は、これから皆さんのタブレットに随時メール送信していきます。ひとまずタブレットを、説明用のモニタ代わりに使わせてください』

　生徒達がメールの添付ファイルを開くのを見ながら、狩月は説明を始めた。

『静せい峯ほう学がく園えんの資本関係を洗っていたところ、学園創設時の高こう額がく出資者のリスト中に、天あま照てらす製せい薬やくの名前が見つかりました。この学園の創設には、どうやら天照製薬の息が吹きかかっています』

　狩月は淡々と、入手した情報を陳列していく。

　すると生徒達のタブレットＰＣに、見覚えのない老年の女性の経歴書が表示された。

「……これは？」

『宗むな形かたサナエ。生化学の博士号を持っています。天照製薬の元社員で、栃とち木ぎ研究所の主任研究員の１人でもありました。研究内容はアルツハイマー病の治ち療りよう薬やくです』

　カナタにとって、それは聞いたことのある名前だった。

『天照製薬の銀行取引を確かく認にんしたところ、５年前に学園創設のため多た額がくの出資が行われています。時を同じくして、宗形サナエの研究チームの研究予算が抹消となっています。その予算額は、学園創設の出資額と同額。彼女の研究予算は、学園創設資金に回された可能性があります』

　狩月の説明を聞くと、タブレットを見ていたヒロミツが言った。

「この女が何だってんだ。まさか犯人だとでも言うんじゃねえだろうな」

『天照製薬と静峯学園。２つのキーワードに接点が見られる人物です。カナタ君と恐怖の顔スケア・フエイス、２人の〝共通の知人〟という人物の正体かもしれません』

　カナタは、隣となりのリセのタブレットを覗のぞき込んだ。

　するとわずかに、顔を顰しかめる。

『５年前に、宗形サナエは職しよく場ばの栃木研究所で薬品火災事件を起こし、その放火によって職員６名を殺害しました。動どう機きは研究予算を奪われた恨うらみだったようです。その罪で死刑判決を言い渡されており、以後、カナタ君と同じ重犯罪特殊刑務所バリアント・ロツクに収しゆう監かんされていました。宗形サナエの刑はすでに執行されましたが、彼女の担当刑務官が、彼女が生前にカナタ君の話をよくしていたと証言しています。刑務所で、彼女と会話したことがありますね、カナタ君？』

　無言のカナタだったが、狩月はそれを問い詰める。

『彼女のことを覚えていますか？』

「……ああ」

『どんな話をした相手か、覚えていますか？　死人からは聴ちよう取しゆできません。些さ細さいなことでも構いませんので、情報をいただけると助かります』

　狩か月げつが尋ねても、カナタは最初、何も答えようとしなかった。

　だが思うところがあったのか、ゆっくりと語り出す。

「重犯罪特殊刑務所バリアント・ロツクでは、運動場に出られる自由時間がある。話したことがあるのは、その時１度だけだ。大した話はしていない。なぜ収監されたのか。オレを見ていると、自分の子供を思い出す。そんな些細な話をしたことがあるだけだ」

『待ってください。今、子供と言いましたか？』

　意外な発言を耳にした狩月は、思わず静止を求める。

『おかしいですね。宗むな形かたサナエには子供がいません』

「……？」

　狩月が疑問に感じた次の瞬しゆん間かんには、イーグルアイがさらなる経歴調ちよう査さを終えていた。

『局長、速攻で検索したわ』

　イーグルアイは、生徒達のタブレットに、ある男の経歴書を送信した。

『実子じゃないから検索結果から漏れてたみたいよ。宗形サナエには扶ふ養ようしていた男の子がいる。親のいない子を、後こう見けん人にんとして引き取った経歴が残ってるわ。男の子は、今は28歳になっていて、名前は冬ふゆ木きユタカ。って、この人って……！』

「どうかしましたか、イーグル──」

「おいおい、今何っつたんだよ！　冬木ユタカだと!?」

　狩月の言葉を遮さえぎり、驚きよう嘆たんの声を上げたのはヒロミツだった。

「そいつは、うちの化学のセンコーじゃねえかよ！」

　ヒロミツだけではない。驚おどろいた顔をしているのは、教室にいた生徒全員だった。

　生徒達はいずれも、タブレットに表示された男を、血の気が失うせた顔で見下ろしている。

　驚きよう愕がくして黙だまり込む生徒達の中で、興こう奮ふん気ぎ味みのイーグルアイの声が響ひびいた。

『冬木ユタカは現在、静せい峯ほう学がく園えんに勤めている教きよう職しよく員いんよ！　静せい峯ほう時計どけいの在ざい籍せきシステムを見ると、今朝けさ出勤はしてるけど、職員室爆ばく破はの件で死体が確かく認にんできてなくて、まだ死亡確認されてないわ！　この人、もしかしたら恐怖の顔スケア・フエイスの正体かも……！』

　途端とたんに、教室内がざわついた。

　自分達のよく知る身近な人物が、放送室に立てこもっている異常者である可能性が出てきたのだ。その胸中には驚おどろきと、ほのかな怒りが湧わき上がってくる。生徒達は口々に囁ささやき合った。

「先生が、あの殺人犯の正体だっていうの？」

「職員室を爆破したのは、自分を死んだと思わせるためだったとか……？」

　生徒達の意見を代表するように、ヒロミツが荒っぽい口く調ちようで狩か月げつに問う。

「あの化学の冬ふゆ木きが、放送室に立てこもっているイカレ野郎だったってことかよ」

『いいえ。まだ不ふ確たしかです』

「ああん？　どういうこった」

『冬木ユタカにはまだ、犯人ではない可能性も残されているということです』

　結けつ論ろんを急ごうとし、苛いら立だつヒロミツを宥なだめるように、狩月は言った。

『まず彼には、天あま照てらす製せい薬やく社長殺害事件の実行犯と接点がない。それに今回の人ひと質じち事件で犯人が用意した爆弾や仕掛けは、一介の教きよう職しよく員いんだけでは準備できない大掛かりなものです。それらに説明が付かない以上、あくまで冬木ユタカは有力な〝容疑者〟という扱いでしかありません』

「はああ？　火を見るより明らかな状況じゃねえか！　警けい察さつの目は節ふし穴あなかよ！」

　ヒロミツは苛立ちを募らせる。

　だが狩月は、あくまでも慎重さを促す。

『検証は怠おこたれません。回答が不正解であれば、皆さんの内の誰だれかが殺されるのです。不確かな情報だけで、誰かを回答に行かせるのは危険極まりない』

　狩月の返事を聞いたヒロミツの額ひたいには、目に見える青筋が浮かんだ。

「クソバカが！　うっせんだよ、役立たずの警察野郎！」

『……？』

「外野でしかねえ警官が知った口利いてんじゃねえ！　残り時間が少ない中、せっかく犯人らしい奴やつの名前が出てきたってのに何もしねえってかよ！　冗じよう談だんじゃねえぞ！　今の推理の答えなら、放送室にいるイカレ野郎本人に訊きいてくればすぐにわかるじゃねえか！」

　ヒロミツは怒りに任せ、自席の机を派は手でに蹴けり飛ばす。

　その音に竦すくむ生徒達の横をズカズカと過ぎ、クラス委員長を突き飛ばして教きよう壇だんに立った。

　ヒロミツはクラスメイト達を睨にらみ回し、怒ど鳴なるように命令した。

「おい、お前等ら！　誰か試しに回答行って来いや！」

　誰もが啞あ然ぜんとした顔をしてしまう。

　だがその表情が、青ざめた白い顔になるのに時間はかからなかった。

　ヒロミツの目が本気であるのを悟ったからである。冗談などではない。本気の命令なのだ。

　生徒達はヒロミツから一斉に目を背け、視し線せんの先を地面や机の上に落とす。

　それを見たヒロミツは、こめかみにさらなる青筋を浮かべて苛立った。

「あんだー？　誰も立候補しねえのかよ、度胸がねえな！」

　苛立ち紛れに、ヒロミツはすぐ近くの席に座っていた１人ひとりの男子に声をかける。

「おい、沢さわ村むら？」

「ヒッ……！」

　気が弱そうな、太った少年である。ヒロミツは黒板の傍かたわらに立て掛けてあったバットを手に取ると、沢さわ村むらと呼んだ少年の席に歩み寄って行った。

「お前、回答に行って来いよ」

「ひっ……ひいいっ！　やだああ！」

「騒さわぐんじゃねえ！」

　涙目で取り乱す沢村を、ヒロミツは正面から怒鳴り散らした。

　そうして馴なれ馴なれしく肩を組むと、沢村の耳元で提案した。

「安心しろよ。お前みたいな役立たずのデブ、１人ひとりいなくなったところで誰だれも困りはしねえ。それどころか身体からだ張って回答に行って生きて帰ってこれたら、もうこれからお前を遊び半分で殴るのはやめてやるよ。いじってやんのも勘弁してやる。悪い取引じゃねえだろ、なあ？」

「ひいいいっ！」

「騒ぐんじゃねえって言ってんだろ！」

　ガンッ！

　ヒロミツはバットを力任せに振り下ろし、机の上に置かれた沢村の手の甲を打った。

　パキッという軽い音と共に、沢村の手の甲が、本来なら曲がりえない方向に歪ゆがむ。

「い……いっだあああああああっ！」

「やめなさいよ、不ふ破わ君！」

　折れた手を庇かばうようにして泣きじゃくる沢村を見かね、１人の女子生徒が起立する。

　それは良心に任せた、咄とつ嗟さの反応だったのだろう。女子生徒──リセの友人である姫ひめ谷やユイは、自分の軽率な起立に青ざめてしまう。

「何だ、姫谷。沢村を庇うなら、もちろんお前が回答に行ってくれるんだろうな？」

「それはっ……！」

「俺おれの親父おやじは厚こう労ろう相しようだ。色々と業界にコネを持ってんだ。俺の耳にも、チラホラと芸能界の裏側の話ってのだって入ってくるんだぜ。お前の親父の〝秘密〟も漏れ聞こえてんだぞ？」

「！」

「それをバラされたくなかったらよ、行ってこいや、回答？」

　沢村への攻こう撃げきを止やめさせようと立ち上がった姫谷だったが、力なく黙だまり込む。

　誰かの身代わりになることなどできない。そんな恐ろしいこと、できるはずがないのだ。

　答えを間違えれば惨殺される。

　回答に行くというのは、文字通り命いのち懸がけなのだ。

　絶対に正しいと言い切れない答えを恐怖の顔スケア・フエイスにぶつけるなど、命知らずなことこの上ない。自分の将来を天てん秤びんに懸けてまで回答に行く勇気など、ユイや沢村含め、誰にもなかった。

　わかった上で、それでも命令しているヒロミツは、人でなしそのものでしかない。

「何だよ何だよ！　どいつもこいつもダンマリか！　みんな自分の命さえ無事なら、誰か他人が回答に行って殺されても良いってことだよな！　何がクラスメイトだ！　何が友達だ！　結局みんな、自分さえ助かりゃ、友達なんて死んだところで平気なわけだよなあ！　ははは！」

　命令に従わないクラスメイトに怒りながらも、同時にヒロミツの胸中には喜びも生まれている。留とどまることのない暴ぼう力りよく。それを奮う理由が増えていくからだろう。

　暴あばれることを楽しんでいるような、愉ゆ悦えつの表情のヒロミツを見つめながら、リセが呟つぶやいた。

「……最悪の予測が、現実になったわね」

　カナタの傍かたわらで、リセが冷や汗を浮かべていた。

　リセは、カナタの首くび輪わ越ごしに話を聞いているであろう対策本部の面々に話しかけた。

「この学園の生徒は、誰だれもヒロミツに逆らえないの」

『……逆らえない？』

「ここは普通の高校じゃない。通っている生徒達の親は、誰も彼もが有力者でしょ。親の権力や社会的地位が、イコールで学内の生徒の地位にだってなるわ。ヒロミツの親。……つまり私の義理の父親でもある、不ふ破わ厚労相の権力は甚じん大だいっていうことだよ」

『……』

　親達のパワーバランスが、その子供達の友人関係にまで格差を作っている。

　リセが言っているのは、つまりそういうことである。

「そもそも、各階で生徒達が立てこもり始めたのだって、クラス委員同士の話し合いの結果なんかじゃない。そんな話し合いなんてなかった。ヒロミツを筆頭にした不良生徒達が、腕っ節にモノを言わせて、勝手に全校生徒を仕切った結果だよ」

『……下級生の彼が筆頭？　上級生まで言いなりにしているのですか』

「ヒロミツは教室から出ないように、私達に強要している。逆らった生徒は、カナタみたいな目に遭わされる。今この学園を支配しているのは恐怖の顔スケア・フエイス。けれど脅威はそれだけじゃない。ヒロミツ達の暴力もだよ。だから怖くて、ヒロミツの言うことには誰も逆らえないの」

「奈な落らくの王か」

　カナタの比ひ喩ゆを、リセは無言で肯定した。そうしてから続ける。

「……犯人が警けい察さつの存在を無視し、生徒達にしか回答権を与えなかった時点で、ヒロミツ達は警察のことを役立たずの部外者だと思ってる。それは他ほかの生徒達も同じ。ストックホルム症候群になっている生徒も、警察のことを当てにしなくなってきているわ。ここから先、常じよう識しきや理性のたがが外れた生徒が出ても不ふ思し議ぎじゃないよ。先生達もいないし、歯止めをかけてくれる大人おとなが誰もいないってこと。危険なのは犯人だけじゃないよ」

　固唾かたずを吞のんでヒロミツの暴挙を見守るリセ。

　その視し線せんに促され、カナタも暴あばれ始めているヒロミツを見やる。

　しばし考えた後、カナタはポツリと呟いた。

「ちょうど良い。１つ確たしかめてみよう」

「……？」

　傍かたわらでカナタが口にした言葉が気にかかり、リセはカナタを振り向く。

　だが真意を訊きく間もなく、カナタはヒロミツに向かって声をかけてしまう。

「おい」

「ああ!?　んだよ、殺人鬼野郎！」

　ヒロミツの暴挙に文句でも付けるつもりなのだろうか。荒れているヒロミツに対してぞんざいな態度のカナタ。それをリセは、背筋を寒くしながら見守る。

　カナタは椅い子すに縛しばりつけられたまま、ヒロミツに言った。

「お前はバカじゃない。なら警けい察さつの意見に一理あることだってわかっているだろう。回答したところで正解の確かく証しようはない。回答者が殺される可能性は否定できない」

「はあ？　だから自分以外の誰だれかを行かせて試そうとしてるんですけど？　自分以外の奴やつなら、正解しようが不正解だろうが、結果なんかどうでも良いだろうがよ」

　小こ馬ば鹿かにした口く調ちようで嘲あざ笑わらうヒロミツ。だがカナタは構わず続けた。

「そもそも恐怖の顔スケア・フエイスの口約束を、本当に信じるつもりなのか？　このゲームに勝てば解放される。その前提が守られない限り、ゲームに付き合って死ぬのは無む駄だ死じにだ」

「んなことわかってんだよ！　けどそれ以外、俺おれ達にどんなことができるってんだよ！　他ほかにどうすりゃ良いのか、打開策の１つもねえ状況だろうがよ、ああっ！」

「打開策ならある。簡かん単たんだ。恐怖の顔スケア・フエイスを殺せば良い」

「……!?」

　仄ほの暗ぐらい眼まな差ざしで断言するカナタ。

　その異様な提案に、ヒロミツは思わず絶句する。

「最初から一貫して、オレの意見はそれだ。警けい戒かいされていたせいか、初対面でオレが奴を撃うち殺す計画は看かん破ぱされた。オレはしくじったが、まだオレ以外の生徒にならチャンスはあるだろう。回答に来たと見せかけて奴を殺す。不意を突きさえすれば、可能性はある」

「…………テメェ！」

「親切に奴のルールに従ってやる必要なんてないだろう。奴のルールなんて無視すれば良い。回答に行くよりも、この方法が成功すれば、全員が解放されるという確証がある」

「それはつまり、俺達に〝人を殺せ〟って言ってんのかよ……！」

「何か問題あるか？」

　普通の思考回路ではなかった。緋ひ上かみカナタとは、人の生き死にを平然と弄もてあそぶ殺人鬼だ。

　涼しい顔で肯定するカナタを凝ぎよう視しし、ヒロミツはそれを再さい認にん識しきする。

　カナタの意見には、さすがのヒロミツも黙だまり込んでしまった。

　ヒロミツがいかに不良と言えども、人を殺すという大罪を犯した経けい験けんなどない。ヒロミツどころか、他の全校生徒とて同じである。それは間違いなく、人として踏み越えてはならないラインだ。人が法治国家で生きていく上で、最低限守らなければならない理性の壁かべだ。

　しかし、自らの身が危険に曝さらされているこの状況ではどうなのだろう。

　ヒロミツだけではなく。生徒達は酷ひどく困惑してしまう。

　カナタが提案したとんでもない案に、さすがの狩か月げつも苦言を呈す。

『……やってくれましたね、カナタ君。そのアイディアを生徒達に提案してしまうなんて。考えていても口にしてはいけませんでした。取り返しのつかないことになりますよ』

　非常事態に置かれ、冷静さを欠いている今の生徒達が、どんな反応を示すのか。想像もできない。苦言を呈したところで手遅れであるからこそ、狩月はそれ以上何も言わなかった。

　教室が否いや応おうなく静まり返ってしまう。

　誰だれしもカナタの意見を否定しようとしない。だが肯定する声も上がらなかった。

　考え込んでいるのである。自分が助かるために、凶悪犯とは言えど人を殺すのか。それともこの救いが見えないゲームに付き合い続けるのか。状況は２つに１つなのである。

　長い静寂の後、それを打ち破るように１人の少年の声が発せられた。

「──僕は殺人鬼さんの案に賛さん成せいするよ」

　その声を発したのは、それまで窓の外を眺めているだけだった佐さ成なりリョウタだった。

　佐成はヒロミツに向かって、いつもと変わらぬ爽さわやかな笑えみを浮かべていた。

「僕が行く。みんな異い論ろんはないだろう？」

　佐成の発言に、教室内がどよめいた。

　信じられないことに、クラスで１番軽けい薄はくな男子生徒が、進んで殺人を請うけ負おうとしているのである。あまりにも意外な人物の、意外な発言である。

　半信半疑のヒロミツが、思わず佐成に尋ねた。

「……口だけじゃなく、本気で行く気あんだろうなあ、佐成？」

「ああ、行くよ」

「わかってんのか？　人殺しになるんだぞ？」

「仕方ないよ。自分だけじゃなく、みんなを守るためだからね。正当防ぼう衛えいさ」

「……ハハ……ハハハハハハハハ！　良い心がけじゃねえかよ、おい！」

　佐成は爽さわやかに微笑ほほえみ、クラスメイト達に宣言した。

「安心してよ、みんな。必ず僕が、冬ふゆ木き先生を殺してくるから」
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　郊外の山奥。

　別荘が点々と並ぶ山やま路じの路肩に、暖房も点つけずに停車しているセダン車があった。

　運転席に座った無ぶ精しよう髭ひげの中年男は、タブレットＰＣに表示された資料を眺めながら渋い顔をしている。刈り込まれた芝生しばふのような髪に、瘦こけた頰ほお。眼まな差ざしには年季の入った凄すご味みが宿っている。寒い車内で身み震ぶるいしながら、防弾ベストの襟えり元もとに首を縮ちぢめていた。

　男はタブレットの画面に表示されている、男の顔をうんざりと見下ろして言った。

「……ふん。冬ふゆ木きユタカ。現場に居合わせた女子高生プロファイラーの行動分析プロファイリングに合致する人物像ってか。女子供が異常者の頭ん中を分析する時代とは、やっぱり21世紀ってのはロクでもない時代だな。ノストラダムスの予言の時に、潔いさぎよく人類は滅亡しておくべきだったんだろ」

　男はぼやくと、隣となりの席の少女に声をかけた。

「おい、〝戦車ルーク〟」

「んー？」

　やる気のない気け怠だるい返事で、ルークと呼ばれた少女は男に返事をする。

　スカートにハイニーソックス。フードパーカーを目ま深ぶかにかぶった、10代半ばの少女だった。

　フードから覗のぞく双そう眸ぼうは、微睡まどろむような半はん眼がんである。一見してただの少女だが、その瞳ひとみは人形のように虚うつろで感情がなく、泥水のように濁にごっている。どこか不気味な雰囲気だった。

　男は先程から我慢していたのだ。

　だが堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れ、ついに口にせざるをえなくなった。

「あのな。車の中で臭う系のメシは食うなって、前にも言っただろうが」

　ルークは膝ひざの上に紙袋を置いていた。

　片手にフライドポテトを。

　もう片方の手には紙で包装された、食べかけのチーズバーガーを持っている。

　指摘されたルークは、惚とぼけるように首を傾かしげて言った。

「んー。そうだっけ？」

「そうだっつの！　特にチーズ系の食い物はやめろって念押ししただろ！　俺おれはチーズが嫌いなんだ。匂においを嗅かぐのも忌いま々いましいってのに、頰袋が膨ふくらむくらいにモゴモゴとチーズバーガーなんか頰張りやがって。お前はリスかよ」

「良いじゃん。リスは可愛かわいいじゃん」

「お前みたいに、人語を話す憎たらしいリスがいたら迷わず撃うち殺してやるさ」

「それひどー。ってか、固いこと言わないでよ。だいたいさー、チーズって美味おいしいから、食べたくなるのは仕方ないじゃん？　生理現象みたいなもんだよー」

「美味うまいことあるか！　くせえだけだ！」

「何さ何さー。〝狩人ハンター〟にはゆとりがないよね。オッサンになると、みんなそうなんの？　あたしみたいな子供相手に、何をムキになってるかなー」

「オッサンじゃねえ。頭がイカレた小娘にも道理を叩たたき込む、寛容なナイスミドルだっての」

　ルークに不満をぶつけながらも、ハンターと呼ばれた男は、頭を仕事に切り換えようとする。

　車内に備え付けられた無む線せん機きを手に取り、受話口に語りかけた。

「あー。あー。こちら17号車。ルークとハンター捜査官。容疑者の自宅前に到着。無愛想娘、聞こえてるか？」

　ハンターが語りかけると、程なく棘とげっぽい少女の声が返ってくる。

『こちらイーグルアイ。その無愛想娘っていうの、前からやめてって言ってるでしょ。２人共、すでに衛星うえで捕ほ捉そくしてるわ。いつでも情報支援開始可能よ』

「おーそうか。了解。通信感度も良好だ。早速だが建物周辺の索さく敵てきと、屋内の人数確かく認にんを頼む」

　ハンターは車窓の向こうに目を向け、近くに建っているウッドハウスを見つめた。

　木製の、ウッドデッキ付きの２階建てである。

　家の築年数はそれ程でもなさそうで、壁へき面めんに塗られた白塗料は、まだ新しい発色をしていた。

　無線からイーグルアイの声が聞こえてきた。

『周辺に哨しよう戒かいはなし。赤外線熱ねつ画が像ぞう解析だと、建物内にも熱源はないみたいだけど、建築改修履り歴れきを見ると、家の壁面に断熱材が使われてるみたい。赤外線を遮しや断だんされている可能性があるから、屋内の敵の配置については不明としておくわ。画像はタブレットに送っておくから』

　ハンターは、憮ぶ然ぜんとして呟つぶやいた。

「……冬ふゆ木きユタカの母親、宗むな形かたサナエが持っていた不動産だが、のどかで良いところに建ってるじゃねえか。現在は冬木本人が自宅として使ってるそうだが、こんなところから毎日出勤とは良いご身分なこって。とりあえず住んでる家は、普通の一般家庭っぽくはないな」

　ぼやきながらも、ハンターは持っていたタブレットＰＣを、脇わきのホルダーに収める。

「強制捜査の令状も持ってるし、こうして大人数で来てるわけだ。せっかくだからお宅拝見といこう。立派な別荘の中を見せて貰もらうとしようぜ。おい、行くぞ、ルーク」

「えー。めんどいー」

「現場捜査官が現場行くのいやがってどうすんだ。仕事しろよ」

「あたし、捜査官じゃなくて民間顧問コンサルタントなんだけどなー」

　ハンターが車の扉を押し開けて出て行くと、渋々とルークも後に続く。

　車から降りたハンターとルークの腰には、ホルスターに収められた自動式拳けん銃じゆうが収められている。２人はそれを抜き放ち、手て慣なれた操そう作さで安全装置を解除した。防弾ベストを着込んでいるハンターに比べ、ルークはパーカーだけという軽装だった。

「お前の防弾ベスト嫌いは、何とかならんもんか」

「昔の偉い人が言ってたよ。弾なんて、当たらなければどうということないって」

「まあそうなんだが、現場指揮官の俺おれは、チームの安全を保証する立場なわけだから一応な」

　ハンターはイヤホンマイクに一声をかける。

「行くぞ」

　指揮官であるハンターが命じると、近くに停とまっていた他ほかの車からも、続々と内閣情報捜査局ＣＩＲＯの捜査官達が姿を現し始めた。皆、ハンター同様に「ＣＩＲＯ」の文字が入った防弾ベスト姿であり、自動式拳けん銃じゆうを手にしている。

　ハンターは無言のまま、フィンガーサインで味方の捜査官達に指示を出す。

　裏手に２名。西側のウッドデッキから３名。

　その指示に従い、捜査官達は家の四方に姿を消して行った。

　間もなくして、味方の捜査官達から続々と「待機中スタンバイ」の連絡が無む線せんで入ってくる。

　ハンターは銃を扉に向けて構え、双そう眸ぼうを細くする。

「カウント３で始めるぞ」

　きっかり３カウント後、ハンターは玄関の扉を思い切り蹴けり開けた。

「ＣＩＲＯだ！　床に伏せろ！」

　裏手、ウッドデッキ。突入した捜査官達は、口々に名乗りを上げて室内に雪崩なだれ込こむ。

　銃口を正面に構え、捜査官達は四方から流れ込む洪こう水ずいの如ごとく、室内の部へ屋やを次々に制圧していった。瞬またたく間まに１階の全部屋を確かく認にんすると、２階の全部屋も確認を終える。

　捜査官達が全部屋を制圧し終えても、ハンターは銃口を下ろさず、ただ嘆息を漏らした。

「……オールクリアってか？」

　銃を構えたまま油断せず、ハンターはルークと並んでゆっくりと歩を進めて行く。

　２人で歩くリビングには、大きな暖炉があり、壁かべにはシカの剝はく製せいがかけられていた。

　それらを横目にしながら、ハンターはぼやいた。

「それにしても立派な家だ。冬ふゆ木きユタカは、この家を相続したわけだろ、羨うらやましい。こんなところで生活するってのは、どういう経済状況なんだろうなあ」

『そりゃ宗むな形かたサナエは、天あま照てらす製せい薬やくのチーフ研究者だし。稼かせぎは多かったんだと思うわ。逮捕前は、年収で家が買えるくらいは稼いでいたんじゃないかしら』

「ひえー。年収１０００万越えか。こちとら、こうして命張った仕事をしてても、ローンがあと16年も残ってて、色々と物入りだってのに。世の中は不平等だよな」

「へえ。ハンターって借金あったんだ。ダメな大人おとなだねー」

「大人はみんなダメだから働いてんだよ。俺おれだって稼ぎが良けりゃ、こんなでかい邸てい宅たくで悠々自適に遊んで暮らしてえっての。庭に金の像とかブッ建ててな」

　リビングの端にまで行き着くと、別室を調しらべていた味方が声を上げる。

「ハンター捜査官、こっちに来てください！」

「お、誰だれぞ何か見つけたか」

　ハンターとルークは銃をホルスターにしまうと、声のした方角に足を進める。

　着いた先は、家主の書斎と見られる広めの部屋だった。用途不明な金属タンクや、動物飼育用のゲージが部屋の隅に並べられている。まるで小規模な実じつ験けん施設と呼べる装いである。

　部屋中央の作業テーブルには、化学式や数式が書き込まれた紙面が乱らん暴ぼうに散らばり、どこかの建物の設計図面なども混じって展開されている。

　何気なく、ハンターはテーブルの上にあった図面の１枚を手に取って眺めた。

「……ふーん。こりゃアレだ。静せい峯ほう学がく園えんの校舎の見取り図に見えるんだが」

「あちゃー。善良な化学教師じゃなかったねー」

「だな。冬ふゆ木きユタカが恐怖の顔スケア・フエイスってことで、ほぼ確かく定ていなんじゃないのか？」

　テーブルの上に置かれた紙の１枚を取り上げ、ハンターは、そこに書かれた文字を見る。

「色々書き連ねた紙面があるが、日に本ほん語ごじゃないから内容がよくわからんな。アルファベット表記だが英えい語ご読みできない。ラテン語とか、ドイツ語の類たぐいなのか、これは？」

　ハンターは腰に手を当てて感慨深く呟つぶやくと、他ほかの捜査官達に室内の調ちよう査さを命じた。

　自分もその中に混じり、室内を物色し始める。

　部屋の隅にまとめて置かれた、電子レンジサイズの金属製の小さなケージ群。山やま積づみになったそれらを覗のぞき込むと、中にはマウスやサルなどの無数の動物が残されていた。

　どの動物も元気がないのか、泣き声を上げることもなければ、動く気配けはいもない。

　それら動物に近寄ってマジマジと見た後、ハンターはイヤホンマイクに話しかけた。

「局長、見ているか」

『はい。捜査官達の接続輪オンラインリングで、現場の様よう子すは中継して貰もらっていますよ』

「アンタの予感は当たっていたかもしれん」

『みたいですね。すぐにドクターを派遣します』

「そうしてくれると助かる。俺おれは専門家じゃないんでな」

　ハンターが狩か月げつと話をしている横で、ルークも動物の入ったケージに興きよう味みを持ち、近付いて来る。ケージの１つ１つには金属製のプレートが付いていた。

　ルークはプレートの文字を、何となく口にしてみる。

「メモリーＡ？　Ｂ？　何だろう、全部のケージに付いてるけど。意味わかんないなー」

「まったくだ。頭が良い奴やつ等らが考えることはわからん」

　ハンターが同意する。

　ふとハンターは、ケージの横に置いてあった、バケツサイズの金属容器に目を落とした。そこに、何やら見み慣なれた企業ロゴを発見し、思わず目を細めてしまう。

「……天あま照てらす製せい薬やくのロゴ入り金属タンクねえ」

　購こう入にゆうしたものか。盗んだものか。

「まあ少なくとも、この人ひと質じち事件は──〝ＡＳＴ〟絡みだろう」

　ハンターは、面めん倒どうそうに呟いた。

　ここで何が行われていたのか、すぐにでも解明する必要がありそうだった。
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「確かく認にんするぞ、佐さ成なり」

　ヒロミツは腕組みをしながら、目の前で爽さわやかに微笑ほほえむ佐成リョウタに尋ねた。

「放送室のイカレ野郎の隙すきを狙ねらって、ナイフで首を一突きにする。そういうことだな」

「そういうことだね」

　佐成はサラリと肯定する。

　その得体えたいの知れない余裕の態度に、生徒達は違和感と不気味さを覚えてしまっていた。

　ヒロミツを含め、困惑の顔で自らを見つめてくるクラスメイト達に、佐成は解説する。

「恐怖の顔スケア・フエイスの武器はアサルトライフルだろ。仮にアイツが僕を殺そうとした場合、即座に攻こう撃げきするのは難むずかしいはずさ。構えて、狙いを付けて、撃うつ。攻撃までに最低、３つのアクションが必要だ。けれど僕のナイフは、それよりも１アクション少ない。間を詰めて、刺す。それだけだからね」

　佐成は手にしたナイフを、制服の袖そでに隠して見せた。

「しかもアサルトライフルのように長い銃身の得え物ものだと、接近される程に応戦が難しくなる。僕の方が先制攻撃を仕掛けられるし、有利な状況を作ることも可能だよ」

「言う程、簡かん単たんにやれんのかよ」

　佐成はヒロミツの横よこっ面つらを警けい告こくなく殴り付けた。

　不意を突かれて驚おどろいたヒロミツは、途端とたんに敵意の眼まな差ざしを佐成に送る。

「何しやがんだ、このや──！」

　しかし皆まで言えなかった。

　一いつ瞬しゆんの間に、佐成はヒロミツの眼前に肉迫していたからである。

　手にしたナイフは、すでにヒロミツの喉のど元もとに突き付けられている。

「ね？　悪くない動きだろ？」

「……」

「敵意を持った時には、もう遅いのさ。その一瞬で、僕は恐怖の顔スケア・フエイスの喉を搔かき切れるから」

　殴られた怒りが収まらないのか、ヒロミツはしばらく額ひたいに青筋を浮かべたまま、佐成を睨にらみ付けていた。だがその怒りを飲み下し、やがて苦笑を浮かべる。

「……フフフ。はっはっはっは！」

　ヒロミツは口笛を吹く。そうして佐成の肩を馴なれ馴なれしく叩たたいて言った。

「やるじゃねえか。お前、単なる優やさ男おとこかと思ってたが、実は、ずいぶんとケンカ慣なれしてるみたいじゃねえかよ。今のは確たしかに悪くない動きだったぜ」

「僕の父とうさん、俳はい優ゆうだろ。お芝居のリアリティを増すために、本物の銃火器の扱いを勉強したり、軍事インストラクターの指し導どうを受けたりしてるんだ。僕も小さい頃ころから、遊び代わりでそういうのに一いつ緒しよに参加してたからね。護ご身しん術じゆつだって習ってるんだよ」
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「はん、気に入ったぜ！　ハッタリじゃなさそうだ！」

　ヒロミツは不良仲間達の輪わで、馴なれ馴なれしく佐さ成なりを取り囲む。

　まるで佐成は、この状況を打開する英雄であるかのように、不良達から次々と持もて囃はやされ始めていた。それは他ほかのクラスメイト達も同じで、佐成が恐怖の顔スケア・フエイスを何とかしてくれるのではないかという淡い期待の視し線せんを向けている。

　殺人という行為が英雄的行い。教室は、その価か値ち観かんに支配されていた。

　教室内の生徒達は、自分達が今、日常からどれ程かけ離はなれた気持ちを共有しているのか理解していないようだった。そのおぞましい光景を目まの当あたりにしながら、リセは青ざめている。

「リセ」

　唐突に呼びかけられ、ビクついてしまった。

　話しかけてきたのは、この残酷な作戦の発端となったカナタである。

「あの佐成とかいう生徒は、本気で恐怖の顔スケア・フエイスを殺すつもりだと思うか」

　問われたリセは、質問の内容とは違うことで困惑してしまう。

　カナタにどう接するべきか。リセはまた迷いつつあった。

　こんな残酷な行為にクラスメイト達を駆り立てたカナタは、やはり唾だ棄きすべき犯罪者である。

　だがカナタの案に従うことで、助かる可能性が出てくるというのも事実である。それについては否定のしようがなかった。

「間違いないよ」

　戸惑いながらも苦々しく、リセはカナタに応こたえた。

「瞳ひとみの動きに乱れがない。気の迷いがなく、明めい確かくな意思を持っている証拠だよ。口く調ちようや態度にも浮き足立った感じがないし、強力な決意を秘めてる。……表情と仕し草ぐさからは、ちょっと普通じゃないくらいに固い意思が見受けられるわ」

「普通じゃないのはメンタル面だけじゃなさそうだ」

　リセの言葉に続いて、カナタも気が付いた点について話した。

「あの動きの無む駄だのなさは、遊び代わりに参加した習いごとで習得できるものじゃない」

「そういうものなの？」

　２人共、黙だまり込んでしまう。

　お互いに、佐さ成なりが何か変だということは感じているようだった。

　だが、その感じている〝変〟が、事態を動かそうとしているのは間違いない。

　佐成を止める理由が特に見当たらない以上、静せい観かんするしかなかった。

「……ねえ、カナタ。私、ちょっとユイの様よう子すを見てくるから、ここを離はなれるね」

「ユイ？　誰だれだ？」

「親友だよ。私が困った時、いつも助けてくれる優やさしい子。さっきからずっと泣いてるし。放っておけないよ。……見ているだけなのは辛つらいから」

　リセは苦笑いすると、カナタの傍そばから去って行く。

　向かった先には、机に突っ伏したまま泣きじゃくっている女子生徒がいた。

　確たしか、沢さわ村むらといういじめられっ子を、ヒロミツから庇かばった生徒である。彼女がユイだろうか。

　泣いている親友に優しく声をかけているリセ。その周囲にいた生徒達にも、同じように優しく声をかけ始めていた。リセは、泣いている生徒達を慰なぐさめ、励ましている。

「……変わっていないな」

　カナタは呟つぶやいた後、今度は自分の首くび輪わに呼びかけた。

「イーグルアイ、聞こえているか」

　少しの間の後に、聞きき慣なれたトゲっぽい口調の返事が返ってくる。

『仕事だもの。別作業中だったけど、話はちゃんと聞いてたわ』

「佐成リョウタについて調しらべてくれないか」

　頼まれたイーグルアイは、意外そうに応えた。

『私に頼みごとなんて、初めてじゃない』

「……」

『経歴とか、家族構成みたいな情報で良いかしら？　待ってて、すぐに調べるから』

　イーグルアイは、少し機き嫌げんが良さそうに、カナタの依頼を了承した。

　すると入れ違いで、今度は局長の狩か月げつが話しかけてくる。

『カナタ君。イーグルアイと話しているところをすみませんが、少し良いですか？』

「何だ」

『冬ふゆ木きユタカが今回の計画を企くわだてる拠点に使っていたであろう、家宅を捜査しました。その結果、家宅から動物実じつ験けんを行っていた痕こん跡せきが発見されました。詳しいことは調ちよう査さ中ちゆうですが……ひとまず、この事件に〝ＡＳＴ〟が関係している可能性が浮上したと言えます』

「ＡＳＴ？」

『まだ、あまり一般的になっていない用語です。ここ数年の間に使われるようになった言葉ですから、知らないのも仕方がないことですよ』

　狩か月げつは一呼吸の間を置いて、カナタに説明した。

『Advanced Science and Technology。先端科学を意味する言葉の頭文字をとって、ＡＳＴ。それを用いた犯罪を、我々はＡＳＴ犯罪と呼んでいます。近年、科学技術は高度に進歩しました。世界はその恩恵で豊かになってきています。しかし万物は常に表裏一体。我々の生活が便利になるのと同時に、近年の犯罪も高度に進歩しすぎてしまったんです』

　話は続いた。

『シェアネットワーク、量子暗号、ｉＰＳ細胞、ナノテクノロジー。どれも聞いたことがある言葉でしょう。近年では、こうした高度な科学技術を悪用する新世代の犯罪が登場してきています。既知の犯罪では考えられないような事件が起きるようになったんです。もはや既存の治安維持機き構こうだけでは対処しきれない程、世界は複雑で難なん解かいになりました。５年前を皮切りに、その傾向は強くなる一方です。こうした犯罪に対処するためには、幅広い分野の専門家を集めた特殊捜査機関が必要でした。５年前──我々、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが発足された理由の１つですよ』

「他ほかにも発足の理由があると言いたそうだな」

　思わせぶりな狩月の発言に、カナタは食い付いた。

　それに答えるべく、狩月は断じるように１つの名を口にした。

『国際指名手配犯、エリス』

「……！」

『兵器化した特殊ウイルスを製造。それを搭載した無人機を、神か奈な川がわ県けんの都市上空で起き爆ばく。内容物を拡散させ、市民１００万人を虐ぎやく殺さつしました。通称、殺さつ戮りくの三日と呼ばれる歴史的犯罪です。このテロを行った犯人は後日、テレビ放送をジャックし、犯行声明を行いました。名乗った名前はエリス。ギリシア神話に出てくる、不和と争いの女神の名です』

　これまで表情を変えることなど一度もなかったカナタだったが、その名を耳にした途端とたん、顔付きを険しくした。カナタの表情の変化など窺うかがえず、狩月は続けた。

『犯行声明は複数の声を繫つなぎ合わせただけの放送だったため、エリスの性別も、年ねん齢れいも、全すべてが謎なぞです。それは５年経たった今でも変わらない。犯行声明で７人いると言われた仲間の内、捕まったのは２人のみ。そのうちの１人ひとりが君ですよ、カナタ君』

「……」

『殺さつ戮りくの三日とは、つまるところＡＳＴ犯罪です。エリスが現れて以来、世界では警けい察さつの手に余るＡＳＴを用いた事件が多発するようになりました。おそらくエリスは、ＡＳＴのブローカーをやっている。犯罪者や犯罪組そ織しきにＡＳＴを売りつけ、横流ししているんですよ』

　狩か月げつは、沈ちん黙もくするカナタの心境を察しながらも、話を止めなかった。

『ＡＳＴ犯罪あるところにエリスの影かげありです。この事件にＡＳＴが使われているのなら、それはエリスに繫つながっていることを意味しています。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの悲ひ願がんは、エリスの逮捕。私はそのために……全すべてを投げ打ってこの任を務めています。君ならわかるでしょう？』

「どこまで知っているんだ、オレのことを」

『必要なことは全て、ですよ。そうでなければ、君をスカウトなどしませんから』

「……」

『怖い沈黙ですね。君と敵対するような真似まねはしたくありません。安心してください。今のところ、知っているのは私と、調ちよう査さに協力してくれたイーグルアイだけです。君の許可なく、リセさんに知らせることはありませんよ。たとえ君が死刑になった後でも、ずっとね』

　カナタも狩月も、両者ともに黙だまり込む。

　ちょうど会話が途と切ぎれたところで、再びイーグルアイが発言してきた。

『カナタ君、聞こえてる？』

「ああ」

『頼まれたこと、調しらべてあげたわよ。結果として佐さ成なりリョウタの経歴に奇妙な点はなかったんだけど、それとは別に、いくつか変な点が見つかった』

「変な点？」

『まず、父親が雇っているアドバイザーの中に、軍事インストラクターはいなかったわね。お父とうさんと一いつ緒しよに、格かく闘とう訓練をしたことがあるっていうのはウソだわ』

　イーグルアイの報告は、おおよそカナタの予想通りだった。

　報告はまだ続く。

『あと、佐成リョウタの携帯電話に奇妙な着信履り歴れきが１件見つかった』

「奇妙な着信？」

『マスメディアへの情報流出対策のために、学園周辺の電話回かい線せん、メールは全て遮しや断だんしてるわ。けど、事件発生から間もなくは、そういう対策ができてなかったし、監かん視しもしてなかった。だからその間だけは、生徒達は自由に外部と連絡を取ってたわけよ。佐成リョウタも他ほかの生徒同様に、外部と連絡を取ってたんだけど……この時の記き録ろくがおかしいの』

　イーグルアイは言った。

『調べてみたら、政府機き関かんで使用されるレベルの高度なデータ暗号化が施された、７秒くらいの通話記録が見つかったわ。ただの高校生が、どうしてそんな回線を使える人と知り合いで、何を話したのか。怪しいから、ちょっと突っ込んで調しらべてるところよ』

「頼む」

『うん。さらに……ちょっとこれはオマケ情報なんだけど』

　イーグルアイは、報告するべきかどうか迷った。

　だがひとまず、わかったこと全すべてをカナタに話すことにした。

『佐さ成なりリョウタの成せい績せき。ちょっと妙なのよね』

「成績？」

『佐成リョウタの学校の成績を見ると、中学時代は理数系科目が赤点だったのに、高校に入ってからは学年７位にまで上がってるの。何か、あまりにも落差が激はげしかったから、ちょっと目に付いちゃった』

「……」

『気になって、試しに他ほかの生徒の成績も調しらべたわ。佐成リョウタ程じゃないけど、中学時代に比べてかなり成績が上がった子がチラホラいたわね。さすが進学校ってところかしら。とりあえず、私の報告は以上よ。何かの役に立ったなら良いけど』

　そう言うと、カナタとイーグルアイの交信は終わる。

　イーグルアイの報告を聞いたカナタは、俯うつむいて考え込んだ。

　事件の始まりから今に至るまで、奇妙なことだらけである。

　製薬会社社長を殺害したと見られ、学園に立てこもって自分の正体を推理しろと要求する犯人。

　自らの正体が暴あばかれることで、この国は破滅すると警けい告こくしてきている。意味不明な犯人の行動に翻ほん弄ろうされながら、着実に警察不ふ審しんに陥っている生徒達。常じよう識しきや理性のたがが外れかけており、こうして犯人の殺害に打って出ようとする輩やからまで出てくる始末である。

　おまけに……犯人殺害に向かおうとする生徒は、不自然な行動を取っているときている。

「それじゃあ、そろそろ行ってくるよ」

　渦中の人物である佐成リョウタは、涼しく微笑ほほえんでクラスメイト達に手を振る。

「気をつけてね！」

「頑張ってこいよ、佐成！」

　これから人を殺そうとしている少年を、誰だれもが激げき励れいの言葉と共に見送る。

　廊下を歩く佐成を、どの教室の生徒達も持もて囃はやし、歓声を送った。異様な光景である。

　佐成が防火扉の向こうに去って行くと、生徒達は各教室に戻って行く。

　後は、誰しもが固唾かたずを吞のんで、校内放送が始まるのを待つだけだった。

　ブツン。

　各教室に備え付けのテレビから、電源が入る音がした。

　どうやらもう、恐怖の顔スケア・フエイスとの対決が始まるらしい。

　だが、佐さ成なりは今出て行ったばかりである。タイミングとしては、あまりにも早すぎる。

「……何だぁ？　佐成がまだいねえじゃねえか」

　テレビに映し出されたのは、前回と変わらぬ放送室のスタジオ。しかし席に腰掛けているのは、狂気の仮面をかぶった異常な男、ただ１人ひとりである。佐成の姿はまだない。

　恐怖の顔スケア・フエイスは椅い子すに腰掛け、優ゆう雅がに脚を組んでいた。

『諸しよ君くん──もうすぐ２人目の挑戦者がやって来る』

　断言する恐怖の顔スケア・フエイスに、生徒達は違和感を覚えた。

　最初にその違和感を言葉にできたのは、ヒロミツである。

「………………何でそれを知ってんだよ、コイツ」

　コンコン。

　全校生徒達が見守る中、スタジオの扉がノックされる。

　来訪したのは考えるまでもなく、佐成に違いない。

　恐怖の顔スケア・フエイスは──テーブルに立てかけていたアサルトライフルを手に取った。

「おいおい、まさか……！」

　銃口をノックされた扉に向け、恐怖の顔スケア・フエイスは応じた。

『入れ』

　開かれる扉。何も知らず、カメラの前に姿を現す佐成リョウタ。

　恐怖の顔スケア・フエイスは佐成を見るなり──即座にフルオート射しや撃げきの引ひき金がねを引く。

　パパパパパパパ！

　爆ばく竹ちくのような連射音と共に、銃口から立て続けに火花と硝しよう煙えんが迸ほとばしった。

　入室と同時に銃火の雨を浴びせられた佐成は、為なす術すべもない。身体からだの正面から無数の穴を穿うがたれ、弾が抜けていく背面からは赤い霧きりのような血ち飛沫しぶきを吐き出した。

　連射音が途と絶だえると、佐成は力なく膝ひざを突いて俯うつぶせに倒れた。床に赤い血ち溜だまりを広げ、撃うたれた頭部は砕けたスイカのように中身を顕あらわにしている。

「ヒッ！　ひあああああああああああ！」

「わああああああああああああ！」

　生徒達は衝しよう撃げきを受けた。見知った顔が、また１人公開処刑されたこともある。だが何よりも心を砕いたのは、佐成の死よりも、「恐怖の顔スケア・フエイスを殺せなかった」という現実である。

　恐怖の顔スケア・フエイスが死ねば、全すべて解決だった。

　生徒達は皆、解放されて家いえ路じにつけるはずだった。

　抱いていたその淡い期待が、為す術もなく銃火によって葬ほうむり去られてしまったのだ。

　テレビの前で青ざめ、放心状態の全校生徒に向けて、恐怖の顔スケア・フエイスは変わらぬ態度で告げる。

『これはお前の差し金だろう、緋ひ上かみカナタ？』

　恐怖の顔スケア・フエイスは佐成の死体を蹴けり転がし、カメラによく見える位置に移動させる。

　虚うつろな眼まな差ざしを開いたまま、頭部を砕かれて絶命している佐さ成なり。

　恐怖の顔スケア・フエイスはその顔をアップに映し、淡々と警けい告こくする。

『蛮行には罰を持って対処する。この社会の理ことわりだろう？　ルールを破れば、誰だれしもこうなるのだ。さあ、残り時間は少なくなっている。俺おれは次の挑戦者を待っているぞ』

　言うだけ言うと、恐怖の顔スケア・フエイスはテレビ放送を中断してしまう。

　どの教室も静まり返り、佐さ成なりが呆あつ気けなく殺されてしまった現実を嚙かみ締しめる他ほかなかった。

　長い、長い沈ちん黙もくが続いた。

　誰だれも、何も言い様がなかったからだ。

　まるで鉛の海に放り出されたように、生徒達の心持ちは重く沈んでいた。

　その沈黙が我慢できず、最初に喚わめき出したのは、やはりヒロミツだった。

「どうなってんだ！　何であの野郎、佐成が殺そうとしてるのを知ってたんだよ！」

　ヒロミツは佐成の席を蹴け飛とばした。

　切れたヒロミツに怯おびえ、生徒達は身を竦すくめる。

「この教室、どっかに盗とう聴ちよう器きでも仕掛けられてるんじゃねえのか！　じゃなきゃ、この教室の話なんて、アイツの耳に入りっこね──」

　暴あばれ叫びながら、ヒロミツは思わず動きを止めた。

　脳裏に浮かんだ推測。その衝しよう撃げきが身体からだを駆け巡り、ゾクリと冷や汗をかかせたのだ。

「……まさか、この教室内に。あの野郎に通じてる仲間がいるってのかよ、おい……！」

　そうとしか考えられない。

　そうでなければ説明ができない。

「ふざけんなあ！　どいつだ！　あのイカレ野郎とつるんでる野郎は！　俺達をバカにして楽しんでるってのかあ、あああっ!?」

　ヒロミツは近くにいた生徒を、誰彼、構わずに殴り始める。

　机を蹴り飛ばし、慈悲を請こうクラスメイトを殴り。そうして自分の怒りを鎮しずめようと、身勝手に暴れ始めた。だがそんなヒロミツを見かねて、立ち上がる生徒がいた。

「どうやって!?」

　それはリセの親友、ユイである。

　ユイは涙を流しながら、苛いら立だった眼差しをヒロミツに向ける。

「仮にこの教室に、恐怖の顔スケア・フエイスの仲間がいるとして。どうやって佐成君の殺害計画を、恐怖の顔スケア・フエイスに知らせることができたの……？　電話もメールもなし。私達は外部に発信することができないのよ？　それなのに、どうやって恐怖の顔スケア・フエイスに密告できるっていうの！」

　直接会って話す以外、生徒達が恐怖の顔スケア・フエイスに情報を密告することなどできない状況である。

　ヒロミツは額を抱え、フラフラと背後の黒板に寄りかかった。

「はああ？　じゃあやっぱり、この教室内に盗聴器が仕掛けられてるってことかよ！」

「──それはない」

　最初の懸け念ねんに立ち戻ろうとするヒロミツを、珍しくカナタが否定した。

　格下のろくでなしが口を挟んできたと感じ、ヒロミツは喚わめき散らすように尋ねた。

「何だぁ、殺人鬼？　それはねえってのは、どういうこったよ!?」

「この学園への送電は、５時間前に止められている。校内放送のスピーカーやテレビ、換気装置は、災害時に備えた予備電源で動いているにすぎない」

「それが何だってんだ」

「盗とう聴ちよう器きが電気で動く代しろ物ものである以上、電源が必要だということだ」

　カナタの意見を補足するべく、イーグルアイの声が教室内に響ひびいた。

『冬休み中だった各教室は、今朝けさまで電気を止められていたわ。しかも冬休み初日から今に至るまで、廊下の監かん視しカメラ映像には、誰だれかが教室に忍び込んで何かを仕掛けようとしている姿は見られなかった。このことから、盗聴器があるなら、冬休み前から今に至るまで、ずっとバッテリー駆動していたことになる。そんなに長持ちするバッテリーなんてあるわけ？』

　言われてヒロミツは言いい淀よどむが、すぐに別の可能性を口にする。

「じゃ、じゃあ誰か野郎に通じてる生徒が、盗聴器を今朝持って来た可能性ならどうだよ！」

「だとしても、教室はここだけではないだろう。たまたまこの教室にだけ盗聴器を持っている生徒がいるという偶然は考えにくい。仮に、全教室に盗聴器を持っている生徒がいたとしても、全教室の音声を、恐怖の顔スケア・フエイスが１人ひとりで監視する態勢というのには無理がある。警けい察さつの突とつ撃げきを恐れて校内中の監視カメラを監視しながら、全教室の会話を盗聴。そのうえ生徒達の回答行為に応じたり、爆ばく弾だんのリモコンを守らなければならない。１人の人間にそれだけのことができると思うか。盗聴されている線せんは考えにくい」

「じゃあ、どうなってやがる！　盗聴もせず、誰からも連絡を受けず、あのイカレ野郎はどうやって佐さ成なりの殺害計画を知ったってんだ！」

　血管が破裂しそうな程、頭に血が昇ったヒロミツはがなり立てる。

　だがカナタは突然、脈絡のない話を始めた。

「初めて会った時──恐怖の顔スケア・フエイスは、オレが銃を持っていることにすぐ気が付いたと言った」

「はあっ？　いきなり何の話をしてんだぁ！」

「だがリセは、それがウソである可能性を指摘した。だからずっと気になっていた。それがウソだったとしたら、果たして何を意味するのかと。なぜ奴やつは確かく証しようもないのに、オレが銃を持っているという事実を言い当てたのか。あれが偶然でないのだとすればつまり、恐怖の顔スケア・フエイスはオレが銃を持っていたことに気付いたのではなくて、知っていたんじゃないのか？」

　今にも摑つかみかかってきそうなヒロミツを冷ややかに見つめ、カナタは首くび輪わに話しかける。

「イーグルアイ」

『何？』

「生徒達の通話やＥメールの送信を遮しや断だんしていると言ったな。なら、今こうしてオレと話している通話は、どうして繫つながっている」

『それは、対策本部側から学園内部に連絡を取るのは遮断してないからで……あっ！』

「決まりだ」

　イーグルアイは気が付いた。だからこそ言葉を失った。

　ヒロミツや、他ほかの生徒達も同様に気が付いた。

　眼めを血走らせて睨にらみ付けてくるヒロミツを真っ向から見上げ、カナタは断言する。

「対策本部に────恐怖の顔スケア・フエイスの仲間がいるんだよ」

　寒気がした。血は凍り付き、誰だれもが蒼そう白はくになる。

　佐さ成なりリョウタの死を以もつて、生徒達は敵のカラクリを看かん破ぱした。




　　　　▲　14:45　▼




　最低最悪の状況だった。

　死人ばかりが増え、解放される目め処どは立たず。外部から有益な情報を届けてくれていた唯一の味方である警けい察さつにさえ、裏切り者がいるかもしれない。もう何も信用するべきではない。

　生徒達は誰だれを信じたら良いのかわからず、どうすれば助かるのかもわからない。

　ただ重苦しい絶望だけが、どの教室にも充満していた。

「おいどうするよ、ヒロミツ！　あと残り３時間くらいしかないぞ！」

「誰か回答に行かないと……俺おれ達死んじまうんじゃねえのか!?」

　ヒロミツは教きよう壇だんに腰掛けており、その周囲を取り巻きの生徒が囲んでいた。

　佐成が死んでからというもの、生徒達は犯人が誰かという議ぎ論ろんもやめ、落ち込んでいるだけになってしまった。その雰囲気に苛いら立だっていたのもさることながら、いつまでも進展がない状況に耐えかね、ヒロミツはガタガタと貧乏揺すりを続けているだけだった。

　リーダー格のヒロミツが黙だまっていると、手下達は思い思いに話を始めてしまう。

「なあ、あの殺人鬼野郎、やっぱりやべえよ」

「お前もそう思った？」

「ああ。直接口にはしねえけど、たぶん裏切り者が警察にいるか調しらべるためだけに、わざと俺達を恐怖の顔スケア・フエイスにけしかけたんだろ？　作戦が成功してれば俺達は解放されたし、失敗しても、こうして裏切り者の存在が発覚するんだ。どっちにしてもアイツが勝つ作戦じゃんかよ」

「ヒロミツは言いくるめられ、佐成は利用されて死んだ。何なんだよ、アイツ……！」

「さっきからうるせえ奴やつ等らだな、聞こえてんだぞ」

　眉間に青筋を浮かべ、ヒロミツは、自分の名を出した手下を睨んで黙だまらせた。

　やがてヒロミツは教壇から降りると、クラスメイト達を見渡して再び宣言した。

「おい、姫ひめ谷や！」

　ヒロミツは藪やぶから棒ぼうに、手前の席に座っていた女子生徒に声をかける。

　それはリセの親友である、姫谷ユイだった。

「お前、回答に行って来い」

「ど、どうして私が──」

「うるせえ！　お前の親父おやじの秘密を握ってるって言っただろ！」

「……！」

「喋しやべられたくないんだったらよぉ、さっさと行って来いよ、回答！」

　佐さ成なりが立候補する前の話題に立ち戻ったのである。

　親の弱みをマスコミに暴ばく露ろされたくなければ、娘が命を張れ。

　理不尽な命令をユイに下しながら、ヒロミツは続けた。

「佐成は回答する間もなかったけどよ、警けい察さつ連中の言い分を信じるなら、そもそも有力な容疑者って奴やつがいるだろ？　うちの化学のセンコー、冬ふゆ木きユタカだよ」

　助け船を求めて、ユイは周囲の友人達を見渡す。だが誰だれしも目を背けている。

　自分までヒロミツに因いん縁ねんを付けられたくないのだろう。

　ユイを犠ぎ牲せいにして、ことなきを得ようという意思が明白だった。

　ヒロミツはユイの机に寄りかかり、顔を近づけて瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。

「警察が言ってる説は、正解の可能性が高いんだろ？　だったらよぉ、回答に行ってみたらスンナリと事態解決かもしんねえだろ。そしたらお前、みんなを救った英雄だぜ？」

　間違えれば、他ほかの生徒の二にの舞まいになるが。

　ヒロミツは敢あえて、それを口にしなかった。だが言わずとも、ユイや他の生徒はわかっている。「冬木ユタカ」という答えは、まだ絶対に確かく実じつな正解であるとは言えないのだから。

　ユイはヒロミツの命令を辞退し切れず、ボロボロと涙を落とし始めてしまう。

　どれだけユイが助けを求めようとも、周囲の誰もが応こたえようとしない。

　ユイの懇こん願がんの眼まな差ざしは、虚むなしく教室内を泳ぐだけで意味をなさなかった。

「いい加減にしてよ、ヒロミツ……！」

　ただ１人ひとり、ユイを救おうとする者が現れる。

　静かな怒りを瞳に宿し、起立したリセが、ヒロミツを睨にらんで言った。

「時間がなくなって、焦ってるのはよくわかる。けど、そんなのみんな同じなんだよ。回答に失敗したら殺される。誰だって行くのが怖いよ。自分で行こうとしない、あなただって同じでしょ？　自分ができないことを他人に求めるのは酷ひどいよ」

「だったら全員、仲良く時間切れで爆ばく死しするってか、ああっ!?」

「そうは言ってないよ！」

「言ってるようなもんだろ！　誰かが命張らねえと、この状況はどうにもなんねえんだよ！」

　ヒロミツの命令は理不尽だが、現状解釈は正せい確かくだった。

　反はん論ろんできずにリセが黙だまり込むと、クラスの視し線せんは、否応なくユイに集められた。

　その視し線せんに恐怖さえ感じているのか、ユイは血の気を失って震ふるえ始めてしまう。

　見かねたリセは──歯は嚙がみして拳こぶしを握った。

「…………なら私が回答に行く」

　あまりにも唐突なリセの発言に、教室は静まり返った。

　だが遅れて、ヒロミツの馬ば鹿か笑わらいが響ひびき渡る。

「はっはっはっはっ！　こいつは良い！」

　腹を抱えて笑うヒロミツは、機き嫌げんが良さそうにリセの席に歩み寄って行く。

「お前が行くってか、リセ！　前々からお人ひと好よしだとは思ってたが、まさか他人のために命まで懸かけるなんて、どっか頭がおかしいんじゃねえか!?」

　ヒロミツが笑い転げると、手下の不良達も一いつ緒しよに笑い始めた。

　その嘲ちよう笑しようを浴びながら、リセは悔しそうな顔をする。

　リセの申し出に慌てたユイは、思わずヒロミツ達の横をすり抜け、リセに駆け寄っていく。ユイはリセを抱だき締しめ、か細い声でリセの耳元に囁ささやいた。

「リセ、何言ってるのよ、早く撤てつ回かいしないと……！」

「撤回なんてしないよ。決めたの。私が回答に行くから、ユイが行く必要はないよ」

「でもそんなことしたら、リセが！」

「良いの。強制されて誰かが命を懸けるなんて、間違ってるもん」

　リセは優やさしく微笑ほほえむと、ユイの背中に手を回して抱き締め返した。

　か細いリセの腕は、震えていた。

「……リセ……！」

　ユイには、リセが恐怖を堪こらえながら、懸けん命めいに身代わりになろうとしているのだということがよくわかった。その気持ちに気付いていながらも、自分がリセの身代わりになるなどという恐ろしいことは言えなかった。あまりにも、ユイは弱かったのだ。

　ユイは顔を滅茶苦茶めちやくちやに歪めて泣き出してしまう。

「リセ……私……何て言ったら良いのか……」

「何も言わなくて良いよ」

「私、こんなことをリセに任せるなんて……なんて酷ひどくて情けない人間なの……！」

「大丈夫。警けい察さつの出した答えは合ってるよ。私は無事に帰ってくるから、泣かないで」

　親友のために、リセは無理にでも微笑もうとする。

　誰かが命を張らなければならない。

　ヒロミツの言い分は圧倒的に正しい。

　だが誰もに勇気がなかったのだ。自分がリセの代わりになるなどと言えなかったのだ。

　自らが臆おく病びようであることを、今日きよう程に思い知らされたことはなく、生徒達は誰だれしも、目に涙を浮かべる。その苦渋の涙の中を、ヒロミツ達の嘲ちよう笑しようが木こ霊だまするだけであった。

　すると、それまで黙だまっていた死刑囚カナタが、唐突に発言をした。

「リセが行く必要はない。なぜなら、次はオレが行くからだ」

　変わらぬ無表情で、カナタは飄ひよう々ひようと立候補宣言をしてみせた。

　その申し出に、再び教室がざわつく。

「懸かけるなら安い命に限る。オレは死刑囚だ。何もしなくても、近い将来に処刑される。どうせ死ぬしかないなら、警けい察さつの答えが合っているかどうか、オレの命を使って確たしかめれば良い」

「カナタ、何を言ってるの……！」

　啞あ然ぜんとする生徒達と同じように、リセが驚おどろいた顔で尋ねた。

　リセはユイから離はなれると、カナタに詰め寄った。

　その両肩を摑つかんで、血色の悪い形ぎよう相そうで問い詰めた。

「自分が何を言ってるのか、わかってる!?」

「お前はどうなんだ」

「……！」

「将来、オレのような犯罪者達と戦うんだろう。お前にはまだ未来が残されている。なら、お前はこんなところで死んでいる場合じゃないはずだ」

「カナタ……」

　カナタをよく観かん察さつしなくとも、その意思は明らかである。

　リセがユイを庇かばおうとしたように、カナタは──リセを庇おうとしているのだ。

「どうして、私のためにそこまで……」

　言葉を失ってしまうリセに、構わずカナタは言った。

「今日きよう、お前が口にしたことは何１つとして間違っていない。オレは許されるべきではない男だ。咎とが人にんは報むくいを受ける。これは、たったそれだけのことなんだ」

「そんなのって……！」

　固いカナタの決意を察し、リセは何も言えず、悔しげに双そう眸ぼうを細めるだけである。

　そんな２人のやり取りを見ていたヒロミツが、退屈そうに教きよう壇だんに寄りかかって言った。

「おうおう。今度はアニキが妹を庇うってか？」

　皮肉っぽく肩を竦すくめ、ヒロミツは面めん倒どうそうに警告した。

「麗うるわしい兄妹きようだい愛あいだがな、残念ながら却下だわ」

「……」

「お前の命を捨て石にするのは賛さん成せいだ。お前は生きてる価値がねえゴミクズだからな。けど、お前の首にある装置は便利だ。警察の偉い奴やつ等らと常時、話ができる専属のホットラインだろう？　お前の死体と一いつ緒しよに、恐怖の顔スケア・フエイスの足下に転がしておくのは勿もつ体たいねえ。真っ先にお前を回答に行かせなかったのは、そういう理由があったからだ」

　そうしたヒロミツの思惑には気が付いていた。

　だがそんなことはわかった上で、カナタは告げる。

「誤解するな」

「あん？」

「頼んでいるんじゃない。お前の指図など────知ったことか」

　底冷えするような冷たい眼まな差ざしで、カナタはヒロミツを睨にらむ。

　悪意の塊のようなその眼差しに射い竦すくめられ、ヒロミツは咄とつ嗟さに背筋を冷やして後あと退ずさりする。

　ほんの一いつ瞬しゆんとは言え、一睨みでヒロミツは、カナタに対して恐怖を感じたのである。

　感じた怯おびえを誤ご魔ま化かすように、ヒロミツは内心の怒りを爆ばく発はつさせてカナタに挑む。

「……ハハ。立場ってもんがわかってねえみたいだなあ、殺人鬼！」

　ヒロミツはバットを手に取り、カナタの席に歩み寄って行った。

　その後に続き、ヒロミツの手下達も、拳こぶしを鳴らしてカナタを取り囲み始める。

「やめて！」

　リセの静止も聞かず、手下達は、カナタを椅い子すに拘こう束そくしているガムテープを剝はがす。

　テープを剝がされて解放されたカナタは自由になったものの、ヒロミツをはじめとした手下達に取り囲まれ、寄ってたかって殴り付けられ始めた。

「やめて、ヒロミツ！　お願ねがい！」

　ヒロミツ達の暴ぼう力りよくを止めようとする生徒は誰だれもおらず、教室内にはただ、リセの悲痛な叫びと、カナタが殴られる鈍にぶい打だ撲ぼく音おんのみが聞こえる。

　リセの目の前で、殺されかねない過剰な暴力を受けているカナタ。

　今日きよう、カナタと再会するまで。カナタはそうされるのが当然なのだと考えていた。

　苦しんで、苦しんだ末に殺されるべきなのだと。そう信じて疑わなかった。

　──だがなぜなのだろうか。

　リセが今感じている思いは、その時とは正反対だ。

　カナタが傷付くことが、まるで自分が傷付けられているかのように辛つらくて苦しい。

　堪こらえ切れないほどに悲しいではないか。

　無む意い識しきに、リセは呟つぶやいていた。

「……ちゃんを……」

　ボロボロと止めどない涙が溢あふれてくる。

　顔をクシャクシャに歪ゆがめ、震ふるえる喉のどで懸けん命めいに叫ぼうとしている。

　何を叫ぼうとしているのだろう。考えはまとまらない。

　だが、その言葉は自然と口から発せられていた。

「私のお兄ちゃんを殺さないで！」

　ヒロミツ達の手が止まった。

　リセの大声に驚おどろいたのか。ヒロミツは、摑つかみ上げていたカナタの襟えり首くびを離はなしてしまう。

　ボロボロのカナタは仰あお向むけに倒れ、ピクリとも動こうとしなかった。

　リセはカナタに駆け寄ると、ヒロミツ達から庇かばうように、その身体からだに抱き付いた。

「私が行く……私が行くから……もうやめて……！　お願ねがいだよ……！」

　泣きじゃくりながら、リセは必死でヒロミツに懇こん願がんした。

　リセがこれ程までに弱々しく泣いている姿を、ヒロミツは見たことがなかった。

　いつも自分に突っかかってくるリセが、ヒロミツに泣いて頼んできているではないか。

　心地ここち良よい征服感のようなものを覚え、ヒロミツは機き嫌げんが良さそうに言った。

「まあ、コイツをボコったところで何の解決にもならねえからな。リセが自発的に行くってんなら、このくらいで勘弁してやるよ」

　ヒロミツは血ち塗ぬれたバットを手にしたまま、手下を連れて教室から出て行こうとする。

　出て行く直前に、ヒロミツはリセを振り返って念を押した。

「いいか。お前が答える回答は、冬ふゆ木きユタカだ。間違えんじゃねえぞ、リセ」

　それだけを告げると、ヒロミツはヘラヘラと笑いながら手下達と教室の外に出て行った。

　気絶しているカナタに寄り添い、泣き崩れているリセ。そんなリセを犠ぎ牲せいに助かろうとしているクラスメイトには、慰なぐさめの言葉をかけることさえできなかった。
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「……なあ、おい、ヒロミツ。これって……」

「武器だ」

　手下達を引き連れ、ヒロミツは１階の木工室に来ていた。

　木工室の隣となりの小こ部べ屋やは工具準備室であり、そこにはノコギリやハンマー。人間に対して振るえば十分に凶器となり得る工具類があった。

　ヒロミツは手近に置いてあったハンマーを手に取り、それを見下ろして言った。

「警けい察さつも、他ほかの奴やつ等らも、もう誰だれも信じられるかってんだよ。自分を助ける方法は、これっきゃねえ……！」

　ヒロミツが何を考えているのか、手下達にも察しが付いていた。

「これっきゃねえって……さっき佐さ成なりがやられたばっかりだぜ、ヒロミツ……！」

「殺人鬼のアイディアは悪くなかった。ただ、ちょっとばかし、考えをでかい声で宣伝しすぎたのが悪かっただけだ」

「ま、マジでやんのかよ……！　俺おれ、ユウスケや佐成みたいに死にたくねえよ！」

「バカ。今度は３人がかりだ。数ならこっちの方が断然有利だっつの」

　ヒロミツは武器を物色しながら、鋭するどい視し線せんで手下達に言った。

「もしもリセの回答が不正解だったら、あの野郎はきっとリセの処刑を始めるだろ。油断してるその隙すきを狙ねらうんだ。俺おれ達が一気に押し入って、騒さわぐ間もなくぶっ殺す。もう、それっきゃねえだろうが、俺等らが生き残るにはよ……！」

　脂汗を額ひたいに滲にじませ、ヒロミツは最後の手段に出ようとしていた。
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　泣き声が、聞こえた気がした。

　守らなければならない者の声だ。

　たとえ何を犠ぎ牲せいにしてでも幸せにするのだと誓った者の声だ。

　──カナタの意い識しきは、緩ゆるやかに覚かく醒せいを迎える。

　どれだけの時間、気を失っていたのだろう。

　目覚めたカナタが最初に見たものは、教室の天てん井じようタイルだった。

　飛び起き、慌てて周囲にリセの姿を捜した。

　教室内には、気を失う前と変わらず、陰いん鬱うつな顔をした生徒達が座している。

　だがその中に、リセの姿は見当たらない。

　すでに、教室を後にして回答に出向いたのは間違いなかった。

「……っ！」

　その場で立ち上がろうとするが、左脚に感じた鈍どん痛つうのせいで、すぐには立ち上がれなかった。痛みに歯を食いしばり、近くの壁かべに手を突きながら、カナタは何とか奮い立つ。

『目が覚めたようですね、カナタ君』

　起きたカナタに声をかけたのは、周りの生徒達ではなく、首くび輪わから聞こえる狩か月げつの声だった。

『リセさんは、今しがた回答に向かわれました。まだ回答の放送は始まってはいませんが、もうすぐ放映されるでしょう』

「止めてみせる……！」

　カナタは、よろめく足取りで歩き出そうとする。

　リセを守りたい。ただそれだけのために、カナタはこの場にやって来た。

　自分に残された、この世でたった１人ひとりの家族。それを守るためなら、カナタは喜んでリセの弾避けにだってなれる。しかしこのまま何もしなければ、その家族を失ってしまう。

　歩を進めようとする度たびに、打だ撲ぼくした左脚には鈍痛が迸ほとばしる。

　それでも立ち止まれないのだ。自分の身体からだなど、壊こわれたって良いのだ。

　ただ今は何としても放送室に行かねばならない。それだけだ。

『カナタ君……』

　カナタの感じているであろう悲痛な胸中を察し、狩か月げつは苦々しく呼びかけるだけだった。

　歩く度たびに苦く悶もんの声を漏らしているカナタを止めることもできず、狩月は見守るしかない。

　現場に近付けないというのは、狩月にとってそれだけもどかしいことなのだ。

『──局長、報告がある』

　言葉を失っていた狩月に代わり、通信に女性の声が割り込んできた。

　女性は、カナタの置かれた状況には気付いていないのだろう。

　女性、ドクターの声は、狩月が返事をする間もなく用件を話し始めた。

『冬ふゆ木きユタカの自宅にあった金属タンクだが、中身を解析した。その結果はどうだったと思う。フフフ。非常に面おも白しろいものが見つかったよ。〝万能性細胞デユナミス〟だ』

『……万能性細胞デユナミス？』

『ｉＰＳ細胞を改良したもの。言うなれば、人体のどんな部位でも作り出すことができる万能細胞と言える。事故で失った手足を再生させたり、老化した脳細胞を新品同然にしたり。この細胞は、人体の再生医い療りようへの応用が期待され、活発に研究されてきたものだ。万能性細胞デユナミスは天あま照てらす製せい薬やくが臨りん床しよう試し験けんを推し進めていた試験品で、次の薬事法の改正次第では、一般人への使用が許可されるかもしれないほど、安定した効力が確認されている。無む論ろん、これは一介の化学教師が正規ルートで入手できるほどじゃないが、どういうわけか冬木ユタカは手に入れていたわけだ』

　ドクターは話していて楽しいのだろう、意気揚々とした口振りだった。

『冬木ユタカが、この細胞を用いた何らかの動物実験をしていたのは間違いないだろう。実験内容は、現場から見つかったハードディスクドライブから調ちよう査さ中ちゆうさ。どうせロクなことじゃないのは間違いないだろうけどな』

　話すのをやめないドクターを見かね、狩月は咳せき払ばらいをして注意を惹ひく。

　報告を一時中断したドクターに、狩月は苦々しく言った。

『……ドクター。せっかくの報告ですが、ただいま取り込み中なのです』

『ん？　取り込み中？』

『カナタ君の妹さんが、回答に行ってしまったんです』

『何だと！』

　事態の深刻さに気付いたドクターは愕がく然ぜんとする。

『ちょっと待て、局長！　まさか緋ひ上かみリセは、冬木ユタカと答えるつもりじゃないだろうな！』

『……？』

『その答えはダメだ！　何としてでも阻止しろ！』

　ドクターの態度は、明らかに異常だった。

　何かに慌てふためいた口調で、ドクターは口早に警けい告こくした。

『もう１つ、今まさに報告しようとしていた件だ！　冬ふゆ木きの自宅の裏庭で死体が見つかったんだ！　その死体の身元は驚おどろくなかれ、冬木ユタカ本人だったんだよ！』

『…………？』

　容疑者の自宅から、容疑者の死体が見つかった……？

『冬木ユタカは今日きよう、学園には行っていない！　内閣情報捜査局ＣＩＲＯが踏み込むまで、自宅の庭で埋まっていたんだ！　そこにいる恐怖の顔スケア・フエイスは冬木ユタカなんかじゃない！　別の誰かだ！』

　土ど壇たん場ばでドクターからもたらされた、まさかの事実。狩か月げつは絶句してしまう。

　放送室に立てこもっている男の正体は、冬木ユタカである可能性が濃のう厚こうだった。

　それを信じて、リセは回答に行ってしまったのだ。だが冬木ユタカは最初から学園にはおらず、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが踏み込んだ家宅の庭に埋まっていたのだという。

　ならば今、学園を占拠している恐怖の顔スケア・フエイスとは〝誰だれ〟なのか……？

　ふと、カナタの歩みが止まった。

　しばらく黙もつ考こうしたカナタは、やがてポツリと呟つぶやいた。

「………………ようやく全すべてが繫つながったわけか」

　何かに深く納得した様よう子すのカナタを、狩月とドクターは奇妙に思う。

　カナタは告げた。

「実際のところ、奴やつの正体なら予想が付いていた。けれどこれまで、ずっと確かく証しようがなかった」

『……!?』

「この茶ちや番ばん劇げきの〝真相〟がわかったということだ」

　カナタの発言に、狩月達は耳を疑う。

　冬木ユタカが恐怖の顔スケア・フエイスではない。捜そう査さ線せん上じように浮かんだ唯一の容疑者は、求めている答えではなかったのだ。捜査は行き詰まり、壁かべにぶち当たったに等しい痛手の状況である。

　この状況で、何をどうすれば恐怖の顔スケア・フエイスの正体が判明するというのか。

「どうやらオレ達は、最初から奴の目的を見誤っていた。この事件の全容を理解するためには、全てを逆に考えなければならなかったようだ」

　啞あ然ぜんとする狩月達に、カナタは淡々と告げるだけである。

　ブツン。

　再び、各教室のテレビに電源が入った。

　そこに映し出されたのは、人皮をかぶった狂気の男。そして、怯おびえ震ふるえている１人ひとりの少女だ。

『諸しよ君くん、勇気ある３人目の挑戦者が現れた』

　恐怖の顔スケア・フエイスは悠然と宣言する。対するリセは、恐怖で今にも泣き出しそうなのを懸けん命めいに堪こらえるように、はスカートの生き地じを摑つかんでいる。

　カナタは、そのテレビ放送を見上げた。

　リセを紹介しようとしている恐怖の顔スケア・フエイスの問答を皆まで聞かず、歩き出した。

「おいおい、殺人鬼。どこ行くつもりだよ」

　すると、ヒロミツの手下と思しき不良生徒が行く手を阻はばんだ。教室から出ようとするカナタを見張っていたのだろう、不良はニヤけながらカナタに因いん縁ねんを付けてくる。

「お前の首くび輪わは貴重だって、ヒロミツが言ってたろ？　お前を放送室に行かせるなって命令されてんだよ。ここは通せねえから？」

　カナタは何も言わず、首の接続輪オンラインリングに手を伸ばす。ヒロミツ達の暴ぼう力りよくで破損した首輪は、一部に亀き裂れつが走り、そこから回路が剝むき出だしになっていた。それを指先で器用に摘つまみ出す。

『カナタ君、何をするつもりですか！』

　狩か月げつが咎とがめるのも間に合わず、カナタは剝き出だしになっていた導線を一気に引ひき摺ずり出だす。ブチブチという音を立て、導線は呆あつ気けなく引き千切られた。接続輪オンラインリングは途端とたんに壊こわれ、微かすかな煙を上げながらガラクタとなる。

「首輪は壊れた。これでオレは役立たずだ」

　もはやカナタは、対策本部と連絡を取ることができなくなってしまった。

　それを見た不良は、青ざめた顔でカナタを怒ど鳴なりつける。

「な、何てことしてんだ、てめえ！」

「どけ」

　言葉短く、カナタは警けい告こくする。
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　カナタの目付きが完全に変わっていた。

　──瞳ひとみの禍まが々まがしい黒が、虹こう彩さいをも塗ぬり潰つぶしたかのように、眼まな差ざしの暗黒を深めている。

　これまでヒロミツにやられっぱなしだった時とは別物の気配けはいである。

　その眼差しは仄ほの暗ぐらく、氷塊を研といで作られた、鋭えい利りなナイフのように冷たく鋭するどい。

　不良はそれに射い竦すくめられ、その場で為なす術すべもなく硬直した。

　死ぬ。

　原始的な直感が、全力で警けい告こくを発したのだ。気付けば不良の脚は震ふるえている。

　これまでの人生で１度として感じたことがない、死を予感させる激はげしい焦しよう燥そう。まるで金かな縛しばりにあったかのように、不良は身動きできず、全身に冷たい汗を流すしかなかった。

「ば……ば…………化け物……！」

　みっともなく涙しながら、何とか口にできたのはそれだけだった。

　呼吸すら忘れて硬直している不良の横を、カナタは通り過ぎる。

　不良は恐怖のあまり、雰囲気が変わったカナタを振り向くことさえできなかった。

「い、今さら、行ってどうすんだよ……！」

　不良の声は上うわ擦ずり、震えていた。

「お前が行く頃ころには、リセは不正解になってるぞ！」

　カナタは不良を見向きもしない。ただ聞こえない声で、小さく囁ささやいた。

「これから、不正解を正解に変えてやる」

　廊下に撒まかれたガラス片をジャリジャリと踏みしめ、カナタは放送室に向かう歩を進めた。

　たった１人ひとりの、妹を救うために。
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『カナタ君！　カナタ君！　聞こえてる!?』

　応答がなくなった通信に、イーグルアイが懸けん命めいに呼びかけ続けていた。

　しかし努力は虚むなしく、校舎にいるはずのカナタからの返事はない。

　イーグルアイは通信担当としての職しよく務むを果たせなくなり、焦しよう燥そうに駆られる気持ちを堪こらえながら、上司である狩か月げつに言うしかなかった。

『ダメです、局長！　カナタ君の接続輪オンラインリング、完全に沈ちん黙もくしてるわ！　ああもう！　まさか壊こわすなんて、何考えてるのよアイツ……！』

　狩月の返事はない。怒っているのだろうか。

　イーグルアイは泣き出したい気持ちになってしまう。

「この失態をどうするつもりなんだ、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは！」

　狩月がいるテント内に怒ど鳴なり込んできたのは、特殊捜査班ＳＩＴの三み島しまだった。突入に向けた準備をしていたのだろう。ＳＩＴの文字が入ったボディアーマ姿であり、腰には自動拳けん銃じゆうが収められたホルスターを下げている。

　三み島しまは狩か月げつに詰め寄ると、正面から顔を覗のぞき込んで怒鳴り散らした。

「我々にはもう校舎の中をうかがい知る手段すらない！　犯人と生徒だけでなく、野放しの殺人鬼まで一いつ緒しよに閉じ込めてしまったんだぞ！　事態は完全に制御下から外れてしまったんだ！」

「……」

「聞いているのか！」

　無言で立ち尽くしている狩月に、三島は怒りを発散し続けた。

　三島とて、そんなことをしたところで何の解決にもならないことは承知している。

　だが狩月の失態を責めずにはいられなかったのだろう。

　黙だまり込む狩月に助け船を出すべく、無む線せん越ごしにドクターが言った。

『こちらの陣営には裏切り者がいるんだろ。彼が連絡を絶ちたくなる気持ちもわかるよ』

「だからと言って、交信を完全に断つなど狂気の沙さ汰ただ！　これでは突とつ撃げきの最適タイミングをはかることすら難むずかしいぞ！　状況をさらに悪くするとは……もしも時間切れで生徒達が死ねば、責任は内閣情報捜査局ＣＩＲＯにあると報告するから覚悟しておけ！」

　三島は剣けん幕まく荒く、喚わめき散らしてテントを出て行ってしまった。

　残された狩月の耳には、嘆息交じりのドクターの声が聞こえてくる。

『……有力な容疑者がいなくなったかと思えば、校舎との連絡は途と絶だえ、味方のはずの警けい視し庁ちようは私達をなじるときている。おまけにこちらの陣営には正体不明の裏切り者か。確たしかに、あの三島とかいう奴やつが言うくらいには、状況は最悪だ。まだ打つ手なんてあるのか、局長？』

　変わらず狩か月げつは黙だまり込んでいる。

　憔しよう悴すいし、口にする言葉すらないのだろうか。

　だがやがて、沈ちん黙もくしていた狩月の表情に表れたのは……不敵な笑えみである。

「１度に２つの思考ができますか、ドクター？」

『……？』

　ドクターには質問の意図がわからない。構わず、狩月は続けた。

「例えば数学の問題集を見ると、１つのページに複数の設問があるでしょう？　普通の人間なら、１度に計算できるのは１問だけです。けれどもしも、１度に１ページ分全すべての問題を同時に計算できる人間がいたとしたらどうでしょうか」

『……』

「思考の分散処理。まるで並列演算を高速で行うスーパーコンピュータです。もしもそんな人間が実在したら、いったいどんなことができるんでしょう。この事件が、どんなふうに見えているんでしょう。想像もつきませんよ」

　狩か月げつは笑んだままだったが、冷や汗を浮かべ、杖つえを持つ手は震ふるえていた。

「──これは５年前の再来です。ついに始まったんですよ、ドクター」

　狩月は固い唾つばを飲み込み、酷ひどく緊きん張ちようしている様よう子すだった。込み上げてくる悪お寒かんを懸けん命めいに堪こらえているのか、震える腕を、もう片方の手で固く握にぎり締しめて狩月は言う。

「彼はたった１人ひとりで、経けい験けん豊富な敏腕刑事64名と、警けい視し総そう監かんを殺害しました。当時12歳だった少年の、常軌を逸した知略だけでです。逮捕後、計測された少年の知能指数は、人類が始まって以来の高いレベルを叩たたき出したのです」

　その数値を、狩月は震える頰を引き締めて言う。

「彼の知能指数は１９２──〝人類史上最悪の天才〟と言えるでしょう」

　特殊捜査班ＳＩＴは、カナタが暴ぼう走そうしていると考えている。

　だがそんなことなどありえない。

　あの天才が、何の考えもなく動いていると考えること事態がバカらしいのだ。

「これ以上の様子見は無意味です。そろそろ我々も、善良な警察組そ織しきのフリはやめましょうか」

　狩月はそれまでの人当たりの良い態度をやめ、眼まな差ざしに仄ほの暗ぐらい闇やみを湛たたえる。

　全身から滲にじみ出るような、血ち生なま臭ぐさい気配けはいを漂わせ、厳おごそかに宣言をした。

「これより、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは〝本来の顔〟に戻る」
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　滲にじむように、天てん井じようで電灯が灯ともる白色の廊下だった。

　激はげしく息を切らせ、リノリウム製の床を駆ける。

　制止する看かん護ご師し達の声も無視をし、私と兄は病室を目指していた。

　病院前のバス亭を飛び出るなり、ここまでずっと駆け足で来た。必死の形ぎよう相そうになっているだろう。全身は汗にまみれ、両りよう眼がんは血走っているのか、眼球の裏側には熱ねつがこもっていた。

　名札が付いた病室に着くなり、私は叫ぶように声を張り上げる。

「お母かあさん！」

　そこは４人分のベッドが置かれた共同病室である。

　しかし今は、窓際の１人ひとり分しか使われていなかった。

　その１人こそが、私の母である。

　母は起きていたらしく、ベッドの上で上体だけを起こしていた。窓の向こうを眺めていたようだったが、病室に駆け込んで来た私達を見るなり、瘦こけた色白い頰ほおに微笑ほほえみを浮かべる。

　それは悲しいくらいに、いつもと変わらない。

　弱々しくも優やさしい母の顔だった。

「……ごめん。お母さん、２人に心配をかけちゃったね」

　母の最初の言葉は、謝しや罪ざいだった。

　私達を心配させた。そのことに酷ひどく心を痛めているという態度だった。

「ちょっと頑張り過ぎちゃったみたい。でも、すぐに退院できるみたいだから、大丈夫だよ」

　弱々しい態度の母を見ていると、涙が溢あふれてきてしまう。

　こんな風になるまで、母が懸けん命めいに働き続けてくれていることに感謝の気持ちを感じずにはいられない。そしてこんな風になるまで、母を酷使してしまっている自分を罪深く感じた。

　私は、母の瘦こせた身体からだを抱だき締しめた。

「謝あやまらないで。お母さんは、私達にご飯を食べさせてくれるために頑張ってくれてるんだよ。何にも悪くないよ。むしろ謝らなきゃいけないのは、私達の方だよ……！」

「そんなこと、リセやカナタは考えなくて良いのよ」

　私の頭を、母はいつものように撫なでてくれた。

　小さくて温かい母の手。母の匂におい。

　その手に触られるのが、私はとても好きだった。

「情けないなぁ、私。何があっても、１人であなた達を立派な大人おとなに育ててみせると誓ったのにね。倒れて、こんな有あり様さまだなんて」

　母の笑顔えがおが、苦々しいものに変わっていく。

「ごめんね。お母さん、今は２人に会わす顔がないや。少しだけ、１人にして貰もらって良い？」

「お母さん……」

　母の目め尻じりには、うっすらと赤く腫はれたような痕あとが見受けられた。

　涙の跡だ。

　母は、私達を心配させまいと無理に体てい裁さいを繕つくろっている。そんなことは子供であっても理解できていた。私達が来るまで、私達がいない場で、母がどんなに辛つらい思いをしていたのか察すると、私は苦しくて窒息しそうになる。

「……行こう、リセ。お母かあさんは疲れてるんだ」

　兄に言われ、私は母から離はなれた。

　手を引かれ、名残なごり惜おしそうに振り返る私に、母は小さく手を振ってくれていた。

　その気丈を装った姿さえ痛々しく思え、私は泣き出してしまいそうになる。

　病室を後にした私は、兄について、病院の休きゆう憩けいエリアに向かう。

　自じ販はん機きとソファが並ぶそこで、私達は２人並んで腰掛けた。

　飲み物でも買いたいところだが、缶ジュース１本であっても買うお金がない。私達はただそこにいるだけで、会話も何もなく黙だまっているだけだった。

　母が退院すれば、きっとすぐにまた職しよく場ばに復帰しようとするだろう。

　そして無理をし、今回のようにまた過労で倒れるかもしれないだろう。

　最悪、倒れるだけでは済まない。次こそはもしかしたら……

「……」

　考えるだけで怖くなった。

　我慢していた涙がポタポタとこぼれ出した。

　泣き出す私を見ていた兄が、俯うつむき、拳こぶしを握って呟つぶやく。

「どうして僕は……子供なんだ……！」

　自らの無力を嚙かみ締しめ、呻うめくように言う。双そう眸ぼうを悔しげに細めていた。

「どうして僕は、お母さんの力になれないんだ……リセを守れないんだ……！」

「お兄にいちゃん……」

　責任を感じている兄の胸中を思うと、悲しくなった。

　お兄ちゃんのせいじゃない。私だって同じだよ。そう言ってあげたかったのに。慰なぐさめを求めていない兄の目は、今は怒りに満ちている。声をかけられる雰囲気ではなかった。

「なあ、リセ」

　思い立ったように、兄は私を呼んだ。

「お父とうさんに会いに行こう」

「……え？」

　兄が提案したことの意味がわからなかった。

「何を言っているの、お兄ちゃん。お父さんはずっと昔に死んで──」

「死んでいないんだ。生きてるんだよ」

「…………」

　突然、何を言い出しているのだろう。

　兄の言葉の真偽を確たしかめる間もなく、淡々と兄は続けた。

「ある人が、僕に教えてくれたんだ。お父とうさんは生きていて、今もずっと、僕達を捜してくれていること。お父さんのことを、お母かあさんは隠していたんだ。僕達に会わせたくないのかもしれない。けどお父さんなら……今のお母さんや、僕達を救ってくれるかもしれないだろ」

　そう言う兄の目には、すでに確かくたる決意が宿っていた。
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　腰掛けた椅い子すの周囲からは、むせ返るような血の香りが漂ってきていた。

　足下に転がるのは、男子生徒２人の死体である。

　１人ひとりは顔の肉を削そぎ落とされ、１人は射殺体として倒れている。その死体はいずれも血ち溜だまりの上に寝そべり、濃のう厚こうな鉄てつ錆さびに似た臭においをリセに浴びせかけてきていた。

「どうした？」

　小さく悲鳴が漏れそうになった。

　尋ねられ、ビクリと身が震ふるえてしまう。

「名乗れと言っただろう。俺おれはそんなに難むずかしいことを求めていないはずだが？」

　友人達が死んでいる渦中で冷静に反応しろなど、到底無理な話である。

　対面席に腰掛けている男の容よう貌ぼうは異常以外の何者でもない。全校生徒を人ひと質じちに取り、リセの学友達を殺し、今まさにリセを窮きゆう地ちに追い込んでいる人物だ。室内に置かれたライトスタンドによって照らし出され、光の演出で形作られた恐怖の顔スケア・フエイスの影かげは巨大だった。

　カナタは、こんな重圧の中で恐怖の顔スケア・フエイスと対等に語っていたというのか。

　リセは震えた喉のどから絞り出すようにして、ようやく質問に答えられた。

「……緋ひ上かみリセよ」

　リセの名を耳にした恐怖の顔スケア・フエイスは、僅わずかに首を傾かしげて反はん芻すうする。

「緋上か」

　何が面おも白しろいのか、そのままクツクツと低く笑って見せた。

「クククク。なるほど。お前がやって来るとは奇遇なことだ」

「？」

「いや何、緋上カナタの妹とやらが、お前だったなというのを思い出したのだった」

「……？」

「ある意味で、俺はお前の存在に感かん謝しやしている。お前がいなければ完成はなかったからな」

　恐怖の顔スケア・フエイスの言わんとすることに察しが付かず、リセは眉まゆ根ねを寄せる。

「……何を言っているの？」

「どうでも良い余よ談だんだ。今この時にはどうでも良い」

　恐怖の顔スケア・フエイスは優ゆう雅がに脚を組み、椅い子すの背によりかかって問う。

「話を戻そう。俺おれの正体がわかったのだろう？」

　だからこそリセがやって来たのは明白である。

「知っての通りだ。お前達と警けい察さつのやり取りは、ある程度だが把握できている。お前は有力な答えを持ってこの場にやって来たはずだ。是非とも、その答えを聞かせて貰もらいたい」

　恐怖の顔スケア・フエイスは黙だまり、じっとリセの答えに耳を傾けようとする。

　正面から恐怖の顔スケア・フエイスに目を覗のぞき込まれ、リセはまるで金かな縛しばりに遭ったように硬直した。

　──何という冷たい目なのだろう。

　その目に見られていると、頭から肩にかけて、徐々に血の気が失うせて冷たくなっていくような錯さつ覚かくを覚える。独学の洞察力を訓練するため、リセは練習代わりに様々な人物を観かん察さつしてきた。しかし目の前にいる怪物は、これまで見てきたどんな人物よりも冷酷な目をしている。

　まさに怪物だ。

　その目から逃れようと視し線せんの先を伏せれば、否応なしに学友達の死体が目に付く。

　こんな風にされたくない。殺されたくない。

　恐ろしくて、今にも逃げ出したい気持ちが、胸底を突き上げて湧わき上がってくる。

「あなたの正体は…………」

　それでも今は立ち向かわなくてはならない。

　リセは自分を奮い立たせるべく、唇を嚙かんだ。

　その痛みで恐怖心を嚙み殺し、鋭するどく恐怖の顔スケア・フエイスを睨にらみ付けるのだ。

「あなたの……あなたの正体は……！」

　口にしようとしているのは、警察が全力を挙げて捜査した結果、出てきた名前なのだ。

　的外れなことはない。限りなく正解のはずだ。

　それを信じて、断言するしかないではないか。

「あなたの正体は、化学の冬ふゆ木き先生よ！」

「不正解」

「……っ！」

　重力が消え、足下が崩れ落ちたような気がした。

　リセが決意を込めて口にした名は、あまりにも呆あつ気けなく否定されてしまったではないか。

　冬木先生だという答えは、正解のはずではなかったのか。

　あり得ない。正解となり、自分を含めた誰だれもが、この地じ獄ごくから解放されるはずだった。

　それなのに……不正解であるということは、つまり──殺されてしまうではないか！

　リセは足下に転がる無惨な死体に目をやり、全身から焦しよう燥そうの汗が噴ふき出るのを感じた。

「それだ。その顔が見たかった」

　恐怖の顔スケア・フエイスは、蒼そう白はくと化していくリセの顔を見て言った。

「殺されると思った顔だ。恐怖に引ひき攣つった顔だ。自分の死を予感したんだろう？　その予感は狂おしい程に正せい確かくだ。俺おれはこれからお前を殺すんだ」

　恐怖の顔スケア・フエイスは席を立つと、懐ふところからナイフを取り出した。

　その血ち塗ぬれて汚れたナイフは、クラスメイトの顔の肉を剝はがすのに使われたナイフだ。

「……やだ……来ないで……お願ねがい……！」

　うわごとのように、リセの口から拒絶の言葉が漏れる。

　恐怖のあまり、リセは悲鳴を上げることすら忘れてしまっていた。いいや、あまりに加速している鼓動で息苦しく、いずれにせよ悲鳴を上げることなどできなかっただろう。

　ゆっくりと歩み寄ってくる狂人から逃のがれようと、リセは椅い子すから転げ落ちた。恐怖の顔スケア・フエイスを見上げながら、ただただ床を這はうように後あと退ずさる。全力で逃げなければ助からない場面だというのに、リセの身体からだは萎しぼむ風船のように、どんどん力が抜けていくばかりだ。

　恐怖の顔スケア・フエイスは片腕で、足下に転がるリセの首を摑つかんだ。

　そして乱らん暴ぼうにリセの身体を持ち上げると、そのまま最寄りの壁かべにリセの背を押し付ける。

　リセの全身には力が入らず、両手足はだらけきっていた。ただただ救いを求める懇こん願がんの眼めで涙し、小さく嗚お咽えつを漏らしながら恐怖の顔スケア・フエイスを見つめるだけだった。

「回答に損じた者を、俺は惨むごたらしく辱はずかしめて殺す。それがなぜだかわかるか？」

　恐怖の顔スケア・フエイスはマスクの奥の双そう眸ぼうに、冷たい闇やみを宿して囁ささやいた。

「単純だ。この事件が、惨さん劇げきでなくてはならないからだ」

「……っ！」

　言いながら恐怖の顔スケア・フエイスは、リセの腹部にナイフの先端を押し当てた。

　冷たく鋭するどい感触を、制服の生き地じ越ごしに感じたリセは、青ざめて黙だまり込んでしまう。

「歴史は証明しているだろう？　過去にあった幾万の幸福など、人々は記き憶おくに留とどめてなどいない。他人の幸福など、興きよう味みがないか嫉妬しつとの対象でしかないからだ。しかし惨劇はどうだ？　いつまでも人々の記憶の中に残り続けるだろう。人の脳裏に容易たやすく深く刻まれるものとは、いつの世も〝恐怖〟だ。恐怖こそが人の歴史を形作ってきた。今日きようのこの事件も、そんな歴史に刻まれる恐怖でなくてはならない。俺という恐怖は、伝説でなくてはならないのだ」

　ナイフの先端が、制服の生地に食い込む。

　そのまま恐怖の顔スケア・フエイスは、ナイフの先端をリセの顎あご下したに目がけ、ゆっくりと持ち上げていく。

　刃が食い込んだ制服は、簡かん単たんに縦たてに引き裂かれていく。

「さあ、どうする？　最初の男のように顔を剝がされるか」

　リセの身体の表面をなぞる刃は、途中、ブラジャーの前ホックに引っかかって動きを止めた。だが力を込められたナイフの先端は、容易くホックすらも両断する。

　リセの制服は、難なんなく縦一文字に裂かれてしまう。

「２人目のように、頭の中身をぶちまけて死ぬか」

　ジャケットのようになってしまった制服は、リセの胸部をかろうじて隠すのみで、柔やわい素肌を人目にさらけ出す。くびれた腹部のボディラインが、ライトスタンドに照らし出され、背徳的な情景を作り出した。

　恐怖の顔スケア・フエイスはニヤリと微笑ほほえむと、生き地じで隠れたリセの、未み成せい熟じゆくな乳房を見下ろした。

　制服の生地は、リセの胸部に貼はり付いている。少し透けた生地の下には、そこに隠されている素肌の色さえ垣かい間ま見みえていた。

　恐怖の顔スケア・フエイスは無造作に──リセの乳房の下側へ、ナイフの刃をそっと当てる。

「やっ……！」

　恐怖もさることながら、羞しゆう恥ち心しんでリセの頰ほおが熱ねつくなる。

　恐怖の顔スケア・フエイスが少しでも力を込めれば、柔らかく温かいそれを切り取ることもできるだろう。

　そうしながら恐怖の顔スケア・フエイスは、リセの耳元で脅迫する。

「女としての機き能のうを破は壊かいしてやろう。友達の前で、痛みと叫びでよがらせてやっても良い。俺おれはお前達に、もっともっと味合わせてやりたいのだ──この歴史的な恐怖をな」

「い……いやあぁ……！」

　静かな涙と共に、リセの口から甘い拒絶の声が漏れてしまう。

　リセは涙しながら、心の底から救いを求めた。
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　────助けて！

　その強烈な願ねがいは天に届いたのか。

　突如として、スタジオ入り口の扉が蹴けり開けられる。

　予想外のできごとに、さしもの恐怖の顔スケア・フエイスも驚おどろいた。

　放送室のスタジオに雪崩なだれ込こんできたのは、３つの人ひと影かげである。

「今だ────殺せぇえぇっ！」

　鬼気迫る号令を発したのは、リセの知る人物だった。

「ヒロミツ!?」

　手下２人を連れて室内に乱入したヒロミツ達は、各おの々おのの手に凶器を持っている。手下の得え物ものは大きな木き槌づちと、彫刻用の大型ナイフ。ヒロミツは金属バットである。

　リセに注意を向けていた恐怖の顔スケア・フエイスは、アサルトライフルを立てかけてあるテーブルから離はなれてしまっていた。その様よう子すを校内放送で見計らい、ヒロミツ達は一いちか八ばちかの賭かけに出たのである。幸運にも目もく論ろ見み通り、ヒロミツ達はナイフ１本しか手にしていない恐怖の顔スケア・フエイスを取り囲むことに成功した。

　状況に、ヒロミツ達は勝利を確かく信しんする。

「死ねや、人殺し野郎！」

　手下の１人ひとりが、恐怖の顔スケア・フエイスの脇わき腹ばらめがけて木槌を横よこ薙なぎにする。

　千せん載ざい一いち遇ぐう、必殺の状況である。

　しかし──恐怖の顔スケア・フエイスは動じない。摑つかんでいたリセの首を離はなすと、振るわれた木き槌づちを避けるどころか、それを持った少年の懐ふところに飛び込んでいくではないか。

「はあっ!?」

　攻こう撃げきを仕掛けた少年にとって、恐怖の顔スケア・フエイスのその行動は予想外だった。

　結果として木槌での横薙ぎは恐怖の顔スケア・フエイスに当たったものの、少年が握っていた柄に近い部分しかヒットしない。破は壊かい力りよくの低い柄の部分だけでは、恐怖の顔スケア・フエイスに大したダメージは与えられなかった。

「木槌の破壊力が高いのは先端部だ。近付けば、どうというダメージではないだろう？」

　肉迫した少年の耳元で囁ささやきながら、恐怖の顔スケア・フエイスは手にしたナイフを少年の喉のどに突き立てた。

「ガッ……！」

　喉を突かれた木槌の少年は、穴の開いた首から激はげしく出血しながら跪ひざまずく。

　友の死を目前に戦意を喪失したのか、すぐ傍かたわらにいたナイフの少年が逃げだそうとする。

　しかしその背中目がけて、恐怖の顔スケア・フエイスはナイフを深々と突き刺した。

　背後から心しん臓ぞうを突き刺された少年は、口を数度パクつかせ、白目を剝はいてその場に倒れ伏す。

「おあっ、お前等らあああああああああ！」

　一いつ瞬しゆんの内に手下２人が殺されてしまい、攻撃が出遅れたヒロミツは蒼そう白はくになって叫んだ。

　襲おそってくる敵がいなくなった恐怖の顔スケア・フエイスは、嘆息を漏らして頭を振る。

「やれやれ。３人なら俺おれを殺せると思ったのか？」

　ヒロミツはその場で腰を抜かし、バットを手放してしまっていた。

　情けないヒロミツに向かって、恐怖の顔スケア・フエイスはとぼけたように首を傾かしげて尋ねた。

「いつ俺おれが、弱いだなどと言った？」

「やめ、やめろ！　俺を殺すな！」

　血まみれのナイフを手にし、ヒロミツに歩み寄ろうとする恐怖の顔スケア・フエイス。

　ヒロミツはそれに土下座をしながら、何度も何度も命いのち乞ごいの言葉を繰くり返す。

「ここ、殺さないで！　殺さないで殺さないで殺さないで殺さないで殺さないでえええ！」

「誰だれかと思えば。お前はあの男の息子じゃないか。頼まれなくても、今は殺さない」

「ほ、本当か！　逃がしてくれるのかよ！」

「勘違いするな。お前は緋ひ上かみリセの後にゆっくり処刑してやるのだ」

　言いながら、恐怖の顔スケア・フエイスはヒロミツの右の腿ももにナイフを突き刺す。

「うっ、うぎゃあああああああああああああああ！」

　ヒロミツは刺された右脚を押さえ、あまりの痛みにのたうち回った。そうしてヒロミツを逃げ出せない身体からだにしたのを確かく認にんすると、恐怖の顔スケア・フエイスは再びリセに向き直る。

「さて、処刑の続きといこうか、緋上リセ」

　そう宣告する恐怖の顔スケア・フエイスに、リセは何も言えずに呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

　もはや自らの死を強く確かく信しんしているリセにとって、死への恐怖は薄うすれていた。それよりも、今死んでしまうことに、後悔に似た苦い感情を抱き、苛さいなまれていたのである。

　何を後悔しているのだろう。

　何が怖いのだろう。

「……あ」

　そうか。

　リセは虚うつろな眼まな差ざしに涙を湛たたえ、静かに理解してしまった。

　再び出会ってしまったことだ。そして、自分でも気が付かなかった想おもいに再び気付いてしまったことだ。憎むべき相手を、できることなら、こんなにも許したいと願ねがっている愚かさ。それを伝えられずに死ぬ歯がゆさ。全すべてが、途方もなく悲しい。

「私……まだカナタのことが……」

　手遅れである。すでに恐怖の顔スケア・フエイスはリセの目の前だ。

　ナイフを頭上に掲げ、リセの心しん臓ぞうに振り下ろす直前である。

「……カナタ！」

　堅く瞼まぶたを閉ざし、涙ながらにそう呟つぶやいた瞬しゆん間かんである。

「────それはルール違反だろう、恐怖の顔スケア・フエイス」

　ナイフを振り下ろそうとしていた恐怖の顔スケア・フエイス。その動きが止まる。

　恐怖の顔スケア・フエイスは、入り口の扉の前に立っている少年を横目で確かく認にんする。

　そこに立っていたのは、両手に手て錠じようをした死し刑けい囚しゆうだ。

　リセの兄である、緋ひ上かみカナタだった。

　……最初に対決した時とは目付きが変わっていた。

　対たい峙じする者を押おし潰つぶすような迫力の眼まな差ざしに、恐怖の顔スケア・フエイスは思わず重圧を感じる。

「それが殺人鬼である本来のお前の顔のようだな、緋上カナタ。今度はお前が挑戦者か？」

「オレが挑戦する必要なんてないはずだ。すでにお前の正体なら、リセが答えただろう」

「彼女の答えは不正解だと言ったはずだ。校内放送で聞いていなかったのか？」

「不正確なだけであって、正解だ」

「……」

「オレはこのゲームを終わらせに来た。いいや、ゲームは最初から終了していたと言うべきか」

　カナタの言葉に、恐怖の顔スケア・フエイスは沈ちん黙もくする。

　意味不明な２人のやり取りを見ていたヒロミツが、足の痛みを堪こらえつつ尋ねる。

「な……何わけのわかんねえこと言ってやがんだよ、殺人鬼……！　最初から終了してたって、いったい何のことだかサッパリだぞ！」

「最初にオレが指摘した通り、このゲームは正解なんて出ないイカサマだ。なぜならコイツの役割は、誰だれがどんな答えを口にしようが、それに対して〝不正解〟と言い続けるだけだからだ」

「は、はあ!?」

　ますます困惑の色を濃こくするヒロミツ。

　だがヒロミツなど眼がん中ちゆうになく、カナタはじっと恐怖の顔スケア・フエイスを冷たく見つめ続けた。

「お前は尋ねたな。自分が誰なのかと」

「……」

「誰でも良い。それが真の正解だろう？」

　カナタの指摘に、恐怖の顔スケア・フエイスは何も答えようとしない。

　そのやり取りを聞いているリセとヒロミツには、釈然としない会話だった。

　リセは答えを間違えたのだ。しかしそれは不ふ正せい確かくなだけであって正解なのだと、カナタは言い張る。意味不明な理屈だが、なぜか恐怖の顔スケア・フエイスは否定しないで黙だまっているではないか。

　恐怖の顔スケア・フエイスは、わずかな焦りを滲にじませた口く調ちようで尋ねた。

「……何に気付いた」

「それはこれから教えてやる」

　カナタは、リセが腰掛けていた椅い子すを立て直すと、それに腰掛けた。

　向かいの席を見つめながら、恐怖の顔スケア・フエイスに告げた。

「座れ」

　カナタは、恐怖の顔スケア・フエイスに命令した。
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　放送室の様よう子すを撮さつ影えいしていたカメラは、ヒロミツ達の乱入の時に壊こわれてしまっていた。

　カナタと恐怖の顔スケア・フエイスの会話は、校内放送で流れないオフレコ状態となっている。

　席に戻るように言われた恐怖の顔スケア・フエイスは、悠然とそれに腰掛ける。

　狂気の男と、大量殺人鬼。

　２人の対話は、リセとヒロミツ以外に観かん衆しゆうのいない、静寂のスタジオで始まった。

「……最初に言ったはずだ、緋ひ上かみカナタ。俺おれの目的は、自分の問いに答えが出ることだと。それなのに、俺が誰だれに対しても不正解を言い続けるだけで、答えは誰でも良かっただと？　自分の妹が回答を間違えて窮きゆう地ちだからと言って、とんだ言いがかりを付けられたものだな」

　恐怖の顔スケア・フエイスはわざとらしく、心外そうに肩を竦すくめてみせる。

　だがカナタは暗い眼まな差ざしで、じっと恐怖の顔スケア・フエイスを見つめて断言する。

「言いがかりじゃない」

「では、そう言い張る根拠は何だと言うんだ」

「お前の計画の矛む盾じゆんだよ」

「計画の矛盾だと？」

「お前の目的が、自分の正体を生徒達に当てさせることなのだとする。ならなぜ、回答を間違えた生徒を無惨に殺す必要があった？」

　カナタは背もたれに寄りかかり、余裕の態度で続けた。

「回答を間違えれば死ぬというリスクは甚じん大だいだ。誰もが回答に行くのを恐れ、回答者が少なくなるのは目に見えている。現にこれまで、ここに姿を見せた回答者はたったの３人だろう。不正解者を殺すというのは、正体を暴あばかれたいという目的と明らかに矛盾している行動だ」

　ライトアップで演出されたスタジオ内であるというのに、カナタの表情は薄うす暗ぐらく陰る。

　その陰から、白刃のように鋭するどい眼がん光こうを覗のぞかせて告げた。

「だから逆に考えた。お前は回答者に来て欲しかったんじゃない。本当は、〝回答者に来て欲しくなかった〟んじゃないのかとな」

「……それってどういうことなの？」

　疑問を呈したのは、会話を聞いていたリセだった。

　部へ屋やの片隅に腰を落とし、壁かべに寄りかかりながら、開けた制服の前側を隠している。

「回答者に来て欲しくないって、つまり正解を出したくなかったってこと？　だとすると変だよ。自分の正体を推理しろっていう要求と矛盾する。そんなの……理に適かなわないじゃない」

　リセの意見はもっともだった。

　だがカナタは、淡々とその疑問に答える。

「コイツの本当の目的が、ただの〝時じ間かん稼かせぎ〟だとしたらどうだ？」

「……え？」

「できる限り、生徒達をこの学園内に足止めし、逃がさずにおく。それこそが真の目的だったとしたらどうだ。コイツにとっては質問の答えよりも、なるべく生徒達を殺さずに時間を稼ぐ方が重要だった。そうだったとしたら？」

　カナタの話は、リセの困惑を深める。その話をさらに深掘りしたのはリセではない。それまで刺された脚の痛みに歯を食いしばっていた、ヒロミツである。

「さっきから言ってることがよくわかんねえよ！　何のための時間稼ぎだってんだ！」

　苦痛に歯を食いしばり、全身に脂汗を浮かべながらヒロミツが喚わめいた。

　カナタは変わらぬ冷淡な態度で答える。

「それを理解するためには、まず恐怖の顔スケア・フエイスの正体を正しく把握する必要がある」

「恐怖の顔スケア・フエイスの正体だぁ!?」

　カナタは淡々と推理を披ひ露ろうするが、対して恐怖の顔スケア・フエイスは沈ちん黙もくだった。

　その沈黙が何を意味しているのか、リセやヒロミツには読み切れなかった。

　カナタは手て錠じようをかけられた両腕を持ち上げ、右手の人差し指で恐怖の顔スケア・フエイスを指差す。

　迷うことなく。躊躇ためらうことなく。断じた。

「コイツは、守しゆ衛えいの加か賀がだ」

　リセとヒロミツは、言葉が見つからずに絶句する。

　カナタが口にした名前とは、最初に殺された回答者の答えと同じである。

　それは不正解だったはずなのだ。啞あ然ぜんとするリセ達に構わず、カナタはさらに付け足した。

「そして化学の教員、冬ふゆ木きユタカでもある。……もっとも、冬木は死体で、自宅の庭から見つかったそうだがな」

「は、はあ!?　何だそりゃ！　今なんつったんだよ、冬木が死んでただと!?」

　悲鳴のようにヒロミツが喚く。

　ヒロミツもリセも、冬木ユタカが死んでいたという話は、今しがた初めて聞いたのだ。

　冬木の死に驚おどろきはしたが、２人は違うことにも困惑していた。

　加賀も、冬木も、いずれの名前もすでに不正解を言い渡されているのだ。

　不正解である名前を次々と口にするカナタの思惑は、リセやヒロミツには意味がわからない。

「回答者は、いずれも不ふ正せい確かくだが正しい答えを出していたんだ。そうだろう？」

　カナタは変わらず、じっと恐怖の顔スケア・フエイスの目を覗のぞき込んでいた。

　なぜか口を閉ざして反はん論ろんしない恐怖の顔スケア・フエイスに代わり、ヒロミツが問い返す。

「待て待て！　マジで意味がわかんねえよ！　加か賀がのオッサンと、化学のセンコーは同一人物なんかじゃねえぞ！　コイツ１人ひとりの正体が２人ってのはどういうこったよ、おい！　１人の人間が２人になれるわけねえだろ！」

「なら──コイツが人間ではないとしたらどうだ？」

　平然と怪奇なことを口にするカナタに、ヒロミツはさらに食いかかった。

「あーわけわかんねえ！　人間じゃねえって何だ！　コイツは分身でもできるってのか！」

「そんなわけがないだろう」

　カナタは小こ馬ば鹿かにした冷ややかな視し線せんを、ヒロミツに送る。

「おさらいだ。天あま照てらす製せい薬やく社長殺害事件。恐怖の顔スケア・フエイスは、この人ひと質じち事件だけではなく、その事件の主犯格でもあるとされている。社長殺害の実行犯は秘書の女だったそうだが、その女には奇妙な点があった。経歴上、知り得るはずのないドイツ語を操あやつり、素人しろうととは思えない拷問技術を披ひ露ろうしたという。持ち得るはずのない知ち識しき。秘書はそれを持っていたとされていた」

「それが何だってんだ！」

「わからないか。そのままだろう。秘書は主犯である恐怖の顔スケア・フエイスから知識を与えられたんだ。ドイツ語の知識、拷問技術の知識だ。しかも本を読んだり、何時間も話を聞いたりする通常の教育でじゃない。まるで服を着たり脱いだりするように、直接、頭の中に知識を埋め込まれた」

「おい、今何つったんだ。頭の中に、知識を埋め込まれただぁ……？」

「恐怖の顔スケア・フエイスの正体とはつまり────〝感染する記憶インフエクシヨン・メモリー〟なんだよ」

　一いつ瞬しゆん、カナタが何を言っているのか、誰だれにもわからなかった。

　カナタと恐怖の顔スケア・フエイス以外には。

「説明してやるよ。冬ふゆ木きユタカの家宅でプライベートラボが見つかった。そこで見つかったのは、万能性細胞デユナミス。ｉＰＳ細胞の改良型であり、人体のどんな組そ織しきでも作り出せる万能細胞だ。これを使えば、他人の脳内に任意の脳細胞を作り出すことだって可能なはずだろう？」

　否定も肯定もしない、奇妙な態度の恐怖の顔スケア・フエイスに、カナタは語る。

「仮定しよう。冬木ユタカは、万能性細胞デユナミスを使って〝感染する記憶インフエクシヨン・メモリー〟を作り出した。それによって自分の記き憶おくと知識を、他人にコピーできるようになった。オレ達の目の前にいるコイツの肉体は、守しゆ衛えいの加賀か誰かだろう。だが脳内は、冬木ユタカになっている。冬木ユタカ本人はすでに死んでいて、実体を持たない記憶だけが、この人質事件の黒幕としてここにいる」

　誰も言葉が出なかった。

　カナタの推すい論ろんはあまりにも非常識だ。

　人間の記憶を、他人に感染させる？

　そんなことが実現できるなど、聞いたこともない。

　しかし、なぜ恐怖の顔スケア・フエイスは、それを一笑に付して反論しないのか。

　これではまるで、カナタの言っていることが間違っていないかのような反応ではないか。

「…………何……言ってんだよ、殺人鬼……！」

「そんなことって……ありえるの……!?」

「恐怖の顔スケア・フエイス。いいや、冬ふゆ木きの計画は単純だ」

　カナタは異常な推理を続けた。鋭するどく冷ややかな口振りで、確かく信しんを持って断定する。

「生徒達に〝自分をコピーする〟こと」

　ゾクリ。

　室内の気温が急きゆう激げきに下がる。そんな錯さつ覚かくを思わせる程に、背筋が凍いてつく断定だった。

「媒介手段は、おそらくウイルスだろう。この学園の地下に強力な空くう調ちよう設備があることを考えると、校舎内にウイルスを撒まくためにそれを利用しない手はない。密閉された校舎内に生徒達を留とどめ、生徒達がウイルスに感染するまでの時間を稼かせぎたかった。オレが教室にいる時、生徒達の話を聞いていたが、今朝けさから教室内で、わずかな異臭を感じる生徒がいたそうだな。空気に異物が混じっていたからだろう」

　口を閉ざし続ける恐怖の顔スケア・フエイスの表情は、マスクに隠れて見えない。

　だが、憎々しく唇を嚙かみ締しめているのを、リセは見逃さなかった。

「コイツが指定した10時間というタイムリミットは、ウイルスが生徒達に十分浸透するために必要な時間だったに違いない。やって来た回答者達には不正解を宣告し続け、時間を稼ぐ。そして時間ギリギリになった頃ころ、警けい視し庁ちようの対策本部にいる仲間が突入をかける。その段階で投降するつもりだったはずだ。晴れてウイルスに感染した生徒達は、親達の許もとに帰るだろう」

「ま、待ってよ！　待って待って！　それってつまり……！」

　結けつ論ろんを先読みしたリセを、カナタが肯定する。

「ああ。コイツのコピーと化した生徒達が親元に戻るんだ。親を殺すなり、脅迫するなり、どうするのも自由自在だ。この学園の生徒達は、各界の大物の子供が多いと聞いている。なるほど、コイツが言う通りかもしれない。この人ひと質じち事件が行き着く先は────〝国家の危機〟だ」

「そんなのってっ！」

「ウソだろ！」

　もはやパニック寸前のリセとヒロミツ。カナタは恐怖の顔スケア・フエイスに尋ねた。

「俺おれの考えは間違っているか？」

「……………………」

　一貫して沈ちん黙もくを貫き通す恐怖の顔スケア・フエイス。問とい質ただされてもなお、その態度に変わりはなかった。

　カナタが投げかけた質問に答えが返ってこないと、スタジオ内は静寂に包まれるだけである。リセとヒロミツは、固唾かたずを吞のんで恐怖の顔スケア・フエイスの反応を待ち続ける。

　やがて、恐怖の顔スケア・フエイスが唇を開いた。開かれた唇は、笑えみの形を形成している。

「……フフ」

　こぼれ出たのは言葉ではなく、噴ふき出し笑いである。

「ハハハ！」

　肩を小刻みに揺らし、突き上げられるように恐怖の顔スケア・フエイスは笑い出す。

「ヒャハハ！　ヒャハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　笑いは哄こう笑しようへと代わり、スタジオに轟とどろいた。

　恐怖の顔スケア・フエイスは笑い転げ、盛大な拍手をカナタに贈おくる。

「正解！　正解！　大正解！　全くもって何ということだ！　まさか……まさかこの計画を見破る奴やつが現れるとは！　警けい察さつが気付くのは、計画の全すべてが完了してからのはずだったが、まさかお前のような奴が現れるとは予想もしなかった！」

　信じられないことに、恐怖の顔スケア・フエイスはカナタの非ひ常じよう識しきな推理を認めている。あまりにも常識と想像の域を凌りよう駕がした事態に、リセとヒロミツは頰ほおを引ひき攣つらせて硬直してしまった。

　恐怖の顔スケア・フエイスは笑うのをやめ、片手で額ひたいを抱えながら告白した。

「この計画を立てた時から、俺おれはもう、とっくに人間をやめている」

「……」

「人間であった頃ころは、この学園で化学の教師をしていた冬ふゆ木きユタカという名だった。だが今では、無限に増殖を続ける冬木ユタカの憎悪でしかない。もはや肉体の死に左右されない、群であって個となる自由な意思として生まれ変わったのだ。お前の言う通りだ、緋ひ上かみカナタ」

　恐怖の顔スケア・フエイスは、啞あ然ぜんとするリセとヒロミツを横目にして続けた。

「人間とは憐あわれな者だ。見たいものしか見えない。聞きたいものしか聞けない。だからいつも、誰だれ１人ひとりとして現実と正しく向き合えた例しがない。お前達はこれまで生きてきて、いったいこの世界の何を知っていたというんだ？　俺のような存在が、この世界に実在している可能性など考えもしなかった顔だ。しかし認めるしかないだろう、俺はここにいるのだから」

「本当にあなた……私の知ってる冬木先生なの……？」

「その通りだよ、緋上さん？」

　恐怖の顔スケア・フエイスは露ろ骨こつな嘲ちよう笑しようを唇に形作り、リセを肯定する。

　その口く調ちようは確たしかに、リセにとって馴な染じみのある先生の気配けはいを感じさせた。

　だからこそ、リセはいっそう恐怖に唇を震ふるわせてしまう。

　恐怖の顔スケア・フエイスはニヤけながら、傍かたわらに置かれたアサルトライフルを手に取った。

「残念だよ、緋上カナタ。お前は俺を誤解しているらしい。俺の投げかけた質問は、決してどうでも良いものなどではなかった。俺が誰かという答えに辿たどり着くためには、こうして死んだはずの冬木ユタカが、まだ〝実在している〟現実を、何も知らない大衆にさらけ出すしかないだろう？　それこそが要求の意図したところだった。だから１つ誤解してほしくないのは、俺の問いかけは、どうでも良いものではなかったということだ」

　銃を手前に放り投げ、カナタの足下に転がして見せる。懐ふところから起き爆ばく装置であるタブレットＰＣも取り出すと、同じように、無造作にカナタの足下に投げ出した。

「提示したルールもウソではない。約束通り、これらは正解者のお前にくれてやる」

　恐怖の顔スケア・フエイスは当初の約束通り、ゲームのルールを守ろうとしている。

　正体が見破られれば、手持ちのカードを正解者に引き渡す。

　カナタは投げ出された２つのカードには目もくれず、じっと恐怖の顔スケア・フエイスを見て尋ねた。

「なぜ約束を守る」

「決まってるだろう！　今さら、お前が何をしようと手遅れだからだ！」

　恐怖の顔スケア・フエイスは興こう奮ふんし、唾つばを飛ばしながら喚わめいた。

「ウイルスは、この学園全体に広がっている！　浸透させるのに十分な時間はすでに経たっているんだ！　俺おれのコピーと化した生徒達は、間もなく親元に戻るぞ！　家族の顔をした暗殺者としてな！」

「……やはり生徒達の親を殺すのが目的だったのか」

「疑問には思っていない顔だな、緋ひ上かみカナタ！　なるほどなるほど、口にしなくとも、すでに全すべての推理は完了しているということか！」

　カナタはまだ、恐怖の顔スケア・フエイスの動どう機きについて言及していなかった。だが、すでに全てが見破られていることを悟った恐怖の顔スケア・フエイスは、清すが々すがしい気持ちでカナタを認めてしまう。

「ならわかるだろう。俺が世に知らしめたいのは、〝なぜこんな技術が実在するのか〟だ。それを大々的に暴ばく露ろするために、こうしてマスコミを集めてやった！　世の注目を集めた！　すでに舞ぶ台たいは整ととのい、準備もできているのだ！　決着は付いているも同然ではないか！」

　言いながら恐怖の顔スケア・フエイスは、席から立ち上がった。

　ビクつくリセとヒロミツを嘲あざ笑わらい、首を傾かしげてカナタに告げる。

「もはや警けい察さつにも、お前にも、誰だれにもこの計画を止めることはできない！　明日あしたの朝にでも、生徒達の親である各界の大物が一斉に惨殺される！　多くの者が失脚し、この腐った国は様相を変えるだろう！　なぜそうなったのか！　人々がその理由を追い求めれば、必ずこの事件の真実に！　俺の正体に辿たどり着く！　その時、俺や母かあさんの人生を狂わせた張本人達は、世よ論ろんの矢や面おもてに立たされるのだ！　生きながらに地じ獄ごくに突き落とされるんだよ！　ひゃははは！」

　すると恐怖の顔スケア・フエイスは、再び懐ふところから血染めのナイフを取り出した。

「予定とは少し違う結果になったが構わない。今こそ生徒達を解放しよう」

　その柄を両手で握り込むと、ニヤニヤと不気味に微笑ほほえみながら、高らかに宣告した。

「今こそ、俺の復讐は完結する！」

　見開かれた両りよう眼がんをグリグリと動かし、狂気の笑えみは絶頂に昇る。

　カナタ達が見守る前で──恐怖の顔スケア・フエイスは手にしたナイフを自らの眼球に突き刺した。

「！」

「きゃあああああああああああああ！」

　躊躇ためらいなく突き込まれたナイフの刃は、眼がん球きゆうの裏の脳に食い込み、その中ちゆう枢すうを一いち撃げきで破は壊かいする。恐怖の顔スケア・フエイスは、カナタ達の前で自決して見せたのである。

　人ひと質じち事件を引き起こした恐怖の顔スケア・フエイスは──呆あつ気けない幕引きでこの世を去った。

「……は……はは……！」

　倒れ伏し、血ち溜だまりを床に広げていく恐怖の顔スケア・フエイスだった男。

　それを見つめながら、ヒロミツは壊こわれた理性で笑う。

　血と痛みで疼うずく脚を引きずりながらも立ち上がり、ヒロミツの胸中は歓喜に打うち震ふるえた。

「やった……やりやがったぞ！　イカレ野郎が死んだ！　俺おれ達は自由じゃねえかあああ！」

　確たしかにヒロミツが言う通り、もはや生徒達を拘こう束そくするものは何もない。

　しかしこれから生徒達が解放されることが、何を意味しているのか。話を聞いていたというのに、ヒロミツは、自分さえ助かればどうでも良いと思っていたのである。

　そしてヒロミツは望み通り、助かったのだ。

　喜ぶ以外に、ヒロミツが今するべきことはないのだ。

「やったあああ！　やったぞおお！　ざまあみやがれ、ははははははは！」

　全校生徒達は、まだ恐怖の顔スケア・フエイスの死を知らない。

　その朗報を全校に広めるべく、ヒロミツは痛む脚に構わず放送室を飛び出して行った。

　廊下から、「自由だ！」と喚わめき散らすヒロミツの声が聞こえ、やがて遠ざかって行く。放送室の設備を使って校内放送をすれば良かったのだが、興こう奮ふんの余りそこまで頭が回らない様よう子すだった。ヒロミツは勝利の凱がい旋せんをするべく、自分の教室を目指して行った。

　再び静かになった放送室には……リセの啜すすり泣く声だけが残っていた。

「リセ、怪け我がはないか」

　席を立ち、リセに歩み寄るカナタ。

　だがリセは何の言葉も返さず、床に腰を落としたまま俯うつむいていた。

「……どうしよう」

　リセが口にしたのは、その一言だった。

　カナタを見上げたリセの顔は、焦しよう燥そうと悲しみの涙で濡ぬれていた。

「ねえ、どうしよう、カナタ！　みんなのお父とうさんやお母かあさんが殺されちゃうよ！　しかもみんな、自分の家族を自分で殺すんだよ！　大好きな人達を、大切な人達を殺しちゃうんだよ！」

　すぐ目の前にあったカナタの胸にしがみつき、リセは小さな肩を震ふるわせて泣きじゃくった。

「……」

　本当はまだ、誰だれも助かってなどいないのだ。

　この人ひと質じち事件の真相は、終わってからが本番だったのである。

　誰も彼もが死んでいくのだ。これから起きる、愛する者同士の悲しい殺さつ戮りくによって。

　それをわかっていながら、リセにはもはや、どうする術すべもない。恐怖の顔スケア・フエイスが死んだ今、校舎から出ようとする生徒達も、それを保ほ護ごしようとする警けい察さつや親達も、止めようがない。

　自分の愛する者達を、自分で殺すであろう学友達の悲しみを思い、リセは嘆なげき続ける。

「酷ひどいよ……酷すぎるよ……！　冬ふゆ木き先生……どうしてこんなことしたの……！」

　カナタの胸の中で泣き崩れるリセ。

　その悲痛な姿を静かに見つめながら、カナタは言った。

「恐怖の顔スケア・フエイス。いいや、冬木は言い残した。すでにウイルスを浸透させるのに十分な時間は経たっていると。だがリセ。お前やオレは、冬木のコピーと化しているように思うか？」

「……え」

「つまり感染したのは全員じゃないということだ。オレの考えが正しければ、冬木のウイルスに感染するのは、この学園にいる〝一部の特殊な人間〟だけだろう」

「じゃあ、感染者の生徒だけを全員捕まえれば、先生の計画を阻止できるってことじゃ……！」

「そんな回りくどいことをしなくても、生徒達を〝皆殺し〟にすれば良い」

「……！」

　悪あく魔まのようなカナタの発想に、リセは絶句してしまう。

「オレは悪人だ。だからこそ、大切な者の幸せだけを願ねがって生きていられる。そのためなら他人を踏みにじり、傷付け、貶おとしめても後悔はしない。何を犠ぎ牲せいにしても構わないんだ」

　カナタが、強い気持ちをリセに向けているのを感じた。

　その思いを感じ、自然とリセの頰ほおに赤みが差す。

　状況は最悪だというのに、気持ちは安らいでいく。不ふ思し議ぎな気持ちだった。

「オレにとって、この学園の生徒達はどうでも良い他人だ。この事件の全容を理解した時、オレは最初、このまま事件を幕引きにしても構わないと思っていた。だが……」

　制服を引き裂かれ、辱はずかしめられたリセ。その柔やわ肌はだには掠かすり傷が散見され、わずかとは言え血が滲にじんでいた。それを見つめるカナタの瞳ひとみの奥には、どす黒い憎悪の炎が灯ともっている。

　恐怖の顔スケア・フエイスは、絶対にやってはならない禁きん忌きを犯したのである。

　────カナタの大切な者を傷付けた────。

　フラリと立ち上がり、カナタは言った。

「人の恐怖の顔スケア・フエイスを纏まとい、自らが真の恐怖となる、だったか。たかだか人ひと質じち事件の犯人如ごときが、笑わせてくれるじゃないか。これからご自慢の計画を叩き潰されれば、目が覚めるだろう」

　殺人鬼の両手から、脈絡なく手て錠じようが外れた。その手にはハリガネが握られていた。

　語りながら、自力で手錠を外したのは明白である。

　カナタは着ていたコートを脱ぐと、それをそっと、リセの背中にかけた。

　床の上に転がった手錠を踏みしめ、カナタは恐怖の顔スケア・フエイスの死体からナイフを取り上げる。

　血ち塗ぬれた刃から反射する赤い光に頰を照らし、カナタはおぞましい気配けはいを放ち始めた。

「この場で１番恐ろしいのが誰だれなのか────〝格の違い〟を思い知らせてやる」

　かつて人々を震ふるえ上がらせた伝説の殺人鬼は、すでに揺るぎない殺意を宿していた。
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　冬の太陽が沈むのは早く、空は暮れなずむ。

　これから夜を迎える街は、オレンジ色の黄昏たそがれと、厳きびしい寒波に曝さらされようとしていた。

　対策本部は、本部の場所を学園の校門前から校舎前にまで移動してきていた。

　暗くなりつつある校舎前に光を確かく保ほしようと、捜査官達が慌ただしくドラム照明を運搬している。そんな中、湯気立つコーヒーカップを手にした中年の男が、緊きん張ちよう感かんなく突っ立っていた。眠そうにアクビをした後、傍かたわらで同じようにコーヒーカップを手にしているパーカーの少女を見やる。中年男は、怠だるそうな口く調ちようで少女に尋ねた。

「なあおい、ルーク。対策本部の便所ってのはどこにあるんだ。こうも寒いと、下の方が近くなってしょうがねえよ」

「まったくハンターは、言うことがいちいちオッサンだよねー。オッサンだからって言うより、元々、品性がないだけかもしんないけどさー」

「学がないくせに、ずいぶんと難むずかしい言葉を使うようになったじゃないか。局長に呼び出されたんじゃなけりゃ、好きこのんでこんな寒い現場に来ないっての」

　ハンターを横目に見やりながら、ルークはコーヒーカップに口を付ける。

　温かい飲み物で暖を取りながら、白い息を虚こ空くうに溢こぼしてぼやいた。

「うーん。どうしてあたし達、現場に呼ばれたのかなー。もしかしてこれから突とつ撃げきして、犯人をやっつけてこいとか言われたりする？」

　ルークの予想を、ハンターは鼻で笑う。

「まあ殺すのは簡かん単たんだが、今回は状況的に無理だろ。俺おれ達が野郎を片付けるのが先か、野郎が爆ばく弾だんのスイッチを押すのが先かの、リスキーな勝負になる。どっちかってーと分ぶが悪いんだよ」

「じゃあ何さー。ますますあたし達の出番ないじゃん」

「突撃しなくても、ここには俺達向きの仕事があるってことだよ。察しろって」

　ハンターとルークが会話を交わしていると、慌ただしく行き交う捜査官達の向こうから、見知った杖つえ持ちの老人が見えてくる。２人はコーヒーカップを床に置き、姿勢を正した。

　敬礼でもしそうな程に畏かしこまっているルークを横目にして、ハンターは呆あきれてしまう。

　緊きん張ちようしているルークの態度は気にせず、狩か月げつは優やさしく微笑ほほえみかけた。

「お待たせしましたね。ようやく調ちよう査さしていた案件が片付きまして」

「調ちよう査さしていた案件？」

「対策本部内にいる、裏切り者についてですよ。誰だれなのか判明しました」

　狩か月げつはそう言うと、にこやかに、持ってきたファイルを手渡した。それを受け取ったハンターは、中身に目を通し始める。クリップで同封されていた顔写真を剝はがし取ると、それをルークにも見せてやった。ハンターは狩月に尋ねる。

「どこまでやって良いんだ？」

「もちろん、必要なことは全すべてですよ」

　変わらぬ、不気味な程にこやかな表情で狩月は即答する。

　ハンターとルークは静かに、狩月の意思を汲くんだ。

　必要なことを理解できた２人は、その場を後にして、仕事に向かおうとする。

　だがその時だった。ふと周囲の捜査官達が、どよめき始めたのに気が付いた。

　その視し線せんの先は、対策本部のテント群が並ぶ真正面。人ひと質じち達のいる校舎だ。

「ようやく騒さわがしくなってきましたね」

　ひとまず様よう子すを見るべく、狩月はハンターとルークを引き連れ、最前線に向かうことにした。

　白色の校舎が、燃もえるような紅ぐ蓮れんの陽光で染まっている。

　異変が起きているのは、正面入り口である昇降口エリアである。

「どういうことだ……生徒達が昇降口に集まってきているぞ……！」

　防弾メットとボディアーマで完全武装した男、特殊捜査班ＳＩＴの三み島しまは啞あ然ぜんとしていた。

　人質の生徒達が、こぞって昇降口に姿を見せ始めているのだ。それまで教室に引っ込んで姿を見せなかったというのに、我先にと昇降口に殺到している。昇降口に入れず、あぶれた生徒達は、やむなく中庭に押し出され、そこでまた犇ひしめき始めている有あり様さまだ。

　１人ひとりでも逃げ出せば、爆ばく弾だんが爆発して全員が死ぬ。

　その危険がわかっているというのに、あたかもこれから校舎を去ろうという雰囲気である。

　現に誰も彼もが、「助けて！」と大声で保ほ護ごを求めてきていた。

　状況の変化を把握できず、捜査官達は困惑して立ち尽くしてしまう。

　三島の背後から、狩月が言った。

「回答者が正解したんじゃないですかね。だから約束通り、犯人が生徒を解放した。自由となった生徒達なら、もう校舎内に留とどまる理由はないでしょう？」

　三島は狩月を見向きもせず、冷や汗を浮かべて言う。

「バカな！　内閣情報捜査局ＣＩＲＯの見つけた容疑者は、当てが外れただろう！　緋ひ上かみリセの回答は失敗のはずだ！　それなら緋上リセ以外の誰かが正解したというのか！　捜査機き関かんが総力で犯人を特定しようとしてもできないのに、一介の生徒がどうやって答えに辿たどり着ける！」

「さあ、どうやってでしょうね」

　誰が正解を導みちびき出したのか、狩月は容易に察知していた。

　思わず皮肉っぽく笑えんでしまう。

「それより、正解者が出たのに、なぜ犯人はそれを発表しないのでしょう」

「……わからん。わからんが、生徒達が校舎を離はなれようとしているのは事実だ」

　校舎の上空には、報道ヘリが３機、姿を見せていた。事態の異変を鋭するどく嗅かぎ付けたのだろう。それを忌いま々いましそうに見上げ、三み島しまは周囲で呆ほうけていた捜査官達に活を入れる。

「危険だから報道ヘリは飛ばすなと、マスコミ各社に通達しただろう！　なぜあそこに３機も飛んでいるんだ！　対処しろ！」

「は、はい！」

「今にでも生徒達が解放されるかもしれない状況だ！　各員、正面入り口の安全を確かく保ほしつつ、校舎周辺に危険がないか確認するんだ！」

　インカムマイクにも指示を飛ばし、三島は鬼気迫る顔で校舎の様よう子すを注視した。

　その檄げきによって、完全武装の捜査官達が、校舎正面通路の左右に陣取る。

　素早すばやく展開し、すぐさま周囲に銃口を向けて警けい戒かいを始めた。

　中庭に集まってきている生徒達が、口々に喜びを言葉にしているのが聞こえてくる。

　抱き合い、泣き出す女子生徒。ガッツポーズで天に吠ほえる男子生徒。千差万別の反応で、危険地帯と化した校舎から出られることに感かん激げきしていた。先程までの修しゆ羅ら場ば状態がウソのように緩かん和わされ、生徒達の顔には徐々に笑顔えがおまで戻ってきているようである。

　やがて中庭は、昇降口から押し出された生徒達で溢あふれていく。
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　生徒達の大半が中庭に出払ったことで、校舎内の廊下は、どこの階も閑散としていた。

　ヒロミツは刺された脚を引ひき摺ずるようにして歩いていた。

　向かっている先は、５階の放送室である。

「まったく俺おれとしたことが、爆ばく弾だんの解除装置を置いて飛び出てきちまうとはよ。イカレ野郎が死んでテンション上がったからって、ちょっとばかし間抜けすぎたぜ、へへ」

　廊下に転がるガラス片をジャリジャリと踏みしめながら、ヒロミツはぼやいた。

　言っている内に５階の廊下に出る。廊下の窓から見下ろせば、ヒロミツの知らせを聞いて、我先にと逃げ出した生徒達が犇ひしめいていた。

　自由を求め、爆弾の解除を今かと待っているのだ。

　これからヒロミツが、爆弾を解除して多くの生徒達を助ける。マスコミや警察を含め、皆その瞬しゆん間かんを待まち焦こがれている。まるで全すべての人々が、ヒロミツの救いを求めているように思え、刺された脚の痛みも気にならない程、ヒロミツは良い気分になっていた。

　しかし、それも束つかの間まだった。

　放送室の前まで来ると、ヒロミツはふと立ち止まってしまう。

「…………？」

　先程はなかったものが、足下に見つかったのである。

　──血？

　放送室内の中から廊下にかけて、床に何かを引ひき摺ずった、赤黒い色の線せんが残っていた。その引き摺り痕あとは長く、放送室から廊下のずっと向こうまで一直線に続いている。

　室内から、何か大きなものが運び出されたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「な……何だぁ、こりゃ！」

　放送室の扉は、半開きになったままである。

　ヒロミツはそれを押し開き、恐る恐る扉の向こうを覗のぞき込んだ。

「……！」

　咳せき込んでしまいそうな程、濃のう厚こうな血の臭においで満ちていた。

　四方の壁かべには血ち飛沫しぶきが飛び散り、椅い子すやスタンドライト、あらゆるものが血で汚れている。あまりにも陰惨な様よう子すに変へん貌ぼうした室内の状況に、さしものヒロミツも胆が冷えてしまう。

「おいおい……さっきよりも部へ屋やの中がメチャクチャ血まみれじゃねえか……！」

　目を覆おおいたくなるような血の地じ獄ごくには、変わらずいくつかの死体が転がっているだけだ。

　撃うち殺された佐さ成なりリョウタ。

　襲しゆう撃げきに失敗したヒロミツの手下が２人。

　そして、自殺した狂気のマスクをかぶった男の死体である。

「……あれ。どういうこった、死体が１つ足りねえぞ！　ユウスケはどこにいきやがった！」

　ここに転がっていた死体は、全部で５つのはずであった。

　生きたまま顔の肉を剝はがし取られたヒロミツの手下、浦うら出でユウスケの死体だけがないのだ。

　引き摺り出されて運ばれたのは、どうやらユウスケの死体だ。

「起き爆ばく装置のタブレットもねえじゃねえか……！」

　恐怖の顔スケア・フエイスが死んだ後、この部へ屋やに残っていたのはリセと殺人鬼だけである。

　しかしリセが、室内をこんなに惨むごたらしい状況にするとは考えられない。

「なら、殺人鬼の仕し業わざってかよ。おいおい冗じよう談だんじゃねえ、あの野郎、何の真似まねだこりゃ……！」

　ヒロミツは血の臭においに耐えられず、逃げるように放送室を離はなれる。

　起爆装置を手に入れるためには、どうやら殺人鬼を捜さなければならないようだった。

　相手の行き先なら、簡かん単たんに辿たどる方法がある。

「チッ、この血の跡を辿りゃ良いんだろ……！」

　廊下の向こうに続く血の道標だ。

　ヒロミツがそれを辿って行くと、行き先にはさらなる上階に続く階段が現れた。

　階段を少し上った先に、関係者以外立入禁止の札がかかった、鋼こう鉄てつ製せいの扉が見えている。

「屋上かよ」

　言いながら、ヒロミツは扉のノブに手をかけた。

　金属の蝶ちよう番つがいが擦こすれる耳障りな音と共に、重たい扉はゆっくりと開いていく。扉の向こうから射さし込んでくる眩まばゆい陽光は、階段にヒロミツの長い影かげを形作った。

　ヒロミツの前に広がったのは、コンクリのタイルが敷しき詰められた殺風景な場所だ。

　冷えた風が吹くというのに、温かいオレンジ色の世界である。

　血の跡は、屋上の中心まで続いていた。

　そこには、アサルトライフルをベルトで肩から下げた、１人ひとりの少年が立っていた。

「テメエ、こんなところにいやがったの……か……よっ、て？」

　発した言葉は、徐々に力を失って尻しりすぼんでいく。

　異様な雰囲気であることを、すぐに察知できたためである。

　殺人鬼の足下には、顔の肉を削そぎ落とされた、グロテスクなユウスケの死体が転がっていた。ただし、なぜか着ていた服を全すべて剝はぎ取られ、一糸まとわぬ姿になっているのである。

　殺人鬼の服装も変わっていた。

　羽は織おっていたコートは脱いだらしく、寒そうなカッターシャツとパンツだけの姿である。

　どうやって外したのか、血まみれの両手からは手て錠じようも消えてなくなっていた。

　夕ゆう陽ひを背にし、乾いた風を髪に絡ませ、ただじっと自分の腕うで時計どけいを見下ろしているようだ。

　殺人鬼は、姿を見せたヒロミツを見向きもせずに言った。

「……誤差５秒か。予想より少し遅かったな」

　ヒロミツの到着を予想していたという口振りだった。

　時計から目を離はなし、殺人鬼はヒロミツに視し線せんを送ってくる。

　その瞬しゆん間かん、ヒロミツは、心しん臓ぞうが停止しそうになる程の戦せん慄りつに見み舞まわれる。

　──誰だれだ、この男は！

　殺人鬼の眼まな差ざしは底なしの闇やみのようだった。胸中で叫びたくなる程におぞましい。

　目の前に佇たたずんでいる男からは、ヒロミツ達にリンチされ、簡かん単たんに袋ふくろ叩だたきにされていた時の弱々しさなど微み塵じんも感じられない。まるで巨人に見下ろされているかのような、重々しいまでの迫力。圧倒的な気配けはいを放つ殺人鬼と相あい対たいしたヒロミツは、本能的に総毛立ってしまう。

　たったの一ひと睨にらみで震ふるえている自分に気が付き、ヒロミツは苛いら立だち、歯は嚙がみする。

　ヒロミツは立ち向かうような心境で、目付きの変わっている殺人鬼に向けて喚わめいた。

「きき、起き爆ばく装置のタブレットを持ってんのはテメエだろ！」

「ああ。その通りだ」

　殺人鬼は相変わらずの鉄面皮で肯定する。そして先程から片手に持っていたタブレットＰＣの画面を、ヒロミツに見えるように掲げた。

　タブレットの画面には、カウントダウンが表示されていた。

　すでに１時間強程度の時間しか残されておらず、すぐにでもカウントダウンを停止しなければ危険な状態である。ヒロミツは呂ろ律れつの回らない口で、殺人鬼に警けい告こくをする。

「な、なら、早くカウントダウンを止めろよ！　俺おれもお前も死んじまうだろうが！」

「そんなことよりも、お前に仕事をやろう」

　殺人鬼は、足下に転がっていた大振りなハサミを蹴けって転がす。ヒロミツの足下にまで転がってきたそれは、ハリガネを切断できる工具、ワイヤーカッターだ。

　殺人鬼は、アサルトライフルの銃口をゆっくりとヒロミツに向ける。

「手伝てつだえ」

　そうして命令した。




　　　　▲　16:45　▼




　昇降口に集まっていた生徒達と対策本部は、遠方からの会話を試みた。

　その結果、対策本部はようやく、恐怖の顔スケア・フエイスの自殺を知ることになった。

　犯人が死んだとなれば、事態の収集は容易である。

　放送室にある犯人の死体周辺を調しらべれば、起き爆ばく装置も、爆弾の解除に必要な血液アンプルも、簡かん単たんに手に入るのだから。立てこもり犯がいなくなった今、警察が校舎内に入るのを邪じや魔まする者はいない。まだ現時点では爆弾の脅威が続いているものの、解決はもはや時間の問題である。

「下がって！　下がってください！　校舎はまだ危険です！」

　横一列に並んだ警けい官かん達が、正面から食いかかってくる無数の男女を遮さえぎって喚わめいていた。

　警官達に躙にじり寄ってくるのは、生徒の親達である。

「早く、早く娘を助けてやってください！」

「お願ねがいします！　もう犯人はいなくなったんでしょう！　死んだって聞きました！」

「警察は何をしているんだ、早く息子むすこを助けろ！　職しよく務む怠たい慢まんな奴やつは、お前達の上司に言って簡かん単たんに飛ばしてやれるんだぞ！　私のコネを舐なめるなよ！」

　近くのホテルで行われた緊きん急きゆう保ほ護ご者しや会かいの後、生徒の親達は、こぞって対策本部に殺到してきていたのである。今にも校舎に駆け込んでしまいそうな勢いの保護者を懸けん命めいに宥なだめながら、警官達は対応に苦く慮りよしているところだった。

　一方、警官達に罵ば声せいを浴びせる声は、その背後にもあった。

　昇降口から対策本部を窺うかがっている生徒達である。

「早く出してくれよ！」

「あと１時間くらいしかない！　このままじゃ爆ばく弾だんが爆発しちゃうよ！」

「俺達を殺す気か！　警察は何してるんだ！」

　保ほ護ご者しやと同じように、犯人がいなくなったのに対応が遅い警けい察さつに対して悪態を吐ついていた。

　その板挟みと、両者の鬼気迫る勢いに気け圧おされたわけではない。だがようやく捜査官達は、隊列を組んで、堂々と正面入り口から中庭に入り込んで行こうとする。爆ばく弾だんの起爆まで残り時間が少なく、確たしかに悠長にしていられる場合ではなかったためだ。

　多少のリスクはあっても、生徒達を見殺しにするべきではないというのが、警視庁本部の判断であった。警察の威信と人ひと質じちの人命救助のためには、今この時にもたつくのは致命的だった。

　ドシャ。

　しかし無情にも、、その潰つぶれるような鈍にぶい音はしてしまった。

「……？」

　今まさに、校舎に向かおうとした捜査官達の隊列正面。

　ちょうど校舎と、対策本部の中間に近い場所だった。

〝それ〟が頭上から降ってきて、地面に衝突したのである。

　何が落ちてきたのか、人々が理解するまでにはわずかなタイムラグがあった。

　肌はだ色いろの肉塊だった。仰あお向むけになった人の形をしている。潰れたトマトのように、底部から血肉を飛び散らせているようだ。

　顔の肉がこそげ落とされたそれは──少年の全裸死体ではないか。

「きゃあああああああああああああああああああ！」

　真っ先に悲鳴を発したのは女子生徒達である。

　続けざまに、捜査官達がどよめく。いきなり本部前に死体が放り投げられてくる事態など予想すらしていなかったのだろう。思わず誰だれしもが、その場で硬直してしまっている。

　死体の腕に巻かれた静せい峯ほう時計どけいを見るに、生徒の死体なのは間違いないだろう。

　キィィイイン。

　パニックに陥りそうな現場に、耳障りなスピーカーノイズが響ひびき渡る。全校に轟とどろく唐突な不協和音に表情を歪ゆがめたのは、生徒達だけではなく、対策本部の面々も同様だった。

　その音は、確たしかに人々の頭上から聞こえた。

　誰も彼もが音源を見上げると、自然とその注目は屋上の一角に集まっていく。

　そこには、拡声器を手にした１人ひとりの少年が立っていた。

　西日を背負った少年の姿は、まるで太陽そのものであるかのように眩まばゆい。

《その死体が〝境きよう界かい線せん〟だ。誰もそこを跨またぐな》

　少年から発信された、最初の言葉はそれだった。

　死体に寄せられようとしていた注目は、そのまま屋上の少年に集まっていく。

　瞬またたく間まに人じん心しんを掌しよう握あくすると、少年は静まり返った周囲一帯を見下ろした。

　捜査本部の三み島しまが、啞あ然ぜんと少年を見上げながら呟つぶやく。

「まさかあれは……緋ひ上かみカナタだと！」

　何かが始まったことを気け取どり、校舎の上空を旋回中だったマスコミのヘリも屋上に近付いてくる。リポーター達は一斉に眼がん下かの少年にカメラを向け、その様よう子すを撮さつ影えいし始めた。

「こちらは人ひと質じち事件の起きている静せい峯ほう学がく園えんの上空ヘリです！　今、屋上で何か動きがあったようですよ！　カメラ回して貰もらえますか！　スタジオ、見えていますか！」

　ざわめく人質事件の現場。夕ゆう陽ひと、微かすかなプロペラ音を背中に背負った少年──緋上カナタは、やがて明朗に言葉を紡ぎ出す。

《全校生徒に告ぐ》

　カナタの双そう眸ぼうには、ただならぬ悪意が宿っていた。

　その眼まな差ざしに射い竦すくめられたのか、誰だれもが思わず息を吞のんでしまう。

　警けい察さつ、生徒、マスコミ、保ほ護ご者しや。

　全すべての役者に注目される中、カナタは決定的な宣告を口にする。

《────全員殺す。１人も生きて帰さない》

　滲にじみ出るように、どよめきが広がった。

　耳を疑うような発言だった。

　口を呆ほうけさせ、誰しも愕がく然ぜんとカナタを見上げる以外にない。

《最初にこの学園を乗っ取った恐怖の顔スケア・フエイスは死んだ。だから今度は、オレが恐怖の顔スケア・フエイスに代わって、この学園に立てこもることにした》

　カナタに応こたえたのは、同じく拡声器を使って声を張る、対策本部の三島だった。

《何を言っているんだ、貴様は！　自分が何を言っているのか、わかっているのか！》

《見てわからないか。今度はオレが人ひと質じち事件の犯人だと言っている》

《バカな！　お前は、我々に協力していた味方だろうが！》

《味方？　味方など最初から存在しない。お前が味方なら、オレを救ってくれるというのか？》

　カナタに冷たく見下ろされ、三み島しまはゾッとする。

　ただならぬ気迫を浴びせられ、三島は口を噤つぐんでしまった。

　カナタは淡々と自分の主張を続けた。

《生徒達が解放されてしまえば、オレは刑務所に逆戻り。処刑される運命だ。どうせ死ぬなら、道連れは多い方が良いと思った。時間切れと同時に、どいつもこいつも一いつ緒しよに地じ獄ごく逝いきだ》

　カナタの主張を聞かされた人々は、困惑の色を隠せなかった。

　人質事件の犯人が死んだと思えば、今度は交渉役として呼ばれた殺人鬼だ。

　先の犯人に代わり、今度は自らが生徒を人質にするのだと宣言している。

　しかも先の犯人とは違い、その目的は──生徒達全員の死である。

　我慢ならず、三島は拡声器で喚わめいた。

《冗じよう談だんはよせ！　こんな茶番はさっさと終わらせるんだ！》

《オレが誰だれなのか知っているだろう。冗じよう談だんやハッタリの類たぐいを言う人間だと思うか？》

《……！》

　言うなりカナタは、ポケットをまさぐり、何かを取り出した。

　それは赤い液体の収まった、筒状の電池である。

《これは血液アンプル。恐怖の顔スケア・フエイスが持っていた、起き爆ばく装置を制御するために必要な鍵かぎだ》

　カナタはそれを頭上に掲げると────勢い良く自分の足下に投げ付けた。

「!?」

「！！！！」

　誰もが目を血走らせ、言葉にならない悲鳴を上げた。

　呆あつ気けなく、血液アンプルはカナタの足下で砕け散る。

　中身の血液は周囲にぶちまけられ、タイルの上に染み込んでしまうではないか。

《やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　拡声器越しに轟とどろく三み島しまの悲鳴は、今さら手遅れである。

　カナタが何をしたのかは明白だった。

　爆弾を解除不可能にした。

「ウソだあああああああああああああああああああ！」

　三島の悲鳴に劣らぬ声量で、咆ほう哮こうがカナタの傍そばから発せられた。

　屋上にはカナタの他ほかに、もう１人ひとりの少年がいたのだ。赤髪の柄がらが悪い少年だ。その手には大振りなワイヤーカッターが握られている。カナタに銃で脅され、対策本部前に死体を放り投げるため、フェンスの金かな網あみを切断させられたのだろうと見て取れた。

　カナタはその少年に、片手に提げていたタブレットの画面表示を見せた。

《お前が全員に証言しろ。カウントダウンは────まだ止まっていないだろう？》

「ああああああああああああああああああああああああああ！」

　赤髪の少年は画面を凝ぎよう視ししながら、絶叫して膝ひざから崩れ落ちる。

　カナタが爆ばく弾だんを事前に解除してなどいないことを、赤髪の少年は悲鳴で肯定したのである。

　つまり生徒達はもう、爆弾が爆発するまで校舎から出られない。

　生存するための唯一の希望は、木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれたのだ。

「わあああああああああああ！」

「きゃあああああああああああああああああ！」

　生徒達は次々に正気を失い、わけもわからず悲鳴を撒まき散らし始める。

　自分達が助かる手段が途と絶だえたことを、即座に理解したためである。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が轟とどろく地じ獄ごく絵え図ずの地上を見下ろし、殺人鬼は初めて細く笑えんで見せた。

《見ての通り、血液アンプルは完全に破は壊かいした。もはや起爆までのカウントダウンを止める手段はない。警けい察さつが突とつ撃げきしてオレを射殺したところで、意味などない。生徒達を助ける手段は断たれた。残りの１時間、お前達は死を待つことしかできないんだよ》

「何て奴やつだきさまああああああああ！」

　怒り狂った三み島しまは、インカムマイクに喚わめき散らし、部下にカナタの抹まつ殺さつを命令した。

「狙そ撃げき手しゆ、今すぐあの悪あく魔まを射殺しろ！」

『ダメです！　西日を背にしていて、ゴーグルが使えません！　回り込むには時間が──』

「泣き言を言うな！　さっさと！　さっさとあのクソを殺せぇえ、畜生がぁ！」

　三島は近くのテーブル席を蹴けり倒した。

《生徒達は全員、自分の教室に戻れ。最期くらい、心静かにいられることを願ねがう》

　絶叫と号泣の声が木こ霊だます空を見上げながら、カナタは悠然と屋上を去って行こうとする。力なく膝ひざを落とし、愕がく然ぜんとしている赤髪の少年の横を過ぎ、やがて校舎の中に姿を消した。

　悪夢のような光景を前に、狩か月げつは不謹慎にも苦笑していた。

「人間は、神と悪魔との間に浮遊する」

『パンセか』

　無む線せん越ごしに、ドクターが狩月の引用元を言い当てた。

　狩月は混こん沌とんと化した対策本部内を歩き始める。

「人は皆、誰だれしも残ざん虐ぎやくな悪魔です。神のように他人を救うこともできれば、悪魔のように傷付けることだってする。普段ふだんどちらの顔を使っているのか、その違いだけしかありません」

　狩月はゆっくりと三島に歩み寄る。

　興こう奮ふんし、狼狽うろたえている様よう子すの三島の背後から、変わらぬ穏おん便びんな態度で声をかける。

「三島警けい部ぶ。少しだけ、お話をするお時間をいただけますか」

「ふざけるな！　全すべての作戦が破は綻たんしたんだ！　話などしている場合に見えるの──ふごっ！」

　振り向きざまに開いた口の中にナイフの刃を突っ込まれ、三島は否応なく黙だまらされる。

　三島の背後にいたのは、狩月ではなくハンターだった。喚き立てようとする三島の口内に、スプーンのようにナイフを押し入れてい脅した。

　薄うす闇やみに眼光を燻くすぶらせ、ハンターは三島を睨にらみ上げて警けい告こくする。

「ピーチクパーチク鳥みたいに騒さわいでんじゃねえよ。うるせえったらねえ」

　途端とたんに静かになった三島に優やさしく微笑ほほえみかけ、狩月は慈悲深く言った。

「今からあなたには、その作戦とやらの全ぜん貌ぼうを洗いざらい吐いて貰もらわないといけないんですよ。裏切り者の、内通者さん？」
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　日が沈み、校舎は夜闇に吞のまれる。
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　送電が止められている校舎に電灯が灯ともせるはずもなく。

　光源となるのは、四方から校舎を眩まばゆく照らす、対策本部のドラム照明だけである。

　──絶望の叫びが、校舎のいたる場所から聞こえていた。

　希望を破は壊かいされ、打ちのめされた生徒達は、漠然とカナタに指示された通りに教室に戻っている。空っぽになった頭では何も考えられず、何となくカナタの指示に従うしかなかったのだ。

　誰だれも、何の打開策も出せないまま、残り時間はわずか30分程になってしまった。

「くっそぉぉぉぉおおおああああ！」

　無人の暗い５階廊下に、ヒロミツの憎々しげな叫びが反はん響きようしていた。

　止血が甘かったのか、ぶり返した出血で、ヒロミツの脚に巻いた包帯は赤く染まっている。

　血を失って朦もう朧ろうとした意い識しきのまま、ヒロミツは屋上から校舎内に戻ってきていた。

　ヒロミツの足取りを重くしているのは、疼うずくような足の痛みのせいだけではない。爆ばく弾だんから解放される希望を失った今、迫る死の恐怖と絶望が全身にのしかかってきていた。

「どうしたら良い！　どうしたら良いんだよおあがあっ！」

　唾つばを散らし、足下に落ちていたガラス片を拾い上げると、八つ当たりで壁かべに叩たたき付けた。

　砕けて飛散するそれを見ていたところで、気は晴れない。

　今いま頃ごろはすでに爆弾は解除され、自由の身となって静せい峯ほう学がく園えんから解放されているはずだった。

　手首に巻かれた忌いま々いましい静せい峯ほう時計どけいを放り出し、帰途についているはずだったのだ。

　それなのに、あの狂った殺人鬼が全すべてを台無しにした。

　生徒全員を道連れに心中するのだと言い出したのだ。

　相手は希き代たいの殺人鬼である。ウソや冗じよう談だんで言っているわけがない。

　現に爆ばく弾だんを解除する唯一の方法を破は壊かいして見せたのだ。

　自らの妹まで道連れにして、学園諸もろ共とも死ぬつもりなのは間違いない。

　打つ手がなくなったヒロミツは、壁かべに寄りかかって啜すすり泣き出しそうになってしまう。

「……………………！」

　その時だった。１つの光こう明みようが射さす。

　行く手に見えてきているのは放送室。死体と血にまみれた、あの死臭色いろ濃こい部へ屋やである。

「そうだ！　そうだそうだそうだそうだそうだそうだそうだそうだったぜ！　放送室には、まだ恐怖の顔スケア・フエイスの死体が転がってるじゃねえか！　あの死体の血がありゃ、起爆装置の鍵かぎとして使えるんじゃねえのか!?」

　爆弾の起爆解除に必要な血液アンプル。

　あのアンプルに入っていたのは、恐怖の顔スケア・フエイスの血。

　ならば放送室に転がっている男の死体の血を使えば、爆弾はまだ解除可能なのではないか。

　思うが早いか、ヒロミツは脚の痛みも忘れて放送室に飛び込んだ。

　むせ返るような血の臭においに鼻を摘つまみながらも、人面皮のマスクをかぶった男の死体に駆け寄る。手近に転がっていた血染めのナイフを手に取り、そのナイフで死体の喉のどを搔かき切った。

「けひゃっ！　出た出たっ！」

　心しん臓ぞうが動いていない死体であるため、血が噴ふき出ることはなかった。だが裂けた傷口から、血はトロトロと流れ出てくる。ヒロミツは放送準備室に置かれていた冷蔵庫の中から、水のペットボトルを取り出す。その中身をその場に捨てると、空になったペットボトルに、死体の血を注ぐ。赤黒い液体が溜たまったペットボトルを掲げると、ヒロミツは歓喜のあまり踊り出したい気分になってくる。

「これさえありゃあ、俺おれはまだ助かるんだ！」

　あとは起爆装置を持っている殺人鬼である。

　あの男から何とかしてタブレットを取り返せば、晴れて爆弾を解除することができるだろう。

　……ヒロミツ１人では、銃を持っている殺人鬼を相手にするのは無理だ。

　しかしクラスの有志を募って一気に立ち向かえば、あるいは。

「迷ってる場合じゃねえ、もう時間がねえんだ！」

　ヒロミツは痛む足に鞭むち打うち、急いで放送室を後にする。

　血液入りのペットボトルを手に、１つ下の階の、自分の教室を目指す。

　下の階からは、教室に戻った生徒達の嘆く声が無数に聞こえてくる。

「死にたくねえ！　死にたくねえよおおお！」

「どうして僕がこんな目に。どうして僕がこんな目に。どうして僕がどうして僕が……！」

「いやあああ！　もういやああああ！」

「警けい察さつはどうするつもりなんだ！　こうなった責任を、どう取ってくれるんだよ！」

「出せ！　出せぇぇええ！　ここを開けろぉお！」

　聞こえてきた喚わめき声ごえの中に、奇妙な発言があった。

　確たしかに聞こえたのだ。「ここを開けろ」と。

　誰だれしも校舎から逃げ出したいのはわかる。だから「出せ」という要求は理解できるが、「ここを開けろ」というのは、違和感のある言い回しだ。

　ヒロミツは階段の踊り場まで来ると、そこでふと足を止めてた。

　踊り場から見下ろした４階廊下。自分の命令で展開された、防火扉が教室に続く道を封ふう鎖さしている。金属製の分厚い壁が、生徒達の往来を禁止しているのだ。

　ガンガンと、その防火扉を叩たたく音が無数に聞こえている。

　防火扉の向こう、教室側に閉じ込められた生徒達が壁かべを叩いているのは明白である。

　いずれも「出せ！」、「開けろ！」と声を張り上げて喚き散らしている様よう子すだった。

「何だぁ、この騒さわぎは……！」

　防火扉の向こうに殺到しているであろう生徒達は押し合いへし合い、今にも力ずくで防火扉を押し開けそうな勢いであった。それを反対側。つまりヒロミツのいる階段側から押さえ込んでいる生徒達が目に付いた。

　生徒達は、防火扉１枚を隔てた押し合いをしている。

　教室側の生徒達は「出せ！」と喚き、階段側の生徒はそれを阻止している。

「────あら、不ふ破わ君じゃない」

　そんな防火扉を、優ゆう雅がに見つめていた女子生徒がいた。

　パッと見では、その女子生徒が、生徒達を閉じ込めようとしている連中の親玉のように振ふる舞まっている。女子生徒は、ヒロミツのクラスメイトである。

「いったい何してんだ、姫ひめ谷や……！」

　姫谷ユイ。少女の名前だ。

　恐る恐る尋ねるヒロミツに、ユイはクスリと怪しく微笑ほほえんでくる。

「不破君こそ何をしていたのかしら。その手にしているペットボトルは何？」

　ユイはヒロミツを見上げ、妙に余裕ぶった態度で尋ねてくる。

　ヒロミツが答えずとも、ユイは続けざまに言った。

「言わなくても良いわ。当ててあげる。そのペットボトルに入った血は、恐怖の顔スケア・フエイスを名乗って放送室に立てこもっていた男のものでしょう？」

「あ、ああ……そうだ」

「あなたは何もわかってないのね。あの男の血では、爆ばく弾だんを止めることはできないの」

「……？」

　怪け訝げんな顔をするヒロミツを嘲あざ笑わらい、ユイは制服の胸元から小瓶を取り出した。

　その小瓶には、赤々とした液体がたっぷりと詰め込まれている。

「爆ばく弾だんを止めるには──こっちの血液を使わないと」

　ヒロミツの背筋が、即座に冷える。

「……お前、まさか！」

「フフフ。人の目には姿形しか映らない。素振りさえ本人のものだったら〝私が本当は誰だれか〟なんて、見た目だけじゃわからなかったでしょう？」

　目の前の少女は、ヒロミツにとって見知った顔である。

　だがその顔は、もはや偽りの仮面なのだ。

「そう。私は冬ふゆ木き先生の記き憶おくに感染している。とっくに〝恐怖の顔スケア・フエイス〟の１人ひとりなの」

　冬木の記憶に感染した生徒。殺人鬼が言っていた、生徒の顔をした凶悪犯達である。

「まったく、緋ひ上かみカナタにはやられたわ。〝彼〟へのかつての貢献を労ねぎらってあげようと思って、せっかくこの舞ぶ台たいに招待してあげたっていうのに。まさか自分が立てこもり犯になるなんていう大胆な方法で、生徒達の解放を邪じや魔ましてくるなんて。恩を仇あだで返されるとは思わなかった」

　ユイは腕を組み、ゆっくりと階段を上ってくる。

　踊り場で硬直してしまっているヒロミツを見上げ、ニタニタと不気味に微笑ほほえんでいる。

　よく見れば、笑えんでいるのはユイだけではない。

　防火扉を押さえている生徒達も、ヒロミツに顔だけ向けて同じように笑んでいた。

「周到に計画したんですもの。ちゃーんと不測の事態には備えているわ。血液アンプルは２つ用意してあったの。放送室に立てこもった恐怖の顔スケア・フエイスの持ち分が、予期せず壊こわされた場合を想定してね」

「……な、何でそんな話を……！」

「私達は、感染していない他ほかの生徒達に紛れて解放される予定だった。見た目じゃ、感染しているかどうかなんて判別できないもの。あなたも、私がいつもの姫ひめ谷やユイだと思っていたんでしょう？　記憶感染のカラクリがバレていても、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの目をしばらく欺あざむける。目め晦くらましで時間さえ稼かせげれば、その間にターゲット達を殺すことは十分に可能だった。そうなっているはずだったのに……アイツのおかげで計画は大幅な修正を余よ儀ぎなくされてるわ」

　ユイはヒロミツの間近にまでやってくると、唇をそっとヒロミツの耳元に近づけてくる。

　甘い吐息を吹き付けるように、ユイはヒロミツの耳元に囁ささやいた。

「あの音を聞いて」

　ユイが促す視し線せんの先には、押し込められた生徒達に、激はげしく叩たたかれている防火扉がある。

「もはや助かる術すべがないと見て、最後の賭かけに出ようとしている連中よ。校舎の外に全速力で逃げ出すつもりらしいの。そんなことをすれば爆弾は間違いなく爆発する。それによって何人か死んでも、最初に逃げ出した何人かだけは助かるかもしれない。全滅よりはマシ。みんな自分こそが、その助かる何人かの中に入れると信じているの」

　ユイはいつもと別人のように艶あでやかな態度である。そうして妖あやしく微笑ほほえみながら言った。

「生徒達は逃げ出したい。けれど私達は、爆ばく弾だんの解除前に彼等らを逃がすわけにはいかない。緋ひ上かみカナタは、こうなることを予想していたんでしょうね。酷ひどい男よ。人の生に対する執着を利用している。もう説得にさえ耳を貸さない暴ぼう徒との生徒達を止めるためには、感染者が総出で抑え込まなければ鎮ちん圧あつできないわ。各階の防火扉、その内外で、感染者と非感染者に分かれてせめぎ合っているの。せっかく誰だれが感染しているのか隠したかったのに、このままでは一いち目もく瞭りよう然ぜんよ」

「……っ!?」

　直後、ヒロミツの胸部に鋭するどい痛みが走った。

　ユイは隠し持っていたナイフを、ヒロミツのみぞおち辺りから心しん臓ぞうに向け、深々と突き立てたのである。その刃はヒロミツの身体からだを下から串くし刺ざすようにして、心臓に到達する。

「あ……あがっ……！」

　口こう蓋がいから血を吐き出し、嘔おう吐と直前のような顔で、ヒロミツは硬直する。刺された痛みはあまりにも強烈であり、致命的だった。抵抗する力もなく、ヒロミツはその場に膝ひざを崩す。

　ヒロミツからナイフを引き抜くと、ユイもその場に優やさしく膝を落として語りかけた。

「残念ね。もっと生きたかったわよね。でもあなたは知り過ぎてしまった」

　自らの胸中で緩ゆるやかに息絶えていくヒロミツに向かい、ユイは告げた。

「私達の正体を知っているのは、放送室にいた３人。あなたと、緋上兄妹きようだいだけ。外の警けい察さつ連中に気付かれる前に、全員あの世に送ってあげる。そうすれば、この計画は存続可能なのよ」

　涙を流しているヒロミツの双そう眸ぼうから、急速に光が失われていく。

　開ききった瞳どう孔こうを見下ろし、ユイはヒロミツの背中に突き立てていたナイフを引き抜いた。

　赤々とした鮮せん血けつを滴したたらせる刃を、ユイは小さな舌で舐なめ取った。




　　　　▲　17:45　▼




　冬の夜は、身を切るように寒い。

　白い吐息を唇から漏らし、カナタは中庭から夜空を見上げていた。

　星１つ見えない黒い海うな原ばらにも、丸い月を仰あおぐことはできる。

　それは美しい月だった。

　窓のないカナタの独房からは、夜空を見ることは叶かなわなかった。数年ぶりに見上げる黒い空を、もっとよく見ていたかったというのに、上空を飛び交う取材ヘリが何度も横切って邪じや魔まをする。眩まばゆいスポットライトを照射し、闇やみの中にカナタの姿を色白く浮き立たせるばかりだ。

　耳にするのは静寂ではない。

　微かすかなヘリのローター音と、中庭に木こ霊だます生徒達の悪あがきの声だ。

　何もかもがぶち壊こわしの夜だったが、それでもカナタは、久しい闇やみの深さを堪たん能のうしていた。

「……生徒を全員殺すって言ってたけど、私達も死んじゃうんだよね」

　問いかけてきたのは、傍かたわらに立っている妹である。

　リセは、カナタから手渡されたタブレットのカウントダウンを、悲しげに見下ろしていた。

「爆ばく弾だんは18時に爆発する。あと15分しかない」

　カナタは何も答えない。

　ただ黙だまって夜空を見上げ続け、心地ここちよさそうに深呼吸を繰くり返しているだけである。

「教えて。本当は、冬ふゆ木き先生の計画を阻止するために、自分の命を使おうとしてるんでしょう。私を助けにきたって言ってたけど……もしもそうできなかったことを後悔してるなら、気にしなくて良いよ。私、みんなのために死ねるなら本望だから。それだけは伝えておきたかった」

　強がりながらも震ふるえているリセ。その小さな手を握り、カナタは言った。

「心配するな。後は何もしなくても、全すべてお前が望むようになる」

　視し線せんを空から真正面に転じると、カナタは暗い昇降口の向こうを見やる。

「ようやくお出ましだ」

　言われてリセも、昇降口に視線を向けた。

　すると暗がりの向こうから、複数の人ひと影かげが歩いてくるのが見えた。

　人影は７人。いずれもリセのクラスメイトである。

　リセが驚おどろいたのは、その先頭を歩いている女子生徒の存在である。

　ボブカットの黒髪であり、見み慣なれた面おも影かげである。しかし異様なのは、その口元も、着ている制服も、誰だれかの返り血にまみれている点である。

　カナタと対たい峙じする位置、ヘリのスポットライトの下で、ユイ達は立ち止まった。

「…………ユイ？」

「待たせたわね、リセ」

　ユイはにこやかにリセに手を振った。

　リセが回答に行く前、完全に怯おびえきった様よう子すだったユイからは考えられない余裕である。

　その様子の変化に、リセは思い当たることがあった。

「……そんな……ウソよ……！」

「察しが良いのね。見ただけで私の正体に気が付くなんて。ご明察よ。私達は冬木先生の記き憶おくの感染者。あなたのお兄にいさんに、まんまと燻いぶり出された80人の感染者の内の１人ひとり」

　残酷な現実を前に立っていられず、リセの弛し緩かんした身体からだは力なくその場に跪ひざまずいてしまう。

　そんなリセを、ユイは嘲ちよう笑しようを浮かべて見下ろした。

「安心しなさいよ。冬木先生の記憶が感染しているからといって、元人格がなくなったわけじゃないのよ？　今こうしてあなたと話しているのは、あなたがよく知る姫ひめ谷やユイなの。あくまで私達は、冬ふゆ木き先生の記き憶おくと意思を継承しているだけ。先生の考えに同どう調ちようして、先生の無念を晴らそうとしている。言うなら先生の協力者でしかないのよ」

「先生の意思に同どう調ちようしたって……じゃあ、ユイ本人の意思で、先生の計画に加担を？」

「そうよ」

「ウソよ！　ユイは優やさしい子だよ！　先生が考えた、みんなの家族を殺す計画になんて協力するわけない！　あなた、先生の記憶に操あやつられているのよ！」

「またそうやってリセは、私のことをわかったような口振りよね。ホント何様なのかしら」

　涙ながらに否定してくるリセにうんざりし、ユイは肩を竦すくめて言った。

「冬木先生は、私達に自分の記憶を感染させたわ。その〝記憶の中身〟って何だったと思う？」

「……記憶の中身？」

「この学園の真実よ。それを知ったからこそ、私達はこうして先生に協力する道を選んだ」

「それって……いったい何の話なの！　わからないよ！」

　ユイはカナタを見やり、言った。

「あなたのお兄にいさんは、全すべてを理解したんでしょう。だから放送室の恐怖の顔スケア・フエイスは約束を守り、自殺した。あなたのお兄さんに訊きいたらどうなの？」

　ユイ達は目の前のカナタを睨にらみ付けている。

　リセも思わず、傍かたわらのカナタを見上げてしまう。

　それまで黙もくしていたカナタは、意見を求めているリセを見つめて言った。

「……この学園には、校舎を跡形もなく吹き飛ばせる量の爆ばく弾だんが埋設されている。だがどうやって恐怖の顔スケア・フエイスが爆弾を学園に仕掛けたのか、警けい察さつや内閣情報捜査局ＣＩＲＯが懸けん命めいに調しらべても、わからなかった。だから考えた。爆弾は〝本当に恐怖の顔スケア・フエイスが仕掛けたものなのか〟とな」

「……？」

「爆弾は恐怖の顔スケア・フエイスが仕掛けたんじゃない────最初からずっと仕掛けてあったんだ」

　混乱をきたすリセに構わず、カナタは続けた。

「この学園に足を踏み入れた時から、オレは違和感を覚えていた。校舎内の要所に仕掛けられた監かん視しカメラ。生徒達の現在地を正せい確かくに把握する、このＧＰＳ付きの腕うで時計どけい。まるで刑務所の囚しゆう人じんを見張るような、行き過ぎた監視システムだ。そう思った時、１つの発想が生まれた。この学園を運営する者達は、この学園の生徒達を常に注意深く監視したいと思っているのだと。生徒達を〝見張っていなければならない理由〟があるのだと」

　カナタはリセから視し線せんを外す。

　そして、憐あわれむような悲しげな眼まな差ざしをユイに向けた。

「この学園の地下には、大掛かりな空調システムが存在している。そしてこの学園の創立に出資したのは、天あま照てらす製せい薬やく。さらに天照製薬が臨りん床しよう試し験けんを行っていた試験薬は万能性細胞デユナミスだ。それを冬ふゆ木きユタカが悪用し、この学園の生徒達に拡散させた」

　次々にカナタが口にするキーワードは、不ふ思し議ぎと１つの繫つながりを見せ始める。

「この学園の生徒である佐さ成なりリョウタは、この学園に入学してから急きゆう激げきに理数系科目の成せい績せきが良くなったそうだ。そうだな。たとえばの話をしよう。この学園の空くう調ちよう設備を使って、特定の教室に万能性細胞デユナミスを散布したとする。さらにその中の特定の生徒に、〝理数系科目の知ち識しき〟を感染させることができたとしたらどうだ？　親は学園に報酬を払い、学園は親に頼まれた知識や記き憶おくを子供に植え付ける。まるで記憶を売り買いするようなビジネスが成立するだろう」

　その行き着く結けつ論ろんに気が付き、リセは怖おぞ気けで吐き出しそうになる。

「……この学園の真実って！」

　カナタは明めい確かくに断じた。

「この学園は〝記憶ビジネス〟を行っていたんだ。組そ織しきぐるみのＡＳＴ犯罪と呼べる」

　リセは蒼そう白はくになって打ちのめされてしまう。

　対してユイ達は顔を見合わせ、カナタの推理に大笑いし始めていた。

　手を叩たたき、拍はく手しゆ喝かつ采さいを贈おくりながらカナタの結論を態度で肯定して見せた。

　それにも表情１つ変えず、冷ややかにカナタは続けた。

「優すぐれた知識や優ゆう秀しゆうな思考能力、熟じゆく練れんが必要な経けい験けん。そうした全すべてが金で買えるんだ。自分の子供の将来のためとでも囁ささやかれれば、このビジネスに大金を払う親は多いだろう。これは金持ちの親から大金をせしめられる巨きよ額がくの商売だ。だが同時に、認可されていない薬品である万能性細胞デユナミスを使い、生命倫理からも外れた違法な商法でもある。この秘密が万が一世間に露ろ呈ていした場合に備え、創立者はこの地下に爆ばく弾だんを仕掛けた。いざという時は、ガス管の破裂か何かに見せかけ、学園ごと生徒達を吹き飛ばして証拠隠滅をするつもりだったんだろう。それが、殺された天照製薬の社長が、この学園に施しておいた安全策だったに違いない」

　カナタはリセから、タブレットを取り上げる。

　それを掲げ、ユイに言った。

「この起爆装置は、冬ふゆ木きユタカのような、ただの高校教師が買える代しろ物ものではない。天照製薬の社長の持ち物だったんだ。だから血液アンプルに収められていたＤＮＡも、冬木のものじゃない。これらを奪いたいがために、お前はまず最初に、天照製薬の社長を殺害したんだろう？　社長を大量出血させる殺害方法を選んだのは、血液を採取したことを隠すためだ」

「あはははははははははははははははははははははははははは！」

　ユイは腹を抱えて哄こう笑しようを上げる。

　興こう奮ふんした双そう眸ぼうを爛らん々らんと輝かがやかせ、対たい峙じしているカナタに言った。

「その頭脳、凄すさまじい切れ味ね！　ほんの一握りだった情報を繫げて、まさかここまで全容を看かん破ぱしてみせるなんて。ホント、天才って言葉しか思い付かないよ！　あんたは先生が最初に予想していた以上に、とんでもない怪物だったみたいじゃない！」

　ユイはニヤけながら続けた。

「なるほど。今の話を聞いて、かえって納得できたよ。それだけの頭脳を持っているんだし。こうして、感染者と非感染者を分ぶん離りする方法を思い付くのなんて簡かん単たんよね」

　カナタは、小さく嘆息をした。

「特定の生徒にだけ記き憶おくの植え付けが行えなければ、この学園のビジネスは成立しない。空くう調ちよう設備を使って教室にウイルスを撒まく以上、教室にいる全員に記憶が植え込まれてしまうからだ。おそらく健康診断か何かの際に、生徒達の身体からだには受信ウイルスのようなものが投与されているはずだ。冬ふゆ木きのウイルスを感染させられるのは、その受信ウイルスを持っている生徒だけ。つまり記憶ビジネスによって記憶を植え込まれたことのある生徒だけだろうと思っていたよ」

「ご明察」

「全すべての親が、この記憶ビジネスに手を出せるくらいに裕福ではない。感染者は半数に満たないだろうと考えていた。過半数以上の非感染者達が暴ぼう動どうを始めたら、感染者全員でなければ、とても抑え込めないだろう。つまり非感染者を追い詰めれば、お前達を炙あぶり出すことは可能だ」

「そうしてまんまとハメてくれたわけね。恐れ入るわ」

「記憶ビジネスに手を染めた少数の親達。それが、冬木の暗殺計画のターゲットだ。そいつらがみんな死ねば、冬木は母親の復ふく讐しゆうになると思っていたんだろう？」

「……」

　そこでユイは、失笑する。

　不快そうに表情をくもらせ、黙だまってカナタの目を覗のぞき込んでくる。

「想像には難かたくない。母親代わりだった宗むな形かたサナエは、アルツハイマー病の特効薬を研究していたそうだな。その治ち療りよう方法として有力だったのはｉＰＳ細胞。万能性細胞デユナミスに繫つながっている」

「……」

「万能性細胞デユナミスを開発したのは、本当は宗形サナエだったんじゃないのか？　その効能に目を付けた天あま照てらす製せい薬やくは、宗形サナエから研究を取り上げた。そしてその研究を悪用した、静せい峯ほう学がく園えんという記憶ビジネスシステムを始めた。宗形サナエは直後に追放された。そして薬品火災事件の犯人としてでっち上げられ、処刑された。時系列上は、筋が通る」

「……」

「宗形サナエと話をした時……刑務所には不釣り合いな人物だと思った」

　カナタは眼まな差ざしを遠くし、目を細めて言った。

「収しゆう監かんされる前に、自分がやっていた研究の話。そして息子むすこの話。そればかりを延々と、楽しそうに話してきたのを覚えている。一方的だったよ。いつ死刑執行となるのかもわからない不安な毎日なのに、不ふ思し議ぎと希望に満ちた目をしていた。……忘れられない人柄だった」

　語るカナタに続き、苦々しく顔を歪ゆがめたユイが言った。

「死ぬべき人じゃなかったのよ」

　カナタは黙だまり込む。

　するとユイは話の矛先を変え、再びリセに視し線せんを転じて言った。

「ねえ、リセ。ヒロミツが言っていた、私のお父とうさんの秘密。教えてあげようか」

　言いながらユイは、ジリジリとカナタとリセの傍そばに躙にじり寄って来る。

「私の好きな人ってね。私のお父さんのことなの」

「……え」

「私ね。自分のお父さんと寝てるのよ」

　にこやかに、平然と告白するユイ。あまりにも醜しゆう悪あくな事実を口にするユイの笑顔えがおは、リセにとって不気味以外の何ものでもなかった。けれど親友の胸中など無視し、ユイは続ける。

「お父さんのことが、好きで好きで堪たまらなかった。お母かあさんには内ない緒しよで、何度も何度も家でしたのよ？　親子でそんな風になっているのを、悪いだなんて１度も思わなかった。だって、人を好きになる気持ちに罪はないでしょう。私が愛した人が、たまたまお父さんだったってだけ。お父さんに、自分は深く愛されてるんだって思ってた。けどね……」

　そこまで語ると、ユイは一いつ瞬しゆんだけ黙り込む。

　そして微笑ほほえんでいるはずの顔に、一筋の涙を流して告げた。

「お父さんのことが好きだっていう私の気持ちは、お父さんが〝お金で買ったもの〟だった」

「……！」

「私はこの学園で、お父さんのことが好きだったっていう偽の記き憶おくを植え付けられた。その記憶によって、気持ちを錯さつ覚かくさせられた。それで私は、お父さんと情事に走るようになったの。先生の記憶には、この学園で行われたことの全すべてが記き録ろくされてる。だからこうして、お父さんが、娘である私の記憶を操そう作さしたことを知った」

　涙しているユイは、それでも笑顔を絶やさない。それは全てを知った上で、今さらどうしようもない現実を諦てい観かんしている者の顔であることにリセは気付く。

　天使のように微笑み、血を流すように心を痛めているリセの親友は、ただ真実を口にした。

「何も知らなかったでしょう？　私ね、中学までは今と全然違う非行少女だったみたいなの。けどこの学園に来てから、私の頭は滅茶苦茶めちやくちやにいじくり回されて、今の全く違う私になった。もう元の私なんてどこにもいない。死んだも同然なの。それを知って悲しくて、許せなくなった。今はね、私、こんなにもお父さんのことを殺してやりたいと思ってる」

　涙しているユイの顔を、リセは辛くて直視できなかった。

　ユイの深く傷付いている純粋な気持ちを思い、リセも涙してしまう。

　ユイは泣きながら、自らの胸にそっと手を当てる。まるでユイの気持ちを共有しているかのように、周囲を取り巻いていた感染者達も涙し始めている。

　一斉一様に泣き出した感染者達を代弁するかのように、ユイは胸中の思いを吐き出していく。

「他ほかの感染者も、みんな私と同じ気持ちよ。親の望むように頭をいじくり回されて、元々の人格なんて跡形もない子が私の他にもたくさんいるの。信じられる？　自分の親が、自分の子供の全すべてを否定して、全く違う人間に造り替えてるの。お金まで払ってね。私達……まるで親の都合の良いように作られてるオモチャ同然じゃない！　自分のこの気持ちさえ、本物かどうかわからない！　心も、記き憶おくも、誰だれかに作り出された偽物なのよ！　その苦しみがわかる!?」

「ユイ……！」

「やめて、リセ。同情の台詞せりふなんて口にしたら許さないわ。〝自分が誰なのか〟という問いに答えられる人間なんかに、私達の気持ちなんてわかるはずがないもの。恐怖の顔スケア・フエイスが言っていた、自分が誰かという問いは、私達全員の気持ちを代弁してくれた怒りの声だったのよ！」

　リセの憐あわれむ視し線せんを悔しく感じながら、ユイは続けた。

「冬ふゆ木き先生がいなければ、私達は何も知らない、親達のオモチャのままだった」

　ユイは悲しげに双そう眸ぼうを細め、足下に視し線せんを伏せた。

「天あま照てらす製せい薬やくは、冬木先生のお母かあさんから研究の成果を奪った。それどころか、その研究を独占して悪用するために、冬木先生のお母さんを放火犯に仕立て上げて、刑務所に送り込んだ」

　苦しい思いを全て吐と露ろするかのように、ユイの独白は続いた。

「親がいなかった先生を愛し、一いつ生しよう懸けん命めいに育ててくれた血の繫つながらないお母さん。先生はお母さんのことが大好きだった。それなのにロクに面会することもできず、冤えん罪ざいを背負って処刑されてしまった。お金に目が眩くらんだ、人の皮をかぶった悪あく魔ま達のせいでね。先生の記憶はね、とても辛つらくて悲しい。心が痛くて、気が狂ふれてしまいそうなくらいよ」

　ユイは伏せていた視線を、カナタとリセに向ける。

　その眼まな差ざしに強力な覚悟が宿っていることは、見ればわかった。

「冬木先生は、人の皮をかぶった悪魔達に復ふく讐しゆうを誓った。そして同時に、自分のお母さんの研究によって狂わされた、犠ぎ牲せい者しやの私達を助けたいと願ねがっていた。この学園に教師として潜もぐり込み、ずっと反逆の日を待っていた。そして今日きようという日を迎えたわ。先生は自分の命を投げ打ってまで、私達に教えてくれたよ。今の自分が、他人の良いように製造された紛い物なんだと。弄もてあそばれているんだと。そしてこうして、反逆する機き会かいを与えてくれた。冬木先生は私達にとって英雄なの。先生の計画を完遂するためなら、もう私達は手段を選んだりしないわ……！」

　烈火のような怒り。巨岩の如ごとく揺るがぬ覚悟。

　それを秘めたユイの眼力は、カナタとリセに正面から浴びせかけられる。

「私達は今夜、一斉に自分の親を惨殺する。そうすれば世間は、私達の凶行の理由が、この学園の事件に関係していることをすぐに察するわ。今や世間の注目は、有力者達であっても簡かん単たんにもみ消せない程、十分に集まっている。あとは私達が記憶ビジネスの被害者であるという声明を出し、警けい察さつの内通者が学園の機き密みつ資料をマスコミに漏らせば、この地じ獄ごくで行われてきた全ての悪事は明るみになる。責任者の連中は、死ぬまで弁明に追われて追い詰められるのよ！」

　ユイは高らかに宣言しながら、胸元から血液の入った小瓶を取り出した。

　それは隠し持ってきていた予備の血液アンプルである。

「さあ、計画は大詰めよ。そのタブレットを渡しなさい、緋ひ上かみカナタ」

「……」

「あなたが妹のリセを大切に思ってることならお見通しよ。頭が良いあなたなら、私がこの予備のアンプルを持っていることなんて予想していたでしょう。だからこれを当てにして、自分のアンプルを破は壊かいして見せた。ハッタリにしてはドスの効いたパフォーマンスだったわ。でも、もう時間がない。茶番は終わりにしましょう。生徒達を解放して、私達は先生の目的を達成しなきゃいけない。あなたの大切なリセを、爆ばく弾だんから救わなきゃでしょう？」

　そして爆弾を解除した後、警けい察さつが踏み込むより先に緋上兄妹きようだいを殺す。

　ユイは背後に忍ばせているナイフを手に、カナタとリセに気付かれぬよう殺意を隠していた。

　カナタが手にしたタブレットに表示されたカウントダウンは、もはや１分を切っていた。

　その表示をじっと見下ろしていたカナタだったが、やがてポツリと言った。

「──言いたいことは、それだけか？」

「……？」

「オレはハッキリと宣言したはずだ。誰も生かして帰さないと」

　カナタは手にしていたタブレットを天高く掲げる。

　それを────勢い良く地面に叩たたき付けた。

「なああああっ！」

　地面の上に叩き付けられたタブレットは、液晶の部分が砕け散る。一いつ瞬しゆんの火花と煙を散らし、何も表示されなくなったタブレットは虚むなしく地面を転がった。

　カナタの常軌を逸した行動に、ユイ達は目を剝むいて驚きよう愕がくしてしまう。

　戦慄おののいているユイ達の前で、カナタはタブレットをさらに踏み付け、徹てつ底てい的てきに損そん壊かいを加えていった。カナタに激はげしく踏み付けられたタブレットは、中央付近で完全に折れ、もはや完かん膚ぷ無なきまでに破壊されてしまった。

　呂ろ律れつが回らない程に動揺し、ユイはカナタに向かって喚わめき立てた。

「何てことをしたの！　自分が何をしたのかわかってるの!?」

「ああ。完全に爆弾を解除不能にしてやった。そんな予備の血液アンプルなんて、制御装置自体が壊こわれていては役立たずだろう？」

「おまっ、おまええええええええええええええええええええええええええええ！」

　摑つかみかかろうとしてくるユイに、カナタは黙だまってアサルトライフルの銃口を向けた。

　それに怯ひるみ、ユイはその場で踏ふみ止とどまる。

　踏み止まったのは、銃口を向けられたからだけではない。

　──咄とつ嗟さに震ふるえ上がったのだ。

　何て冷たい目なのだろう。黒ずんだ氷塊を思わせるカナタの双そう眸ぼうから、人間に在らざる殺意が放たれている。その瞳ひとみの温度だけで、睨にらみ付けられた相手は凍死しかねない。正面からそれを向けられたユイは、思考能力の全すべてを奪われ、込み上げてくる恐怖で吐きそうになる。呼吸を忘れた肺が息苦しさを覚え、懸けん命めいに酸素を求めている。だがユイの自律神経はカナタの視し線せんに毒されてしまったかのように、正常に機き能のうしようとしない。

　身体からだから力が抜け、堪たまらずその場で腰を落としてしまう。

　おぞましい目でユイを見つめ続け、カナタは言った。

「お前が考えていた結末は、爆ばく弾だんを解除し、生徒達を解放すること。そして口封じのために、知り過ぎたオレとリセを始末することだったんだろう。だがオレが考えた結末は違うものだ」

　カナタはゆっくりとユイに歩み寄る。

「リセが救われ、お前達の計画は叩たたき潰つぶされる。それがあるべき結末だ」

「ふ、ふざけないでよ！　あんた、爆弾の唯一の解除方法を台無しにしたのよ！　私の計画を潰せても、リセを助けるなんてもうできないでしょうが！」

「できるさ」

　カナタは頰ほおに嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　一方、カナタに救うのだと宣言されたリセ当人は、状況の理不尽さに泣き出している。
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「カナタ……！」

「オレを信じろ、リセ」

　青ざめているリセの肩を抱き寄せ、カナタは中庭の壁かべ掛かけ時計どけいを見上げた。

「残り８秒だ」

　それで全すべてが終わる。

　もはや爆ばく弾だんを解除する術すべは残されておらず、校舎内の人間は皆死ぬ以外に道はない。

　教室エリアに閉じ込められた生徒達が、慟どう哭こくの声を上げているのが聞こえる。

　死を目の前にした悲痛な叫び声は大合唱となり、中庭のカナタ達に降り注いだ。

「ヒッ！　ヒィィイイイイイィィッ!!」

　こんな結末など微み塵じんも予期していなかった感染者達は、絶望の顔で天を仰あおいだ。

　これからマグマのように吹き上がる爆炎によって身を焼かれ、人生が灰と化すのだ。

　想定外の死はユイ達からも冷静さを奪い、醜みにくく無様ぶざまに震ふるえ上がらせるだけである。

　残り４秒となった時、数多あまたの悲鳴が一斉に搔かき消える。

　息を吞のみ、その場の全員が、これから襲おそいかかる激はげしい苦痛に備えたのだ。

　３秒。

　２秒。

　１秒。

「……………………………！」

　……。

　……。

「…………………？」

　何も起きない。

　ガタガタと恐怖で身を震ふるわせながら、ユイはゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　見上げた中庭の時計は──18時を過ぎて時を刻んでいる。

「……[image: ???]」

　全校から、どよめきの声が発せられる。

　中には、爆ばく発はつが起きなかったことに大喜びの声を上げる生徒達もいた。

　しかし何が起きたのか誰だれも理解できておらず、お互いに顔を見合わせて目を瞬しばたたかせるしかない。

　混乱を極めたユイが、その場で腰を抜かしたまま声を荒げた。

「……どうして？　どうして爆発が起こらない！」

「オレの期待する程度には、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが優ゆう秀しゆうだったということだ」

　目の前にカナタが立っていた。憐あわれむようにユイを見下ろしながら。

　その直後だった。

　カナタの背後から強烈な閃せん光こうが迸ほとばしる。炸さく裂れつするような激はげしい光。カナタの後光のようなそれに、ユイ達は目が眩くらむ。それは対策本部が照射している、ドラム照明の光だ。

「──内閣情報捜査局ＣＩＲＯだ！　全員腹ばいになれ！」

　その声と共に、校舎の正面入り口から完全武装の捜査官達が雪崩なだれ込んでくる。

　入り口からだけではない。１階の各教室の窓から飛び出てくる者。ヘリから屋上に降下してくる者。考えられる、あらゆる出入り口から武装した捜査官達が突とつ撃げきし、瞬またたく間まに感染した生徒達を拘こう束そくしていく。

　他ほかの感染者同様、ユイ達も捜査官達に羽は交がい締じめにされ、後ろ手に手て錠じようをかけられる。

　電光石火の逮たい捕ほ劇げき。それを目まの当あたりにしたユイは、目の前の風景が砕けたフレスコのように、ガラガラと崩れ落ちていく感覚に見み舞まわれる。自分達の計画が、今この瞬しゆん間かんに完全に壊かい滅めつさせられたことを理解できたからだ。

「あ……ああ……ああああああああああああああ！」

　捕らえられていく仲間を見て、ボロボロと大粒の涙がこぼれ落ちていく。

　計画を破壊し、台無しにした元げん凶きようであるカナタ。

　ユイは力を込めた眼めを血走らせ、暴あばれるようにして喚わめき叫んだ。

「うあああああああ！　何をしたのよおおおおおお！」

「単純な仕掛けだ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯが起爆装置を遠隔制御して、カウントダウンを止めた。オレは、カウントが止まるのを見てからタブレットを破壊したんだ」

　捜査官達に両りよう脇わきを固められ、身動きが取れないユイ。

　その前に佇たたずむと、カナタは余裕の態度で、ポケットに手を入れた。

　今にもカナタの喉のど笛ぶえに嚙かみ付かんとする勢いで、ユイは疑念を晴らそうと喚わめき続ける。

「そんなウソよ！　血液アンプルなしに、どうやって外部からそんなことが！」

「起き爆ばく装置として使われているタブレットは、米べい国こくのセーフクラフト社製だ。セーフクラフト社は、端末のロックを解除できるＤＮＡ情報を提供すれば、タブレットを遠隔で制御してくれるらしい。内閣情報捜査局ＣＩＲＯは天あま照てらす製せい薬やく社長のＤＮＡ情報を提供したんだ」

「どうして内閣情報捜査局ＣＩＲＯが、天照製薬の社長の血が必要だと気付くのよ！」

「メモ書きを渡しておいたんだ。書いておいた指示は３つだ。社長のＤＮＡを使え。１分前に爆弾を解除しろ。バカをやってる生徒を捕まえろ、だ。これは全すべてオレの指示だ」

「メモですって!?」

　ユイに代わり、今度は傍かたわらのリセが尋ねる。

「カナタは１歩も校舎の外に出てないじゃない。無む線せん通信じゃ対策本部のスパイに情報が筒抜けになっちゃうし、いったいどうやって内閣情報捜査局ＣＩＲＯにそんなメモを渡せたの……？」

「これだ」

　カナタは、ポケットから何か小さなものを取り出した。

　ユイの前に放り出されたそれは、音も立てずに地面の上を転がる。

「やだ、カナタこれって……！」

「……親指!?」

「ああ。さっき対策本部の前にオレが放り投げた、顔の皮を剝はがれた死体の一部だ」

　ユイの前に転がされたのは、切り取られた人間の親指である。

　その肉塊を見下ろしながら、カナタは無表情で続けた。

「天あま照てらす製せい薬やくの社長殺し。あの殺害方法を思い出してみろ。顔の皮を剝がされ、失血死しているのが発見されたはずだ。あの生徒の死体も、その死に方によく似ていた。社長殺しと違うのは、拷ごう問もんの際に切り取られた親指が、腹の中に放り込まれているかいないかの違いだけだ。だからオレは、あの生徒の死体から親指を切り取った。社長の死体と似たような損壊状況にした」

　カナタの服が返り血で酷ひどく汚れていたのは、死体を損そん壊かいさせていたからなのだろう。

　死体を傷付けるなど、まともな人間にできることではない。

　非ひ常じよう識しきな行為を、カナタは何でもなかったことのように平然と言ってのけている。

　ユイは最初、カナタがなぜそんなことをしたのか理解できなかった。

　だが理解した途端とたんに、身が竦すくむ恐怖に襲おそわれる。

「……………死体の腹の中に、メモを詰め込んだの？」

　小さく身を震ふるわせて、ユイは恐る恐るカナタに尋ねる。

　カナタの頰ほおに、不気味な笑えみがわずかに窺うかがえた。

「空にはマスコミのヘリが飛んでいる。カメラを向けられ、その映像は全国に放送されているんだ。そんな中、対策本部前に転がる無惨な生徒の死体を、警けい察さつが放置しておくと思うか？　当然、ビニールシートで覆おおわれ、隠される。校舎側からも、ヘリからも中が見えないだろう。無む論ろん、お前達や対策本部にいる内通者からも確かく認にんしにくくなる。内通者に気が付かれる前に、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが死体の意味を察してメモを発見できるかどうかは賭かけだった。仮にダメだったとしても、お前は予備の血液アンプルを持っていた。爆ばく弾だんはどのみち解除できただろう」

「……っ！　感染者を驚おどろかすためだけに、こんな仕掛けを施したっていうの！」

　全身を小刻みに震わせ、すでに怯おびえきった目でカナタを見ているユイ。

　カナタはその顔をじっくりと観かん察さつした後、ユイを小こ馬ば鹿かにするように、首を傾かしげて言った。

「確たしか、お前は恐怖の顔スケア・フエイスとか名乗っていたな」

　カナタはユイの耳元に唇を近づけ、そっと囁ささやいた。

「なるほど。確かにその顔は────恐怖している顔だぞ」

「ううううあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ユイは絶叫する。

　恐怖もさることながら、カナタに対する怒りと、悔しさとが胸底を搔かき立てる。

　喚わめき散らし、暴あばれ回るユイだったが、難なんなく捜査官達に押さえつけられてしまう。そうして他ほかの感染者達同様、対策本部に連行されていく。

　去り際に、叫ぶのをやめたユイが、「待って」と呟つぶやく。

　その頼みを聞き入れ、ユイを連行しようとしていた捜査官達は足を止める。

　ユイはカナタに背を向けたまま、尋ねた。

「……私達の渾こん身しんの抵抗を台無しにして。罰せられるべき人間達を野放しにした。あなたがやったことは、そういうことなのよ？」

「……」

「教えてよ。私達がやろうとしていたことは、そんなに悪いことだった？」

　カナタはユイに答えた。

「この世には、オレのような悪人が数え切れない程に存在している。自分の大切な者以外なら、どうなろうが興きよう味みさえ感じない悪人達だ。そんな悪人だらけの世界では、不公平を押し付けられるなんてことはよくある話だ。だから生き続けることには覚悟がいる。この世界で生きていくと決めたなら、たとえどんな絶望だろうと背負っていけ」

「……よく平気でそんなことが言えるのね。私には無理よ」

「ならさっさと死ぬべきだ。お前は、この世界で生きるのには向いていない」

「……」

「物語の後も人生は続く。たとえ悲ひ劇げきに見み舞まわれても、オレ達はそれを乗り越えていくしかないんだ。過去を嘆き、弱音を吐いて他人を恨うらむだけの奴やつは、いつまでも終わらない悲劇の中に囚とらわれていれば良い。オレには、そんな生き方の方が無理だ」

　カナタの言葉は……ユイの胸に刺さった。だからユイは俯うつむき、静かに涙を流した。

「私は……誰だれなの……」

　かつての自分を失い、書き換えられてしまった自分。

　もう元には戻れない自分。それでも名前を呼んで欲しかった。自分の、たった１つの名前を。

　真実の名前を。

「私は誰なんだぁぁあ！　誰か答えろおおおおおおおおおお！」

　咆ほう哮こうのようなユイの嘆きは、夜空に吞のみ込まれていく。

　跡形もなく闇やみの中に消えていく無情な叫びは、痕こん跡せきすら残さずこの世界から消えるだろう。

　誰にも届かない怪物の嘆きに、ただ虚こ空くうの月だけが、耳を傾けているようだった。
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　硬い寝台の上で仰あお向むけになり、身体からだのあちこちに電極を取り付けられていた。

　頭には大おお仰ぎような装置をかぶらされ、四方には複雑なモニター装置が置かれている。

「すぐに終わるからね、リセ」

　父が変わらぬ微笑ほほえみを浮かべ、寝台の傍かたわらに立っていた。

　たったそれだけのことで胸が温かくなり、私は照れ笑いしてしまう。

「お父とうさん……生きていてくれて、本当に嬉うれしいよ」

　これまでずっと、母から死んだと聞かされていた父だ。

　会いたいけれど、永久に会えないと思っていた、かけがえのない存在なのだ。

「私も、お前達に再会できて本当に嬉しいと思っているさ」

　それを当然のことであるように言ってくれる父の存在。

　私は涙が出そうな程に、幸せを感じられた。

　けれど……この奇妙な事態は何なのだろう。

「……怖いよ、お父さん」

　私は、傍らの父の手を摑つかんだ。

　戸惑っている私の不安を払ふつ拭しよくするべく、父は私の頰ほおを優やさしく撫なでた。

「大丈夫だよ、リセ。終わるまで、私が傍そばに付いているからね」

　父の笑顔えがおで、不安だった心境は幾分か和やわらいでいく。

　そうされてしまうと、胸中に湧わき上がろうとする疑問の数々は霧む散さんしていった。

　何も心配することなどないだろう。すぐ傍に、私を守ってくれる父がいるではないか。ここは世界で１番安全な場所なのだ。父の存在が、この上なく心強く思えたのである。

　寝台の傍には、父以外の人達も大勢いた。

　多くはスーツ姿の男達であり、中には女性の姿も見受けられる。

　いずれも私の姿を、興きよう味み津しん々しんに覗のぞき込んでいる様よう子すだった。父の知り合いだろうか。

　１人ひとりの男が、私の顔を見ながら父に尋ねた。

「この子が……例の娘さんですか、緋ひ上かみ警けい視し総そう監かん」

「ああ。その通りだよ」

「何年も捜して見つからなかったのに、なぜ今になって急に？」

「10年前……妻が連れて出て行ったのは、この子と息子むすこの２人だ。妻は２人に、私の存在を隠していたらしい。息子は私の生存に気が付いたらしく、妻が過労で入院したことで私を頼ってきたそうだ。捜して見つからず、向こうからやって来て出会えるとは皮肉だよ」

　母が父の存在を隠していた理由はわからない。

　隠していた以上は、私達に父の生存を知られたくなかったことは間違いないだろう。

　私達がこうして秘密裏に父と会っていることを知ったら、入院中の母は悲しむかもしれない。

　けれど……私が父に協力すれば、父は私達を助けてくれると約束してくれたのだ。

　母の入院費用を支払ってくれる。もう母が働きに出る必要もない。また家族全員で一いつ緒しよに暮らせるようになる。父は私に──そう約束してくれたのだ。

　母だって事情を話せばわかってくれる。

　私は幸福な未来を思い描き、失っていた家族の団だん欒らんばかりを願ねがっていた。

「あれが例の──」

「彼女こそが──」

　父の知り合い達は、口々に何かを囁ささやき合っている様よう子すだった。

　だが小声であるため、何を言っているのかまではよく聞こえない。

　ふと、白衣の看かん護ご師しが私の腕を取り、大きな注射器を突き刺そうとしてきた。

　それが怖くて、思わず取られた腕を引っ込めてしまった。

「少し痛いだろうけど、我慢しなさい」

　父に言われ、私は渋々と引っ込めた手を差し出す。

　チクリとした針の痛みに泣き出しそうになりながらも、父が見ていることを思い、一いつ生しよう懸けん命めいに我慢して微笑ほほえんだ。そうすることで、父は喜んでくれているようだった。

　──乱らん暴ぼうに、部へ屋やの戸が開け放たれる音がした。

「父とうさん、これはどういうことだよ！」

　大きな怒声に、私を含めた誰だれもが驚おどろく。

　部屋に飛び込んできたのは、兄だった。

　兄は困惑した表情であったが、確たしかな怒りを眼まな差ざしに込めて父を睨にらんでいた。

「リセに何をしているのさ！」

「……カナタ」

　父は苦い顔で兄の名を呟つぶやく。

　そして私の傍そばらから離はなれ、ゆっくりと兄の方に歩み寄って行く。

　父は兄の両肩に優やさしく手を当て、悲しそうに言った。

「仕方がないんだ。これはリセを助けるためなんだよ」

「……助ける？」

「そう。リセの中にあるモノを、取り出さなければならない」

「……リセの中に？　何かあるの？」

　父は悔しげに双そう眸ぼうを引ひき締しめ、言った。

「この世界を創つくり変えるものだ」
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　無人となった校舎が、虚むなしくライトアップされている。

　捜査官達によって生徒達が救出された今、もはや建物内には誰だれ１人ひとりとして残されていない。

　学園の敷しき地ち内ないには、数え切れないほど多くのパトカーや救急車が犇ひしめいていた。

　生徒達は敷地内に特設された医い療りようテント前に並び、健康状態を確かく認にんされた後に保ほ護ご者しやと帰宅することになっている。病院に搬送される子供を見送る親。迎えに来た家族と抱き合い、泣き崩れる者。事件が終わった後、人々の悲喜こもごもは様々だった。

　敷地内のいたる場所でドラマが生まれているのを遠目に、リセは救急車に寄りかかってコーヒーを啜すすっていた。湯気立つカップの温ぬくもりを感じ、まだ自分が生きていることを実感する。

　今朝けさ、学校に来る前は、自分がこんな大事件に巻き込まれることなど想像もしていなかった。

　親友のユイと楽しくお喋しやべりをして登校し、始業式の後は、２人で買い物にでも出かけるつもりだった。今までと変わらない毎日が、これからも続いていくはずだった。

　全すべてはまるで、もう遠い日のことのように感じられる。

「ユイ……」

　変わってしまった親友を思い、リセは何度目かわからない涙を流しそうになる。

　だが懸けん命めいに堪こらえ、吞のみ込んだ。

　見やった先にはテントがある。感染者の保護者。それが集まろうとしているテントである。

「感染者と化した生徒達を大量検挙しましたからね。その理由を保護者に説明するんですよ」

　ふと、横から声をかけられた。

　振り返るとそこには、トレンチコート姿の、杖つえを突いた老人が立っていた。白髪の紳士然とした雰囲気であるが、片目の傷きず痕あとと眼帯が、特徴的な容よう貌ぼうの男だった。

　話しかけてきた老人に、リセは見覚えがない。

　キョトンとしているリセに、老人は続けた。

「保護者達はまだ、恐怖の顔スケア・フエイスの計画の目的が、自分達の殺害であったことを知りませんからね。説明会と同時に、静せい峯ほう学がく園えんの違法ビジネスとの関係について事情聴ちよう取しゆとなる予定ですよ」

「あの……失礼ですけど、あなたは？」

「顔を合わせてお話しするのは、これが初めてですね。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの局長を務めさせていただいてます。狩か月げつケイゾウと申します」

　穏おだやかに微笑ほほえみ、握手の手を差し伸べてくる。

　リセはその握手に応じ、その名前を思い出した。

「あなたが、対策本部から無む線せんで話しかけてくれていた狩月さんですか」

「見事な行動分析プロフアイリングでした。おかげで即座に容疑者を絞り込むことができましたよ」

「そ、そんな……お役に立てたなら幸いというか」

　自分の一般的でない技能を褒ほめられ、リセは照れて俯うつむく。

　だが気を取り直し、リセは狩月に尋ねた。

「あの……カナタは？」

「彼はもうすぐ去ります」

　呆あつ気けなく、狩か月げつは答える。

「自分の役目は終わったと言って、早々に刑務所に戻るつもりです。今は手続き中ですが」

「そんな！　私に、一言も言わずにですか！」

「一言、言って欲しかったですか？」

「……はい」

　素直に認めてしまった。

　これまでずっと、憎むべき相手だと思っていたカナタ。

　けれどカナタは、回答に行こうとしたリセの身代わりになってまで助けようとしてくれた。

　リセが罵ののしっても、傷付けても、結局のところ、カナタの頭の中にはリセしかなかったのだ。

　最初から最後まで、リセは兄に守られていた。

　たとえカナタが重罪人であったとしても、礼くらいは言いたかった。

　今日きよう、交わした言葉こそが、処刑される前の最後になるかもしれないのだから。

「その……カナタの減刑とかは、ないんですか」

「と言いますと？」

「今日の事件、カナタがいなければ、恐怖の顔スケア・フエイスの計画は完遂されていました。冬ふゆ木き先生の記き憶おくに触発された生徒達が、自分の親達を殺す。各界の大物が一斉に殺害され、マスコミは世界中に学園のスキャンダルを発信していました。きっとこの国の信用は失しつ墜ついしていたはずです」

「そうですね」

「絶体絶命の状況から、カナタは恐怖の顔スケア・フエイスの計画を阻止したんです。口では生徒達を全員殺すなんてことも言ってましたけど……結局、私が望むように事件を解決してくれた。最初から最後まで、カナタは私を裏切らなかった。何か、少しくらい報われて欲しいと思います」

「お優やさしいですね。確たしかに今回の彼の活かつ躍やくには、目を瞠みはるものがあります。内通者の存在を言い当て、捜査機き関かんよりも先さきんじて真相に辿たどり着いた。我々に爆ばく弾だん解除のキッカケを与え、仰おつしやる通り、生徒達やその家族の命だって守りましたよ。英雄と呼べる活躍ぶりでしょう」

　狩月は苦笑して続けた。

「でも考えてみてください。カナタ君は過去に、１００万人を殺したテロに加担し、警けい視し庁ちようを壊かい滅めつ寸前に追い詰めた重罪人ですよ。犯した罪を少しくらい軽くしてあげたところで、極刑以外に相応ふさわしい処罰が考えられますか？」

「……」

「それに何より、彼自身が減刑なんて望みませんよ」

「？」

「実は、彼に会ったのは、今日が初めてではないんです。これまでずっと、彼は自分の罪から逃のがれようとはしませんでした。贖しよく罪ざいをしたいんでしょう。恐怖の顔スケア・フエイスと化した姫ひめ谷やユイさんに言ったそうじゃないですか。絶望を背負ってでも生きろ。彼らしい言葉です。大抵の人間は、そんな風に生きられる程、強くありませんよ」

　カナタが他人に対して口にすることは、いつも冷たく残酷だ。

　思いやりなんて微み塵じんもない。けれど、狂おしい程に人の心を刺す。

　カナタに対する苦々しい思いを消化することはできなかった。

　だがそれでもリセは、改めて別のことも狩か月げつに尋ねた。

「ユイ達は、元に戻れるんですか」

「難むずかしい質問です。技術的に可能であるかは、現在うちのスタッフが調ちよう査さ中ちゆうです。ですが仮に冬ふゆ木きユタカの記き憶おくを取り除けたとして、胸中に芽め生ばえた両親に対する憎しみまで消せるかはわかりません。人の気持ちは複雑です。足し算はできても、引き算は難しい。静せい峯ほう学がく園えんのシステムは、人の脳内の情報を加えたり歪ゆがめることはできますが、消すことはできませんから」

「……そうですか」

　残念そうに俯うつむくリセ。そんなリセを見つめ、狩月は真顔になって言った。

「こうして出向いたのは、あなたに伝えておかなければならないことがあるからです」

「伝えておくこと、ですか」

「残念ながら、今回の事件の真相は、闇やみに葬られます」

「……」

　予感はしていた。だからリセは、双そう眸ぼうを悔しげに細めて黙だまる。

　狩月は表情を変えることもなく続けた。

「学園の違法ビジネスに与くみした保ほ護ご者しやは無む論ろん、法によって裁かれるべきです。しかし今回の事件に関係している人物の中には、政界、財界、芸能界、様々な分野の有名な人もいます。そうした人々がこぞって糾弾される事態は、この国の信頼を揺るがす。恐怖の顔スケア・フエイスの計画は、まだ完全に頓とん挫ざしたわけではないのです。本当の意味で計画を阻止するのであれば、この事件をなかったことにしなければなりません」

「……」

「マスコミに公開する情報は、恐怖の顔スケア・フエイスという異常者が学園を占拠したということのみに限定します。学園の秘密はなかったことになります。ただし、学園は解体。この犯罪に手を染めた人々は起訴されませんが、穏おん便びんな形で現在の地位から去って貰もらうことになります」

「ずるいですよ。ユイ達を弄もてあそんだ、本当に裁かれなきゃいけない人達が裁かれないなんて」

「私はこの国に忠誠を誓いました。かつての戦友達にも、この国を守ることを誓ったのです。そのためなら何でもします。たとえそれが、泥の中に諸もろ手てを入れる行為だとしてもですよ」

「……」

「申し訳ありません。事件にご協力いただいたあなたには、せめて知らせておきたかった」

　唇を嚙かみ、リセは込み上げてくる怒りに打うち震ふるえた。

　だが同時に、狩か月げつの言うことには一理あることも認めていた。

　学園のスキャンダルによって、要人達がこぞって失脚したなら、この国は大混乱に陥る。

　計画をなかったことにするということこそが、本当の意味で恐怖の顔スケア・フエイスの計画を阻止することになるのは間違いないだろう。

「悔しいですか？」

「当たり前ですよ」

「なら、これを渡しておきましょう」

　狩か月げつは懐ふところから、自分の名刺を差し出した。

　リセがそれを受け取ったのを見て、狩月は満足そうに微笑ほほえんで見せる。

「今回の事件を見ればわかる通り、もはや人の夢や愛でさえ、金で買える時代のようです。世界は複雑になりすぎました。けれどいつの時代も変わらないのは、社会が欺ぎ瞞まんと悪意に満ちているということです。それらに対抗するには、悪に対する強い怒りを持つ者が立ち上がるしかない。年ねん齢れいも、経歴も問いません。優ゆう秀しゆうでさえあればそれで良い。世界を少しでも良いものに変えていきたいのなら、内閣情報捜査局ＣＩＲＯはいつでもあなたに門戸を開いていますよ」

　狩月は小さく会釈をすると、微笑んでその場を後にする。

　去って行く狩月の背中を見つめ、リセは呆ぼう然ぜんとしていた。

　貰もらった名刺を見下ろし、感慨深く呟つぶやいてしまう。

「……内閣情報捜査局ＣＩＲＯ、か」

　名刺を懐にしまい、リセは夜空を見上げた。

　星１つ見えない空でも、輝かがやく月が、優やさしい気持ちにしてくれる。

　リセは目を細め、月光のシャワーに身を預けた。しかし、その時だった。

「リセ、ここにいたのか！」

　狩月と入れ替わりで現れたのは、スーツの上にコートを着込んだ男である。

　襟えり元もとに議ぎ員いんバッジを付けたその男とは、現げん職しよくの厚こう生せい労ろう働どう大だい臣じん。

　ヒロミツの父親であり、リセの後こう見けん人にんである不ふ破わ議員である。

「……不破さん」

　どんな顔をすれば良いか、わからなかった。

　不破議員の実子であるヒロミツは、校内から死体で見つかったのだと言う。

　残されたのは、血の繫つながりもない貰い子のリセだけなのである。

　不破家の中で毛嫌いされているリセだけが生き延びたことを、果たして不破議員やヒロミツの母親は、良しとしてくれるのだろうか。不安と罪悪感が、リセの胸中を覆おおった。

「聞きました、ヒロミツのこと……残念です」

「ああ、そうだったな」

　……そうだった？

　自分の実の息子むすこが死んだというのに、まるで忘れかけていたような口振りである。

　気のせいだろうか。不ふ破わ議ぎ員いんの表情には息子の死を悼いたんでいる様よう子すが見られない。

　何かに追われ、焦っているような態度に見えた。

「あんなクソガキなんて最初からどうでも良い。そんなことより、今すぐ出発だ」

「そ、そんなことって、息子さんのヒロミツが殺されたんですよ！」

「どうでも良いと言ってるだろ！　今は議ぎ論ろんしている暇なんかないんだよ！」

　実の息子の死が──────どうでも良い？

　不破議員は懐ふところから何かを取り出し、啞あ然ぜんとしているリセの腹部に押し当てた。

　筒状の固いそれに、リセは見覚えがある。だからこそ、驚きよう愕がくした。

「どうして……銃なんか……！」

「今すぐ私と一いつ緒しよに、国外に逃げるんだ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの捜査が、私に及ぶ前にな」

　不破議員は、銃口でリセを脅しながら宣告した。




　　　　▲　18:36　▼




　学園の敷しき地ちから、少し離はなれた立体駐ちゆう車しや場じようだった。

　マスコミの目を巧たくみに避け、不破はリセの手を乱らん暴ぼうに引いてやって来ていた。

　人の気配けはいがない、無む機き質しつなコンクリート製の建物内である。

　そこは薄うす暗ぐらい電灯照明に照らし出されていた。

　整せい然ぜんと並べられた無人の車の数々は、手を引かれるリセを無言で眺めているようだ。

「痛っ……！　離はなして下さい！」

「騒さわぐなと言っただろう？　身体からだに風穴を開けられたいのか？」

「……！」

　不破はリセに銃口を向け、脅してくる。

　その行為の理由に見当が付かず、リセはただただ混乱するしかない。

　やがて不破は、駐とめておいた自分の車の前に辿たどり着いた。

　車のトランクを開けると、不破はリセに命令をする。

「この中に入れ」

「……イヤです」

「聞き分けのない子だな！」

「理由を説明してください！」

　反抗的なリセに我慢ならなかったのか、不破はリセの身体を無む理り矢や理りに引き寄せると、そのまま車の後部ドアに押し付けた。そうしてリセの顎あご下したから銃口を当て付け、脂汗を浮かべた余裕のない顔を近づけて言う。

「……時間がないと言っただろう？　力ちから尽ずくで詰め込んでやっても良いんだぞ？」

「わからない……どうしてこんなことをするんですか！　ヒロミツの死がどうでも良いだなんて、不ふ破わさんはどうかしてますよ！」

「そんなに真実を知りたいのか？」

　不破は下げ卑びた笑えみを浮かべると、銃を手にしていない手で、リセの腹部を擦さすってきた。

「ひゃっ！」

　羞しゆう恥ち心しんで赤くなるリセに構わず、不破はニヤニヤと笑って告げた。

「この胎はらだよ……この胎が、あの方のものだからだ……！」

「あの方って……！」

　不破は猥わい褻せつな手付きで、リセの腹部を何度も擦る。

　そうしながら、引ひき攣つった笑みで続けた。

「教えてやるよ。あの学園の記き憶おくビジネス。その創設者の１人は私なんだよ」

「……！」

「学園の秘密が世間に露ろ呈ていしないように、工作は何重にも巡らせてあった。生徒の一部に殺人術の知ち識しきを与え、お前の護ご衛えいとして潜ひそませていたんだ。こういう時の掃除屋役としても使える、便利な荒事担当の人間だ。奴やつに犯人の暗殺を命じたら、この体ていたらくさ。恐怖の顔スケア・フエイスを暗殺するはずだった〝佐さ成なりリョウタ〟は返かえり討うちにされ、おかげで真実は露呈した。天あま照てらす製せい薬やくの社長である桐きり生ゆうが死んだ今、全すべての責を負わされるのは私だろう？　冗じよう談だんじゃないんだよ」

「佐成君が……私の護衛だった!?」

「真実を知りたいんだろう？　黙だまって聞け」

「きゃうっ！」

　不破の口からもたらされる驚きよう愕がくの事実に動揺しながらも、腹部を擦られる不快な感触に、頰ほおが紅こう潮ちようしてしまう。不破は眼めを血走らせ、リセの下腹部を凝ぎよう視ししている。

「お前さえいれば……お前さえいれば、私はまた返り咲けるんだ！　お前の身体からだには、何兆円という価値がある！　お前さえいれば私は、私は────うごっ！」

　不破の注意が逸それた一いつ瞬しゆんの隙すきに、リセは渾こん身しんの膝ひざ蹴げりを相手の股こ間かんに見み舞まう。

　苦痛のあまり銃を取り落としてうずくまる不破。

　リセは落ちた銃をすかさず拾い上げ、慣なれない手付きでそれを構えた。

「わ、わかるように言ってくださいよ！　どうしてあなたが、私にこだわるんですか！」

「……貴様っ……！」

　リセに銃口を向けられていることに怒り、不破は額ひたいに青筋を浮かべる。

「フフフ。私は現役の厚こう労ろう相しようだぞ。殺してみろ。お前も兄と同じ重犯罪者の仲間入りだ！」

　よろめくように立ち上がると、不破はリセを睨にらみ付けた。

　震ふるえる手で銃じゆう把はを握り、リセは義理の父親に向かって喚わめく。

「どうしてこんなことするんですか！　あなたは私のお父とうさんの友人だったんでしょう！　だから私を引き取って育ててくれた！　それなのに……それなのに私に……！」

「父親？　お前の父親だと？」

　不ふ破わは腹を抱えて笑い出す。

「ははははははははははははは！」

「何がおかしいんですか！」

「おかしいさ。お前に本当の父親などいない。父親どころか、母親も存在していない」

「……え？」

　不破の言葉に、リセは耳を疑う。

　だが、自棄やけになった不破の話は終わらない。

「──〝情報兵器デユプリケイタ〟。それがお前の正体だよ」

「……[image: ???]」

「昔話をしようじゃないか。昔々、あるところに狂った３人の科学者がいました」

　不破は両手を広げ、銃口を構えるリセを挑発しながら語り出す。

「狂った科学者達は、この世の真理を解き明かすという、崇すう高こうな理想を持って集まりました。そうして〝ロゴス機き関かん〟と呼ばれる、人でなしの研究機関を立ち上げたのです。理想のためには人道もへったくれもありません。おぞましい実じつ験けんや、行き過ぎた人体の構造解析リバース・エンジニアリングの果てに、その科学者達はついに、神の領域にまで足を踏み入れてしまいました」

　ケラケラと笑い、不破はおどけて続ける。

「ロゴス機関を危険視した時の有力者達は、ロゴス機関を壊かい滅めつさせました。それによって、狂った科学者達は死に絶えたのです。しかし彼等らの叡えい智ちは、情報兵器デユプリケイタと呼ばれる器うつわに隠され、人知れずどこかに持ち出されたのです」

「……それって……何の話……ですか」

「お前の話だよ、緋ひ上かみリセ」

　不破は皮肉たっぷりに肩を竦すくめて見せる。

「お前は情報兵器デユプリケイタ。現代より１００年は進んだ生物工学バイオテクノロジーが、全身に塗り込められている〝生きた設計図〟さ。お前の身体からだには、様々な知ち識しきや技術のヒントが秘められている。解析して応用できれば、巨万の富と、世の中を動かす力を得ることができるだろう。今の人間社会を支配することだって夢じゃないさ！　リセ、お前はまさに生きる財宝であり、誰だれもが喉のどから手が出る程に欲している情報という名の兵器なんだよ！」

「………………」

「自分のことを、まだ緋上リセという人間だと思っているんだろう？　お前は情報兵器デユプリケイタを収める容いれ物ものとして造られた仮かり初そめの人格にすぎない。肉体もただの人造の人体デザインフイジカルだ。身体も記き憶おくも作り物なんだよ。恐怖の顔スケア・フエイスと同じ、憐あわれな人間もどきでしかないんだ！」

「ウソよっ！」

　デタラメだ。

　作り話だ。

　信じられるはずがない。あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない話ではないか。

「そ、そんな話……信用できるわけが……」

「殺さつ戮りくの三日には、未知のウイルス兵器が使われただろう？　世界中の有名学者がこぞって解析しながら、５年経たった今でも正体が不明のままだ。そんなことがありえると思うか？　いったい、あのウイルス兵器とは誰だれがどうやって製造したものだったと思う？」

「……！」

「そうさ！　お前の父親は、会ったばかりのお前を手術台に縛しばり付けただろう？　あの時に、お前の身体からだからは様々な情報が採取された。今でも忘れない、興こう奮ふんの瞬しゆん間かんだったよ。テロに使われたウイルスの設計図は、全すべてお前の中から得られたものなんだ！」

「…………そんな……そんな……」

「殺戮の三日を引き起こしたのは────つまり〝私達だった〟んだ！」

　リセは手にした銃の重さを支えていられず、その銃口を下ろしてしまう。

　全身から力が抜け落ち、まるで地面に溶け落ちてしまいそうだった。

　へたり込んだリセを憐あわれむように見下ろしながら、不ふ破わは言った。

「お前達が父親だと思っていた男は、情報兵器デユプリケイタを求めて集つどった私の同志の１人ひとりだった。確たしかに彼は、緋ひ上かみカナタの実の父親だ。だがお前とは血けつ縁えん関係もない赤の他人だったよ」

「……」

「情報兵器デユプリケイタから新しい情報を引き出すためには、器うつわの成長が必要でね。我々はお前を飼育する必要があったんだ。彼は喜んで、お前の父親〝役〟を引き受けてくれたよ。だからお前には、緋上リセという、本来なら存在しない仮かり初そめの人格が与えられた。家族ごっこの始まりだよ」

「……」

「しかし母親〝役〟の方が、我々の活動に異を唱えてきてね。お前を我々から隠すべく消息を絶った。だがそんな事情も知らず、父親が恋しいガキだったお前達は、せっかく庇かばってくれていた母親の庇ひ護ごの下からノコノコと抜け出してきたわけだ。身を狙ねらう我々の許もとに、わざわざ自ら進んでやって来てくれたんだよ！　傑作だろう！」

「やめてえええええっ！」

　リセの悲痛な叫びが、駐ちゆう車しや場じよう内に響ひびき渡った。

　その場で再び立ち上がると、下ろしていた銃口をがむしゃらに不破に向けてしまう。

　ボロボロと涙を落とし、リセは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「……私のお父とうさんは、偽物なんかじゃない」

「偽物だったさ」

「だってだって……あんなに優やさしかったんだよ……？　私のこと、好きって言ってくれた……」

「必要な演技だったからさ」

「私に……もう泣かなくて良いって……お母かあさんを助けてくれるって……」

「餌えさがなければ、魚は食い付かないだろう？」

「うわあああああああああああああああああああああああ！」

　叫ぶ。

　リセは引き金に指をかけ、力を込めてしまっていた。

　呆あつ気けなく銃弾は発射され、リセの華きや奢しやな腕など簡かん単たんに折れてしまいそうな反動が迸ほとばしる。

　銃弾は容易たやすく不ふ破わの額ひたいを穿うがち、後頭部から血ち飛沫しぶきを噴ふき出させた。

　射殺された不破が地面に倒れ伏すと、残されたのは静寂と、駐ちゆう車しや場じよう内に転がる薬やつ莢きようの音だけだった。その静寂の中、リセは力なく膝ひざを落とし、泣きじゃくるしかない。

「……間に合わなかったか」

　予期せず、知っている声が聞こえた。

　いつからそこに立っていたのか。

　リセの近くに、カナタが立っていた。

「……カナタ？」

　カナタの両手には再び手て錠じようが掛けられており、護ご送そうされる直前であったことは見て取れた。

　リセの対面に、現げん職しよくの厚こう生せい労ろう働どう大だい臣じんの射殺体が転がっているのを確かく認にんすると、カナタは重々しく嘆息を漏らした。その唇からは、大きな白い吐息がこぼれる。

「不破が、お前を連れ出すのを見かけた。お前に、何かするつもりかもしれないと思った」

「……どうして、そう思っていたの？」

「……」

「不破さんの言ったこと……全部知ってたから……？」

　カナタは悲しそうな顔をしていた。

　何も答えない兄の……兄だと思っていた少年の沈ちん黙もくは、暗にリセの予想を肯定している。

　それが堪たまらなく悲しくて、苦しくて、リセは顔をくしゃくしゃに歪ゆがめる。

「私……私……人を……！」

「何も言わなくて良い」

「こんなこと……するつもりじゃなかったの……！」

「わかっている」

　カナタは、泣きじゃくるリセを優しく抱だき締しめた。

　リセは兄の胸に縋すがり付き、先程聞かされたばかりの残酷な話の真偽を確たしかめる。

「私……造られた人間なの……？」

「そうだ」

　カナタは明めい確かくに肯定した。リセの真実を、いつからかカナタは知っていたのだ。

「ずっと……知ってたの……？」

「ああ。父とうさんから聞いて、知っていた」

「じゃあ……私が……緋ひ上かみリセが……全部作り物のでっち上げの存在なんだとしたら……本当の私はいったい何なの…………？」

「お前はリセだ。オレの、この世でたった１人ひとりの家族だ」

　言いながらカナタは、リセの身体からだをきつく抱だき締しめる。

　その抱ほう擁ようの温ぬくもりに救われて、リセは啜すすり泣いた。

　遠くから、パトカーのサイレンの音が近付いて来る。

　駐ちゆう車しや場じようの銃声が通報されたのだろうか。間もなくこの場は警けい察さつで溢あふれ、リセは厚こう生せい労ろう働どう大だい臣じんの殺害犯として逮捕されることになるだろう。

「……全すべての元げん凶きようは、私の中にあったの……」

「……」

「私がお父さんに会わなければ……ウイルスでたくさんの人が死ぬことなんてなかった……」

「違う」

「あの時、恐怖の顔スケア・フエイスが言ってたことの意味……ようやくわかった……今日きようの事件に使われた技術にも、きっと私から採取された技術が使われてたんだよ……テロが起きたのも私のせい……全部全部……私がみんなを……お母かあさんを……！」
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「違う！」

　カナタは初めて、声を荒げて否定した。

「お前は何１つ悪くない。全すべては、父さんに会いたかった、オレの弱さが招いた結果だ」

「…………カナタ」

「テロが起きたのも。母さんが死んだのも。全てオレの責任だ。だから父さんには償つぐなわせた。これからオレも償う。だから頼む、お前だけは泣かないでくれ。こんな救いようのない人生でも、お前さえ幸せでいてくれるなら、それだけがオレの誇りだ」

　言葉がなかった。全てを理解したからだ。

　テロを起こしたのは、当時の警けい視し総そう監かんであった父や、不ふ破わ達だ。

　テロに加担していた父に罪を償わせるため、兄は警けい視し庁ちようを襲しゆう撃げきしたのだ。

　そしてその後、兄は自らも責任を感じ、テロへの関与を認めて死刑となった。

　兄の犯した最大の罪とは────ただ〝父親を求めたこと〟ではないか。

　孤独で、寂しくて、救われたかった。そんな当たり前の弱さこそが、兄を苦しめる罪なのだ。

　もはや立ち上がる余力もなく、リセはカナタに縋すがって泣き続けた。

　その間、カナタは何も言わずに、ただリセのことを抱だき締しめてくれていた。

　いつかの昔も、兄とこうしていたのを思い出した。

　場違いな懐なつかしさが言いようもなく切なくて、リセは為なす術すべもない。

　パトカーのサイレンが、建物のすぐ間近で止まる。

　立体駐ちゆう車しや場じようの下の階から、警官達が駆け付けて来る足音が聞こえていた。

　カナタは、そっとリセの手から銃を取り上げた。

「お前は、オレのようになるな」

「……？」

　カナタが何をしようとしているのか。

　すぐにはわからなかった。

　だがカナタが──不破の死体に銃口を向けたところで理解した。

　駆け付けてきた警官達が、銃を持ったカナタを見るなり無む線せんに喚わめく。

「緋ひ上かみカナタを発見！　不破議ぎ員いんに銃を向けています！」

「やめろ、緋上カナタ！　銃を下ろせ！」

　警官達は走りながら、ホルスターから銃を抜き放つ。それをカナタに向けて警告をする。

　完全に誤解している。

　不破はもう死んでいて、殺したのはリセなのだ。

「やめて！　違うの！　カナタは！」

　リセの弁べん護ごを消し飛ばすように、カナタの銃から発射された銃弾が、不ふ破わの死体に突き刺さる。血ち飛沫しぶきを上げる不破の死体。警けい官かん達からは、あたかも今しがた、カナタが不破を射殺したように見えていた。

「カナタああああああああああああ！」

　咄とつ嗟さにリセは、兄の名を呼んでいた。

　その叫びは救いになどならず、リセの目の前で、カナタは警官達に組み伏せられてしまう。

　銃を取り上げられ、カナタは連行される。

　リセがどれだけ「違うのだ」と言っても、警官は聞く耳すら持たない。

　凶悪な死し刑けい囚しゆうが現げん職しよくの閣僚を射殺した。

　その事実は疑いようもなく、誰だれもが犯人はカナタであるのだと信じた。

　いくら「自分が殺した」とリセが主張したところで、それを信じる者など誰もいない。

　カナタはリセの罪をかぶり、そうしてパトカーの後部座席に詰め込まれた。

　立ち尽くすリセに見送られ、カナタを乗せたパトカーは、遥はるか遠くの闇やみに消えて行った。













　　Ending







　パトカーの窓から、ボンヤリと月夜を見上げていた。

　その懐なつかしい白色の色合いが、とても美しいものだと感じられた。

　太たい平へい洋よう上じようにある刑務所に戻るまでには、まだしばらくかかるだろう。

　次に本土に来る機き会かいなどなく、全すべては、これで見納めになるかもしれない景色けしきなのである。移動時間に見える何気ない景色を、カナタは心ゆくまで堪たん能のうしたい気分だった。

　どれだけパトカーが走った頃ころだろうか。

　景色からは徐々に明かりが消えていき、気が付けば山やま路じを走り始めているようだった。

　確たしか刑務所には、ヘリで護ご送そうされるのだと聞いている。

　ヘリポートは、こんな山奥にあるのだろうか。

「……」

　様よう子すがおかしいと感じるのに、あまり時間は要さなかった。

　無言で運転し続けている不気味な警けい官かんに声をかけようと、カナタが口を開いた矢先である。

　パトカーは停車する。

「降りろ」

「……」

　辿たどり着いたのは、林道脇わきにある開けた砂利じやりの駐ちゆう車しや場じようだった。

　他ほかに車の姿はなく、停車しているのはこのパトカーだけだ。

　言われるがままに、カナタは降車した。

　パトカーを降りて最初に目に入ったのは──満天の星空だった。

　息を吞のむ程に美しく煌きらめく星々が、カナタの淀よどんだ瞳ひとみに飛び込んでくる。

　人里ではお目にかかれない、宝石のような夜空を見上げたまま、カナタは立ち尽くした。

「……星空を、見せてあげたかったのですよ」

　カナタに語りかけてきたのは、暗がりに立っていた老人である。

　白髪、眼がん帯たいの厳いかつい風ふう貌ぼうであるというのに、漂わせているのは紳士の気品である。

　老人、狩か月げつケイゾウは杖つえを付き、星空を見上げているカナタに歩み寄って来た。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯ。日に本ほん初の情報機き関かんという聞こえの良い名前は、単なる隠かくれ蓑みのです。わかっているでしょう、カナタ君。我々は、目的のためならどんな手段をも採り、どんな人材をも活用する。法を守るために、法を破るのです。言わば政府公認の〝犯罪組そ織しき〟ですよ」

「……こうして密会の場を設けたのは、そんな話をするためか」

「もちろん、違います」

　狩か月げつはにこやかに微笑ほほえみ、小さく頭を振って見せた。

「ご存じでしょう。５年前のテロ事件には、政財界の大物や公的機き関かんの人間が複数関与しています。あなたのお父上や、今日きよう、リセさんが殺した不ふ破わ議ぎ員いんも氷山の一角ですよ」

「……どうしてリセのやったことを知っている」

「私を舐なめないでいただきたい。不破議員は元々、殺さつ戮りくの三日の容疑者の１人ひとりでした。その動向には前から着目していたのです。今回の件で動きを見せると思い、失礼ながら妹さんの服には盗とう聴ちよう器きを仕掛けさせていただいたんですよ」

「……」

　狩月はカナタと同じように星空を見上げ、続けた。

「話を戻しましょう。不破議員のように、テロに関与したと疑われている容疑者の周りでは、テロ後の今も、不ふ穏おんな動きが見られています。それは５年前のテロよりも、〝もっと大きな何か〟を準備するためだと考えられています」

「大きな何か？」

「聞いたことありませんか──ＰＡＮＤＯＲＡパンドラという言葉を」

　狩月は、星空を見上げる目を細めた。

「人の呼び名か、計画の名称か。その言葉が何を指しているのかはまだ不明です。ただ確たしかなのは、この言葉が現れる場所では──必ず先端科学ＡＳＴ犯罪が起きているということです」

「……」

「５年前のテロも、今回の恐怖の顔スケア・フエイスも、いずれもＡＳＴ犯罪です。水面下で何かが動いていて、全すべての事件はＰＡＮＤＯＲＡに繫つながっているのだと、私は確かく信しんしていますよ」

　狩月は視し線せんを転じ、カナタの横顔を見やった。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、ＰＡＮＤＯＲＡに対抗するために組そ織しきされました。私の任務はＰＡＮＤＯＲＡを阻止し、この国を守ることです。ですが今の私には、誰だれが敵で、誰が味方なのか明確ではありません。それくらいに、ＰＡＮＤＯＲＡに与くみする者は密ひそかに、あちこちに存在しています。ですから私は、味方を探すのではなく〝味方を作る〟ことにしました」

　狩月は、片手に提げていたファイルの束をカナタに差し出す。

　カナタは星空を見上げることを止やめ、それを受け取った。

　中身を開き、最初のページに目を落とす。

　そこには極秘の印が押された計画書が収められていた。

「……これは？」

「アンヘルダスト計画。私が非公式に推進している計画です」

　狩月は愛想笑いを止め、冷ややかな眼まな差ざしをカナタに向けた。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯは人材を求めています。年ねん齢れい、性別、経歴は問いません。優ゆう秀しゆうであること。ただそれだけが採用の条件です。それと同時に、〝使い捨てにできる人材〟も求めているんですよ。あなたのような、特別な才能を持った犯罪者です」

「……」

「アンヘルダスト計画は、関係省庁や裁判所の、非公式な合意の上に成り立っています。計画に参さん画かくしていただければ、あなたのような犯罪者にも自由を与えることができます。ただし、我々の捜査活動に全面協力し、日常生活に〝過酷なハンデ〟を負って貰もらうことが条件です。今回の事件で、あなたは遺い憾かんなく自らの性能を発揮することができました。前からお伝えしている通り、私は是非、あなたをこの計画に加えたい」

　カナタは無言だった。

　それはこれまで、何度も狩月の申し出を断ってきた無言の否定と同じである。

　だから狩か月げつは、切り札を口にする。

「５年前のテロ首しゆ謀ぼう者しやは、自らを〝エリス〟と名乗っています。あなたのお父上や、不ふ破わ議ぎ員いんの頂点に君くん臨りんしていたと思われる相手ですよ。まだ逮捕されておらず、正体は一切不明。現在も生きているのかすら、私には知る術すべがありません」

　エリスという名を聞いた途端とたん、カナタは表情を険しくする。

「知っている名のはずです。幼かったあなたに、お父上の生存を教えた人物なのですから」

「……」

　俯うつむき、黙だまり込むカナタに、狩月は続けて言った。

「今日きようのことで１つわかりました。エリスはまだ、リセさんを利用するつもりですよ」

「……！」

「５年前、エリス達は、リセさんの身体からだから取り出せる情報を全すべて採取し尽くしたのだとばかり思っていました。けれど今日、不破議員は言いました。情報兵器デユプリケイタから情報を引き出すためには、器うつわの成長が必要なのだと。つまりエリス達は、まだリセさんから全ての情報を採り出し切れていない。リセさんに利用価値が残っているから、不破議員はリセさんを連れて国外逃亡しようとしたのです。不破議員が、リセさんの後こう見けん人にんになった理由もわかるというものです」

「……リセはまだ、狙ねらわれる可能性があるということか」

「ええ。死んでいる場合じゃないでしょう？」

　冗じよう談だんめかして、狩月は微笑ほほえんだ。

　狩月は白い吐息をこぼしながら、カナタに語りかけた。

「あなたの逮捕後、この国の政権は交代した。そして偶然、法ほう務む大だい臣じんに新しく選ばれた人間の理念が、死刑制度に反対だった。この５年間、あなたの刑が執行されなかったのは、ただの運でした。私はその運に、宿命のようなものを感じずにはいられませんよ」

「……」

「自分を罰するために、あなたが刑務所から出たがらないのはわかっています。そうすることが、自分にできるせめてもの償つぐないであるのだと考えているのでしょう。なら教えていただけますか。この５年間。あなたが牢ろう獄ごくで死を待つことで、誰だれかが救われたのですか？」

「……」

「今日きよう１日だけ外に出てみて、あなたはいったい何人の人間の命を救いましたか。この行いこそが償いにならないのなら、あなたの言う償いとは何を意味しているんです。あなたが１００万人を死なせてしまったというのなら、１００万人を救って償うべきですよ」

　カナタは、変わらぬ無言の態度だった。

　だがその無言が、これまでのような拒絶の無言ではないことを、狩か月げつは感じていた。

「今ここで選んでください。これが最後の誘いです」

　狩月は、カナタが持っているアンヘルダスト計画のファイルの一端を摘つまんだ。

　向かい合う２人は、計画書の両端を持ったまま、静かに見つめ合う。

「このまま刑務所に戻って死を待つか。何かのために戦って死ぬのか」

「……」

　カナタは無言のまま、星空を見上げた。

　世界はまだ、こんなにも美しく。

　夜はまだ、こんなにも孤独だ。

　カナタは手にしていたファイルを────狩月の手から取り上げた。

　その返事に満足し、狩月はパトカーの運転手に視し線せんで指示を送る。

　狩月が口にしなくとも、その命令の意を汲くんだ中年の男は、パトカーのエンジンをかけ、その場を後にする。遠ざかって行くテールランプはカナタの視界から完全には消えず、ふとした瞬しゆん間かん、林道のガードレールを跳び越える。そうして谷底に落下していった。

　遅れて、パトカーが谷底に衝しよう突とつした轟ごう音おんと、紅ぐ蓮れんの炎が遠くで立ち上るのが見えた。

「おめでとう。護ご送そう中ちゆうの事故で、緋ひ上かみカナタは死にました」

　狩月はカナタに、握手の手を差し伸べる。

「死んだあなたには、新しい呼び名が必要です。そうですね。悪魔ブレイカーなんてどうでしょう」

　その名が気に入ったわけではなかった。

　だがカナタは、黙だまって狩月の握手に応じる。

　狩月はカナタの手を離はなすと、両手を広げ、高々とカナタに宣言した。

「ようこそ、天使の奈落アンヘルダストへ」

　月と星の光が祝福するステージで、緋上カナタとしての人生は、人知れず終わった。










あとがき




　お久しぶりの方は、お久しぶり。

　初めましての方は、初めまして。

　作者の兎う月づき山羊やぎです。いやはや、ずいぶんと久しぶりの刊行である気がします。

　前作より１年近く間を置いての新刊となってしまいましたが、けけ、決してサボっていたわけではなくてですね。今作はこれまでに、兎月が書いたことのないジャンルでしたため、下した調しらべやら、構成を練るのに時間がかかってしまった感があります。

　デビュー以来、能力バトルを書いてきた私ですが、今回、描こうとしたのは頭脳戦。

　構成は複雑でありながら、読んでいてわかりやすく。

　眠い頭で読書しても、状況がすんなりと頭に入ってくるような、そうした見せ方を考えるというのは、かなり難しかったです。けれど挑戦していて大変面おも白しろかったわけでもあります。

　この面白いという気持ちが、私の独りよがりでなく、読者の皆さんにも共有していただけたなら幸いに思いますが、いかがだったでしょうか。

　読後にこのあとがきを読んでくださっている方には言うまでもなくですが、この物語はサスペンスであり、ミステリーでありながらも、よくある善良な探偵役は登場しません。法律や常識、そうした社会の規範に囚とらわれず、時には悪あく魔まの如ごとき発想力で、凶悪な犯罪者に立ち向かっていく〝史上最悪の天才〟が主人公の物語です。

　絶望のシナリオごと、あらゆる既成概念を打ち破る者。

　そうした主人公であることを願って、作品名を「ザ・ブレイカー」としました。

　読者の皆さんの目には、果たして主人公がどのような人物に映ったのでしょう。




　話は変わって、余談ですが。読者さんが、読んでいて「おや？」っと思っただろうなと、予想している点があります。校閲さんからも質問があった内容ですが、その辺について軽く、この場で本ほん編ぺんの補足をさせていただこうかと思います。

　まず、作中でリセが口にした「ストックホルム症候群」の定義についてです。

　ストックホルム症候群とは、よく「犯人に対して人質が好感を持つこと」を指すのだと考えられていますが、それは「症状の１つ」でしかないようです。手持ちの参考書で、科学警けい察さつ研究所、犯罪行動科学部の方々の著書があるのですが、それによるとストックホルム症候群とは、次の３つの感情のうちの１つ、もしくはそれ以上から成るものなのだそうです。

　①人質が犯人に肯定的な感情を持つ。

　②人質が警察に否定的な感情を持つ。

　③犯人が人質に肯定的な感情を持つ。

　今回、作中のパターンでは②のケースに当たります。ですのであの場で、生徒達がストックホルム症候群にかかっているのだとリセが言ったわけです。




　次に、これまた作中でリセが言っていた「統計分析」についてです。

　過去の類似事件の発生状況の統計的な分析結果を根拠として、犯人像に関する推論を行うのが「統計的プロファイリング」と呼ばれるものです。

　その統計的手法について、日本の警けい察さつが最小空間分析という手法を使っているのだとリセは言いましたが、この統計方法は海外のＦＢＩなどで用いられる方法で、日本の警察では、あまり馴な染じみがない統計方法のようです。日本では数量化Ⅲ類や、コレスポンデンス分析、最適尺度法などと呼ばれる統計手法を主に使っているそうです。この理由は色々ありますが、大きな理由としては、民間人が銃を持っているか持っていないかなどの環境の違いがあり、ＦＢＩ式の統計方法を単純に日本の犯罪に当てはめるのが困難であるためのようです。

　本作に登場する日本警察機構では、ＦＢＩ式、日本式の両方を採用しているという設定になっています。銃規制が緩くなってる社会ですからね。実際の日本の警察は、ＦＢＩと全く同じ統計方法を取っているわけではありませんため、誤解なきようお願いします。




　末筆となりましたが、本作を刊行するに当たって絶大なご尽力をいただいた皆様に、深い感謝の気持ちでいっぱいです。担当編へん集しゆうさんには、「ああでもないこうでもない」と、長らくの改稿にお付き合いいただきまして、まことにご迷惑をおかけしました。

　そしてイラストレーターのニリツさん。

　クールでカッコいいイラストを、ありがとうございます。自作のキャラクター達にビジュアルが宿り、「こんな顔の奴やつだったんだ」と、作者自身、驚きと感動を禁じ得ません。キャラデザ案をいただいた時に１番驚おどろいたのは、今作では声しか出てこなかった女の子にまでビジュアルが設定されていた点です。有りでした！

　最後に、本作を手にとっていただいた読者の皆さん。

　兎う月づきは皆さんの存在が何よりもありがたいと思っています。

　拙作ではありますが、皆さんの人生の中の、楽しい一時になれたのなら幸せです。

　次巻もがんばっていきますので、よろしくお願ねがいします。
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兎う月づき山羊やぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。会社のデスマーチに組み込まれようとも原稿は書きます。あ、ＰＳ４買いました。アーマード・コアの新作出ないかなあと、心待ちにしているレイヴンです。
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イラスト／ニリツ

カードゲームやノベルなどのイラストを中心に活動中。

つり目とショートカットとＳっ気が強いお姉さんと音楽が大好きです。
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